


道徳の礎（いしずえ）の使い方
　「道徳の礎（いしずえ）」は、「ふくしまならでは」の道徳教育の実現に向けて必要な理論や実践を集録し、
ふくしまの先生方の悩みに寄り添う一冊です。
　「ふくしまならでは」の道徳教育の実現に向けて、

　以上の３編構成で作成しています。さらに、先生方の悩みに合わせて、すぐに頁を開くことができるよう、
色別の５つのインデックスを付けています。御自身の問題意識に合わせて御活用ください。

　　○　【理論編】道徳科の授業の充実に向けて
　　○　【実践編】平成30年度道徳教育推進校実践報告
　　○　【Ｑ＆Ａ】教育課程Ｑ＆Ａ

【インデックス１】　道徳科の授業の充実に向けて

【インデックス２】　道徳教育推進校の実施報告，全体計画・別葉等

【インデックス３】　多様な指導方法に基づいた授業実践

【インデックス４】　ふくしま道徳教育資料集を活用した授業実践

【インデックス５】　新教育課程Q&A（道徳科編）

1頁
～10頁

道徳教育や道徳科の理論が分からない……。
　⇒�　「道徳のとびら」や「特別の教科　道徳」の実施に向けた地区別研修会で発信してきた
内容をまとめてあります。「道徳科の指導と評価の一体化」等について詳しく解説してい
ます。

11頁
～54頁

道徳教育の学校の基本方針が大切とは言うけれど……。
　⇒�　平成30年度道徳教育推進校の道徳教育推進の視点、道徳教育全体計画及び別葉等を掲
載しています。学校の道徳教育の方針を明確にしたい時に御活用ください。

55頁
～76頁

多様な指導方法は大切だけれど、どのように授業を構想すればよいの……。
　⇒�　平成30年度道徳教育推進校の実践と考察を掲載しています。授業実践の際の参考にし
てください。

77頁
～98頁

ふくしま道徳教育資料集をより効果的に活用したい……。
　⇒�　平成30年度道徳教育推進校が活用したふくしま道徳教育資料集の実践と考察を掲載
しています。「ふくしまならでは」の道徳教育の実現に向けて参考になります。

99頁
～105頁

道徳科の教育課程で分からないことがあります……。
　⇒�　既に学校に周知している新教育課程Q&Aから道徳科の部分を抜粋しました。教育課
程の編成に向けて悩んだときに開いて確認してみてください。



平成30年度道徳教育推進校及び掲載頁一覧

地　区 学　校　名 内　　　　容 掲載頁

県　北 福島市立福島第四中学校

実施報告・全体計画・別葉等 11～16

質の高い多様な授業実践 64～66

ふくしま道徳教育資料集を活用した実践 86～88

県　中 郡山市立大島小学校

実施報告・全体計画・別葉等 17～22

質の高い多様な授業実践 55～57

ふくしま道徳教育資料集を活用した実践 77～79

県　南 中島村立吉子川小学校

実施報告・全体計画・別葉等 23～28

質の高い多様な授業実践 58～60

ふくしま道徳教育資料集を活用した実践 80～82

会　津 会津美里町立本郷中学校

実施報告・全体計画・別葉等 29～34

質の高い多様な授業実践 67～69

ふくしま道徳教育資料集を活用した実践 89～91

南会津 南会津町立舘岩中学校

実施報告・全体計画・別葉等 35～40

質の高い多様な授業実践 70～72

ふくしま道徳教育資料集を活用した実践 92～94

相　双 福島県立相馬東高等学校

実施報告・全体計画・別葉等 41～48

質の高い多様な授業実践 73～76

ふくしま道徳教育資料集を活用した実践 95～98

いわき いわき市立江名小学校

実施報告・全体計画・別葉等 49～54

質の高い多様な授業実践 61～63

ふくしま道徳教育資料集を活用した実践 83～85



【理論編】

道徳科の授業の充実に向けて



【第１部　理論編】道徳科の授業の充実に向けて

　新学習指導要領において、学校の教育活動全体
を通じて行う「道徳教育」については「総則」の
章に、授業については「特別の教科　道徳」の章
に、別の章立てとなって記載されています。両方
の目標や内容、関係をとらえることが大切です。
　特に「学校の教育活動全体を通じて行う道徳教
育」「特別の教科　道徳」いずれの目標において
も、育むものは「道徳性」に統一され、現行学習
指導要領にあった「道徳的実践力」という記述が
なくなり、育むものが異なるというねじれが解消
されました。授業のねらいも、どんな道徳性の諸
様相（道徳的判断力、心情、実践意欲と態度）を
育みたいのか、しっかりと精査することが大切で
す。

「道徳教育の目標」「道徳科の目標」はどう変わったのですか？

内容項目は変更されたのですか？

　朱字で記述された「○○学習を通して」の部
分が特に大切です。
　具体的には、道徳科の特質として、道徳的諸
価値の理解を基にしながら、
○　自己を見つめること
○　物事を多面的・多角的に考えること
を押さえることがとりわけ大切です。
　この特質に根ざして授業を構想・展開し、一
人一人の子どもの学習状況や道徳性の成長の様
子を見取って、評価することになるのです。

　小学校低学年は19項目（３項目追加）、中学
年は20項目（２項目追加）、高学年・中学校は
22項目（高学年は１項目追加）となります。学
習指導要領では「各学年の内容項目について、
相当する学年において全て取り上げること」と
されていますので、年間指導計画作成の際には
漏れのないよう留意してください。
　また、それぞれの内容項目に「公正、公平、
社会正義」などの手掛かりとなる言葉（キーワー
ド）を付記することで、指導のしやすさに配慮
しています。

道徳教育の目標

（小（中）学校学習指導要領第１章総則 第１ 教育課程編成の基本方針 ２ 抜粋）
　学校における道徳教育は，特別の教科である道徳（以下「道徳科」という。）
を要として学校の教育活動全体を通じて行うものであり，道徳科はもとより，
各教科，外国語活動，総合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの特質に
応じて，児童の発達の段階を考慮して，適切な指導を行わなければならない。
　道徳教育は，教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基
づき，自己の生き方を考え，主体的な判断の下に行動し，自立した人間として
他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことを目標とする。

○ 　学校の教育活動全体を通じて行う「道徳教育」の記述‥「総則」編に記載
○ 　「特別の教科　道徳」の記述‥「特別の教科　道徳」編に記載
○ 　「道徳教育」の「要」として「道徳科」の位置付けは従来と変わらない
○　育むものは，内面的資質としての道徳性に統一

内容項目の追加

「特別の教科　道徳」の内容の学年段階・学校段階の一覧表参
照。
【小・低学年】19項目
　�「個性の伸長」「公正，公平，社会正義」「国際理解，国際親
善」追加

【小・中学年】20項目
　「相互理解，寛容」「公正，公平，社会正義」追加
【小・高学年】22項目
　「よりよく生きる喜び」追加
【中学校】22項目

体系的なもの
への改善

手掛かりとなる
言葉の付記

　記述の仕方について，各学年毎の記述を改め，内容項目毎
の記載に変更して，系統性と発展性を意識して指導できるよ
うに配慮した。また，「公正，公平，社会正義」などの手掛か
りとなる言葉を付記し，指導のしやすさに配慮した。

道徳科の目標と特質

（小（中）学校学習指導要領第３章「特別の教科　道徳」の「第１　目標」）
　第１章総則の第１の２に示す道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるた
めの基盤となる道徳性を養うため，道徳的諸価値についての理解を基に，自
己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自己の（人間としての）生き方
についての考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と
態度を育てる。

【本時のねらいは…】
　○○○を通して，（道徳的な判断力or心情or実践意欲or態度）を育てる。

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力
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１　基本的把握事項について

□ 　教育関係法規の規定、時代や社会の要請や
課題、教育行政の重点施策（本県では、いじ
め防止対策推進法の明記を強調）
□ 　学校や地域社会の実態と課題、教職員や保
護者の願い
□　児童生徒の実態と課題

２　具体的計画事項について

□ 　学校の教育目標、道徳教育の重点目標、各
学年の重点目標
□　道徳科の指導の方針
□ 　年間指導計画を作成する際の観点や重点目
標に関わる内容の工夫、校長や教頭の参加、
他の教師との協力的な指導
□ 　各教科、外国語活動、総合的な学習の時間
及び特別活動における道徳教育の指導の方
針、内容及び時期
□ 　特色ある教育活動や豊かな体験活動におけ
る指導の方針、内容及び時期
□ 　学級、学校の人間関係、環境の整備や生活
全般における指導の方針
□ 　家庭、地域社会、他の学校や関係機関との
連携の方法
□　道徳教育の推進体制
□ 　その他（次年度の計画に生かすための評価
の記入欄、研修計画や重点的指導に関する添
付資料等）

３　「別葉」について

□ 　各教科等における道徳教育に関わる指導の
内容及び時期を整理したもの
□ 　道徳教育に関わる体験活動や実践活動の時
期等が一覧できるもの
□ 　道徳教育の推進体制や家庭や地域社会等と
の連携のための活動等が分かるもの

道徳教育全体計画はどう作成すればよいのですか？

　道徳教育全体計画の作成を含め、学校の教育
活動全体で行う道徳教育については、新学習指
導要領「総則」に記述されています。全体計画
は、校長のリーダーシップの基、道徳教育推進
教師が要となり、全教職員で作成することが大
切です。なお、全体計画等の具備すべき内容に
ついては、総則解説編に記述されていますが、
参考までに列記します。
　また、「別葉」についても、作成に係るロード
マップを作成し、全教員の願いのこもった内容
と形式で計画的・組織的に作成した
いものです。

小（中）学校学習指導要領第１章総則
第６　道徳教育に関する配慮事項　1　抜粋

小・中
共　通

□　道徳教育の全体計画の作成
　⇒　重点目標の設定
　⇒�　各教科等における指導の内容及び時期並びに家庭や地域社会と
の連携の方法の明示

活用しやすい工夫（小（中）学習指導要領解説・総則編131頁）
　�　例えば，各教科等における道徳教育に関わる指導の内容及び時期
を整理したもの，道徳教育に関わる体験活動や実践活動の時期等が
一覧できるもの，道徳教育の推進体制や家庭や地域社会等との連携
のための活動等が分かるものを別葉にして加えるなどして，年間を
通して具体的に活用しやすいものとすることが考えられる。

□ 　校長の方針の下に，道徳教育推進教師を中心に，全教師が協力し
て道徳教育を展開すること。
道徳教育推進教師の役割（小（中）学習指導要領解説・総則編128頁）
　○　道徳教育の指導計画の作成に関すること
　○　全教育活動における道徳教育の推進，充実に関すること
　○　道徳科の充実と指導体制に関すること
　○　道徳用教材の整備・充実・活用に関すること
　○　道徳教育の情報提供や情報交換に関すること
　○　道徳科の授業公開など家庭や地域社会との連携に関すること
　○　道徳教育の研修の充実に関すること
　○　道徳教育における評価に関すること　など

平成３０年度 道 徳 教 育 全 体 計 画 小４６ 郡山市立大島小学校

（教育関係法令等） 学 校 教 育 目 標

◇日本国憲法 自分の考えをもち、ねばり強く努力できる心豊かなたくましい児童の育成 ◇児童の実態
◇教育基本法 ◇保護者や地域の人々の
◇学校教育法 ○進んで学習する子ども （知） 願い
◇学習指導要領 ○思いやりのある子ども （情） ◇現代社会の課題と要請
◇いじめ防止基本方針 ○健康で明るい子ども （体） ◇教師の願い
◇児童憲章 など ○最後までがんばる子ども（意）

各教科における道徳教育 道 徳 教 育 重 点 目 標 「わたしたちの道徳」活用の基
本方針

◇国語科
物語文の学習等を通して １．常に向上心を持ち、知識や技能の習得を目指そうとする心を育てる。 道徳科授業の一部で補助的

道徳的心情を育てるととも ２．互いの人格を認め、仲良く親切にいたわり合う、生命尊重の態度を育てる。 に用いたり各教科の学習内容と
に、読む・書く・話す ・聞く活 ３．清らかな心と健やかな体を持ち、美しいものや崇高なものを尊ぶ豊かな心情を育てる。 関連させたりして活用を図る。
動を通して自己表現力の伸 ４．互いに協力し合い、進んで人のために役立とうとする態度を育てる。
長を図り社会生活への適応 情報モラル教育
力を育てる。
◇社会科 道徳科授業で情報モラルに

調べたり学び合ったりする ついて指導することにより、情
活動を通して社会生活を理 報社会のルールやマナーを身
解し、地域や人々の営みの 各 学 年 の 重 点 目 標 につける。
すばらしさに気づき、日本や
外国の人々への共感と理解 ・健康や安全に気をつけ、わがままを言わないで規則正しい生活をする。
を深める。 （節度、節制） 特別活動における道徳教育
◇算数科 低 ・生命を大切にする心を持つ。（生命の尊さ）

見通しを持ち、筋道を立て ・気持ちよいあいさつ、言葉づかいに心がける。（礼儀） ○学級活動
て考え、数理的に処理する ・身近にいる人に温かい心で接し、親切にする。（親切、思いやり） 話し合い活動や係活動を通し
力を養うとともに、工夫して生 て学級生活の向上を図り思い
活をよりよくしようとする態度 ・よく考えて行動し、節度ある生活をする。（節度、節制） やりのある望ましい人間関係を
を養う。 中 ・生命の尊さを感じ取り、生命あるものを大切にする。（生命の尊さ） 育てる。
◇理科 ・過ちは素直に改め、正直に明るい心で元気よく生活する。（正直、誠実） ○児童会活動

自然との触れ合いや動植 ・約束やきりを守り、公共心、公徳心を持って行動する。（親切、思いやり） 学校生活の向上のために全
物の飼育・栽培活動を通し 校生のことを考え、互いの創意
て、生命を尊重し真理を追究 ・自分の生活を見直し、節度を守り節制に心がける（節度、節制） を生かして課題解決に取り組む
する態度を育てる。 高 ・生命がかけがえのないものであることを知り、自他の生命を尊重する。 態度を育てる。
◇生活科 （生命の尊さ） ○クラブ活動

自然や人と関わる活動を ・互いに信頼し、学び合って友情を深め、協力し助け合う。（友情、信頼） 共通の興味関心を追求する
通して、生命を大切にしたり、 ・働くことの意義を理解し公共のために役立つことをする。（勤労、公共の精神） 活動を通して、協力し合う態度
相手を思いやったりする心情 や思いやりの心を育てる。
を養う。 ○学校行事
◇音楽科 道 徳 教 育 の 推 進 体 制 行事への自主的、積極的な

表現・鑑賞活動を通して音 参加を通して集団の一員として
楽に対する感性を育て、美し １ 校長の方針のもと、道徳教育推進教師が推進役となり、全教員で道徳教育を推進する。 の自覚を深め、道徳的実践意
いものを尊重する心や豊か 道徳教育推進教師は道徳主任と兼ねる。 欲を高める。
な情操を養う。 ２ 学級担任は、学級における道徳教育指導計画を年度当初に作成して、意図的・計画的
◇図画工作科 に道徳指導にあたる。

造形的な創作活動を通し
て表現する喜びを味わい、自
他の個性を感じ取り協力し合 道 徳 科 の 指 導 方 針
って活動する態度を養う。 ○生徒指導における道徳教育の
◇家庭科 ・道徳的価値について理解を深める。 視点

家族の一員としての役割 ・道徳的判断力を高める。
を認識し、家庭生活への実 ・道徳的心情を豊かにする。 ・教師と児童、児童相互の心の
践意欲や家族を大切にする ・道徳的実践意欲と態度を向上させる。 交流を図り、児童一人一人が
態度を養う。 ・問題解決的な学習、体験的な学習を重視する。 意欲を持って将来を展望でき
◇体育科 るよう援助する。

心身の健康・安全への理 ・課題を抱えた児童に対して
解を深め、自他の心身を大 は、学年・学校全体で組織的
切にしようとする心情や協力 学校における 学校における豊かな 基本的な生活習慣に に取り組む。
し合って活動する態度を育て 教育環境の整備方針 体験活動の場の設定 関する指導方針 ・一人一人が自己実現に向けて
る。 の資質や能力を育てる。
◇総合的な学習の時間 ・学校内外で、学校・家 授業や学級活動など、 ・規範意識や生活習慣

自然体験やボランティア活 庭・地域社会が一体と 学校における全ての教 形成については、児童
動等の社会体験を通して、道 なり、道徳性を育み実 育活動において、道徳的 の創意を生かして細か
徳的実践力を育てる。 践できるような教育環 実践を促すとともに、自 な指導を行う。
◇英語表現科 境にするように努める。 然、人、社会との触れ合 ・生活指導を通して、学

外国語活動を通じてコミュ ・児童相互、教師と児童 いの場を設けるなど、豊 校内外の生活に規律と
ニケーション能力の素地を養 の豊かな言語環境を整 かな体験の場を計画的 秩序を持たせるととも
うとともに、言語や文化につ える。 に設定する。 に、ふれあいを通して
いて体験的に理解を深める 生活の善導を図る。
ことで、日本人としての自覚
を持って世界の人々との親
善に努めようとする態度を育
てる。

家庭・地域社会との連携 他の学校や教育機関との連携

学校・家庭・地域社会との連携を強め、道徳教育の充実に努 幼稚園、中学校などとの情報交換を密にし、児童の実態をつか
める。 み、定期的な交流を通して関連を深める。
・家庭の啓蒙と活動の連携の推進 ・就学前の情報交換の推進

＜参観日の活用・各種便り等＞ ＜幼稚園訪問・保育参観・交流会＞
・地域社会、関係機関との連携 ・進学前の心構えをつくる

<社会参加・クリーン作戦＞ ＜中学校一日体験入学＞

【道徳教育全体計画の内容】

 道徳教育全体計画例「郡山市立大島小学校」（20頁に記載）
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 別葉例「福島市立福島第四中学校」（15頁に記載）

 別葉例「いわき市立江名小学校」（53頁に記載）

　道徳のかけ橋第４号では、「別葉」の特集を組
み、左のA～Dの形式に大別しています。別葉は、
今現在求められているカリキュラム・マネジメン
トを具現化する有効なツールです。より実効性の
ある別葉こそが、道徳教育の充実への近道です。
是非、全教員が共通認識に立ち、作成してくださ
い。A～Dの４つの形式の利点と課題、工夫した
い点を列記します。自校の別葉を見直す参考にし
てください。

道徳教育全体計画の別葉はどうすればよいのですか？

全体計画の別葉の充実と工夫

Ａの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

○ 　時系列で整理しているため、一覧の形で年
間の見通しがもてる。
▲ 　情報が多すぎて使いにくい。重点項目が分
からず、共通理解が図りにくい。
□ 　自校で重点とする内容項目の部分に色をつ
け、分かりやすくする。指導後に、記録や改
善策を書き加える。

Ｂの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

○ 　重点内容項目を中心に作成しているため、
学校全体で重点を意識して教育活動を進める
ことができる。
▲ 　時系列になっていないため、年間の見通しが
分かりにくい。また、他の内容項目について、ど
のような場面で取り組んでいくのか分からない。
□ 　重点項目以外は、実践を通して少しずつ書
き込みを加えていく。

Ｃの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

○　すべての内容項目の関連が分かる。
▲ 　必要な情報が多く盛り込まれているため活
用に向けた共通理解が必要である。
□ 　道徳教育推進教師を中心に全職員で作成
し、一人一人の意見を生かし少しずつ改善し
ていくことで活用に向けた意識を高める。

Ｄの別葉の利点（○）と課題（▲）、工夫したい点（□）

○ 　形式がない別葉だからこそ、自校の先生方が
日常的に使いやすいものが最良である。形式に
こだわらず、今ある計画を少し工夫・改善しなが
ら、「学校ならでは」の別葉を作成したいものです。

「別葉は作成しているが十分活用されていない。」
　このような声が多くの学校で聞かれるのが現
状です。「ここの関連は難しいなあ」「この単元
では○○という価値項目についても学んでいる
なあ」と気付いたら、別葉にメモを残していく
とよいと思います。そういった日々の積み重ね
が道徳科と教育活動全体を積極的に結び付ける
ことにつながります。自分の学校の「別葉」に
ついて、校内で改めて考えてみましょう。

（道徳のかけ橋第４号（平成26年12月15日）より抜粋）

Ａ　時系列で，内容項目と教育活動全体との関連を明らかにした別葉

Ｂ　自校の重点を中心に，内容項目の系統性を明確にした別葉

Ｃ　全ての内容項目と学校の教育活動全体の関連を明らかにした別葉

Ｄ　学校オリジナルで使いやすい別葉

平成３０年度【３学年】 道徳教育と各教科との関連

月 学級活動
総合的な

国 語 社 会 数 学 理 科 音 楽 美 術 保健体育 技術・家庭 外国語
学習の時間

４ 「３年生になっ 「修学旅行のま 「 握手 」Ｂ-(9) 「第二次世界大 「花」Ｄ-(3)感動、 「ボックスアー "Pop Culture Then
て」Ａ-(4)希望、 とめ」Ｂ-(3)友情、相互理解、寛容 戦」Ｃ-(18)世界 畏敬の念 ト」Ａ-(3)向上心、 and Now" Ｃ-(17)
克己と強い意志 信頼 平和 個性の伸長 伝統と文化

５

６ "Fair Trade Event"
Ｃ -( 18) 国際理

解、貢献

７ 「卒業研究」Ａ-(3) 人権と日本国憲 「２次方程式」 「生物の成長と

向上心、個性の 法」Ｃ-(11)公正、 Ｃ-(11)公正、公 生殖」Ｄ -(19)生
伸長 公平、社会正義 平、社会正義 命の尊さ

８ 「遺伝の規則性」

Ｄ-(21)感動・畏

敬の念

９ 「社会の一員と 「故郷」Ｃ-(12) 「混声合唱の味 「バレーボール」 「エネルギーの

しての生き方」 社会参画、公共 わい」Ｃ-(15)学 Ｃ -(11)公正、公 有効利用」Ｄ-(3)
Ｃ-(12)社会参画、 の精神 校生活、集団生 平、社会正義 感動、畏敬の念

公共の精神 活の充実

１０ 「学校行事に向 「君待つと」Ｃ- 「相似な図形」 「柔道」Ｃ-(17)
けて」Ｂ-(9)相互 (17)我が国の伝 Ｃ-(16)郷土の伝 我が国の伝統と

理解、寛容 統と文化の尊重、 統と文化の尊重 文化の尊重、国

国を愛する態度 を愛する態度

１１ 「相似な図形」 「オペラ」Ｃ-(18) 「堆朱のストラ Striving for a
Ｄ-(21)感動、畏 国際理解、国際 ップ」Ｃ-(17)我 Better World Ａ-
敬の念 貢献 が国の伝統文化 (4)勇気と希望,強

の尊重 い意志

１２

１ 「標本調査」Ｄ- 「自然の中の生 「子どもにとっ

(20)自然愛護 物」Ｄ-(20)自然 ての家族」Ｄ-(19)
愛護 生命の尊さ

２ 「卒業までの生 「卒後業への思 「誰かの代わり 「バスケットボ

活」Ａ-(2)節度、 い」Ｂ-(6)思いや に」」Ｄ-(22)より ール」Ｃ-(11)公
節制 り、感謝 よく生きる喜び 正、公平

３ 「科学技術の人

間」Ｄ-(22)より

よく生きる喜び

【別葉作成上で大切なこと】
① 　自校の特色や重点を教育活動全体でどのように実践していくか，分かる
こと
②　道徳科の授業以外の指導内容や時期が明確になること
※　今求められている「カリキュラム・マネジメント」の具現化
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教科用図書の導入で何が変わるのですか？

なぜ、「指導と評価の一体化」が大切なのですか。

検定教科書の導入について

 質的転換＝「指導と評価の一体化」
～主体的・対話的で深い学びの実現～

法的根拠

教科書の
法的根拠

学校教育法34条（教科用図書・教材）
小学校においては，文部科学大臣の検定を経た教科用図書又は文部
科学省が著作の名義を有する教科用図書を使用しなければならな
い。（中学校等にも準用）

教科書の
定義

教科書の発行に関する臨時措置法２条（定義）
この法律において「教科書｣ とは，小学校，中学校，義務教育学校，
高等学校，中等教育学校及びこれらに準ずる学校において，教育課
程の構成に応じて組織排列された教科の主たる教材として，教授の
用に供せられる児童又は生徒用図書であって，文部科学大臣の検定
を経たもの又は文部科学省が著作の名義を有するものをいう。

何を学ぶか

どのように
学ぶか

何を
学んだか

指導と評価の一体化 ○�　小低19，小中20，小高22，
中22の内容項目に基づいて，
道徳的判断力，心情，実践意
欲と態度を育む

○�　「自己を見つめる」「多面
的・多角的に考える」の二つ
の特質に根ざした活動の設定

○�　「自己を見つめる姿」「多面
的・多角的に考える姿」をどの
場面で，何を使って見取るか。

望ましい道徳性の育成，日々の授業の充実と改善

道徳科の
目標と特質

指　導

評　価

　教科書には「主たる教材」としての使用義務
があります。今後は、採択された教科書の教材
を中心に、年間指導計画を作成することになり
ます。なお、教材の配列は、今まで通り、各学
校の特色や行事、各教科等の関連に応じて配列
を工夫することが大切です。

　指導の充実なくして、評価の充実はあり得ま
せん。もう少し詳しく言うと、児童生徒一人一
人のよさや可能性を受け止めて、認め、励ます
評価を具現するためには、児童生徒のよさや可
能性を引き出し、存分に発揮させる指導の充実
が不可欠なのです。
　「授業のねらい－指導－評価」が、「道徳的価
値の理解を基に自己理解を深めること（自己を
見つめること）」「物事を多面的・多角的に考え
ること」という、道徳科の二つの
特質に一貫して基づいていること
が大切です。

教科用図書の教材以外を使用してはいけないのですか？

ふくしま道徳教育資料集等の活用について

（小学校学習指導要領解説第４章　指導計画の作成と内容の取扱い　第４節　
道徳科の教材に求められる内容の観点　１教材の開発と活用の工夫）
⑵　多様な教材を活用した創意工夫ある指導
　�　道徳科においても，主たる教材として教科用図書を使用しなければなら
ないことは言うまでもないが，道徳教育の特性に鑑みれば，各地域に根ざ
した地域教材など，多様な教材を併せて活用することが重要となる。様々
な題材について郷土の特色が生かせる教材は，児童にとって特に身近なも
のに感じられ，教材に親しみながら，ねらいとする道徳的価値について考
えを深めることができるため，地域教材の開発や活用にも努めることが望
ましい。

（同　２　道徳科に生かす教材）
⑶�　多様な見方や考え方のできる事柄を取り扱う場合には，特定の見方や考
え方に偏った取扱いがなされていないものであること（略）
　�　なお，教科用図書以外の教材を使用するに当たっては，「学校における補
助教材の適正な取扱いについて」（平成27年３月４日　初等中等教育局長
通知）など，関係する法規等の趣旨を十分に理解した上で，適切に使用す
ることが重要である。

○　「主たる教材」としての教科用図書教材
　⇒　今後は主題，教材の配列としての「年間指導計画」が極めて重要
○ 　「副教材」として，ふくしま道徳教育資料集をはじめ，市町村発行の道徳教育
資料集等を積極的に位置付けたい。
　⇒　意図的・計画的・組織的な計画と活用を

　「ふくしま道徳教育資料集」「市町村発行の道
徳資料集」等の教材は、地域に根ざした教材と
して大切にしたいものです。
　また、「私たちの道徳（WEB版）」や「小（中）
学校　道徳読み物資料集（文科省）」等の活用も
考えられます。教科書以外の教材を年間指導計
画に位置付ける場合は、教科書教材との対応が
分かるようにしておくことが望ましいと考えま
す。
　なお、教科用図書以外の教材の年間指導計画
への位置付けと活用にあたっては、学年や学校
としての組織的な対応と校長の判断はもちろ
ん、市町村教育委員会の指導助言の基に行うこ
とになります。
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「特別の教科　道徳」における多様な指導方法について教えてください。

問題解決的な学習など
多様な方法を取り入れた指導について

問題解決的な
学習の工夫

　道徳科における問題解決的な学習とは，ねらいとする道
徳的諸価値について自己を見つめ，これからの生き方に生
かしていくことを見通しながら，実現するための問題を見
付け，どうしてそのような問題が生まれるのかを調べたり，
他者の感じ方や考え方を確かめたりと物事を多面的・多角
的に考えながら課題解決に向けて話し合うことである。

道徳的行為に
関する体験的な
学習を取り入れる

工夫

　道徳的諸価値を理解したり，自分との関わりで多面的，
多角的に考えたりするためには，例えば，実際に挨拶や丁
寧な言葉遣いなど具体的な道徳的行為をして，礼儀のよさ
や作法の難しさなどを考えたり，相手に思いやりのある言
葉を掛けたり，手助けをして親切についての考えを深めた
りするような道徳的行為に関する体験的な学習を取り入れ
ることが考えられる。さらに，読み物教材等を活用した場
合には，その教材に登場する人物等の言動を即興的に演技
して考える役割演技など疑似体験的な表現活動を取り入れ
た学習も考えられる。

特別活動等の
多様な実践活動等
を生かす工夫

　道徳科において実践活動や体験活動を生かす方法は多様
に考えられ，各学校で児童の発達の段階等を考慮して年間
指導計画に位置付け，実施できるようにすることが大切で
ある。

　小（中）新学習指導要領では、「児童の発達の
段階や特性等に考慮し、指導のねらいに即して、
問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的
な学習等を適切に取り入れるなど、指導方法を
工夫すること」とされました。
　今まで一般的に実践されてきた「登場人物の
自我関与型」の授業が否定されているような誤
解がありますが決してそうではありません。否
定されているのは「登場人物の心情理解のみの
指導」「主題やねらいが不十分な単なる生活経験
の話し合い」です。この２つだけでなく、「読み
物教材のあらすじを追うだけの授業」や「道徳
的価値（内容項目）に基づかない体験的な授業」
等も散見されますので、道徳科の特質に根ざし
た授業づくりをこころがけることが大切です。
　9、10頁に「（H28.7.22）特別の教科道徳の
指導方法・評価等について（報告）道徳教育に
係る評価等の在り方に関する専門家会議」で示
された「質の高い多様な指導方法のイメージ」
を掲載します。指導の参考としてください。

「特別の教科　道徳」の評価についての基本的な考え方を教えてください。

具体的な方法を，道徳科の評価の在り方に関する専門家会議で検討
� （H27.6～H28.7）

「小（中）学習学習指導解説「特別の教科道徳編」第４章　指導計画の作成と内容の取
扱い　第３節　指導の配慮事項　５　問題解決的な学習など多様な指導を取り入れた
指導」より部分抜粋

○　数値による評価ではなく，記述式とすること
○　個々の内容項目ごとではなく，大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること
○�　他の児童生徒との比較による評価ではなく，児童生徒がいかに成長したかを積極
的に受け止めて認め，励ます個人内評価（※）として行うこと
○�　学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか，道
徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視するこ
と
○　調査書に記載せず，入学者選抜の合否判定に活用することのないようにする必要

※ 　専門家会議報告に基づき，道徳科の学習評価の在り方，指導要録の参考様式について，平成28年７月29
日付で都道府県教育委員会等に通知

【基本的な方向性】

○　改訂後の学習指導要領（特別の教科　道徳）
　�　児童（生徒）の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し，指導に生かすよう努める必要
がある。
　　ただし，数値などによる評価は行わないものとする。
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道徳科の評価はどのように進めたらよいのですか。

道徳科の学習活動と評価のイメージ ○�　児童生徒がいかに成長したか
を積極的に受け止めて認め、励
ます個人内評価として行います。
○�　観点別で分析的に評価した
り、数値化したりする評価は、
道徳科では妥当ではありません。
○�　道徳科の特質である「自己を
見つめる姿」「多面的・多角的に
考える姿」を見取って評価して
いきます。
○�　学校生活で見られる姿は、こ
れまで通り「行動の記録」に記
述します。道徳科の評価は、あ
くまで授業を行った結果として
の「学習状況」「道徳性の成長に
係る成長の様子」を見るもので
す。

○�　指導要録において、記述式の
評価の記載が必要となります。
○�　道徳科の評価の実施に伴う指
導要録の形式等については、28
教義第846号（平成28年8月10
日付）で発出しています。なお、
指導要録の様式については、各
学校の設置者（各学校を所管す
る市町村教育委員会）が決定し
ます。

○�　道徳性が養われたか否かは容易に判断することができるものではなく，観点別に分
析的に評価（ABCの段階をつける）ことは妥当ではない。
○�　道徳科の授業では，特定の価値観を児童生徒に押しつけたり，指示通りに主体性を
持たずに言われるままに行動するよう指導したりするものであってはならない。内容
項目を手掛かりに「考え，議論する」ことを通じて，自己を見つめ，物事を多面的・
多角的に考える学習を行うことによって，道徳性を養うことを目指すものである。
→�　このため，道徳科の学習の中で，特に「自己を見つめ，自分のこととして考えてい
るか」「物事を多面的・多角的に考えようとしているか」といったことに着目すること
で，道徳科の学習状況を把握することが必要である。

「指導要録」と「通知票」の根拠と性質を踏まえ、各学校で行うことは何ですか。

道徳教育・道徳科で
育てることを目指す
資質・能力

自立した人間として
他者と共によりよく生きる

実践（行為・表現など）

自己を見つめる
（自分のこととして，
自分との関わりで考える）

（広い視野から）
多面的・多角的
に考える 道徳性

｜｜
道徳的な判断力，

心情，
実践意欲と態度道徳的諸価値

の理解

自己の（人間としての）
生き方についての
考え（思考）

基盤と
なる

学習を
通して

を基に を深める

道徳性を養うために行う道徳科における学習

積極的に受け止めて認め，励ます個人内評価として行う
道徳科の「学習状況及び道徳性に係る成長の記録」

注�）道徳科の学習活動を中心にイメージ図としたものであり，これ以外にも道徳性を養う過程は
様々なものが考えられる。

児童生徒の具体的な
行動に関する

「行動の記録」

学校生活全体において具体的
な行動として見られる部分

【通知表（票）の根拠と性質】
①　法的に規定されている表簿ではない。校長の責任において作成される性質をもつ。
②�　児童生徒の学習指導の成果，学習生活の状況，健康状況等を保護者に連絡し，保護者が児童生徒の学校生
活の状況を知るための連絡簿であり，その呼び方や内容，形式も各学校ごとに創意工夫が見られる。

【指導要録の根拠及びその性質】
①�　校長は，その学校に在学する児童等の指導要録を作成しなければならない。（学校教育法施行規則第24条）
②�　指導要録は，児童生徒の学籍並びに指導の過程及び結果の要約を記録し，その後の指導及び外部に対する
証明等に役立てるための原簿となるものであり，各学校で学習評価を計画的に進めていく上で重要な表簿で
ある。（平成22年５月11日　文部科学省初等中等教育局長通知）

【各学校で行うこと】
①　校長の指導の下，通知表（票）の評価をどのように行うか。
②　保護者に道徳科の評価について，どの時期に，どのような内容で周知し，理解を図るか。
③　通知表（票）の記述を，どのように指導要録につなげるか。
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　「特別の教科　道徳の指導方法・評価等について（報告）H28.7.22　道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会
議」には、「道徳科の評価の工夫に関する例」も具体的に掲載されています。ぜひ参考にしてください。

　県内７地区で開催された「平成30年度『特別の教科　道徳』の実施に向けた地区別研修会」では、評価の演習に取り
組み、評価文の事例検討や作成に取り組みました。ここでは、研修会を通じて分かったこと、学んだことを列記します。
是非、評価を行う際の参考にしてください。

キーセンテンス 研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

「学びの事実を基に」 　なぜそう書いたか、根拠が大切です。「児童生徒の発言」や「学習の様子」「ワークシートやノートへの記述」等を記録・累積しておくことが大切です。

「�飛躍せず、盛り込み
すぎず」

　記録しておいた「発言」や「学習の様子」「ワークシートの記録」といった根拠を曲解して記
述したり、数多くの根拠を記述しすぎたりすると誤解を生じ、伝わりにくくなります。

「比較せず」
　「誰よりも優れています」といった表現は、一見最大の褒め言葉に感じますが、個人内評価の
基本的な考え方からはふさわしくありません。同様に、「以前より理解できるようになった」と
いう表現も誤解を招く恐れがあり、気を付けなければならない表現です。

「分かりやすく」
　「道徳的価値の理解」「道徳的判断力の高まり」といった専門用語は、児童生徒や保護者には
分かりづらい言葉です。児童生徒や保護者の目線に立って、分かりやすい表現をこころがけた
いものです。

「�行動の記録と区別
して」

　あくまでも「道徳科」としての授業の評価です。行動に表れている道徳性の記述は、「行動の
記録」に記述しますので、明確に区別してください。

○�　「親切・思いやり」や「自然愛護」について考える授業では、友だちの発言にうなずきながら共感して聞いた
り、根拠に基づいて自分の意見を発言したりしていました。友だちと考えを交流する中で、友だちの考えをもと

　以上の考えを基本としながら文章表現で記述します。各学校において、どのように記述するか教職員で共通理解を図
りながら、児童生徒一人一人を受け止めて、認め、励ます評価の具現化に取り組んでください。

○　平成30年度「特別の教科道徳」の実施に向けた地区別研修会の研修から

○　研修会を通じて分かったこと、話題になったこと

○　研修会参加者が作成した評価文

道徳科の評価の工夫に関する例（本専門家会議における意見より）
○　児童生徒の学習の過程や成果などの記録を計画的にファイル等に集積して学習状況を把握すること。
○�　記録したファイル等を活用して、児童生徒や保護者等に対し、その成長の過程や到達点、今後の課題等を記し
て伝えること。
○�　授業時間に発話される記録や記述などを、児童生徒が道徳性を発達させていく過程での児童生徒自身のエピ
ソード（挿話）として集積し、評価に活用すること。
○�　作文やレポート、スピーチやプレゼンテーション、協働での問題解決といった実演の過程を通じて学習状況や
成長の様子を把握すること。
○�　１回１回の授業の中で全ての児童生徒について評価を意識して、よい変容を見取ろうとすることは困難であるため、
年間35単位時間の授業という長い期間の中でそれぞれの児童生徒の変容を見取ることを心掛けるようにすること。
○�　児童生徒が１年間書きためた感想文等を見ることを通して、考えの深まりや他人の意見を取り込むことなどに
より、内面が変わってきていることを見取ること。
○�　教員同士で互いに授業を交換して見合うなど、チームとして取り組むことにより、児童生徒の理解が深まり、
変容を確実につかむことができるようになること。
○�　評価の質を高めるために、評価の視点や方法、評価のために集める資料などについてあらかじめ学年内、学校
内で共通認識をもっておくこと。

〈道徳科の評価記入上の留意点〉
学びの事実を基に、飛躍させず、盛り込みすぎず、比較せず、分かりやすく、行動の記録と区別して、文章で記述する

評価を行う際、どのような点に配慮すればよいのでしょうか？

道徳科の評価記入上の留意点
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にさらに深く考え、自分の考えを書いてまとめることができました。その考えについては、道徳ノートをご覧い
ただいて、ご家庭での話題にしていただければと思います。
○�　「○○○」では、登場人物の役になりきって、くじけず最後まで努力することの大切さを表現しました。最後ま
でがんばるためには、周りの応援も必要であることに気付くことができました。
○�　「○○○」の授業では、友達の発言にうなずきながら、熱心に耳を傾ける姿が見られました。話し合いを通し
て、きまりを守ることの大切さを理解し、これからの学級生活に生かしていこう、という意欲が高まりました。
○�　「○○○」の授業では、親切・思いやりの大切さについて考えました。友だちとの話し合いを通して、本当の思
いやりとは、相手の気持ちを大切にしながら、自分にできることを行うことだと気付くことができました。
○�　「○○○」の授業では、人間も自然界の一員であることを忘れてはならないという意見をもち、自然愛護につい
て自分事として考えることができました。友だちの意見を聞いて、自分の考えをさらに深めようとする積極的な
姿勢が見られました。
○�　道徳の授業では、規則や友情、国際理解など、様々なテーマについて学び、自分の考えを発表できるようにな
りました。友達の考えをよく聞き、意見を交換する中で、自分のことだけでなく、相手のこともよく考えて問題
の解決に臨む姿が見られます。
○�　「○○○○○」の授業では、自分の考えと友だちの考えを比べたり、自分だったらどうするかを考えたりする活
動を通して、最後まであきらめずに取り組むことの難しさを感じていました。

授業における評価の視点及び想定される児童生徒の姿

道徳科の授業における児童生徒の評価について

道徳科の授業における児童生徒の評価について

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうか。

・�　道徳的価値に関わる問題に対する判断の根拠やその時の心情を様々な
視点から捉え，考えようとしている。
・　自分と違う立場や感じ方，考え方を理解しようとしている。
・�　複数の道徳的価値の対立が生じる場面において取り得る行為を多面
的・多角的に考えようとしている。� など

・　ねらいとする道徳的価値の様々な面を考えている。
・　道徳的価値を支える様々な根拠を考えている。
・　様々な登場人物の立場で考えている。
・　自分の考えと友だちの考えを比べて考えている。
・　時間の経過とともに変化する気持ちを考えている。
・　人間の強さや弱さ等を捉えて考えている。　　　　など

・�　読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考え，自分なりに具体的に
イメージして理解しようとしている。
・�　現在の自分自身を振り返り，自らの行動や考えを見直していることが
うかがえる部分に着目している。
・�　道徳的な問題に対して自己の取り得る行動と他者と議論する中で，道
徳的価値の理解を更に深めている。
・�　道徳的価値の実現することの難しさを自分のこととして捉え，考えよ
うとしている。� など

・　読み物教材の登場人物を自分に置き換えて考えている。
・　教材の問題点等を自分事として受け止めて考えている。
・　日常生活や学校生活等を想起しながら考えている。
・　自分の生活を見つめ，振り返りながら考えている。
・　自分だったらどうするかなど考えている。　　　　など

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかどうか。

どのような評価の視点が考えられるか。

どのような児童生徒の姿が想定されるか。

　今後の道徳科の授業では、「道徳的価値を
自己との関わりでとらえることができた
か」「物事を多面的・多角的に考えることが
できたか」の２つが大切であることは、繰
り返し述べてきました。今後の道徳科の授
業案には、これら２つを具現化した評価の
視点を明確に位置付けることが大切です。
左のような視点を一例に参考にしながら記
述し、しっかりと子どもの姿を見取りたい
ものです。

　この姿は、あくまでも想定であり、一例
に過ぎません。このような姿を目安にしな
がら子ども一人一人の素敵な学びの姿をた
くさん見取り、通知表や指導要録に記載し
たいものです。
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け

れ
ば

道
徳

科
の

指
導

と
は

言
え

な
い

。
 

具
体

例
 

 
     

 

 
導

  
入

 

道
徳

的
価

値
に

関
す

る
内

容
の

提
示

 
 

教
師

の
話

や
発

問
を

通
し

て
、

本
時

に
扱

う
道

徳
的

価
値

へ
方

向
付

け
る

。
 

問
題

の
発

見
や

道
徳

的
価

値
の

想
起

な
ど

 
・

教
材

や
日

常
生

活
か

ら
道

徳
的

な
問

題
を

み
つ

け
る

。
 

・
自

分
た
ち

の
こ

れ
ま
で

の
道
徳

的
価
値

の
捉

え
方
を

想
起
し

、
道

徳
的

価
 

値
の

本
当

の
意

味
や

意
義

へ
の

問
い

を
持

つ
（

原
理

・
根

拠
・

適
用

 
へ

の
問

い
）

。
 

道
徳

的
価

値
を

実
現

す
る

行
為

に
関

す
る

問
題

場
面

の
提

示
な

ど
 

・
教

材
の

中
に

含
ま

れ
る

道
徳

的
諸

価
値

に
関

わ
る

葛
藤

場
 

面
を

把
握

す
る

。
 

・
日

常
生

活
で

、
大

切
さ

が
分

か
っ

て
い

て
も

な
か

な
か

実
 

践
で

き
な

い
道

徳
的

行
為

を
想

起
し

、
問

題
意

識
を

持
つ

。
 

 
     

展
        

開
  

 

 
登

場
人

物
へ

の
自

我
関

与
 

 
教

材
を

読
ん

で
、

登
場

人
物

の
判

断
や

心
情

を
類

推
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

道
徳

的
価

値
を

自
分

と
の

関
わ

り
で

考
え

る
。

 
 

 
 

 

 

               
                

 
              

              
 

 
 

  
      

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

  
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

終
  

末
 

  
 

 

登 場 人 物 の 心 情 理 解 の み の 指 導  

主 題 や ね ら い の 設 定 が 不 十 分 な 単 な る 生 活 経 験 の 話 合 い  

【
教

師
の

主
な

発
問

例
】

 
・

ど
う

し
て

主
人

公
は

、
○

○
と

い
う

行
動

を
取

る
こ

と
が

で
き

た
の

だ
ろ

う
（

又
は

で
き

な
か

っ
た

の
だ

ろ
う

）
。

 
・

主
人

公
は

ど
う

い
う

思
い

を
も

っ
て

△
△

と
い

う
判

断
を

し
た

の
だ

ろ
う

。
 

・
自

分
だ

っ
た

ら
主

人
公

の
よ

う
に

考
え

、
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
だ

ろ
う

か
。

 
   

問
題

の
探

究
（

道
徳

的
な

問
題

状
況

の
分

析
・

解
決

策
の

構
想

な
ど

）
 

・
道

徳
的

な
問

題
に

つ
い

て
、

グ
ル

ー
プ

な
ど

で
話

合
い

、
な

ぜ
問

題
と

な
っ

て
い

る
の

か
、

問
題

を
よ

り
よ

く
解

決
す

る
た

め
に

は
ど

の
よ

う
な

行
動

を
と

れ
ば

よ
い

の
か

な
ど

に
つ

い
て

多
面

的
・

多
角

的
に

考
え

議
論

を
深

め
る

。
 

・
グ

ル
ー
プ

で
の

話
合
い

な
ど
を

通
し
て

道
徳

的
問
題

や
道
徳

的
価
値

に
 

つ
い

て
多
面

的
・

多
角
的

に
考
え

、
議
論

を
深

め
る

。
 

・
道

徳
的

な
問

題
場

面
に

対
す

る
解

決
策

を
構

想
し

、
多

面
的

・
 

多
角

的
に

検
討

す
る

。
 

【
教

師
の

主
な

発
問

例
】

 
・

こ
こ

で
は

、
何

が
問

題
に

な
っ

て
い

ま
す

か
。

 
・

何
と

何
で

迷
っ

て
い

ま
す

か
。

 
・

な
ぜ

、
■

■
（

道
徳

的
諸

価
値

）
は

大
切

な
の

で
し

ょ
う

。
 

・
ど

う
す

れ
ば

■
■
（

道
徳

的
諸

価
値

）
が

実
現

で
き

る
の

で
し

ょ
う

。
 

・
同

じ
場

面
に

出
会

っ
た

ら
自

分
な

ら
ど

う
行

動
す

る
で

し
ょ

う
。

 
・

な
ぜ

、
自

分
は

そ
の

よ
う

に
行

動
す

る
の

で
し

ょ
う

。
 

・
よ

り
よ

い
解

決
方

法
に

は
ど

の
よ

う
な

も
の

が
考

え
ら

れ
る

で
し

ょ
う

。
 

道
徳

的
な

問
題

場
面

の
把

握
や

考
察

な
ど

 

・
道

徳
的

行
為

を
実

践
す

る
に

は
勇

気
が

い
る

こ
と

な
ど

、
 

道
徳

的
価

値
を

実
践

に
移

す
た

め
に

ど
ん

な
心

構
え

や
 

態
度

が
必

要
か

を
考

え
る

。
 

・
価

値
が

実
現

で
き

な
い

状
況

が
含

ま
れ

た
教

材
で

、
何

が
 

問
題

に
な

っ
て

い
る

か
を

考
え

る
。

 

 

振
り

返
り

 
本

時
の

授
業

を
振

り
返

り
、
道

徳
的

価
値

を
自

分
と

の
関

係
で

捉
え

た
り

、
そ

れ
ら

を
交

流
し

て
自

分
の

考
え

を
深

め
た

り
す

る
。

 
探

究
の

ま
と

め
 

（
解

決
策

の
選

択
や

決
定
・
諸

価
値

の
理

解
の

深
化
・
課

題
発

見
）
 

・
問

題
を

解
決

す
る

上
で

大
切

に
し

た
道

徳
的

価
値

に
つ

い
て

、
な

ぜ
そ

れ
を

大
切

に
し

た
の

か
な

ど
に

つ
い

て
話

合
い

等
を

通
じ

て
考

え
を

深
め

る
。

 
・
問

題
場

面
に

対
す

る
自

分
な

り
の

解
決

策
を

選
択
・
決

定
す

る
中

で
、

実
現

し
た

い
道

徳
的

価
値

の
意

義
や

意
味

へ
の

理
解

を
深

め
る

。
 

・
考

え
た

解
決

策
を

身
近

な
問

題
に

適
用

し
、
自

分
の

考
え

を
再

考
す

る
。

 
・
問

題
の

探
究

を
振

り
返

っ
て

、
新

た
な

問
い

や
自

分
の

課
題

を
導

き
出

す
。

 
 

道
徳

的
価

値
の

意
味

の
考

察
な

ど
 

・
役

割
演

技
や

道
徳

的
行

為
を

体
験

し
た

り
、
そ

れ
ら

の
様

子
を

見
た

り
し

た
こ

と
を

も
と

に
、
多

面
的

・
多

角
的

な

視
点

か
ら

問
題

場
面

や
取

り
得

る
行

動
に

つ
い

て
考

え
、

道
徳

的
価

値
の

意
味

や
実

現
す

る
た

め
に

大
切

な
こ

と

を
考

え
る

。
 

・
同

様
の

新
た

な
場

面
を

提
示

し
て

、
取

り
う

る
行

動
を

再

現
し

、
道

徳
的

価
値

や
実

現
す

る
た

め
に

大
切

な
こ

と
を

体
感

す
る

こ
と

を
通

し
て

実
生

活
に

お
け

る
問

題
の

解

決
に

見
通

し
を

も
た

せ
る

。
 

問
題

場
面

の
役

割
演

技
や

道
徳

的
行

為
に

関
す

る
体

験
的

な
活

動
の

実
施

な
ど

 
・

ペ
ア

や
グ

ル
ー

プ
を

つ
く

り
、

実
際

の
問

題
場

面
を

役
割

演
 

技
で

再
現

し
、

登
場

人
物

の
葛

藤
な

ど
を

理
解

す
る

。
 

・
実

際
に

問
題

場
面

を
設

定
し

、
道

徳
的

行
為

を
体

験
し

、
そ

 
の

行
為

を
す

る
こ

と
の

難
し

さ
な

ど
を

理
解

す
る

。
 

ま
と

め
 

・
教

師
に

よ
る

説
話

。
 

・
本

時
を

振
り

返
り

、
本

時
で

学
習

し
た

こ
と

を
今

度
ど

の
よ

う
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
か

を
考

え
る

。
 

・
道

徳
的

諸
価

値
に

関
す

る
根

本
的

な
問

い
に

対
し

、
自

分
な

り
の

考
え

を
ま

と
め

る
。

 
・

感
想

を
聞

き
合

っ
た

り
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

へ
記

入
し

た
り

し
て

、
学

習
で

気
付

い
た

こ
と

、
学

ん
だ

こ
と

を
振

り
返

る
。
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道
徳
科
の
授
業
の
充
実
に

向
け
て

1



  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

      
 

 
 

 
☓

 
 

 
読

み
物

教
材

の
登

場
人

物
へ

の
 

自
我

関
与

が
中

心
の

学
習

 

 
問

題
解

決
的

な
学

習
 

 
 

☓
 

 

 指
導

方
法

の
効

果
 

    
      

         

 ・
子

供
た

ち
が

読
み

物
教

材
の

登
場

人
物

に
託

し
て

自
ら

の
考

え
や

気
持

ち
を

素
直

に
語

る
中

で
、
道

徳
的

価
値

の
理

解
を

図

る
指

導
方

法
と

し
て

効
果

的
。

 

 ・
出

会
っ

た
道

徳
的

な
問

題
に

対
処

し
よ

う
と

す
る

資
質

・
能

力
を

養

う
指

導
方

法
と

し
て

有
効

。
 

 ・
他

者
と

対
話

や
協

働
し

つ
つ

問
題

解
決

す
る

中
で

、
新

た
な

価
値

や
考

え
を

発
見

・
創

造
す

る
可

能
性

。
 

 ・
問

題
の

解
決

を
求

め
る

探
究

の
先

に
新

た
な

「
問

い
」

が
生

ま
れ

る
と

い
う

問
題

解
決

的
な

プ
ロ

セ
ス

に
価

値
。

 
     

 ・
心

情
と

行
為

と
を

す
り

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、
無

意
識

の
行

為
を

意
識

化
す

る
こ

と
が

で
き

、
様

々
な

課
題

や
問

題
を

主
体

的
に

解
決

す
る

た
め

に
必

要
な

資
質
・

能
力

を
養

う
指

導
方

法

と
し

て
有

効
。

 
 ・
体

験
的

な
学

習
を

通
し

て
、
取

り
得

る
行

為
を

考
え

選
択

さ
せ

る
こ

と
で

内
面

も
強

化
し

て
い

く
こ

と
が

可
能

。
 

  

     

 
道

徳
的

諸
価

値
に

関
わ

る
問

題
に

つ
い

て
多

様
な

他
者

と
考

え
、
議

論
す

る
中

で
、
多

面
的

・
多

角
的

な
見

方
へ

と
発

展
し

、
道

徳
的

諸
価

値
の

理
解

を
自

分
自

身
と

の
関

わ
り

で
深

め
る

こ
と

が
可

能
。

 

指
導

上
の

 
留

意
点

 
   

     

・
教

師
に

明
確

な
主

題
設

定
が

な
く

、
指

導
観

に
基

づ
く

発
問

で
な

け
れ

ば
、
「

登
場

人
物

の
心

情
理

解
の

み
の

指
導

」
に

な

り
か

ね
な

い
。

 

 
明

確
な

テ
ー

マ
設

定
の

も
と

、
 

 ・
多

面
的

・
多

角
的

な
思

考
を

促
す
「

問
い

」
が

設
定

さ
れ

て
い

る
か

。
 

 ・
上

記
「

問
い

」
の

設
定

を
可

能
と

す
る

教
材

が
選

択
さ

れ
て

い
る

か
。

 
 ・

議
論

し
、

探
求

す
る

プ
ロ

セ
ス

が
重

視
さ

れ
て

い
る

か
。

 
  

と
い

っ
た

検
討

や
準

備
が

な
け

れ
ば

、
単

な
る

「
話

合
い

」
の

時
間

に
な

り
か

ね
な

い
。

 

 

 
明

確
な

テ
ー

マ
の

も
と

 
 ・
心

情
と

行
為

と
の

齟
齬

そ
ご

や
葛

藤
を

意
識

化
さ

せ
、
多

面
的

・
多

角
的

な
思

考
を

促
す

問
題

場
面

が
設

定
さ

れ
て

い
る

か
。

 
 ・
上

記
問

題
場

面
の

設
定

を
可

能
と

す
る

教
材

が
選

択
さ

れ
て

い
る

か
。

 
 と

い
っ

た
検

討
や

準
備

が
な

け
れ

ば
、

主
題

設
定

の
不

十
分

な

生
徒

・
生

活
指

導
に

な
り

か
ね

な
い

。
 

 
評

 
価

          

 
     

・
個

人
内

評
価

を
記

述
式

で
行

う
。

 

 
※

児
童

生
徒

の
よ

い
点

を
褒

め
た

り
、

さ
ら

な
る

改
善

が
望

ま
れ

る
点

を
指

摘
し

た
り

す
る

な
ど

、
児

童
生

徒
の

発
達

の
段

階
に

応
じ

励
ま

し
て

い
く

評
価

。
 

 

・
道

徳
科

の
学

習
に

お
い

て
、

そ
の

学
習

活
動

を
踏

ま
え

、
観

察
や

会
話

、
作

文
や

ノ
ー

ト
な

ど
の

記
述

、
質

問
紙

な
ど

を
通

し
て

、
例

え
ば

、
 

 
○

他
者

の
考

え
方

や
議

論
に

触
れ

、
自

律
的

に
思

考
す

る
中

で
、

一
面

的
な

見
方

か
ら

多
面

的
・

多
角

的
な

見
方

へ
と

発
展

し
て

い
る

か
 

 
○

多
面

的
・

多
角

的
な

思
考

の
中

で
、

道
徳

的
価

値
の

理
解

を
自

分
自

身
と

の
関

わ
り

の
中

で
深

め
て

い
る

か
 

 
と

い
っ

た
点

に
注

目
す

る
必

要
。

 

 ・
学

習
状

況
や

道
徳

性
に

係
る

成
長

の
様

子
を

把
握

す
る

た
め

の
工

夫
が

必
要

。
 

 ・
妥

当
性

・
信

頼
性

の
確

保
の

た
め

組
織

的
な

取
組

が
必

要
。

 

 
 

    
 

 
 

登 場 人 物 の 心 情 理 解 の み の 指 導  

主 題 や ね ら い の 設 定 が 不 十 分 な 単 な る 生 活 経 験 の 話 合 い  
道

徳
的

行
為

に
関

す
る

体
験

的
な

学
習

 

※
　「
『
特
別
の
教
科
　
道
徳
』
の
指
導
方
法
・
評
価
等
に
つ
い
て
（
報
告
）
平
成
28
年
7月
22
日
」（
道
徳
教
育
に
係
る
評
価
等
の
在
り
方
に
関
す
る
専
門
家
会
議
）
よ
り
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【実践編】

平成30年度道徳教育推進校報告



県北地区道徳教育推進校「福島市立福島第四中学校」実施報告書

１ 学校紹介
学 校 名 福島市立福島第四中学校
所 在 地 福島市南平５番地の８
校 長 名 佐藤 晃

自主自立の精神をもち、たくま
教 育 目 標 しく生きる生徒の育成

１ 自ら学習に取り組む生徒
２ 品位ある行動をする生徒
３ 進んで奉仕活動をする生徒
４ 心身をたくましく鍛える生徒

学級及び児童 学級数 １７
生徒数 生徒数 ４４１名

２ 研究テーマ
よりよく生きようとする生徒の育成

～多様な切り口で取り組む道徳教育の工夫・改善を通して～

３ 研究テーマ設定の理由
本校の平成２９年度全国学力・学習状況調査の生徒質問紙では、自分に自信をもてない

生徒が多いことがわかった。このことから、生徒が学びに向かう力、自立した人間として
他者とともによりよく生きようとする力の育成が大きな課題といえる。

そこで、学校教育全体で行う道徳教育を軸として、道徳教育の要となる道徳の時間を学
校全体で改善し、全教職員が生徒の学びの基盤である心の育成に重点的に取り組むことが、
生徒が自信をもってよりよく行動するための一助となるのではないかと考えた。

そのような中、昨年度５月に「道徳教育グランドデザイン」を作成し、「諸活動を生か
した取組」「学年ローテーション授業による取組」「生徒指導的機能を生かした取組」「別
葉を利用した取組」の４つを柱とし、道徳の授業以外にもそれぞれの教職員の専門性を生
かし、学校全体で多様な方法で道徳性を育んでいくことにした。昨年度１年間研究を行い、
アンケート結果等から本研究による取組が有効であることが分かったため、今年度も同じ
研究主題、研究仮説、研究授業の視点で継続して研究を進めることにした。

４ 研究計画

月 主 な 研 究 内 容

４月 第１回研究協議会、本年度の研究の進め方、研究内容・方法の確認

５月 第１回アンケート調査(生徒・教師の意識調査)の実施と集計、アンケート調査結果
分析

６月 第１回校内研修会（提案授業）実施「道徳通信（仮名）」発行

７月 ＮＲＴテストとアンケート調査を照らし合わせながら、道徳性評価と学力とのバッ
テリーチェック実施

９月 ローテーション授業開始、第２回校内研修会実施（１１月に向けたプレ授業）
「道徳通信」発行

１１月 市教委委託学校公開及び道徳教育地区別研究協議会
「道徳通信」発行（学校公開の様子等）

１２月 第２回アンケート調査実施、研究集録作成

２月 今年度研究実践の反省、次年度研究の方向性の確認
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５ 研究推進にあたって
【視点１】道徳教育全体計画及び別葉の作成上及び活用上の工夫点、配慮点について
〈作成上の工夫点、配慮点〉

○ よりよく生きる力の基盤となる道徳性を養うため、自己を見つめながら多様な視点
で物事をとらえ、人間としての生き方について考える学習をとおして、道徳的判断力
や実践力を育成することを学校運営・経営ビジョンの重点実践事項に位置づける。

○ 学校全体でどのような面からどのような方法で道徳性を育んでいくのかを明確にす
るため、道徳教育全体計画及び道徳教育グランドデザインを作成し、教職員の共通理
解と共通実践が図られるようにする。

○ 別葉は、月ごとに一覧表形式にしており、道徳の時間とそれ以外の教科や教育活動
との関連を明確にしている。また、各月ごとの項目の欄に新学習指導要領の内容項目
を入れたり、各学年ごとの重点内容項目を網掛けしたりすることで、各教科等との関
連づけの意識化を図る。

〈活用上の工夫点、配慮点〉
○ 別葉の拡大コピーを職員室の壁に貼り、実際に授業をやってみて気付いたことや変

更点を赤ペンで書き込み、次年度に生かせるようにする。
【視点２】質の高い多様な指導方法への取り組みについて

研究主題に迫るため、以下の３つの視点で授業の検証を行う。
視点１ 授業のねらいに迫り、生徒の考えを深める発問の工夫
視点２ 多面的・多角的に考えさせたり、議論・討論させたりする授業の工夫
視点３ 振り返りの方法の工夫・改善

その他、「指導案作成マニュアル」を作り、「道徳科における質の高い多様な指導方
法について」(H28.7.22 道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議)の資料を
参考にしながら、「登場人物への自我関与が中心の学習」「問題解決的な学習」「道徳
的行為に関する体験的な学習」などの授業パターンを積極的に取り入れたり組み合わ
せて実施したりする。

【視点３】「ふくしま道徳教育資料集」の活用について
○ ３学年では、震災をきっかけに福島市に移住し、震災復興に積極的に携わっている

方をゲストティーチャーとして招き、講演会を行う。また、ゲストティーチャーの生
き方との関連を図り、公開授業では「ふくしま道徳教育資料集」を活用し、郷土に対
する愛情や絆の大切さを育むとともに、希望と勇気、克己と強い意志についての考え
を深める授業を行う。

○ 他学年においても「ふくしま道徳教育資料集」を積極的に活用し、特に郷土愛や絆、
思いやりの大切さ、震災復興への強い意志を育むようにする。

【視点４】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について
○ 「道徳ファイル」を用意し、授業での取組をファイルに確実に蓄積することで、学

期ごとの振り返りに活用するとともに、教師が評価を行う際に参考にできるようにす
る。

○ 授業ごとの振り返りの他に、生活ノート「さかみち」にも道徳の振り返りを記入す
る欄を設け、資料から離れ日々の生活の中で、道徳で学んだことをどのように生かし
ているかを記入できるようにする。

○ 学期ごとに「道徳の振り返り（生徒の自己評価）」を記入させ、自分が成長したと
感じられる所や、今後の生活の中で生かしていきたいことなどを書かせるようにする。
また、新学期には担任が「道徳の振り返り（生徒の自己評価）」に「生徒を認め励ま
すコメント」を記入する。

○ 来年度の教科化に向け、現職教育部が中心となって、道徳の時間や道徳教育の評価
に関する先行研究等の資料を収集し、自校化を検討する。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取り組みについて
○ 地域の方で震災復興に積極的に携わっている方をゲストティーチャーとして招き、

希望と勇気、克己と強い意志に関わる講演及び、関連を図った道徳の授業を実施する。
○ 「道徳通信」を発行し、学校内の取り組みや授業の様子について保護者の方にも情

報を提供する。また、道徳に関するアンケートを実施し、保護者が道徳の授業に何を
期待しているのか実態を把握するとともに、教科化に向けての質問や疑問にも答える
などして、家庭等との連携を深める。
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６ 「家庭・地域との連携」について

活動のねらい

① 地域の方で震災復興に積極的に携わっている方をゲストティーチャーとして招い

て講演会を行い、さらにそれに関連した道徳の授業を行うことで、アンケートで低

かった内容項目「郷土愛」や「社会参画」を高めていく。

② 来年度からの教科化に向けた準備段階として「道徳通信」を発行し、道徳の取組

を保護者に伝えるとともに、教科化になって何がどう変わるのかを保護者に説明す

る。また、「道徳の授業を通して、保護者がどのような子どもを育んでほしいのか」

を知るためアンケートを実施し、その結果に基づいた道徳実践を行う。

活動の概要

① 「ふくしま学びのネットワーク」理事・福島大学特任准教授の前川直哉氏をゲス

トティーチャーとして招き、「君が学ぶと世界が変わる」と題した講演会を行った。

② 年５回の道徳通信の発行を行った。また、保護者に「どのような子どもを育んで

ほしいのか」というアンケートを実施し、その結果を道徳通信で知らせ、目指す子

ども像について保護者と教師が共通理解を図るようにした。さらに、アンケート結

果に基づいた授業実践を学校全体で試みた。

成果と課題（成果○ 課題●）

○ 進路について具体的に考え始めた３年生に「人は

なぜ学ぶのか」を深く考える講演会を行い、学びに

対する生徒の意欲を喚起することができた。また、

道徳の授業でもこの講演会を生かした授業を展開し、

集団や社会のためによりよく生きようとする心情を

育むことができた。

○ 「道徳通信」を定期的に発行し、学校での道徳の授業の様子や道徳教育に関する

情報をお知らせするとともに、教科化に対する保護者の疑問や質問に答えることが

できた。また、保護者が学校の道徳教育にどのような期待を持っているのかを、ア

ンケートを通して把握することができた。

● 地域の人々との連携を図ることができなかった。特に、地域の方と保護者、生徒

が同時に参加する行事や道徳的活動を取り入れることができなかったので、今後ぜ

ひ実現させていきたい。

７ 成果と課題（成果○ 課題●）

○ 全教員で、「多面的・多角的、批判的に考えさせたり、議論・討論させたりする授

業」に意欲的に取り組むことができた。うまくいかないこともあったが、互いに授業

を見合い、アドバイスし合うことで、授業改善への意欲を向上させることができた。

○ 「ふくしま道徳教育資料集」を活用し、道徳的な問題をより自分事として捉えさせ、

アンケートで肯定的な回答が少なかった「郷土愛」や「社会参画」、「克己心」など

を育む授業を効果的に行うことができた。

○ 生徒に学期ごとの「道徳の振り返り」を記入させ、自分が成長したと感じられる所

や今後の生活の中で生かしていきたい所などを書かせることにより、自分自身の成長

を長いスパンで振り返らせることができた。また、担任が生徒の書いた振り返りに目

を通し、コメントを書くことで、生徒自身の心の成長を把握し、認め励ます評価につ

なげることができた。

● ローテーション授業や「道徳通信」の発行、「生徒指導だより」の発行等を通して、

「多様な切り口で取り組む道徳教育」という副主題で研究を行ってきた。しかし、別

葉はまだ十分に活用しきれていないので、今後さらに「多様な切り口で取り組む道徳

教育の在り方」を模索していきたい。

― 13 ―

道
徳
教
育
推
進
校
の
実
施

報
告
，
全
体
計
画
・
別
葉
等

2



道
徳

の
時

間
に

育
成

す
る

道
徳

性
道

徳
の

時
間

に
育

成
す

る
道

徳
性

道
徳

教
育

の
要

道
徳

教
育

の
要

◎
道

徳
的

価
値

の
理

解
を

基
に

、
自

己
を

◎
道

徳
的

価
値

の
理

解
を

基
に

、
自

己
を

見
つ

め
、

多
面

的
・

多
角

的
に

考
え

、
人

見
つ

め
、

多
面

的
・

多
角

的
に

考
え

、
人

間
と

し
て

の
生

き
方

に
つ

い
て

の
考

え
を

間
と

し
て

の
生

き
方

に
つ

い
て

の
考

え
を

深
め

る
。

深
め

る
。

◎
道

徳
的

な
判

断
力

、
心

情
、

実
践

意
欲

◎
道

徳
的

な
判

断
力

、
心

情
、

実
践

意
欲

と
態

度
を

育
て

る
。

と
態

度
を

育
て

る
。

道
徳

教
育

基
本

方
針

道
徳

教
育

基
本

方
針

～
時

を
守

り
、

場
を

清
め

、
礼

を
正

す
～

◎
教

育
活

動
の

あ
ら

ゆ
る

場
面

を
通

し
、

◎
教

育
活

動
の

あ
ら

ゆ
る

場
面

を
通

し
、

組
織

的
・

計
画

的
・

継
続

的
に

道
徳

教
育

組
織

的
・

計
画

的
・

継
続

的
に

道
徳

教
育

を
す

す
め

る
。

を
す

す
め

る
。

◎
道

徳
の

目
標

に
照

ら
し

合
わ

せ
て

道
徳

◎
道

徳
の

目
標

に
照

ら
し

合
わ

せ
て

道
徳

の
時

間
の

充
実

を
図

り
、

道
徳

的
価

値
に

の
時

間
の

充
実

を
図

り
、

道
徳

的
価

値
に

対
す

る
考

え
を

補
充

・
深

化
・

統
合

さ
せ

対
す

る
考

え
を

補
充

・
深

化
・

統
合

さ
せ

て
い

く
。

て
い

く
。

平
成

３
０

年
度

平
成

３
０

年
度

福
島

第
四

中
学

校
道

徳
教

育
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
福

島
第

四
中

学
校

道
徳

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

教
育

目
標

教
育

目
標

自
主

自
立

の
精

神
を

持
ち

、
た

く
ま

し
く

生
き

る
生

徒
の

育
成

自
主

自
立

の
精

神
を

持
ち

、
た

く
ま

し
く

生
き

る
生

徒
の

育
成

め
ざ

す
生

徒
め

ざ
す

生
徒

○
自

ら
学

習
に

取
り

組
む

生
徒

○
品

位
あ

る
行

動
を

す
る

生
徒

○
進

ん
で

奉
仕

活
動

を
す

る
生

徒
○

心
身

を
た

く
ま

し
く

鍛
え

る
生

徒

研
究

主
題

・
副

主
題

研
究

主
題

・
副

主
題

よ
り

よ
く

生
き

よ
う

と
す
る

生
徒

の
育

成
よ

り
よ
く

生
き

よ
う

と
す

る
生
徒

の
育

成

～
多

様
な

切
り

口
で

取
り

組
む

道
徳

教
育

の
工

夫
改

善
を

通
し

て
～

～
多

様
な

切
り

口
で

取
り

組
む

道
徳

教
育

の
工

夫
改

善
を

通
し

て
～

◎
目

指
す

生
徒

像
◎

目
指

す
生

徒
像

目
的

意
識

を
持

っ
て

様
々

な
問

題
に

積
極

的
に

対
応

し
、

習
得

し
た

基
礎

的
・

基
本

的
な

知
識

や
技

能
を

活
用

し
な

が
ら

課
題

解
決

を
図

る
力

を
持

っ
た

生
徒

◎
研

究
仮

説
よ

り
◎

研
究

仮
説

よ
り

①
多

様
な

切
り

口
か

ら
様

々
な

道
徳

教
育

に
取

り
組

む
。

②
生

徒
が

主
体

的
に

取
り

組
む

道
徳

の
時

間
の

工
夫

・
改

善
を

行
う

各
教

科
に

お
い

て
育

む
道

徳
性

各
教

科
に

お
い

て
育

む
道

徳
性

国
語

学
習

過
程

に
お

い
て

、
自

分
の

生
き

方
や

真
理

探
究

の
心

構
え

を
身

に
付
け

さ
せ

、
豊

か
な

情
操

を
養

う
。

社
会

国
民

と
し

て
の

自
覚

を
高

め
、

個
人

の
尊

厳
と

人
格

の
尊

重
が

民
主

的
な
社

会
の

基
本

で
あ

る
こ

と
を

自
覚

さ
せ

る
。

数
学

数
学

的
な

思
考

力
の

育
成

を
通

じ
て

、
科

学
的

、
合

理
的

な
生

活
態

度
を

身
に

付
け

、
よ

り
正

確
で

客
観

的
な

道
徳

的
価

値
判

断
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

理
科

科
学

的
探

求
を

通
し

て
合

理
的

な
日

常
生

活
を

営
む

態
度

を
育

て
る

と
と

も
に

、
生

命
現

象
に

関
す

る
授

業
を

通
し

て
、

生
命

を
尊

重
す

る
態

度
を

養
う

。

音
楽

創
造

活
動

を
通

し
て

協
調

性
や

創
造

的
な

態
度

を
養

う
と

と
も

に
、

優
れ

た
音

楽
に

親
し

ま
せ

、
情

操
豊

か
な

人
間

性
を

養
う

。

美
術

造
形

活
動

を
通

し
て

美
的

探
究

心
を

養
う

と
と

も
に

、
美

術
の

鑑
賞

を
通
し

て
自

然
美

を
愛

す
る

豊
か

な
心

を
養

う
。

保
体

心
身

の
健

康
の

意
義

を
理

解
さ

せ
、

生
命

尊
重

の
態

度
を

養
う

と
共

に
、
運

動
競

技
を

通
し

て
公

正
･
協

力
･
責

任
の

態
度

を
養
う

。

技
家

安
全

で
能

率
的

な
仕

事
の

進
め

方
か

ら
、

計
画

性
･
合

理
性

を
養

う
と

共
に
、

生
活

を
明

る
く

豊
か

に
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

養
う

。

英
語

外
国

人
の

生
活

習
慣

や
考

え
方

に
つ

い
て

の
理

解
を

通
し

て
、

国
際

社
会
の

一
員

と
し

て
世

界
平

和
に

貢
献

す
る

態
度

を
養

う
。

各
学

年
に

お
い

て
育

む
道

徳
性

各
学

年
に

お
い

て
育

む
道

徳
性

１
年

２
年

３
年

◎
中
学
生
と
い
う

自
◎

中
堅

学
年

と
い

う
◎

よ
き

先
輩

と
し

覚
を
持
た
せ
て
基

本
自
覚

を
持

た
せ
て

誠
て

他
の

模
範

と
な

的
な
生
活
習
慣
を

図
実
な

態
度

で
生
活

さ
る

言
動

が
で

き
る

り
、
自
主
自
立
の

精
せ
、

自
主

自
立
の

精
よ

う
心
が
け
さ
せ
、

神
を
育
む
。

神
を

定
着

さ
せ
る

。
自

主
自

立
の

精
神

◎
自
分
の
目
標
を

定
◎

自
ら

を
省

み
て

、
を

高
め
さ
せ
る
。

め
、
そ
れ
に
向
か

っ
自
己

の
向

上
の
た

め
◎

よ
り

高
い

目
標

て
粘
り
強
く
取
り

組
に
粘

り
強

く
努
力

し
に

向
か

っ
て

粘
り

も
う
と
す
る
態
度

を
よ
う

と
す

る
態
度

を
強

く
努

力
す

る
強

育
て
る
。

育
て

る
。

い
意

志
を
育
て
る
。

◎
学
校
や
家
庭
に
お

◎
豊

か
な

心
を
持

◎
物

事
を

広
い

視
け
る
人
間
関
係
に

つ
ち
、

生
命

の
尊
さ

を
野

か
ら

と
ら

え
、

い
て
考
え
さ
せ
、

他
理
解

し
、

か
け
が

え
豊

か
な
心
を
持
ち
、

人
の
よ
さ
を
見
い

だ
の
な

い
自

他
の
生

命
人

間
ら

し
く

生
き

し
、
思
い
や
り
の

心
を
尊

重
す

る
態
度

を
よ

う
と

す
る

態
度

を
育
て
る
。

育
て

る
。

を
育

て
る
。

◎
勤
労
・
奉
仕
へ
の

◎
勤

労
・

奉
仕
意

欲
◎

進
ん

で
勤

労
・

関
心
を
持
た
せ
、

協
を
持

た
せ

、
協
力

し
奉

仕
を

さ
せ

、
協

力
し
合
っ
て
集
団

生
合
っ

て
よ

り
よ
い

集
力

し
合

っ
て

よ
い

活
の
向
上
に
努
め

よ
団
生

活
の

向
上
に

努
校

風
の

樹
立

に
尽

う
と
す
る
態
度
を

育
め
よ

う
と

す
る
態

度
く

そ
う

と
す

る
態

て
る
。

を
養

う
。

度
を

養
う
。

諸
活

動
に

お
い

て
育

む
道

徳
性

諸
活

動
に

お
い

て
育

む
道

徳
性

特
別
活
動

教
育
課

外
の

活
動

総
合
学
習

◎
望
ま
し
い
生
活
習

慣
を

通
◎

懇
談

会
、

PT
A
◎

目
的
を
達
成
し
よ

し
て
心
身
の
調
和
の

と
れ

た
の

会
合

、
諸

通
う
と

す
る
継
続
的
な

発
展
と
個
性
の
伸
長

を
図

り
信

な
ど

を
通

し
「
意

欲
」
を
大
切
に

集
団
の
中
の
一
員
と

し
て

よ
て

、
道

徳
教

育
し
、

成
長
し
て
い
く

り
よ
い
生
活
を
築
こ

う
と

す
の

趣
旨

の
理

解
た
め

に
目
的
に
向
か

る
自
主
的
実
践
的
な

態
度

を
を

図
る

。
う
「

意
志
」
を
育
て

育
成
す
る
。

◎
家

庭
･地

域
社

る
。

◎
人
間
と
し
て
の
生

き
方

に
会

の
道

徳
教

育
◎

自
ら

学
び
自
ら
考

つ
い
て
の
自
覚
を
深

め
、

自
に

つ
い

て
の

意
え
自

主
的
に
判
断

己
を
生
か
す
能
力
を

養
う

。
義

や
要

望
を

把
し
、

よ
り
よ
く
問
題

◎
学
校
行
事
を
通
し

て
、

家
握

し
、

教
育

活
を
解

決
す
る
資
質
や

庭
・
地
域
と
の
共
通

理
解

や
動

に
生

か
す

。
能
力

を
養
う
。

協
力
を
得
る
よ
う
に

す
る

。

生
徒

指
導

に
お

い
て

育
む

道
徳

性
生

徒
指

導
に

お
い

て
育

む
道

徳
性

◎
生

徒
指
導

の
目

標
◎

生
徒

指
導

の
目

標
生

徒
が

自
ら

の
諸

課
題

を
、

自
ら

の
手

に
よ

っ
て

解
決

し
て

い
く

こ
と

の
で

き
る

能
力

と
態

度
を

育
て

る
と

共
に

、
生

徒
一

人
一

人
の

自
己

実
現
の

援
助

に
努

め
る

。

◎
生

徒
指
導

の
課

題
◎

生
徒

指
導

の
課

題
○

全
職

員
の
共

通
理

解
、

共
通

実
践

の
徹

底
○

生
徒

理
解
に

た
っ

た
指

導
○

生
徒
指

導
だ

よ
り

の
活

用
○

望
ま

し
い
基

本
的

生
活

習
慣

の
育

成
○

道
徳

的
価
値

観
を

醸
成

す
る

生
徒

の
育

成
○

自
主

的
・
自

立
的

な
態

度
の

育
成

○
教

育
相
談

の
充

実

学
年

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
授

業
に

よ
る

取
組

学
年

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
授

業
に

よ
る

取
組

生
徒

指
導

の
機

能
を

生
か

し
た

取
組

生
徒

指
導

の
機

能
を

生
か

し
た

取
組

諸
活

動
を

生
か

し
た

取
組

諸
活

動
を

生
か

し
た

取
組

別
葉

を
利

用
し

た
取

組
別

葉
を

利
用

し
た

取
組

。
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平
成

３
０

年
度

【
３

学
年

】
道

徳
教

育
と

各
教

科
と

の
関

連

月
学

級
活

動
総

合
的

な
国

語
社

会
数

学
理

科
音

楽
美

術
保

健
体

育
技

術
・

家
庭

外
国

語
学

習
の

時
間

４
「

３
年

生
に

な
っ

「
修

学
旅

行
の

ま
「

握
手

」
Ｂ
-(
9)

「
第

二
次

世
界

大
「

花
」
Ｄ
-(
3)

感
動

、
「

ボ
ッ

ク
ス

ア
ー

"P
op

Cu
ltu
re

Th
en

て
」

Ａ
-(
4)

希
望

、
と

め
」
Ｂ
-(
3)

友
情

、
相

互
理

解
、

寛
容

戦
」

Ｃ
-(
18
)
世

界
畏

敬
の

念
ト

」
Ａ
-(
3)

向
上

心
、

an
d
N
ow

"
Ｃ
-(
17

)

克
己

と
強
い

意
志

信
頼

平
和

個
性
の

伸
長

伝
統

と
文
化

５ ６
"F
ai
r
Tr
ad
e
Ev
en
t"

Ｃ
-(
18
)

国
際

理

解
、

貢
献

７
「

卒
業

研
究

」
Ａ
-(
3)

人
権

と
日

本
国

憲
「

２
次

方
程

式
」

「
生

物
の

成
長

と

向
上

心
、

個
性

の
法

」
Ｃ
-(
11
)
公
正

、
Ｃ
-(
11
)
公

正
、

公
生

殖
」

Ｄ
-(
19

)
生

伸
長

公
平
、

社
会

正
義

平
、

社
会

正
義

命
の

尊
さ

８
「

遺
伝
の

規
則

性
」

Ｄ
-(
21

)
感

動
・

畏

敬
の

念

９
「

社
会

の
一

員
と

「
故

郷
」

Ｃ
-(
12
)

「
混

声
合

唱
の

味
「

バ
レ
ー

ボ
ー

ル
」

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

の

し
て

の
生

き
方

」
社

会
参

画
、

公
共

わ
い

」
Ｃ
-(
15
)
学

Ｃ
-(
11
)
公

正
、

公
有

効
利

用
」

Ｄ
-(
3)

Ｃ
-(
12
)
社

会
参

画
、

の
精
神

校
生

活
、

集
団

生
平

、
社

会
正

義
感

動
、

畏
敬

の
念

公
共

の
精
神

活
の
充

実

１
０

「
学

校
行

事
に

向
「

君
待

つ
と

」
Ｃ
-

「
相

似
な

図
形

」
「

柔
道

」
Ｃ
-(
17
)

け
て

」
Ｂ
-(
9)

相
互

(
17

)
我

が
国

の
伝

Ｃ
-(
16
)
郷

土
の

伝
我

が
国

の
伝

統
と

理
解

、
寛
容

統
と
文

化
の

尊
重
、

統
と

文
化

の
尊
重

文
化

の
尊

重
、

国

国
を
愛

す
る

態
度

を
愛
す

る
態

度

１
１

「
相

似
な

図
形

」
「

オ
ペ

ラ
」
Ｃ
-(
18
)

「
堆

朱
の

ス
ト

ラ
St
ri
vi
ng

fo
r

a
Ｄ
-(
21
)
感

動
、

畏
国

際
理

解
、

国
際

ッ
プ

」
Ｃ
-(
17
)
我

Be
tte
r
W
or
ld

Ａ
-

敬
の

念
貢

献
が

国
の

伝
統

文
化

(
4)

勇
気

と
希

望
,強

の
尊
重

い
意

志

１
２

１
「

標
本

調
査

」
Ｄ
-
「

自
然

の
中

の
生

「
子

ど
も

に
と

っ

(
20

)
自

然
愛

護
物

」
Ｄ
-(
20
)
自

然
て

の
家

族
」
Ｄ
-(
19
)

愛
護

生
命

の
尊

さ

２
「

卒
業

ま
で

の
生

「
卒

後
業

へ
の

思
「

誰
か

の
代

わ
り

「
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ

活
」

Ａ
-(
2)

節
度

、
い

」
Ｂ
-(
6)

思
い

や
に

」
」

Ｄ
-(
22
)
よ

り
ー

ル
」

Ｃ
-(
11
)
公

節
制

り
、

感
謝

よ
く

生
き
る

喜
び

正
、
公

平

３
「

科
学

技
術

の
人

間
」

Ｄ
-(
22
)
よ

り

よ
く

生
き
る

喜
び
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県中地区道徳教育推進校「郡山市立大島小学校」実施報告書
１ 学校紹介

学 校 名 郡山市立大島小学校

所 在 地 郡山市並木四丁目10番地

校 長 名 早川 文之

自分の考えをもち、ねば

教 育 目 標 り強く努力できる心豊かな

たくましい児童の育成

学級及び 学級数 ２５

児童生徒数 児童数 ６１４名

２ 研究テーマ

主体的に考え、共に学び合う心豊かなけやきっ子の育成

～かかわり合い、実感し、自己をみつめる活動を通して～

３ 研究テーマ設定の理由

（１）本校の教育目標から

本校では、重点目標である「一人ひとりを大切にし、豊かな心を育む『心の

教育』の充実に努める」ために、一人ひとりの特性を理解しながら、児童の心

に寄り添った指導・支援をしている。また、学校・学級集団として、他者とか

かわる中で、自分のよさや他者との違いに気づき、共に高め合うことが、豊か

な心を育むためには不可欠であると思われる。そのためには、児童が多様な価

値観と出会い、考えを深め、実感を伴って道徳的価値のよさや大切を理解する

ことが必要である。

（２）児童や地域の実態から

本校の児童は、明るく素直で、与えられた学習に積極的に取り組むなど大人

の指示や学校の規則を尊重しようという意識が高い。一方、道徳科では、自分

の考えを書いたり、相手に伝えたりすることに、抵抗を感じている児童も多い。

本校は、市の中心部に位置し、保護者の教育に対する意識も高く、学習塾な

どの習い事に取り組ませるなど、教育に熱心な家庭が多い。一方で、友達との

かかわりを心配している保護者も少なくない。

４ 研究計画

月日（曜日） 主な研究内容 備 考

５月２、１６、３０日 現職教育推進委員会(研究内容の検討等)

６月 １日（金）現職教育全体会（研究内容の共通理解）

６月２９日（金）授業研究（事前事後研含む）「５年３組」 実施学年：５年

７月１８日（水）校内研修（講演）

講師:二本松市立渋川小学校長 渡邉 真魚様

８月２０、２１日 校外研修 場所：上越教育大学

８月３１日（金）授業研究（事前事後研含む）「６年１組」 実施学年：６年

９月１１日（火）授業研究（事前事後研含む）「４年１組」 実施学年：４年

９月１８日（火）校内研修（師範授業・講演）

講師:郡山市立宮城小学校教頭 伊藤 貴史様

１０月３、５、１５日 授業研究（事前事後研含む） 実施学年：1、3年、特支

１１月 ２日（金）道徳教育地区別推進協議会（1年4組3年4組5年1組公開授業） 講師 :秋田公立美術大学

１１月２０日（火）授業研究（事前事後研含む）「２年２組」 実施学年：２年

１１月１３、２０日 現職教育推進委員会/全体会（研究のまとめ）

１月１５日（火）現職教育全体会（反省・次年度の見通し）
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５ 研究推進にあたって

【視点１】道徳教育全体計画及び別葉の作成上及び活用上の工夫点、配慮点について

〈作成上の工夫点、配慮点〉

○ 道徳教育全体計画では、学校教育目標を受け、道徳教育の重点目標を「節度あ

る生活を送る」「生命を大切にする」に設定した。さらに、各ブロックで、児童

の実態や伸ばしたい力をもとに、重点目標・指導の重点を明確にした。

○ 別葉は、教職員で共通理解を図り、教育活動全体で重点とする内容項目の指導

に当たれるように、各学年の重点目標をもとに、行事や特別活動、各教科との関

連を矢印で示した。

〈活用上の工夫点、配慮点〉

○ 別葉に、各担任が追加や変更点を書き込み、次年度に生かすようにする。

○ 学級における道徳教育指導計画は、児童の実態や担任の願い等をもとに作成し、

学級経営誌に綴り、学期ごとに反省し重点目標の達成に生かすようにする。

【視点２】質の高い多様な指導方法への取組について

主体的に考える子どもの育成にむけて、

① 自分を重ねて考えることのできる課題提示の工夫

共に学び合える子どもの育成にむけて、

② 自他の思考過程を吟味・共有する場の工夫

心豊かな子どもの育成にむけて、

③ 地域・家庭とのかかわりを意識した振り返りの工夫

【視点３】「ふくしま道徳教育資料集」の活用について

主体的に考える子どもの育成にむけて、

① 身近に起こった福島のことに、関心をもって考られる教材提示の工夫

② 自分事として道徳的価値を考え、表出することができる話合いの工夫

心豊かな子どもの育成にむけて、

③ 学習した内容が実感できる振り返りの工夫

【視点４】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

「多面的・多角的な見方へと発展したか」「道徳的価値の理解ができたか」を、

① 話合い中に、児童の姿から見取る。

○ 学習形態を工夫し、児童同士の対話の中で見取る。

○ 意図的な指名をすることで、児童の表情やつぶやきから見取る。

② 終末に、児童が書いたものから見取る。

○ 自己を見つめながら書かせ、道徳的価値の理解が深まったかを見取る。

○ 書いたものを累積し、長期間での変容を見取る。

○ 授業後に、励ますコメントを担任が記入することで、励ます評価を行う。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について

心豊かに育てる学校・学級づくりを推進するために、

○ 道徳だよりの発行(学校での取組を伝える）

○ ゲストティーチャーの活用（地域や保護者の方を招聘）

○ 地域行事への参加（敬老会など）

○ 他教科との関連 （福祉施設への訪問など）

などを行っていく。
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６ 「家庭・地域との連携」について

【道徳だよりの発行】

家庭・地域との連携を図るために、校内で実践していることを伝えることをねらいとして、

道徳教育推進教師から「道徳だより」の発行を行った。おたよりの内容は、主に道徳科の授業

や教職員の研修の様子である。保護者からは、学校での実践の様子が分かり、家庭でも、道徳

科の授業の様子を子どもに聞くようになったなどの声があった。発行回数が少なくなってしま

ったことが課題であり、よりよく伝えるための体制を整えていくなど、今後に向けて考えてい

きたい。

【ゲストティーチャーの活用】

読書を通して、児童の心を耕したいという保護者や地域の

方からの思いから、毎週金曜日の朝に「カルガモお話会」と

いう名前で、ＰＴＡの方による読み聞かせを実施した。児童

は、保護者や地域の方の読み聞かせを楽しみにしており、目

を輝かせながら興味深く聞く児童の姿が見られた。また、保

護者や地域の方は、児童の成長を楽しみにし、学年に応じて

本を精選し、家庭・地域で児童を育てているという一体感が

あった。

【地域行事への参加】

地域とのつながりや触れ合いを通して、他者を思いやる心や敬う心を育むために、敬老会で

受付後のお年寄りを誘導するなどのお手伝いを行った。お年寄りの手を取り、ゆっくり歩いた

り、大きめの声で話したりするなど自然と相手を思いやる行動をとっている姿が見られた。し

かし、それらのよさが校内で伝わらないところがあった。児童のよさが校内で伝わるようにす

るとともに、よさを生かした発展的な活動につながるようにしていきたい。

７ 成果と課題（○成果 ●課題）

（１）視点１～５について

○ 道徳科の授業において、本校における道徳教育の重点目標を各学級の児童の実態に即して

実践できるように、事前アンケートを活用したり、他教科との関連を別葉で明確にしたりし

ながら取り組んできたことで、ねらいとする道徳的価値に迫ることができた。

○ 教材の中で、場面を比較させる時に、思考ツールや役割演技、ワークシートなどを取り入

れたことで、「自分だったら、こうする。」と、一人一人が教材の登場人物と自分を重ね合わ

せて、道徳的価値についての考えを深めることができた。

○ 授業の終末において、地域の方の手紙の紹介や教師の説話を行ったことで、教材の中だけ

の世界という認識から、自分たちの日常生活に関わることであると捉えさせたことで、他者

意識をもった言動が見られるようになった。

● 互いの意見を交流する話合いにおいて、学習形態の工夫や意図的指名などを行った。友達

の考えを受けて自分の考えを少しずつ伝えることができてきたが、自分の考えの幅を広げら

れる聞き方の工夫と自分の考えを十分に伝えることができる時間の確保が必要であった。

（２）研究テーマについて

○ 教師が明確にねらいをもち効果的な手立てを講じることで、児童の身近にいる友達、教師、

家庭、地域との関わりを、児童が他人事でなく自分自身のこととして、主体的に考えていく

ことが分かった。

○ 振り返りの場を設定し自己を見つめる活動を取り入れてきたことで、普段の生活の中で「こ

の間、道徳でやったことと似ている場面だ。」などと実感を伴いながら道徳的価値のよさや大

切さを理解したり、「このままで、本当にいいのか。」と、自分の行動を振り返ったりしなが

ら自分の生き方を考える機会になった。

● 本研究１年目ということもあり、指導方法が研究の主になってしまう部分が多かった。授

業の中で、児童一人一人が、どのような経験から、何を考え、何を伝えたいのかを、まず教

師自身が見取り、児童が思う存分自分の言葉で伝えるのを教師や仲間が聞き浸り、受け止め

ることができるように、今後の研究を進めていきたい。
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平成３０年度 道 徳 教 育 全 体 計 画 小４６ 郡山市立大島小学校

（教育関係法令等） 学 校 教 育 目 標

◇日本国憲法 自分の考えをもち、ねばり強く努力できる心豊かなたくましい児童の育成 ◇児童の実態
◇教育基本法 ◇保護者や地域の人々の
◇学校教育法 ○進んで学習する子ども （知） 願い
◇学習指導要領 ○思いやりのある子ども （情） ◇現代社会の課題と要請
◇いじめ防止基本方針 ○健康で明るい子ども （体） ◇教師の願い
◇児童憲章 など ○最後までがんばる子ども（意）

各教科における道徳教育 道 徳 教 育 重 点 目 標 「わたしたちの道徳」活用の基
本方針

◇国語科
物語文の学習等を通して １．常に向上心を持ち、知識や技能の習得を目指そうとする心を育てる。 道徳科授業の一部で補助的

道徳的心情を育てるととも ２．互いの人格を認め、仲良く親切にいたわり合う、生命尊重の態度を育てる。 に用いたり各教科の学習内容と
に、読む・書く・話す ・聞く活 ３．清らかな心と健やかな体を持ち、美しいものや崇高なものを尊ぶ豊かな心情を育てる。 関連させたりして活用を図る。
動を通して自己表現力の伸 ４．互いに協力し合い、進んで人のために役立とうとする態度を育てる。
長を図り社会生活への適応 情報モラル教育
力を育てる。
◇社会科 道徳科授業で情報モラルに

調べたり学び合ったりする ついて指導することにより、情
活動を通して社会生活を理 報社会のルールやマナーを身
解し、地域や人々の営みの 各 学 年 の 重 点 目 標 につける。
すばらしさに気づき、日本や
外国の人々への共感と理解 ・健康や安全に気をつけ、わがままを言わないで規則正しい生活をする。
を深める。 （節度、節制） 特別活動における道徳教育
◇算数科 低 ・生命を大切にする心を持つ。（生命の尊さ）

見通しを持ち、筋道を立て ・気持ちよいあいさつ、言葉づかいに心がける。（礼儀） ○学級活動
て考え、数理的に処理する ・身近にいる人に温かい心で接し、親切にする。（親切、思いやり） 話し合い活動や係活動を通し
力を養うとともに、工夫して生 て学級生活の向上を図り思い
活をよりよくしようとする態度 ・よく考えて行動し、節度ある生活をする。（節度、節制） やりのある望ましい人間関係を
を養う。 中 ・生命の尊さを感じ取り、生命あるものを大切にする。（生命の尊さ） 育てる。
◇理科 ・過ちは素直に改め、正直に明るい心で元気よく生活する。（正直、誠実） ○児童会活動

自然との触れ合いや動植 ・約束やきりを守り、公共心、公徳心を持って行動する。（親切、思いやり） 学校生活の向上のために全
物の飼育・栽培活動を通し 校生のことを考え、互いの創意
て、生命を尊重し真理を追究 ・自分の生活を見直し、節度を守り節制に心がける（節度、節制） を生かして課題解決に取り組む
する態度を育てる。 高 ・生命がかけがえのないものであることを知り、自他の生命を尊重する。 態度を育てる。
◇生活科 （生命の尊さ） ○クラブ活動

自然や人と関わる活動を ・互いに信頼し、学び合って友情を深め、協力し助け合う。（友情、信頼） 共通の興味関心を追求する
通して、生命を大切にしたり、 ・働くことの意義を理解し公共のために役立つことをする。（勤労、公共の精神） 活動を通して、協力し合う態度
相手を思いやったりする心情 や思いやりの心を育てる。
を養う。 ○学校行事
◇音楽科 道 徳 教 育 の 推 進 体 制 行事への自主的、積極的な

表現・鑑賞活動を通して音 参加を通して集団の一員として
楽に対する感性を育て、美し １ 校長の方針のもと、道徳教育推進教師が推進役となり、全教員で道徳教育を推進する。 の自覚を深め、道徳的実践意
いものを尊重する心や豊か 道徳教育推進教師は道徳主任と兼ねる。 欲を高める。
な情操を養う。 ２ 学級担任は、学級における道徳教育指導計画を年度当初に作成して、意図的・計画的
◇図画工作科 に道徳指導にあたる。

造形的な創作活動を通し
て表現する喜びを味わい、自
他の個性を感じ取り協力し合 道 徳 科 の 指 導 方 針
って活動する態度を養う。 ○生徒指導における道徳教育の
◇家庭科 ・道徳的価値について理解を深める。 視点

家族の一員としての役割 ・道徳的判断力を高める。
を認識し、家庭生活への実 ・道徳的心情を豊かにする。 ・教師と児童、児童相互の心の
践意欲や家族を大切にする ・道徳的実践意欲と態度を向上させる。 交流を図り、児童一人一人が
態度を養う。 ・問題解決的な学習、体験的な学習を重視する。 意欲を持って将来を展望でき
◇体育科 るよう援助する。

心身の健康・安全への理 ・課題を抱えた児童に対して
解を深め、自他の心身を大 は、学年・学校全体で組織的
切にしようとする心情や協力 学校における 学校における豊かな 基本的な生活習慣に に取り組む。
し合って活動する態度を育て 教育環境の整備方針 体験活動の場の設定 関する指導方針 ・一人一人が自己実現に向けて
る。 の資質や能力を育てる。
◇総合的な学習の時間 ・学校内外で、学校・家 授業や学級活動など、 ・規範意識や生活習慣

自然体験やボランティア活 庭・地域社会が一体と 学校における全ての教 形成については、児童
動等の社会体験を通して、道 なり、道徳性を育み実 育活動において、道徳的 の創意を生かして細か
徳的実践力を育てる。 践できるような教育環 実践を促すとともに、自 な指導を行う。
◇英語表現科 境にするように努める。 然、人、社会との触れ合 ・生活指導を通して、学

外国語活動を通じてコミュ ・児童相互、教師と児童 いの場を設けるなど、豊 校内外の生活に規律と
ニケーション能力の素地を養 の豊かな言語環境を整 かな体験の場を計画的 秩序を持たせるととも
うとともに、言語や文化につ える。 に設定する。 に、ふれあいを通して
いて体験的に理解を深める 生活の善導を図る。
ことで、日本人としての自覚
を持って世界の人々との親
善に努めようとする態度を育
てる。

家庭・地域社会との連携 他の学校や教育機関との連携

学校・家庭・地域社会との連携を強め、道徳教育の充実に努 幼稚園、中学校などとの情報交換を密にし、児童の実態をつか
める。 み、定期的な交流を通して関連を深める。
・家庭の啓蒙と活動の連携の推進 ・就学前の情報交換の推進

＜参観日の活用・各種便り等＞ ＜幼稚園訪問・保育参観・交流会＞
・地域社会、関係機関との連携 ・進学前の心構えをつくる

<社会参加・クリーン作戦＞ ＜中学校一日体験入学＞
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県南地区道徳教育推進校「中島村立吉子川小学校」実施報告書

１ 学校紹介
学 校 名 中島村立吉子川小学校
所 在 地 福島県西白河郡中島村大字

二子塚字家来４７番地
校 長 名 石沢 泰蔵

あかるく たくましい子ども

教 育 目 標 やさしく おもいやりのある子ども

めあてをもって がんばる子ども

学級及び児童 学級数 ６
生徒数 児童数 １１７名

２ 研究テーマ
多様なかかわりの中で自己を見つめ、よりよく生きようとする児童の育成

～考え、議論する道徳の授業実践を通して～

３ 研究テーマ設定の理由
本校は児童数１１７名で、全体的に素直で明るく、個性豊かな中にも、何事も一生懸

命取り組むことができる児童が多い。学校行事などでは学級で協力して取り組んだり、
縦割り班で仲良く活動したりしている。陸上部の活動が年間を通して行われていること
に加え、地域のスポーツ少年団などに所属している児童も多く、自分の得意な分野で積
極的に力を発揮している。反面、学習や生活場面において受け身で消極的な児童が多く、
主体性に欠けているところがある。また、規範意識はあるものの、場の雰囲気や友達との
やりとりの中で流されてしまうことがある。
保護者は、学校に対して協力的であり、学習内容や児童の友人関係に関して関心が高

い。子どもに対して、思いやりの心や温かい心をもち、仲間の気持ちを理解して協力し
合える子どもになってほしいという願いをもっている。
このような実態を踏まえ、児童が多様な関わりの中で、道徳的事象や価値を多面的・

多角的にとらえ、客観的に自己を見つめ直し、よりよい自分を目指して学び続ける力を
育成していきたいと考える。

以上のことから、問題解決的な授業を通して、道徳的価値について、考えを深める指
導方法を工夫し、自己を見つめ､よりよく生きようとする児童を育成することを目指し、
本テーマを設定した。

４ 研究計画
月日（曜日） 主な研究内容
４月 ４日（水）研究推進委員会・全体会
５月３１日（木）先進校視察：福島大学附属小学校
６月 ８日（金）第１回授業研究会（第２学年）事後研究会
６月２９日（金）第２回授業研究会（第３学年）事後研究会

指導助言者：白河市立白河第三小学校 江花 洋介 様
７月１７日（火）学校課題研究全体会

・１学期の反省と実践についての交流、情報交換
８月２１日（火）先進校視察：東京学芸大学附属小学校小金井校
９月１１日（火）第３回授業研究会（第５学年）事後研究会

※村幼小中連携授業公開
指導助言者：県南教育事務所指導主事 渡邉 泰昌 様

９月１３日（木）第４回授業研究会（第４学年）事後研究会
講師：聖徳大学大学院教職研究科教授 吉本 恒幸 様

１０月１２日（金）第５回授業研究会（第４学年）事後研究会
指導助言者：県南教育事務所指導主事 渡邉 泰昌 様

１１月 ９日（金）第６回授業研究会・模擬授業
１１月１９日（月）第７回授業研究会（第１・６学年）事後研究会

※道徳地区別推進協議会
講師：泉崎村立泉崎第一小学校長 小野 聡 様
講師：聖徳大学大学院教職研究科教授 吉本 恒幸 様

１２月 ７日（金）研究のまとめ（推進校報告書作成）に向けて
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５ 研究推進にあたって

【視点１】道徳教育全体計画及び別葉の作成・活用上の工夫点、配慮点について

〈作成上の工夫点、配慮点〉

① 「特別の教科 道徳（以下、道徳科）」完全実施を受けた、年間３５時間（１

学年は３４時間）以上を確実に実施し、教育課程を適正に実施する。

② 地域、保護者の理解と協力を得るための基盤づくりとして、各学年の授業参観

において道徳科の授業を行う。

③ 「考え、議論する道徳」の推進を全校的な取組とし、授業研究を校内研究の中

心に据え、授業改善を行う。

〈活用上の工夫点、配慮点〉

○ 「見直しを繰り返し、活用できる別葉」を目指して計画的に進める。そのため

に、日々の教育活動が道徳教育とどのように関連しているのかを点検し、課題点

について別葉にメモを残すなどして次年度へ生かす。

【視点２】質の高い多様な指導方法への取組について

① 育てたい道徳性を明確にする工夫：「本時で育てたい道徳性は何か」「学年や

児童の実態に合っているか」の観点での吟味・検討を行い、ねらいの焦点化を

図る。

② 課題解決のために多面的・多角的に考えさせる工夫：役割演技や動作化など

の体験的な学習を取り入れた指導を工夫する。

③ 自己を見つめさせる指導の工夫：自分が考えたことや感じたこと、学んだこ

とを振り返ることができるノートやワークシートの活用を工夫する。

【視点３】「ふくしま道徳教育資料集」の活用について

① ふくしま道徳教育資料集の中から、本校の児童の実態に合った資料を検討し、

どの時期にどのような授業を実践するかについて研修を深める。

② 採用教科書の内容項目が同じ教材と入れ替えたり併用したりした場合には、記

録を残し、次年度に重複しないように留意する。

【視点４】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

① 全学年で共通の道徳ノートを採用する。なお、教材研究の結果、既定のノート

の型が合わないと考えた場合は、担任がワークシートを作成し、ノートに貼付し

て活用する。

② ノートに自分の考えを書かせ、励ましのコメントを入れる。

③ 授業において、児童が力を発揮し、資質や能力の伸びのあった部分を個人内評

価する。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について

① ９月の授業参観では、全学級道徳の授業を公開する。

② ノートは、家庭に持ち帰り、学習状況や児童の道徳性に係る成長の様子を知ら

せることで、連携を深めていく。

③ 村小中連携事業の一つとして道徳の授業を公開し、村内の幼小中の教職員に参

観を呼びかけ、研修を深める。
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６ 「家庭・地域との連携」について

道徳科への関心を高めるための保護者アンケートの実施

【活動のねらい】

○ 道徳教育及び道徳科についての保護者の理解・関心を把握し、研究内容に生かす。

○ 保護者の意識の変容を捉え、取組の改善に生かす。

【活動の概要】

○ ７月と１０月に２回実施し、結果を分析し変容を捉えた。

【成果と課題】（成果○ 課題●）

○ アンケートの結果、１学期には保護者の疑問や不安、関わりの少なさが見られた。

しかし、２学期後半には、授業への期待や満足感が高まった。また、家庭内でも道徳

の授業が話題になり、家庭の関心も高まった。

土曜授業における全校一斉道徳授業参観の実施

【活動のねらい】

○ 道徳科の学習の様子を知っていただき、保護者の

興味・関心を高める。

【活動の概要】

○ ９月の土曜授業において、全学年道徳科授業参観

を実施した。

【成果と課題】

○ 前述のアンケートには、実際の授業を見ていただ

いての肯定的な意見や、家庭とのつながりが大切であるとの意見などが多く寄せられ

た。授業参観以前と比べ、保護者の理解が深まったと感じた。

● 「教科書だけにとどまらない授業もお願いしたい。」という意見もあった。道徳教

育は、学校の教育活動全体を通じて行っており、道徳科はその要であることについて、

保護者の理解を得られるようはたらきかけていく必要がある。さらに、道徳科で扱っ

ている内容が学校生活だけで完結するものではないことをより多くの保護者に実感し

ていただき、連携を深めていきたい。

７ 成果と課題（成果○ 課題●）

○ ねらいの焦点化を図ることで、児童が課題意識をもって授業に臨むことができた。

○ 先行オーガナイザーによる教材提示により、児童が短時間で教材の内容を把握する

ことができた。その結果、展開後半や終末の時間を確保できるようになった。

〇 ペアやグループ、一斉による話合い等の学習形態を、考えの広がったり深まったり

する学習場面に取り入れたことで、多様な考えに触れさせることができた。

〇 動作化や役割演技等の体験的な学習を取り入れることで、多面的・多角的に考えさ

せることにつながった。

〇 授業の流れに沿って、テーマ、児童の考えを、理解しやすい配置を考えて板書した

ことは、授業の終末に振り返りをする際の手助けとなった。

● 発問によっては児童の考えが深まらなかったり、意図した話合いにならなかったり

することもあった。気持ちを揺さぶる発問も検討し、迷いや葛藤を引き出すことにつ

なげたい。

● 板書については、思考の流れや順序を示すようなものだけでなく、教師が意図を持

って対比的、構造的に示したり、中心部分を明確にしたりするなどの工夫について研

究を進める必要がある。

● 今年度は、全学年共通の道徳ノートを活用した。しかし、全ページが同じ構成にな

っているため、授業によっては、使いにくい場合があった。そこで、教材や児童の実

態に合わせ、教師が自作したワークシート等を貼付して活用した。今後は、自校化し

たノートを考えたり、ノート指導の充実を図ったりすることが必要である。
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道 徳 教 育 全 体 計 画

教育関係法令等 学 校 教 育 目 標 児 ・ 素直で明るい。きまりを守ろう
童 とする子が増えてきている。

教育関係法規・学校教育法 あやめのように清らかで豊かな心を持って の ・ 人のために進んで働こうとする
学習指導要領・教育機関諸 社会に奉仕する子どもの育成 実 奉仕の心が育ってきている。
法規・いじめ防止対策推進 ○ あかるく たくましい子ども 態 ・ 努力する気持ちが育ってきた。
法・その他の関係法令 ○ やさしく おもいやりのある子ども

○ めあてをもって がんばる子ども 教 ・ 生命の尊さを知り、大切にして
師 ほしい。

保

道 徳 教 育 目 標 護 ・ 思いやりや温かい心をもち、仲
者 間の心を理解し協力し合える子ど

自ら考え、友達と協力し合い、最後までやりぬこうとする子ども、心豊かな子どもの育成をめざすこ の もになってほしい。
とを道徳教育の目標とし、その目標の達成のため、次の重点目標を設定する。 願

・ よい習慣を身につけ、自分の生活をよりよくする子ども い ・ 何事にも粘り強くやり抜く子ど
・ 互いに思いやりの心をもち、共に伸びる子ども もになってほしい。
・ 自他の生命を尊重し、互いの良さを認め合える子ども
・ 進んで働き、みんなのために役に立とうとする子ども

目 指 す 子 ど も 像 と 重 点 内 容

低 学 年 中 学 年 高 学 年

・ よい習慣を身につけ、気持ちよく生活でき ・ よい習慣を身につけ、自分の生活をよりよく ・ 自分の生活を振り返り、さらに工夫してよい
る子ども できる子ども 習慣にしようとする子ども

・ 進んであいさつをし、明るく生活する子ども ・ 相手のことを考えて行動する子ども ・ 思いやりの気持ちを持ち、相手の立場に立って
・ 生きる喜びや生命の大切さを感じる子ども ・ 生命の尊重を知り、生命のあるものを大切に 行動する子ども
・ 仕事を喜び、一生懸命に働く子ども する子ども ・ 生命がかけがえのないものであることを知り、

・ 自ら仕事を見つけ、進んで働く子ども 自他の生命を尊重することができる子ども

A 主として自分自身に関すること

〔善悪の判断、自律、自由と責任〕 〔節度、節制〕 〔自主、自律、自由と責任〕

B 主として人との関わりに関すること

〔親切、思いやり〕 〔友情、信頼〕 〔相互理解、寛容〕

C 主として集団や社会との関わりに関すること

〔規則の尊重〕 〔公正、公平、社会正義〕 〔よりよい学校生活、集団生活の充実〕

D 主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること

〔生命の尊さ〕 〔生命の尊さ〕 〔よりよく生きる喜び〕

各 教 科 道 徳 特 別 活 動 総合的な学習の時間
＜国語＞ 人間性豊かに物事を深く感じ ・ 授業を充実させ、道徳的 望ましい集団活動を通して、自

取る心情を育成する。 実践力を育成する。 主的・実践的な態度を育成する。 ・ 児童の興味や関心に基づく体験的な
＜社会＞ 人間尊重の精神を育てるとと ・ 年間指導計画に基づいて ＜学級活動＞ 学習を通して、道徳性の育成を図る。

もに、国家や郷土に対する愛情 計画的・発展的に指導する 学級生活の充実と向上を図り、
を育てる。 ・ 各教科、特別活動、総合 安全な生活をしようとする態度を ・ 総合的な学習の時間における豊かな

＜算数＞ 根気強く問題解決を図る態度 的な学習の時間、その他の 養う。 体験と道徳の時間との関連を図り、道
を養う。 教育活動における道徳教育 ＜児童会活動＞ 徳教育を推進する。

＜理科＞ 自然に接し、自然を大切にす を補充・深化・統合する。 学校の全児童をもって組織し、

る心情を養う。 ・ 道徳的心情を豊かにし、 学校生活の充実と向上のために諸 その他の教育活動
＜生活＞ 具体的な活動や体験を通して 児童の道徳的判断力を高め 問題を話し合い、協力してその解

自立の基礎を養う。 道徳的態度と実践意欲の向 決を図る活動を通して、集団の一 ＜清掃＞
＜音楽＞ 豊かな情操を養い、うるおい 上を図る。 員としての自覚や協力的態度を育 学年を越えて協力し合い、学校をきれい

のある生活態度を育てる。 ・ ねらいとする道徳的価値 てる。 にしようとする態度を育てる。
＜図工＞ 美しい物を大切にする心情を を追究し主体的に自覚させ ＜クラブ活動＞ ＜給食＞

育てる。 る。 異学年の集団活動を通して、共 食事ができることに感謝の気持ちをも
＜家庭＞ 家族の一員として、家庭をよ ・ 実践を可能とするために 通の興味や関心を追究する活動を ち、正しいマナーで食事をしようとする

りよくする態度を養う。 必要となる内面的資質とし 行おうとする態度を育てる。 態度を育てる。
＜体育＞ 健康で安全な明るい生活を営 ての道徳的実践力を養う。 ＜学校行事＞ ＜外国語活動・国際交流＞

む意欲を育てるとともに、協力 ・私たちの道徳の活用を図 豊かな体験活動を通して、内面 外国人講師との交流を通して外国の人々
して実践する態度を養う。 る。 に根ざした道徳性を養う。 や文化を大切にし、世界の人々と仲良くし

・ふくしま道徳資料集の活用 ようとする態度を育てる。
を図る。

生 徒 指 導
日常生活のあらゆる場と機会をとらえて、基本的な生活習慣や集団への参加の仕方及び、学習意欲、習慣等について、情意面までふれた支援をする

とともに、道徳的実践の場とする。
・ 一人一人に集団生活の喜びを味わわせる。 ・ 意欲的に学習に取り組めるようにする。
・ よい習慣を身につけ、よりよい生活をめざそうとする態度を養う。 ・ 情操豊かで、うるおいのある生活ができるようにする。
・ 自主的・創造的に行動する道徳的実践力を高めるようにする。

学 級 経 営 家 庭 ・ 地 域 社 会 と の 連 携

学級内に温かい雰囲気と好ましい 道徳教育についての理解と啓発を図り、連携や協力を進めることにより、道徳性の向上を促す。
人間関係を育成し、諸活動を通して ・ 学校便り、学級便り、ＰＴＡ便りの発行
学級集団の質的な高まりと、児童一 ・ あいさつ運動の励行
人一人の望ましい人間的な成長を図 ・ ゲストティーチャーとして、地域の人材活用
る。 ・ 授業参観における道徳の授業の公開
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A-(1)
B-(11)
C-(16)
D-(22)

平成３０年度　　道徳教育の内容と各教科の関連一覧表（道徳教育全体計画別葉）　　第６学年

高学年の
重点目標

自由を大切にし、自立的に判断し、責任のある行動をする。

６学年 自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、謙虚な心をもち、広い心で自分と異なる意見や立場を尊重すること。
先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合ってよりよい学級や学校をつくるとともに、様々な集団の中での自分の役割を自覚して集団生活の充実に努めること。

よりよく生きようとする人間の強さや気高さを理解し、人間として生きる喜びを感じること。

内容　＼　月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

学校・学年に
関わる主な学
校行事

始業式
入学式
身体計測等
交通安全教室
授業参観
避難訓練
全国学力・学習状況調
査

運動会
交通安全パレード
芸術鑑賞教室
家庭訪問

修学旅行
学習旅行
異文化体験学習
プ-ル開き
よい歯の教室
内科検診等

よい歯の教室
着衣水泳
防犯訓練
愛校活動
授業参観
終業式

始業式
身体計測等
水泳記録会

身体計測等
交通安全教室
授業参観

９月

道　　　徳

自分は自分 ホワイトハウスにできた柔道場 食べ残されたえびになみだ ◎お別れ会 どれい解放の父リンカン
A-(4)個性の伸長 C-(1８）国際理解、国際親善 B-(3)節度、節制 B-(11)相互理解、寛容 c-(13)公正、公平、社会正義 A-(5)希望と勇気、努力と強い意志

ミッキーマウスの誕生

どんな心が見えますか チョモランマ清掃登山隊 ある日、町の中で 米作りがアフリカを救う ロレンゾの友達
C-(12)規則の尊重 D-(20)自然愛護 B-(7)親切、思いやり C-(18)国際理解、国際親善

A-(1）善悪の判断、自律、自由と責任 C-(17)強度の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度 C-(15)家族愛、家庭生活の充実
◎　重　点

◎移動教室の夜 アイナふくしま はじめてのアンカー
B-(10)友情、信頼

こだわりのイナバウアー その思いを受け継いで
B-(8)感謝 D-(19)生命の尊さ

見つめようふるさと 鼓笛 自分の思いを表現しよう
見つめようふるさと鼓笛 異文化体験学習 見つめようふるさと 見つめようふるさと

見つめようふるさと

学級
活動

（２）

●６年生になって ●生活状況調査

総合的な
学習の時間

●よりよい家庭学習のしかた ●歯科衛生について

○最高学年としてのあり方を話し合おう ○異文化体験学習をしよう

特
　
別
　
活
　
動

学級
活動

（１）

〇学級の組織・めあてを決めよう ○運動会を成功させよう 〇異文化体験学習の準備をしよう 〇２学期の学級の組織・めあてを決めよう ○縦割り班活動の準備をしよう

●縦割り班での自分の役割

●図書館の利用の仕方 ●修学旅行に向けて ●夏休みの計画 ●防災のあり方（防災教育）

クラブ
児童会

校外子ども会① （校外子ども会②）
クラブ活動開始 委員会活動開始

縦割り班活動での自分の役割

教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科

国　語

○言葉の準備運動 ○漢字の形と音･意味 三　町のよさを伝えるパンフレットを作ろう

○漢字の広場① ○聞いて楽しもう
一　登場人物の心情をとらえ、感想をまとめよう 二　筆者の意図をとらえ、自分の考えを発表しよう ○漢字の広場②

 １ 縄文の村から古墳のくにへ  5　今に伝わる室町文化

算　数

■不思議なパスカルの三角形 ■切り紙遊び ４　分数のわり算 ■たまごパズル

社　会

四　意見を聞き合って考えを深め、意見文を書こう

○詩を味わおう ○春のいぶき ○　本は友達 ○熟語の成り立ち ○漢字の広場③
○詩を味わおう ○言葉を選んで、短歌を作ろう

○春のいぶき 三　町のよさを伝えるパンフレットを作ろう

☆全国学力学習状況調査 ○　立場を明確にして主張し合い、考えを広げる討論をしよう ○夏のさかり

○導入  2 天皇中心の国づくり  4　武士の世の中へ  7　江戸幕府と政治の安定  10　世界に歩み出した日本

 9　明治の国づくりを進めた人々１　日本の歴史  3 貴族のくらし  6　3人の武将と天下統一 8　町人の文化と新しい学問

 6　3人の武将と天下統一

１　文字をつかった式 ３　分数のかけ算 ５　速さ ７　比例と反比例
６　円の面積 ■２つの数を見つけよう

２　対称な図形

○　学びをつなごう① 〇　わたしの研究
６　大地のつくり〇地球と私たちのくらし ２　動物のからだのはたらき ３　植物のからだのはたらき ○　学びをつなごう② ５　太陽と月の形

○豊かな表現を求めて

１　ものの燃え方と空気 ４　生き物のくらしと環境

○音楽のききどころ

○音の重なりとひびき ○演奏のみりょく

理　科

音　楽

○にっぽんのうたみんなのうた ◯音のスケッチ ○ひびき合いを生かして ○演奏のみりょく ○にっぽんのうたみんなのうた

○墨のうた ○クローズアップで見える新世界 ○布と枝のコンサート
○強くて優しい組木パズル

○わたしのお気に入りの場所○感じたままに花 ○なぞの入口から・・・

①生活時間を調べよう ①つくりたい物を考えよう

図　工

家　庭

１　わたしの生活時間 ②いためてみよう ②そうじのしかたをくふうしよう ②すずしい着方をくふうしよう ③洗たくをしてみよう ５　楽しくソーイング

②生活時間をくふうしよう ３　クリーン大作戦 ４　暑い季節を快適に ②計画を立ててつくろう
２　いためてつくろう朝食のおかず ①そうじのしかたを見直そう ①すずしい住まい方をくふうしよう

　　言語　文字 　　行事　月　日付 　インタビュー　紹介

○陸上運動（短距離走・リレー） ○陸上運動（ハードル走） ○新体力テスト ◯陸上運動（高跳び）
○体つくり運動（体ほぐし）○体つくり運動（体ほぐし） ◯表現運動 ◯持久走 〇クロール・平泳ぎ 〇水泳記録会

○陸上運動（幅跳び）
○タグラグビー ○保健（病気の起こり方・感染症の予防） ○陸上運動（ハードル走）
◯器械運動（鉄棒運動） ○着衣水泳

体　育
（保
健）

英　語

１　Do you have "a"? ２　When is your birthday?　 ４　She can run fast　He can jump high ５　I like my town ５　I like my town ６　Turn right.
　　建物　道案内

　　スポーツ　動作 　　世界の国々　世界の生活
３　I can swim. ７　Let's go to Italy.

　　施設と建物 　　施設と建物

連休生活指導① 連休生活指導② 夏季休業前生活指導 夏季休業後生活指導

家庭・地域・そ
の他の関連・連

携

運動会
３－（１）生命尊重 ３－（１）生命尊重 ３－（１）生命尊重 １－（１）望ましい生活習慣

生活全般に
おける指導

１－（２）勤勉・努力

― 27 ―

道
徳
教
育
推
進
校
の
実
施

報
告
，
全
体
計
画
・
別
葉
等

2



第６学年

３月

歯科検診
地区陸上競技会
校内絵を描く会月間
避難訓練
校内マラソン大会
あやめ発表会

個別懇談
愛校活動

１０月 １１月 １２月 １月 ２月

幼稚園年長児学校訪問
個別懇談
終業式

始業式
身体計測
村学力調査

新入学児童一日入学
中学校訪問
授業参観

6年生を送る会
愛校活動
修了式
卒業式

最後のおくり物
A-(2)正直、誠実 C-(14)勤労、公共の精神 B-(11)相互理解、寛容
のりづけされた詩 マザー・テレサ ◎ブランコ乗りとピエロ ラッシュアワーの惨劇 ◎鬼の銀蔵

D-(19)生命の尊さ A-(1）善悪の判断、自律、自由と責任 B-(7)親切、思いやり
ひとみと厚 光をともした「魔法の薬」 市民に愛される動物園を目指して 熊野の森を守る南方熊南 ◎ラグビー日本代表のかがやき ◎青の洞門

D-(22)よりよく生きる喜び

美しいお面 ◎小川笙船
B-(10)友情、信頼 A-(6)真理の探究 A-(5)希望と勇気、努力と強い意志 D-(20)自然愛護 C-(16)よりよい学校生活、集団生活の充実

D-(21)感動、畏敬の念 D-(22)よりよく生きる喜び A-(17)伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度 B-(7)親切、思いやり B-(9)礼儀
大みそかの朝に 行為の意味 心にふく風

命を見つめて ◎会話のゆくえ
D-(19)生命の尊さ A-(1）善悪の判断、自律、自由と責任

見つめようふるさと
自分の思いを表現しよう
見つめようふるさと 見つめようふるさと 見つめようふるさと 見つめようふるさと 見つめようふるさと

卒業に向けて鼓笛 卒業に向けて

○あやめ発表会の役割を話し合おう ○卒業文集をつくろう ○お楽しみ会をしよう ○感謝を伝える計画を立てよう 〇６年生のさよなら会の計画を立てよう

○お世話になった学校をきれいにしよう

○卒業文集の計画を立てよう ○お楽しみ会の計画を立てよう ○３学期の学級の組織・めあてをつくろう 〇感謝を伝える準備をしよう 〇６年生のさよなら会をしよう○学級や学校の問題を話し合おう

●性の被害（性教育） ●食品添加物に気をつけよう　 ●冬休みの計画 ●健康な生活を送るために ●もうすぐ中学生
●あやめ発表会に向けて ●上手な頼み方・断り方

６年生を送る会（校外子ども会③） 校外子ども会④

○カンジー博士の山登り ○話し方を工夫し、資料を示してスピーチしよう

○生活の中の言葉
○漢字の広場④ ○読み取ったことや感じたことを表現しよう ○日本で使う文字 ○声に出して読もう

五　自分の感じたことを、朗読で表現しよう ○漢字を正しく使えるように ○言葉について考えよう 八　筆者の考えをとらえ、自分の考えと比べて書こう 九　登場人物の関係をとらえ、人物の生き方について話し合おう

○漢字の広場⑤ ○詩を味わおう ○春を待つ冬 ○卒業するみなさんへ

六　筆者のものの見方をとらえ、自分の考えをまとめよう

○秋の深まり 七　伝統文化を楽しもう ○漢字の広場⑥

○随筆を書こう
＊学習のまとめ

○導入
 11 長く続いた戦争と人々のくらし  12 新しい日本、平和な日本へ ２　わたしたちの生活と政治　  2　国の政治のしくみ ３　世界の中の日本

 3　わたしたちのくら ○導入
 1　子育て支援の願いを実現する政治  1　日本とつながりの深い国々

（震災復興の願いを実現する政治）  2　世界の未来と日本の役割

●算数を使って考えよう ◎算数のまとめ
８　角柱と円柱の体積
■うさぎとかめ ９　比 ●およその面積と体積 ◎学習をふり返ろう

■分数で考えよう 10　拡大図と縮図 13　いろいろな単位
11　場合の数 12　資料の調べ方 ◎６年のまとめ

■円筒分水 ◎算数のまとめ
■分銅の重さ

○　たくさんの発見をしたね

○　学びをつなごう③
７　変わり続ける大地 ９　水よう液の性質とはたらき ９　水よう液の性質とはたらき 10　電気と私たちのくらし ○　学びをつなごう④

11　地球に生きる

※全校合唱 ○音のスケッチ

８　てこのはたらき

※創作
○ジャズとクラシック音楽の出会い ○私たちの国の音楽 ○音楽に思いをこめて ○音楽ランド

○音楽ランド

◯私はデザイナー
◯白の世界

○見つけたことを話してみよう

○わたしのお気に入りの場所 ○おどる光、遊ぶかげ ○はさみと紙のハーモニー ○白い物語 ◯私はデザイナー

                          ７　共に生きる生活                            ④成長したわたしたち

                          ②わたしの気持ちを伝えよう                           ②わたしの気持ちを伝えよう ③身近な食品でおかずを作ろう                            ③考えようこれからの生活③楽しく使おう ②楽しく、おいしい食事をくふうしよう

６　くふうしよう　おいしい食事                          ①わたしたちの生活と地域

①バランスのよいこんだてを考えよう

                                       中学生に向かって

○体つくり運動（体力を高める運動） ○器械運動（マット運動） ○ボール運動（バスケットボール）

○保健（地域の保健活動）
◯器械運動（鉄棒運動） ○保健（生活習慣病の予防）
◯持久走 〇ボール運動（ティーボール・ソフトボール） ○器械運動（跳び箱運動） ○体つくり運動（体ほぐし） ○なわとび記録会

◯ボール運動（ソフトバレーボール） 〇ボール運動（サッカー） ○表現運動（リズムダンス・フォークダンス）

　　好きなこと　欲しいもの 　　過去の表現　行った場所　食べた物 　　世界の国々　世界の生活 　スポーツ　オリンピック･パラリンピック 　　学校行事　学校生活 　　学校行事　学校生活
１０　What time do you get up? １１　What do you want to watch? １２　My best memory １２　My best memory８　He is famous　She is great ９　My summer vacation

◯保健（喫煙・飲酒・薬物） ○表現運動（リズムダンス・フォークダンス）

　　職業　将来の夢 　　職業　将来の夢
１３　What do you want to be? １３　What do you want to be?

春季休業前生活指導
３－（１）生命尊重
冬季休業前生活指導 冬季休業後生活指導

あやめ発表会 中島村文化祭 東日本大震災弔意表明
１－（１）望ましい生活習慣 ３－（１）生命尊重

１－（２）勤勉努力 ４－（７）郷土愛 ３－（１）生命尊重
４－（７）郷土愛 ４－（７）郷土愛
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第６学年

３月

歯科検診
地区陸上競技会
校内絵を描く会月間
避難訓練
校内マラソン大会
あやめ発表会

個別懇談
愛校活動

１０月 １１月 １２月 １月 ２月

幼稚園年長児学校訪問
個別懇談
終業式

始業式
身体計測
村学力調査

新入学児童一日入学
中学校訪問
授業参観

6年生を送る会
愛校活動
修了式
卒業式

最後のおくり物
A-(2)正直、誠実 C-(14)勤労、公共の精神 B-(11)相互理解、寛容
のりづけされた詩 マザー・テレサ ◎ブランコ乗りとピエロ ラッシュアワーの惨劇 ◎鬼の銀蔵

D-(19)生命の尊さ A-(1）善悪の判断、自律、自由と責任 B-(7)親切、思いやり
ひとみと厚 光をともした「魔法の薬」 市民に愛される動物園を目指して 熊野の森を守る南方熊南 ◎ラグビー日本代表のかがやき ◎青の洞門

D-(22)よりよく生きる喜び

美しいお面 ◎小川笙船
B-(10)友情、信頼 A-(6)真理の探究 A-(5)希望と勇気、努力と強い意志 D-(20)自然愛護 C-(16)よりよい学校生活、集団生活の充実

D-(21)感動、畏敬の念 D-(22)よりよく生きる喜び A-(17)伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度 B-(7)親切、思いやり B-(9)礼儀
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○あやめ発表会の役割を話し合おう ○卒業文集をつくろう ○お楽しみ会をしよう ○感謝を伝える計画を立てよう 〇６年生のさよなら会の計画を立てよう
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○卒業文集の計画を立てよう ○お楽しみ会の計画を立てよう ○３学期の学級の組織・めあてをつくろう 〇感謝を伝える準備をしよう 〇６年生のさよなら会をしよう○学級や学校の問題を話し合おう

●性の被害（性教育） ●食品添加物に気をつけよう　 ●冬休みの計画 ●健康な生活を送るために ●もうすぐ中学生
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六　筆者のものの見方をとらえ、自分の考えをまとめよう

○秋の深まり 七　伝統文化を楽しもう ○漢字の広場⑥

○随筆を書こう
＊学習のまとめ

○導入
 11 長く続いた戦争と人々のくらし  12 新しい日本、平和な日本へ ２　わたしたちの生活と政治　  2　国の政治のしくみ ３　世界の中の日本

 3　わたしたちのくら ○導入
 1　子育て支援の願いを実現する政治  1　日本とつながりの深い国々

（震災復興の願いを実現する政治）  2　世界の未来と日本の役割

●算数を使って考えよう ◎算数のまとめ
８　角柱と円柱の体積
■うさぎとかめ ９　比 ●およその面積と体積 ◎学習をふり返ろう

■分数で考えよう 10　拡大図と縮図 13　いろいろな単位
11　場合の数 12　資料の調べ方 ◎６年のまとめ

■円筒分水 ◎算数のまとめ
■分銅の重さ

○　たくさんの発見をしたね

○　学びをつなごう③
７　変わり続ける大地 ９　水よう液の性質とはたらき ９　水よう液の性質とはたらき 10　電気と私たちのくらし ○　学びをつなごう④

11　地球に生きる

※全校合唱 ○音のスケッチ

８　てこのはたらき

※創作
○ジャズとクラシック音楽の出会い ○私たちの国の音楽 ○音楽に思いをこめて ○音楽ランド

○音楽ランド

◯私はデザイナー
◯白の世界

○見つけたことを話してみよう

○わたしのお気に入りの場所 ○おどる光、遊ぶかげ ○はさみと紙のハーモニー ○白い物語 ◯私はデザイナー

                          ７　共に生きる生活                            ④成長したわたしたち

                          ②わたしの気持ちを伝えよう                           ②わたしの気持ちを伝えよう ③身近な食品でおかずを作ろう                            ③考えようこれからの生活③楽しく使おう ②楽しく、おいしい食事をくふうしよう

６　くふうしよう　おいしい食事                          ①わたしたちの生活と地域

①バランスのよいこんだてを考えよう

                                       中学生に向かって

○体つくり運動（体力を高める運動） ○器械運動（マット運動） ○ボール運動（バスケットボール）

○保健（地域の保健活動）
◯器械運動（鉄棒運動） ○保健（生活習慣病の予防）
◯持久走 〇ボール運動（ティーボール・ソフトボール） ○器械運動（跳び箱運動） ○体つくり運動（体ほぐし） ○なわとび記録会

◯ボール運動（ソフトバレーボール） 〇ボール運動（サッカー） ○表現運動（リズムダンス・フォークダンス）

　　好きなこと　欲しいもの 　　過去の表現　行った場所　食べた物 　　世界の国々　世界の生活 　スポーツ　オリンピック･パラリンピック 　　学校行事　学校生活 　　学校行事　学校生活
１０　What time do you get up? １１　What do you want to watch? １２　My best memory １２　My best memory８　He is famous　She is great ９　My summer vacation

◯保健（喫煙・飲酒・薬物） ○表現運動（リズムダンス・フォークダンス）

　　職業　将来の夢 　　職業　将来の夢
１３　What do you want to be? １３　What do you want to be?

春季休業前生活指導
３－（１）生命尊重
冬季休業前生活指導 冬季休業後生活指導

あやめ発表会 中島村文化祭 東日本大震災弔意表明
１－（１）望ましい生活習慣 ３－（１）生命尊重

１－（２）勤勉努力 ４－（７）郷土愛 ３－（１）生命尊重
４－（７）郷土愛 ４－（７）郷土愛

 

                         

会津地区道徳教育推進校「会津美里町立本郷中学校」実施報告書  

 

１ 学校紹介 

 

  学  校  名 会 津 美 里 町 立 本 郷 中 学 校  

  所  在  地 会 津 美 里 町 字 川 原 町 1933 

  校   長   名 藤 田  信 一  

 

  教 育 目 標       

 

 夢の実現をめざし、たくま

しく生きる生徒の育成 

○  自ら学び考える生徒 

○  他を思いやる生徒 

○  自ら心身をつくる生徒 
 

学級及び児童
 

 生徒数
 

学 級 数  ８  

生 徒 数  １ ５ ６ 名  

 

２ 研究テーマ 

  「自他のよさに気づき、自己の考えを深め、主体的に生きようとする生徒の育成」 

    ～考えを伝え合い、聞き合い、深め合う授業づくりを通して～ 

 

３ 研究テーマ設定の理由 

   道徳教育は、自己の生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自立した一人の人

間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性を養うことを目標として

いる。生徒たちが自他のよさに気づき、主体的に生きようとする力を育てるための道

徳教育の充実を目指し、研究を進めていきたい。 

 

４ 研究計画 

月 日（曜日） 主 な 研 究 内 容 

５月上旬 
・研究主題・研究方法の検討 

・アンケートの検討及び研究方法の確認 

６月上旬 

・道徳に関するアンケート実施（生徒） 

・アンケートの集計・考察と指導案の検討 

・道徳教育推進全体会 

６月２６日（火） ・福島大学附属中学校研究公開参観 

７月 ９日（月） ・研究授業指導案（１年）検討 

７月１８日（水） ・県外授業視察（栃木県小山市立城南中学校） 

７月１９日（木） ・研究授業（１年） 事後研究 

８月下旬 ・研究授業指導案（２・３年）検討 

９月 ４日（火） ・研究授業（３年） 事後研究 

９月１０日（月） ・研究授業（２年） 事後研究 

９月下旬 ・研究公開指導案検討 

１０月１日（月） ・協議会の事前確認 

１０月４日（木） ・道徳教育総合支援事業道徳教育地区別推進協議会 

１１月中旬 ・研究授業（１年） 事後研究 

１１月下旬 ・道徳に関するアンケート実施（生徒） 

１２月中旬 

・アンケートの集約と結果の考察 

・研修のまとめ 

・道徳教育推進全体会 
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５ 研究推進にあたって 

【視点１】道徳教育全体計画及び別葉の作成上及び活用上の工夫点、配慮点について 

〈作成上の工夫点、配慮点〉 

○ 「特別の教科 道徳」を要として、生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、

自立した人間としてよりよく生きるための道徳性が養われるよう、学校の教育活動

全体にわたり道徳教育に取り組む。 

 

○ 内容項目の「Ａ 主として自分自身に関すること」「Ｂ 主として人との関わり

に関すること」を主な重点事項とし、特別活動、各教科と連携を図りながら道徳教

育に取り組む。 

 

〈活用上の工夫点、配慮点〉 

○ 学校の教育活動全体で行う道徳教育と、その要としての道徳科の役割を明確にし

た上で、様々な活動において、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度が養われる

よう道徳教育に取り組む。 

 

○ 本郷ならではの人材を活用し道徳教育に取り組む。（りんご摘果・陶芸教室） 

 

【視点２】質の高い多様な指導方法への取り組みについて 

① 生徒が興味・関心をもち、主体的に考えたくなる「教材提示の工夫」 

 

② 生徒一人一人が自己と向き合い深く考えたくなる「中心発問の工夫」 

 

③ 「考え、議論する道徳」を目指した「言語活動の工夫」 

 

【視点３】「ふくしま道徳教育資料集」の活用について 

① 「ふくしま道徳教育資料集」を活用し、未だ止まない風評の中で、福島県民とし

て、郷土に対する誇りと愛情、絆の大切さ、人間のたくましさを感じ取らせる。 

 

② 第Ⅱ集「敬愛・つながる思い」の活用により、人との関わりにおける「思いやり

や感謝の気持ち、人間愛の精神」について考えを深めさせる。 

 

③ 第Ⅲ集「郷土愛・ふくしまの未来へ」の活用により、震災を経験した福島県民と

して、強い希望と勇気、克己と強い意志について考えを深めさせるように教材提示

を工夫する。 

 

【視点４】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について   

○ 道徳科における発表や会話、作文やノートなどの記述、観察等により、一つの内

容項目から他の内容項目へ関連させているかを見取る。 

 

○ 作文やノート、レポート、スピーチ等を通して、生徒の学習状況や成長の様子を

見取る。 

 

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について 

○ 本郷中学校ならではの「陶芸教室」「りんご摘果」「先輩の話を聞く会」等の行

事にゲストティーチャーを招聘し、地域と連携した道徳教育を推進する。 

 

○ 学校・学年だよりや保健だより等において、道徳教育に関する情報を発信する。 
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６ 「家庭・地域との連携」について 

（１）活動のねらい 

    本校では、地域との連携を図りながら特色ある活動として、総合的な学習の時間

において、りんご摘果や陶芸教室、職場体験を実施している。その中で、「自主、

自律、自由と責任」「社会参画、公共の精神」「勤労」「郷土の伝統と文化の尊重、

郷土を愛する態度」等の道徳性を養う取組をしている。  
（２）活動の概要 

  ① りんご摘果 

     全校生徒による縦割り班を作成し、地域のりんご農家において摘果作業を行う。

その中で、勤労の尊さや意義を理解するとともに、社会の一員としての自覚をも

って郷土を愛する態度を養う。  
  ② 陶芸教室 

     全校生徒による縦割り班を作成し、地域の窯元において焼き物作りを行う。そ

の中で、個性の伸長と創造性の育成を図るとともに、地域の伝統を守り、物を大

切にする姿勢を育み、自覚をもって郷土を愛し、進んで郷土の発展に努める態度

を養う。  
  ③ 職場体験 

     １、２学年で学年ごとに班を作成し、地域の様々な職場において体験活動を行

う。その中で、学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探究活動に主体

的・創造的に取り組む態度を育てるとともに、自己の生き方を考える態度を養う。 
（３）成果と課題 

  ① 成果 

     家族や地域の方々、あるいは教師とともに体を動かしたり語り合ったりするこ

とにより、そこで得られた成果や達成感を共有す

ることができ、道徳的価値について考えることに

もつながった。  
  ② 課題 

     家庭や地域の方々が参画できる授業を積極的に

展開していくことが必要であり、特に、学校との

関わりが少ない地域住民の参画を促すことが大切

である。  
 
７ 成果と課題（成果○ 課題●） 

（１）成果 

  ○ 特別活動や各教科との連携を図ることで、道徳的価値について広い視野から多面

的・多角的に捉え、人間としての生き方についての考えを深めることができた。  
  ○ 体験的な学習では、地域や学校の特色に応じた課題、職業や自己の将来に関する

課題等に向けて、探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うこ

とを通して、自己の生き方を考えていくための資質や能力を育成する取組ができた。 
（２）課題 

  ● 早急に「教師中心の授業」からの脱却が求められ、「学習者は生徒」という考え方

に基づき、生徒の発言で授業が進められ、学習形態も生徒自ら選択するなど、さら

なる言語活動の充実が必要である。  
  ● 道徳教育推進のため、道徳の授業開き、全教師による年１回の研究授業、年間指

導計画の実施に伴う教材研究、全教師によるローテーションでの授業等に積極的に

取り組むことで、学校全体での「チームとしての道徳教育」が進められる。  
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 憲法，教育基本法，  
 学校教育法，いじめ防
止対策推進法、諸法規  

         学 校 の 教 育 目 標      生 徒 の 実 態   

夢の実現をめざし、たくましく生きる生徒の育成  
・自ら学び考える生徒  
・他を思いやる生徒  
・自ら心身をつくる生徒  

・明るく素直  
・自主性がやや弱く，指  
 示を待つ傾向がある。  
 

  学 習 指 導 要 領  

  時代や社会の要請   
  保護者等関係者の願い   

  ・国際化，高齢化な  
  ど，社会変化への  
  対応  

 ・思いやりのある子  
 ・社会のルールを守る子  

 
        道 徳 教 育 の 重 点 目 標   

・心身の健康に心がけ，何事にもねばり強く着実に  
 やり抜く生徒を育てる。  
・集団や社会の一員として，自己の役割と責任を自  
 覚して行動できる生徒を育てる。  
・感謝と思いやりの心を持ち，謙虚に他に学ぶ広い  
 心を持つ生徒を育てる。  

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
  各教科における道徳  

 教育の指導の方針  

 特 別 活 動 に お け る 道 徳

教育の指導の方針  

 

 国  
 語  

・（具体的には各  
 教科ごとに）教  
 科の目標を達成  
 する中で道徳性  
 の伸長を図ると  
 ともに，集団内  
 での協力による  
 学習活動を通じ  
 て望ましい人間  
 関係を築く。  
 

  Ａ  学級活動  
 

・一人一人が自己の役割  
 を認識し，協力し合う  
 態度を養う。  

 
  社  

 会  
         学 年 の 重 点 目 標   

    １ 年      ２ 年     ３  年  
 数  
 学  

  Ｂ  生徒会活動  
・心身の健康に  
 心がけ，節度  
 のある生活態  
 度を育てる。  
・他者の立場を  

 ・自己の役割と  
  責任を自覚し  
  て，集団生活  
  の向上に努め  
  る意欲を育て  

 ・相手の立場を  
  認め，助言や  
  忠告を謙虚に  
  受け入れ，自  
  己の向上に生  

・活動の企画，実施を行  
 う中で，自主・自立の  
 精神を養う。  

 理  
 科  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 音  
 楽  

 
 

 
 

 理解し，思い  
 やる心を育て  
 る。  
 

  る。  
 ・互いに高め合  
  い励まし合え  
  る友情を育て  
  る。  
 

  かそうとする  
  態度を育て  
  る。  
 ・地域から国際  
  社会にまで目  
  を向け，社会  
  に貢献しよう  
  とする態度を  
  育てる。  

 
 

  Ｃ  学校行事   
 

・集団での体験の中で協  
 調性を養うとともに，  
 感動を体験することに  
 よって豊かな心情を育  
 成する。  

 美  
 術  

 保  
 体  

 
 技  
 家  総合的な学習の時間にお  

ける道徳教育の指導の方  
針  

  
 
  外  

 国  
 語  

     道 徳 の 時 間 の 指 導 の 方 針   

・道徳的実践力の育成及び道徳的価値の主体的自覚  
 を重視する。  
・ボランティア等の体験活動との関連を図る。  
・人間としての生き方について深く考えさせ，内面  
 からの道徳性の育成に努める。  

・勤労奉仕活動，施設訪  
 問活動などのボランテ  
 ィア活動を行い，感動  
 や充実感を味わわせ，  
 豊かな心を育成する。  

 選  
 択  
 教  
 科  

  
 学級，学校の  
 環境の充実・  
 整備  

  
   連  携  の  方  針  
 

 生 徒 指 導 に お け る 道 徳

教育の指導の方針  

  
     小 学 校   

 ・小学校での道徳教  
  育の内容との関連  
  を図る。  

・集団の一員としての自  
 覚と，目標を持って自  
 己実現に努める態度の  
 育成を援助する。  

 ・学校・地域  
  の歴史に関  
  するものや，  
  体験活動の  
  発表・報告  

 
家  

 
 

庭  

・家庭に向けた各種「通信」  
 の発行と，行事，奉仕活動，  
 道徳授業への保護者の参加  
 などの交流によって，家庭  
 と学校双方での道徳教育へ  

 
  
 
 
   高  等  学  校   

 
  など道徳教  
  育に資する  
  展示物を多  
  く掲示する。  
 

 
 

  の意識を喚起する。   
 体 験 活 動 等 に お け る 道

徳教育の指導の方針  

 
 ・高校のホームルー  
  ムでの活動，公民  
  科 （「現代社会 」「倫  
  理」）の内容との  
  関連を図る。  

 
地  
域  
社  
会  

 

・施設への訪問，体験活動や  
 行事への地域の方々の参  
 加，道徳授業への地域の人  
 材の参加などによって交流  
 を深め，協力体制の確立を  
 図る。  
 

・募金活動，清掃活動な  
 ど，集団・社会の中で  
 の役割や達成する満足  
 を実感する体験となる  
 よう留意する。   

 
                                                                            
 

平成３０年度道徳全体計画  
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南会津地区道徳教育推進校「南会津町立舘岩中学校」実施報告書

１ 学校紹介

学 校 名 南会津町立舘岩中学校

所 在 地 南会津郡南会津町水石19

校 長 名 菊池 博基

教 育 目 標 「自立」

学級及び児童 学級数 ３

生徒数 生徒数 ３７名

２ 研究テーマ

「他者と共によりよく生きることを学ぶ道徳教育」

～自ら考え、学び合う授業づくり～

３ 研究テーマ設定の理由

本校の生徒の多くは、中学校を卒業すると親元を離れて高校に通学する。また、本校

の教育目標が本年度から「自立」となり、日々の教育活動において、生徒たちの人生や

生活を見据えた指導を積み重ねていく。「自立」のためには、自分の現状を知るととも

に、関わる多くの人々や社会生活を通して様々なことを学びとり、自ら成長していく力

が大切であると考えている。

来年度から完全実施となる「特別の教科 道徳」の授業において重要となる点に、「考

え、議論する道徳」への授業の転換と、アクティブで多様な指導方法の工夫が挙げられ

る。子ども自らが考え、理解し、主体的に学習に取り組むことができるよう、主体的な

学習を一層促すことや、子どもの発達段階や特性、指導のねらいに即して問題解決的、

体験的な学習などを適切に取り入れることが求められる。

以上の点を踏まえ、研究テーマを設定した。

４ 研究計画

月日（曜日） 主な研究内容

６月 １日（金）○東京都道徳研究推進校授業公開

東京都昭島市立昭和中学校

７月１３日（金）○舘岩中学校幼小中連携道徳授業公開

講師 宇都宮大学 准教授 和井内 良樹先生

９月１９日（水）○東京都道徳研究推進校授業公開

東京都昭島市立昭和中学校

１０月１５日（月）○舘岩中学校校内授業研究会

講師 宇都宮大学 准教授 和井内 良樹先生

１０月１９日（金）○道徳教育研究先進校視察

新潟大学附属新潟中学校研究公開

１１月１２日（月）○道徳教育地区別推進協議会（舘岩中）

講師 宇都宮大学 准教授 和井内 良樹先生

○ 道徳教育推進全体協議会（３回実施）や職員会議の時に、道徳教育推進に

おける計画や研究の重点ついて共有したり、先進校視察の伝達講習を行った

りする。

○ 道徳研究推進委員会を適宜実施（１０回実施）し、研究の方向性等を提案、

確認したり、道徳授業の指導案を検討したりする。

○ 道徳授業において全教師（担任、副担任、校長、教頭）が一人一研究授業

を行い、成果と課題を次に活かしていく。
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５ 研究推進にあたって

【視点１】道徳教育全体計画及び別葉の作成上及び活用上の工夫点、配慮点について

全体計画が実質化されるために、これから行う道徳指導が学校教育全体の道徳教育

のどこに位置しているかを認識しながら指導に臨んだり、生徒が、どのような道徳的

価値に出会い、道徳の時間における本時の指導内容とどう関係するかを理解したりで

きるように別葉等をもとに意識化していく。

〈作成上の工夫点、配慮点〉

○ 内容項目を新学習指導要領に合わせて作成し、さらに重点内容項目を網掛けにし

明確化するなど、学校全体で意識化を図っていく。

○ 別葉は、各教科や特別活動等と内容項目との関連がわかるように一覧票形式にし、

道徳授業において他の教育活動を意識して授業ができるようにする。

〈活用上の工夫点、配慮点〉

○ 別葉を簡素化した道徳実践チェックシートを職員室に掲示し、そこへ授業者が道

徳授業の実践日と資料名を記入することにより、年間３５時間と２２の内容項目の

確実な実施に向け、道徳授業の量的確保の状況を確認できるようにしていく。

【視点２】質の高い多様な指導方法への取り組みについて

研究主題にせまるために、以下の３つの視点を設定し共通に取り組む。

① 事象に対して、生徒一人一人に自分なりの考えをもたせる工夫

② 他者と考えを共有し、様々な考えに触れる学習活動の工夫

③ 生徒一人一人の考えの変容や成長を認識できる場面の設定

生徒たちへの議論や話し合いのさせ方、発問の工夫や構造的な板書、ＩＣＴの活用

など多様な指導方法に取り組み、相互授業参観や教師同士の意見交換等によって効果

的な指導方法について研究していく。また、大学の先生から指導をいただいたり、先

進校視察の中で学んだりしたことを、積極的に授業の中に取り入れて自校化を図って

いく。

【視点３】「ふくしま道徳教育資料集」の活用について

震災から７年が経ち、さらに被害の大きかった地域から離れている舘岩地域の生徒

たちは、震災の記憶がかなり薄れつつあるように感じる。そこで、同じ福島県民とし

て震災や震災後の実情を知る機会とするとともに、自分事として捉えやすいなどの地

域教材よさを活かしながら有効活用したい。また、舘岩地域は３年前に集中豪雨によ

る土砂災害に遭い、避難を余儀なくされた生徒もいる。人と人とのつながりや思いや

り、和の心の大切さ等もふくしま道徳教育資料を使用して考えさせたい。各学年で年

間２回以上活用する計画を立てている。

【視点４】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

生徒たちは道徳ノートやノートに貼ったワークシートに自分の考え等を記載する。

そこに授業を行った教員は「認め、励ます評価」を踏まえたコメントを記入するよう

にしていく。道徳授業の中においても、肯定的な声かけを積極的に行っていく。

また、本年度から通知票に道徳の評価を記載することとした（前期・後期）。道徳

の学習において、観察や会話、作文やノートなどの記述、アンケートなどを通して、

多面的・多角的な見方への広がりや、道徳的価値の理解の深まりなどを視点として見

取っていく。具体的には、生徒の学習の過程や成果などの記録を、計画的に集積して

学習状況を把握したり、道徳ノートを用いて、道徳的価値について自分自身との関わ

りについて考えたことや感想などを書きためていったりしていく。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について

○ 地域の人権擁護委員の方をゲストティーチャーとして招き、「いじめ」や「差別」

などの人権に関わる問題を題材とした道徳授業を各学年１時間ずつ計画している。

○ 来年度からの「特別の教科 道徳」の完全実施に向けて、保護者の理解が大切で

あると考えている。そこで、９月に保護者を対象として全学年道徳の授業参観を行

ったり、保護者会や学校だより等を活用して道徳科の授業や評価について説明して

いく。

○ 生徒や保護者に対して道徳へ関心をもってもらうために「モラル・エッセイ」コ

ンテストの生徒、保護者の積極的な参加を促していく。
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６ 「家庭・地域との連携」について
（１） 全学年で実施した道徳授業参観

９月２１日（金）に、全学年において保護者向けの道徳の授業参観を実施した。こ
の授業参観は、年間計画にも位置づけられており、保護者への学校における道徳教育
への理解と協力を得ることを目的に行った。多くの保護者の参観があり、「自分たち
が受けた道徳の授業とは違う」、「生徒たちが話し合う機会がたくさんあっておもし
ろい」などの声を聞くことができた。また、道徳コーナーにおいてこれまでの道徳授
業の様子（写真や生徒の記述など）について掲示したものを、保護者の方々は興味深
く見ている様子であった。

（２） 地域の方を外部講師として行った道徳授業
１０月２４日（水）南会津町舘岩地域の人権

擁護委員である木下武司氏を外部講師として招
いた道徳授業を行った。内容は人権を通して考
えるいじめを題材とした授業で、「人権とは、人
が幸せに生きる権利」であることを学んだ後に、
芸能人のいじめ体験談ＤＶＤを鑑賞し、全体で
意見交流を行ったり、講師の先生と対話形式で
話し合ったりするものだった。授業を通して、
いじめをなくすには、人を思いやる気持ちを大
切にすること、自分と同じように相手も大切に
することなど、たくさんのことを学ぶことがで
きた。

（３） 地域の資源を生かした学習と道徳教育の関連
地域とかかわる学習において、道徳教育との関連を大切にした。例えば、地域のゴ

ルフ場で行った「ゴルフ教室」においては、地域の方を講師に招いてゴルフのマナー
について講話をいただいた。自然保護の観点からも、そしてすべてのプレーヤーが気
持ちよくラウンドできるようにするためにもマナーは大切であることを学んでいた。

３学年の家庭科の授業では、地域の乳幼児とその母親を招いて、「乳幼児子育てふれ
あい教室」を行った。実際に乳幼児とかかわったり、母親の子育てについての話を聞
いたりすることにより、思いやりや感謝、家族愛等について考えていた生徒がいた。

７ 成果と課題（成果○ 課題●）
○ 本校では「自ら考え、学び合う授業づくり」をテーマとして授業実践を行ってきた。「自

ら考える」ためには、生徒たちが教師の発問を自分事としてとらえることが必要であり、
そのために生徒の教材への理解と教材を活かした発問の工夫が大切であることが見えてき
た。「学び合い」を充実させるためには、発問の工夫のほかに、話し合いの方法を明確に
提示するとともに、日頃から話し合いに慣れさせることが重要である。

○ 全教員による相互授業参観を行い、話し合いの方法や学習形態で効果的であったも
のを共有し、それぞれの授業に取り入れるとともに、改善点を一人一人の授業に活か
すことができた。また、生徒たちは自分の意見やその根拠をもっての話し合いにも慣
れ、深い学びにつなげられるようになった。

○ 別葉の一つとして作成した道徳実践チェックシートに資料名と実践日を記入してき
たことで、２２の内容項目の確実な実施につながっている。また、行事等の関連や重
点項目への意識化にも結びついている。

○「ふくしま道徳資料集」を各学年２回の活用を計画し、他校の実践を参考にして授業
を行ったり、舘岩中の実態に合わせた活用を行ったりしてきた。授業後の生徒のコメ
ントには同じ県内で起きていることに対して自分事ととしてとらえた生徒も多かった
ことから、地域教材の有効性を実感することができた。

○ 授業者は、生徒一人一人の道徳ノートに対し、認め励ますコメントを毎時間記入し
てきた。生徒たちのノートへの記載内容も充実し、道徳アンケートへの肯定的な回答
も増加した。

● 道徳の授業での評価を通知票に記載した。今回は、これまでの道徳の授業をおおく
くりにとらえて成長について記載するとともに、具体的な授業でのエピソード的なも
のを記載するようにした。学校通信や三者相談等で保護者に対し、道徳科の授業の評
価についての説明を行ったが、今後も継続して保護者に対して評価の在り方について
説明を加えていく必要がある。

● 道徳教育全体計画の別葉において行事等の関わりを吟味するとともに、年間指導計
画の教材配列を工夫することによって、意図的でより効果的な道徳教育を実現できる
と考える。実際に活用できるわかりやすい道徳教育全体計画と別葉の作成を工夫して
いかなければならない。
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道徳教育全体計画（舘岩中）

日本国憲法，教育基本法， 学 校 教 育 目 標 生 徒 の 実 態
学校教育法，諸法規，
学習指導要領，いじめ防止対 ・素直である。
策推進法 ・自主性が若干弱く，受け

自 立 身の姿勢である。

保護者等関係者の願い
時代や社会の要請

・目標を持って頑張る子
・社会情勢変化への主体 ・学力の向上

的な対応力の育成 道 徳 教 育 の 目 標
・主体的な進路選択

○人間としての生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自立し
た人間として他者と共によりよく生きるための基盤となる道徳性
を養う。

道 徳 教 育 の 内 容

A 主として自分自身に関すること
B 主として人との関わりに関すること
C 主として集団や社会との関わりに関すること
D 主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること

学 年 の 目 標

１ 年 ２ 年 ３ 年

○内容との関わりにおいて ○道徳の授業や学校生活全体で

○自分を見つめ○ ○自分を考え○ ○自分をのばす○
－様々な場面における様々な価値観に －他との関わりや集団における自分の役 －自分の内面的な変容や成長を自覚し、

触れ、自分の内面にある道徳的価値観 割などを認識しながら、自分の内面や 主体的に生きていこうとする自覚を高

を深く見つめる。 自分の在り方について深く考える。 める。

各教科との関連 道 徳 の 時 間 の 指 導 の 重 点 特別活動との関連

生徒の実態をもと ・生徒の実態の把握をもとにした全体～年間～授業指導計
国 人間性豊かな心 にした指導計画の 画の作成・構想 Ａ 学級活動
語 情を養う。 作成 ・重点的な指導についての構想をもとにした計画的・発展

的指導 ・一人一人が自己の
社 社会福祉や国際 ・全体計画との関連を図った年間計画作成 役割を認識し，協力
会 理解の精神を養 ・学級における指導計画の工夫 し合う態度を養う。

う。

数 粘り強く真理を 道徳的実践力の育 ・いじめ問題に対応 Ｂ 生徒会活動
学 追究する態度の 成を図る指導方法 ・問題解決的な学習や体験活動を生かした授業展開

育成 の工夫 ・学校全職員・保護者・地域の人々の協力による指導体制
の工夫 ・活動の企画，実施

理 自然を愛する豊 ・各教科、特活、総学との関連や発展を図った指導の工夫 を行う中で，自発
科 かな情操を養う。 ・「私たちの道徳」の日常的な活用 自治の精神を養う。

『考え、議論する道徳』
音 創造豊かな情操 Ｃ 学校行事
楽 を養う。

指導の効果を高め ・カウンセリングマインドや人間的な触れあいによる共感 ・集団での体験の中で人
美 豊かな情操と創 る評価の工夫 的・多面的評価 間関係を構築する力を養
術 造力を養う。 ・自己を振り返り、よさを伸ばす評価の工夫 うとともに、ボランティ

・実態把握と指導前後の心の変容をとらえる評価の工夫 アなどを通して人と人が
保 心身の健康・協 ・長期的、多面的にとらえる評価の工夫 関わ流ことにより、地域
体 力 ・「私たちの道徳」の継続的・系統的・関連的な活用 の良さを再発見する。

忍耐の態度を養
う

技 生活の充実向上
開かれた道徳教育

・地域教材の開発と活用 総合的な学習の時間
家 力を養う。

の推進
・保護者や地域の人々の参加や協力を得た道徳教育の展開 との関連
・地域での交流や実践活動

外 豊かな言語感覚 ・キャリア教育の各
国 を養い国際理解 種体験活動を通して、
語 への関心を深め 勤労奉仕の精神や人

る。 との関わりなど、豊
かな心を育成する。

小
体験活動等との関連 地域・保護者との連携 生徒指導との関連

掲
・ 示
中

・道徳的価値を明確にしたボ ・職場体験や施設訪問、地区行事への ・所属する集団において、自

等
・

ランティア活動、自然体験 参 分の役割に対する責任感を

の
高

活動等の活動を通した授業 加を通して、道徳的価値の内面化と 養うとともに、やり遂げた

環
の

を展開し、人間尊重の精神 と 成就感や所属感を味わわせ

境
連

や生命に対する畏敬の念を もに、道徳的実践力を養う。 る。

整
携

培う。 ・地域の人材や地域教材、保護者等の ・集団の一員としての自覚と

備活 目標を持って自己実現に努
用により地域とともに育む道徳性を める態度の育成を援助する。

目
指すとともに、郷土の文化や伝統に

親
しみ伸ばす心を涵養する。
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方
向

を
捉

え
て

話
し

合
お

う
　

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
す

る
』
⑤

 B
-
(7

)

「
６

　
論

点
を

捉
え

て
」

『
練

習
　

感
じ

た
こ

と
を

整
理

す
る

』
①

 B
-
(9

)
『
根

拠
を

明
確

に
し

て
魅

力
を

伝
え

よ
う

 鑑
賞

文
を

書
く
』
④

 B
-
(9

)
『
竹

』
①

 D
-
(2

0
)

『
文

法
へ

の
扉

２
　

言
葉

の
関

係
を

考
え

よ
う

』
②

「
読

書
に

親
し

む
」

『
桜

守
三

代
』
①

  
D

-
(1

9
) 

D
-
(2

0
) 

C
-
(1

4
) 

C
-

『
季

節
の

し
お

り
　

冬
』
①

 D
-
(2

0
)

「
７

　
自

分
を

見
つ

め
て

」
『
少

年
の

日
の

思
い

出
』
⑦

 A
-
(1

) 
B

-
(8

)

『
言

葉
３

　
さ

ま
ざ

ま
な

表
現

法
』
②

 B
-
(9

)
『
漢

字
３

　
漢

字
の

成
り

立
ち

』
②

「
７

　
自

分
を

見
つ

め
て

」
『
印

象
深

く
思

い
を

伝
え

よ
う

　
新

入
生

へ
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
書

く
』
⑤

 B
-
(7

) 
B

-
(6

) 
B

-

『
文

法
へ

の
扉

３
　

単
語

の
性

質
を

見
つ

け
よ

う
』
③

「
７

　
自

分
を

見
つ

め
て

」
『
一

年
間

の
学

び
を

振
り

返
ろ

う
 ポ

ス
タ

ー
セ

ッ
シ

ョ
ン

を
す

る
』
⑥

 A
-
(3

) 
B

-
(9

)
『
ぼ

く
が

　
こ

こ
に

』
②

 B
-
(9

) 
D

-
(1

9
)

地
理

(東
京

書
籍

)

「
1
 世

界
の

姿
」
⑦

B
-
(6

)　
D

-
(2

0
) 
 C

-
(1

8
)

「
1
 世

界
の

姿
」
⑦

「
2
 世

界
各

地
の

人
々

の
生

活
と

環
境

」
⑩ D

-
(2

0
) 
 D

-
(2

2
)　

C
-
(1

7
) 
 C

-
(1

8
)

「
3
 世

界
の

諸
地

域
」
㉙

『
1
 ア

ジ
ア

州
』
⑦

B
-
(6

)　
D

-
(2

0
) 
 C

-
(1

8
)

「
3
 世

界
の

諸
地

域
」
㉙

『
2
 ヨ

ー
ロ

ッ
パ

州
』
 ⑤

B
-
(6

)　
D

-
(2

0
) 
 C

-
(1

8
)

「
3
 世

界
の

諸
地

域
」
㉙

『
3
 ア

フ
リ

カ
州

』
 ④

『
4
 北

ア
メ

リ
カ

州
』
⑤

『
5
 南

ア
メ

リ
カ

州
』
 ④

「
3
 世

界
の

諸
地

域
」
㉙

『
6
 オ

セ
ア

ニ
ア

州
』
 ④

「
4
 世

界
の

さ
ま

ざ
ま

な
地

域
の

調
査

」
⑤

「
1
 日

本
の

姿
」
⑥

 

歴
史

(東
京

書
籍

)

「
1
 歴

史
の

流
れ

を
と

ら
え

よ
う

」
⑥

 
「
○

 地
域

の
歴

史
」
⑥

「
2
 古

代
ま

で
の

日
本

」
⑲

　
　

　
『
導

入
』

① 『
1
 世

界
の

古
代

文
明

と
宗

教
の

お
こ

り
』

⑤
　

C
-
(1

7
) 
C

-
(1

8
)

「
2
 古

代
ま

で
の

日
本

」
⑲

『
1
 世

界
の

古
代

文
明

と
宗

教
の

お
こ

り
』

｢2
 古

代
ま

で
の

日
本

」
⑲

『
2
 日

本
列

島
の

誕
生

と
大

陸
と

の
交

流
』
③

『
3
 古

代
国

家
の

歩
み

と
東

ア
ジ

ア
世

界
』
⑧

『
ま

と
め

』
②

｢3
 中

世
の

日
本

」
⑭

『
導

入
』
①

『
1
 武

士
の

台
頭

と
鎌

倉
幕

府
』
 ⑤

｢3
 中

世
の

日
本

」
⑭

『
2
 東

ア
ジ

ア
世

界
と

の
関

わ
り

と
社

会
の

変
動

』
 ⑥

  
C

-
(1

2
)

『
ま

と
め

』
②

★
「
深

め
よ

う
」
「
導

入
と

ま
と

め
」
は

章
の

配
当

時
間

に
含

め
た

。

「
1
 正

負
の

数
」
㉕

『
1
 正

負
の

数
』
④

『
2
 加

法
と

減
法

』
⑧

「
1
 正

負
の

数
」
㉕

『
3
 乗

法
と

除
法

』
⑩

　
C

-
(1

7
)

『
4
 正

負
の

数
の

利
用

』
②

　
A

-
(4

)
『
章

の
問

題
A

』
①

 C
-
(1

8
)

「
2
 文

字
と

式
」
㉑

『
1
 文

字
を

使
っ

た
式

』
⑨

『
2
 文

字
式

の
計

算
』
⑥

「
2
 文

字
と

式
」
㉑

『
3
 文

字
式

の
利

用
』
⑥

『
章

の
問

題
A

』
①

『
数

学
の

ま
ど

』
C

-
(1

8
)

「
3
 方

程
式

」
⑭

『
1
 方

程
式

と
そ

の
解

き
方

』
⑦

　
C

-
(1

0
)

『
2
 1

次
方

程
式

の
利

用
』
⑥

　
C

-
(1

2
)

「
3
 方

程
式

」
⑭

『
2
 1

次
方

程
式

の
利

用
』

『
章

の
問

題
A

』
①

「
4
 比

例
と

反
比

例
」
⑳

『
1
 関

数
』
③

　
C

-
(1

1
) 

　
C

-
(1

6
)

『
2
 比

例
』
⑧

「
4
 比

例
と

反
比

例
」
⑳

『
3
 反

比
例

』
⑥

『
4
 比

例
と

反
比

例
の

利
用

』
②

　
C

-
(1

3
)

『
章

の
問

題
A

』
①

『
数

学
の

ま
ど

』
D

-
(1

9
)　

D
-
(2

1
)　

C
-

「
5
 平

面
図

形
」
⑰

『
1
 図

形
の

移
動

』
⑥

　
D

-
(2

0
)

『
2
 基

本
の

作
図

』
⑧

　
C

-
(1

0
)

『
3
 お

う
ぎ

形
』
②

『
章

の
問

題
A

』
①

『
数

学
の

ま
ど

』
C

-
(1

7
)

「
6
 空

間
図

形
」
⑱

『
1
 い

ろ
い

ろ
な

立
体

』
③

『
2
 立

体
の

見
方

と
調

べ
方

』
⑨

「
6
 空

間
図

形
」
⑱

『
3
 立

体
の

体
積

と
表

面
積

』
⑤

『
章

の
問

題
A

』
①

「
7
 資

料
の

分
析

と
活

用
」
⑩

『
1
 資

料
の

分
析

』
⑥

「
7
 資

料
の

分
析

と
活

用
」
⑩

『
2
 資

料
の

活
用

』
②

『
3
 近

似
値

と
有

効
数

字
』
①

『
章

の
問

題
A

』
①

　
A

-
(4

) 
 A

-
(3

)
★

各
章

の
と

び
ら

の
時

数
は

，
そ

の
章

の
１

節
１

項
の

時
数

に
含

む
。

「
1
 植

物
の

世
界

」
㉙

→
①

「
身

近
な

生
物

を
観

察
し

よ
う

」
⑥

  
A

-
(2

)
「
1
 植

物
の

世
界

」
㉙

→
①

『
1
 花

の
つ

く
り

と
は

た
ら

き
』
⑥

　
D

-
(2

1
)

『
2
 葉

・
茎

・
根

の
つ

く
り

と
は

た
ら

き
』
⑫

「
1
 植

物
の

世
界

」
㉙

→
①

『
3
 植

物
の

分
類

』
⑤

  
D

-
(2

0
)

「
2
 身

の
ま

わ
り

の
物

質
」

㉖
→

①
『
1
 身

の
ま

わ
り

の
物

質
と

そ
の

性
質

』
⑦

「
2
 身

の
ま

わ
り

の
物

質
」

㉖
→

①
『
2
 気

体
の

性
質

』
⑤

　
A

-
(5

)
『
3
 水

溶
液

の
性

質
』
⑦

　
A

-
(5

)

「
2
 身

の
ま

わ
り

の
物

質
」

㉖
→

①
『
4
 物

質
の

姿
と

状
態

変
化

』
⑦

  
A

-
(5

)

「
3
 身

の
ま

わ
り

の
現

象
」

㉕
→

①
『
1
 光

の
世

界
』
⑨

　
A

-
(5

)
『
2
 音

の
世

界
』
⑤

　
A

-
(5

)

「
3
 身

の
ま

わ
り

の
現

象
」

㉕
→

①
『
3
 力

の
世

界
』
⑪

  
A

-
(5

)

「
4
 大

地
の

変
化

」
㉑

→
①

『
1
 火

を
ふ

く
大

地
』
⑦

　
D

-
(2

0
)

「
4
 大

地
の

変
化

」
㉑

→
①

『
2
 動

き
続

け
る

大
地

』
⑤

　
D

-
(2

0
)

『
3
 地

層
か

ら
読

み
と

る
大

地
の

変
化

』
⑨

★
各

単
元

末
に

ま
と

め
の

時
間

を
１

時
間

ず
つ

設
定

し
た

。

音
楽

(教
育

出
版

)

「
A

　
歌

詞
の

内
容

や
曲

想
を

捉
え

て
」
⑤

『
青

空
へ

の
ぼ

ろ
う

』
②

A
-
(4

)

・
L
e
t'
s 

S
in

g!
 歌

う
た

め
の

準
備

・
L
e
t'
s 

S
in

g!
 変

声
と

混
声

合
唱

「
こ

げ
よ

マ
イ

ケ
ル

」
 C

-
(1

8
)

『
「
春

」
か

ら
第

１
楽

章
』
  
D

-
(2

0
)

「
C

　
言

葉
の

リ
ズ

ム
や

唱
歌

を
生

か
し

て
」
④

『
楽

し
い

リ
ズ

ム
曲

を
つ

く
ろ

う
』

・
L
e
t'
s 

T
ry

! 
言

葉
の

リ
ズ

ム
で

楽
し

も
う

「
く
い

し
ん

ぼ
う

の
ラ

ッ
プ

」
 A

-
(2

)

「
D

　
歌

詞
と

旋
律

と
の

関
わ

り
を

感
じ

取
っ

て
」
④

『
夏

の
思

い
出

』
 3

-
(2

) 
 C

-
(1

7
)

『
日

本
語

の
抑

揚
を

生
か

し
た

旋
律

を
つ

く
ろ

う
』
 C

-
(1

6
) 
 C

-
(1

7
)

・
L
e
t'
s 

T
ry

! 
指

揮
を

し
て

み
よ

う

「
G

　
情

景
や

物
語

を
表

す
音

楽
」
③

『
ブ

ル
タ

バ
（
モ

ル
ダ

ウ
）
』
 D

-
(2

2
) 

 C
-
(1

7
)

・
ど

ん
な

特
徴

が
あ

る
か

な
？

「
き

ら
き

ら
星

変
奏

曲
」
 C

-
(1

8
)

「
B

　
音

楽
の

構
造

と
曲

想
と

の
関

わ
り

を
感

じ
取

っ
て

」
③

『
魔

王
　

シ
ュ

ー
ベ

ル
ト

作
曲

』
C

-
(1

8
)

『
魔

王
　

ラ
イ

ヒ
ャ

ル
ト

作
曲

』
C

-
(1

8
)

「
H

　
箏

の
表

現
を

味
わ

い
な

が
ら

」
④

箏
曲

『
六

段
の

調
』
C

-
(1

7
)

『
日

本
と

ア
ジ

ア
を

つ
な

ぐ
音

』
 C

-
(1

8
)

・
L
e
t’

s 
T
ry

!　
箏

（
こ

と
）
を

弾
い

て
み

よ
う

「
さ

く
ら

さ
く
ら

」
 C

-
(1

7
)

「
I　

曲
想

を
豊

か
に

感
じ

取
っ

て
年

間
授

業
時

数
（
４

５
時

間
分

の
）
３

４
時

間
で

構
成

器
楽

(教
育

出
版

)

「
A

 歌
詞

の
内

容
や

曲
想

を
と

ら
え

て
」

『
器

楽
：
リ

コ
ー

ダ
ー

』
③

 C
-
(1

8
)

「
F
歌

詞
の

内
容

や
曲

想
を

感
じ

取
っ

て
」

『
歌

の
ア

ル
バ

ム
：
C

O
S
M

O
S
』
③

 D
-

「
H

 箏
の

表
現

を
味

わ
い

な
が

ら
」

『
器

楽
：
箏

』
③

 C
-
(1

7
)

「
I 
曲

想
を

豊
か

に
感

じ
取

っ
て

」
『
歌

の
ア

ル
バ

ム
：
明

日
を

信
じ

て
、

故
郷

』
②

 C
-
(1

6
)

『
出

会
っ

て
広

げ
よ

う
』

『
図

画
工

作
，

そ
し

て
…

美
術

へ
』
①

 A
-

『
モ

ダ
ン

テ
ク

ニ
ッ

ク
』
①

 A
-
(3

)

『
見

て
感

じ
て

，
描

く
／

鉛
筆

で
描

く
』
②

『
な

ぜ
か

気
に

な
る

情
景

／
水

彩
で

描
く

／
遠

近
感

を
表

す
』
④

 A
-
(5

)
『
デ

ザ
イ

ン
の

扉
を

開
こ

う
』
①

 B
-
(6

) 
B

-

『
鑑

賞
と

の
出

会
い

』
①

 B
-
(9

)
『
楽

し
く
伝

え
る

文
字

の
デ

ザ
イ

ン
／

三
原

色
か

ら
生

ま
れ

る
色

／
色

を
学

ぶ
』
⑥

『
暮

ら
し

に
息

づ
く
木

の
命

／
木

工
の

技
法

』
⑥

 B
-
(6

) 
D

-
(2

0
) 
C

-
(1

7
)

『
身

近
な

も
の

を
立

体
で

表
そ

う
』
⑧

A
-

「
ガ

イ
ダ

ン
ス

」
④

A
-
(2

)　
A

-
(5

) 
 D

-
(2

0
)　

C
-
(1

0
)

C
-
(1

5
) 
 C

-
(1

3
)　

C
-
(1

6
) 
 C

-
(1

7
)

「
1
 材

料
と

加
工

」
㉖

『
1
 材

料
と

加
工

法
』
 ③

「
1
 材

料
と

加
工

」
㉖

『
1
 材

料
と

加
工

法
』

『
2
 製

作
品

の
設

計
・
製

作
』
 ⑤

(花
台

)
A

-
(4

) 
 A

-
(1

)　
B

-
(6

)　
B

-
(8

)
B

-
(8

)　
B

-
(9

)　
C

-
(1

1
)　

C
-
(1

5
)

「
1
 材

料
と

加
工

」
㉖

『
2
 製

作
品

の
設

計
・
製

作
(花

台
)』

『
1
 材

料
と

加
工

法
(マ

ル
チ

ラ
ッ

ク
)』

「
1
 材

料
と

加
工

」
㉖

『
1
 材

料
と

加
工

法
』

『
2
 製

作
品

の
設

計
・
製

作
』
 ⑤

(マ
ル

チ
ラ

ッ
ク

)
A

-
(4

) 
 A

-
(1

)　
B

-
(6

)　
B

-
(8

)
B

-
(8

)　
B

-
(9

)　
C

-
(1

1
)　

C
-
(1

5
)

「
1
 材

料
と

加
工

」
㉖

『
2
 製

作
品

の
設

計
・
製

作
』
 ⑪

(マ
ル

チ
ラ

ッ
ク

)
A

-
(4

) 
 A

-
(1

)　
B

-
(6

)　
B

-
(8

)
B

-
(8

)　
B

-
(9

)　
C

-
(1

1
)　

C
-
(1

5
)

「
1
 材

料
と

加
工

」
㉖

『
2
 製

作
品

の
設

計
・
製

作
』

(マ
ル

チ
ラ

ッ
ク

)

「
1
 材

料
と

加
工

」
㉖

『
2
製

作
品

の
設

計
・
製

作
』

(マ
ル

チ
ラ

ッ
ク

)

「
1
 材

料
と

加
工

」
㉖

『
3
 材

料
と

加
工

の
技

術
の

評
価

・
活

用
』

② A
-
(2

)　
C

-
(1

2
)　

C
-
(1

5
) 
 C

-
(1

7
)

「
4
 情

報
」
㉓

『
1
 コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
と

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

』
 ⑤

A
-
(2

) 
 A

-
(1

)　
B

-
(6

)　
B

-
(9

)

「
4
 情

報
」
㉓

『
1
 コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
と

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

』

「
家

庭
分

野
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
」
②

「
2
 私

た
ち

の
衣

生
活

と
住

生
活

」
㉖

『
1
 衣

生
活

と
自

立
』
 ③

・
衣

服
の

働
き

　
A

-
(2

) 
 B

-
(7

)

・
目

的
に

応
じ

た
着

用

・
個

性
を

生
か

す
服

装

A
-
(2

)　
A

-
(7

)

・
資

料
「
和

服
の

文
化

に
触

れ
よ

う
」
　

C
-
(1

6
) 
 C

-
(1

7
) 
 C

-

「
2
 私

た
ち

の
衣

生
活

と
住

生
活

」
㉖

『
1
 衣

生
活

と
自

立
』
 ④

・
衣

服
の

手
入

れ
　

B
-
(7

)

「
2
 私

た
ち

の
衣

生
活

と
住

生
活

」
㉖

『
1
 衣

生
活

と
自

立
』
 ②

・
衣

服
の

手
入

れ
　

B
-
(7

)
・
よ

り
よ

い
衣

生
活

　
A

-
(2

) 
 B

-
(7

)

「
1
 私

た
ち

の
食

生
活

」
㉖

『
1
 食

生
活

と
栄

養
』
④

・
食

事
の

役
割

  
A

-
(1

) 
 C

-
(1

7
)

・
健

康
に

良
い

食
習

慣
A

-
(2

) 
 A

-
(1

)　
C

-
(1

4
）

・
中

学
生

に
必

要
な

栄
養

素

「
1
 私

た
ち

の
食

生
活

」
㉖

『
2
 献

立
作

り
と

食
品

の
選

択
』
 ④

・
食

品
群

別
摂

取
量

の
目

安

・
献

立
作

り
　

A
-
(2

) 
 A

-
(1

) 
 B

-
(6

)

「
1
 私

た
ち

の
食

生
活

」
㉖

『
2
 献

立
作

り
と

食
品

の
選

択
』
 ④

・
資

料
「
和

食
」
　

C
-
(1

7
)

・
食

品
の

選
択

と
購

入
　

A
-
(2

) 
 A

-
(1

)

「
選

択
｣④

『
生

活
の

課
題

と
実

践
』
 ②

・
行

事
食

を
調

べ
よ

う

「
1
 私

た
ち

の
食

生
活

」
㉖

『
3
 調

理
と

食
文

化
』
 ③

・
調

理
の

基
礎

技
能

「
1
 私

た
ち

の
食

生
活

」
㉖

『
3
 調

理
と

食
文

化
』
 ④

・
日

常
食

の
調

理

「
1
 私

た
ち

の
食

生
活

」
㉖

『
3
 調

理
と

食
文

化
』
 ③

・
日

常
食

の
調

理

【
口

絵
 2

】
 C

-
(1

7
)

【
口

絵
 3

-
6
】
 A

-
(3

)　
C

-
(1

3
)

【
保

健
編

】
1
.心

身
の

機
能

の
発

達
と

心
の

健
康

⑫ 『
1
 体

の
発

育
・
発

達
』
　

A
-
(2

)
『
2
 呼

吸
器

・
循

環
器

の
発

育
・
発

達
』

『
3
 生

殖
機

能
の

成
熟

』
 B

-
(8

) 
 D

-
(1

9
)

【
保

健
編

】
1
.心

身
の

機
能

の
発

達
と

心
の

健
康

　
⑫

『
4
 異

性
の

尊
重

と
性

情
報

へ
の

対
処

』
 A

-
(2

)
A

-
(1

)　
B

-
(4

8
『
5
 知

的
機

能
と

情
意

機
能

の
発

達
』
A

-
(2

)
『
6
 社

会
性

の
発

達
と

自
己

形
成

』
 B

-
(7

) 
 B

-

【
保

健
編

】
1
.心

身
の

機
能

の
発

達
と

心
の

健
康

⑫ 『
7
 心

と
体

の
関

わ
り

』
『
8
 欲

求
と

欲
求

不
満

』
A

-
(2

)　
A

-
(1

) 
 A

-
(3

) 
 A

-
(7

)

『
9
 ス

ト
レ

ス
へ

の
対

処
と

心
の

健
康

』

【
体

育
編

】
1
.運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

の
多

様
性

　
④

『
1
 運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

の
必

要
性

と
楽

し
さ

』
A

-
(2

) 
A

-
(3

)
『
2
 運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

の
多

様
な

関
わ

り
方

』
 A

-
(2

) 
 B

-
(6

)　
C

-
(1

7
)

『
3
 運

動
や

ス
ポ

ー
ツ

の
学

び
方

』

  
③

 
「
ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト

」
 ③

学
び

方
コ

ー
ナ

ー
1
 ①

「
は

じ
め

ま
し

て
」
 ⑥

A
-
(1

) 
 B

-
(7

) 
 B

-
（
6
）

学
び

方
コ

ー
ナ

ー
2
 ①

「
学

校
で

」
 ⑥

B
-
(7

) 
 B

-
（
8
）
  
C

-
(1

5
)

ま
と

め
と

練
習

1
 ①

学
び

方
コ

ー
ナ

ー
3
 ①

「
わ

た
し

の
好

き
な

こ
と

」
 ⑥

 A
-
(2

) 
 B

-
(7

)

ま
と

め
と

練
習

2
 ①

「
何

の
C

M
?」

 ①
「
ホ

ー
ム

パ
ー

テ
ィ

ー
」
 ⑥

学
び

方
コ

ー
ナ

ー
4
 ①

「
自

己
紹

介
」
 ②

B
-
（
7
）
  
B

-
（
8
）

「
学

校
の

文
化

祭
」
 ⑥

A
-
（
4
）
  
C

-
(1

5
)

「
体

調
を

た
ず

ね
る

」
 ②

A
-
（
2
）
 B

-
（
6
）

「
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

の
兄

」
 ⑥

  
C

-
(1

3
)

「
電

話
の

会
話

」
 ②

　
B

-
(6

)
ま

と
め

と
練

習
3
 ①

「
友

達
の

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

」
①

　
B

-
(7

)
「
ブ

ラ
ジ

ル
か

ら
来

た
サ

ッ
カ

ー
コ

ー
チ

」
 ⑥

「
グ

リ
ー

テ
ィ

ン
グ

カ
ー

ド
」
②

　
B

-
(8

) 
 B

-

「
イ

ギ
リ

ス
の

本
」
 ⑥

　
B

-
(9

)
「
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
」
 ②

ま
と

め
と

練
習

4
 ①

学
び

方
コ

ー
ナ

ー
5
 ①

「
チ

ャ
イ

ナ
タ

ウ
ン

へ
行

こ
う

」
⑥

　
C

-

「
道

案
内

」
 ②

ま
と

め
と

練
習

5
 ①

「
電

車
の

ト
ラ

ブ
ル

発
生

」
①

　
C

-

「
一

日
の

生
活

」
 ②

  
A

-
（
2
）
  
A

-
(1

)

「
あ

こ
が

れ
の

ボ
ス

ト
ン

」
 ⑥

  
B

-
(8

)

「
ち

ょ
っ

と
お

願
い

」
②

ま
と

め
と

練
習

6
 ①

学
び

方
コ

ー
ナ

ー
6
 ①

「
思

い
出

の
一

年
」
⑥

　
C

-
(1

7
)

「
絵

は
が

き
」
 ②

  
B

-
(7

) 
 B

-
(6

)
ま

と
め

と
練

習
7
　

①

「
休

暇
中

の
出

来
事

」
 ①

「
思

い
出

の
行

事
」
 ②

「
T
h
e
 R

e
st

au
ra

n
t 

w
it
h
 M

an
y

O
rd

e
rs

」
③

　
D

-
(2

0
) 
 D

-
(2

2
)

美
術

(日
本

文
教

出
版

)

数
学

(東
京

書
籍

)

社 会

◇
中

学
生

と
し

て
の

自
覚

を
も

ち
、

望
ま

し
い

生
活

習
慣

を
身

に
つ

け
る

。
◇

自
分

や
友

だ
ち

の
よ

い
と

こ
ろ

を
知

り
、

思
い

や
り

の
気

持
ち

を
も

っ
て

、
と

も
に

伸
び

よ
う

と
す

る
態

度
を

育
て

る
。

◇
自

主
的

に
考

え
て

行
動

し
、

そ
の

結
果

に
責

任
を

も
つ

態
度

を
育

て
る

。

教
育

活
動

／
月

学
校

行
事

理
科

(東
京

書
籍

)

音 楽

※
ふ

く
し

ま
道

徳
教

材
資

料
集

に
つ

い
て

は
、

内
容

項
目

と
生

徒
の

実
態

に
応

じ
て

適
宜

活
用

す
る

も
の

と
す

る
。

技
術

(東
京

書
籍

)

南
会

津
町

立
舘

岩
中

学
校

道
徳

教
育

の
重

点
目

標

◇
学

校
の

全
教

育
活

動
を

通
し

て
、

生
命

を
大

切
に

す
る

実
践

的
指

導
に

努
め

、
人

間
と

し
て

の
よ

り
良

い
生

き
方

を
追

求
す

る
生

徒
の

育
成

を
図

る
。

　
①

自
分

自
身

が
か

け
が

え
の

な
い

存
在

で
あ

る
と

い
う

認
識

を
持

ち
、

お
互

い
の

よ
さ

を
認

め
合

い
な

が
ら

、
よ

り
よ

い
人

間
関

係
を

築
こ

う
と

す
る

態
度

を
育

て
る

。
　

②
集

団
生

活
に

お
け

る
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

を
身

に
つ

け
、

自
分

の
役

割
や

責
任

を
自

覚
し

、
果

た
そ

う
と

す
る

態
度

を
育

て
る

。
　

③
未

来
に

夢
や

希
望

を
も

ち
、

意
欲

を
も

っ
て

主
体

的
に

生
き

よ
う

と
す

る
態

度
を

育
て

る
。

家
庭

(東
京

書
籍

)

保
健

体
育

(東
京

書
籍

)

英
語

(東
京

書
籍

)

道
徳

各 　 教 　 科

国
語

(光
村

図
書

)

道
－

別
－

1
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道
徳
教
育
推
進
校
の
実
施

報
告
，
全
体
計
画
・
別
葉
等

2



主題名 行事との関連 月 実践日 資料名など

A・(1)
・責任の自覚
・誠実な生き方
・自主と責任

空きビン回収

A・(2) ・節度ある生活
・心がけたいこと

A・(3)
・反省と努力 定期テスト

A・(4)
・やり抜く心 校内マラソン大会

A・(5)
・生きがいのある人生

B・(1)
・人のやさしさ
・真の思いやりとは
・感謝の気持ち

B・(2)
・心と形

B・(3)
・友情の尊さ

B・(4)
・広い心で

C・(1)
・権利と義務
・よりよい社会を目指し
て

交通安全教室
薬物乱用防止教室

C・(2) ・正義を貫く
・正義を求めて

C・(3)
・奉仕の精神 空きビン回収

C・(4)
・働く喜び

C・(5)
・明るい家庭

C・(6)
・みんなのために
・集団の中での協力
・集団生活の向上

爽樺祭
生徒会総会

C・(7)
・ふるさとに生きる

ゴルフ教室
スキー教室

C・(8)
・伝統や文化の継承 学習旅行

C・(9) ・世界の人々のために
・国際社会への貢献

ブリヒル語学研修

D・(1)
・生命の尊さ
・命を見つめ命を支える

・生きることの大切さ
避難訓練

D・(2)
・かけがえのない自然 自然体験学習

D・(3)
・自然のすばらしさ

D・(4)
・広い心

A 主とし
て自分自
身に関す

ること

B 主とし
て人との
関わりに
関するこ

と

C 主とし
て集団や
社会との
関わりに
関するこ

と

D 主とし
て生命や
自然，崇
高なもの
との関わ
りに関す

ること

平成３０年度　道徳実践チェックシート　中学校第１学年

感動，畏敬の念

よりよく生きる喜
び

自然愛護

家族愛，家庭生
活の充実

よりよい学校生
活，集団生活の
充実
郷土の伝統と文
化の尊重，郷土
を愛する態度
我が国の伝統と
文化の尊重，国
を愛する態度

国際理解，国際
貢献

生命の尊さ

友情，信頼

相互理解，寛容

遵法精神，公徳
心

公正，公平，社
会正義

社会参画，公共
の精神

勤労

節度，節制

向上心，個性の
伸長

希望と勇気，克
己と強い意志

真理の探究，創
造

思いやり，感謝

礼儀

27 シュリーマンの夢

 8 心をつなぐバス
21 思いやりの日々
 1 キタジマくんからのメッセージ

13 朝市の「おはようございます」

15 ちいちゃんのつめ

内容項目/領域など

自主，自律，自
由と責任

 3 増えた塩ます
19 デンさん
29 父のひとこと

11 山に来る資格がない
20 忘れ物

31 木箱の中のえんぴつたち

 4 花に寄せて
24 決断!骨髄バンク移植第一号
34 見沼に降る星

 2 ハチドリのひとしずく

35 火の島

30 二度と通らない旅人

資料

18 母はおしいれ

14 合唱コンクール
16 全校一を目指して
33 席がえ

25 ぼくのふるさと

32 古都の雅，菓子の心

 9 命を助けたい-思いは国境を越えて
28 日本から来たおばさん

 6 自分らしさ―松井秀喜

23 選手に選ばれて
17 本が泣いています

10 楽寿号に乗って

 7 いじめっ子の気持ち
22 正義って何？

26 「看護する」仕事

12 九番バッター
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相双地区道徳教育推進校「福島県立相馬東高等学校」実施報告書  

 

１ 学校紹介 

 

学 校 名 福島県立相馬東高等学校 

所 在  地 相馬市北飯渕字阿弥陀堂 200 

校  長  名 佐藤 秀美 

教 育 目 標  １ 自ら学び、自ら考え、自

ら実践する人間の育成 

２ 思いやりの心をもって、

共に生き、共に社会に参画

する人間の育成 

３  自己の確立に努める個

性豊かな人間の育成 

４ 心身ともに健康で、社会

の発展に貢献する人間の

育成 

生 徒 数
 

総合学科 １２学級 

生徒数  ４７１名 

 

２ 研究テーマ 

  自己を見つめ、共によりよく生きようとする生徒の育成 

   ～各教科の授業・各教育活動に道徳教育的なものの見方を効果的に取り入れた 

    指導の在り方～ 

 

３ 研究テーマ設定の理由 

   本校の生徒は、明るく素直であるが、コミュニケーションをうまくとれないために良

好な人間関係を築けず悩みを抱える生徒も少なくない。そこで、自己の在り方を改めて

考える学習を通して他者との関係を見直し、共によりよく生きる姿勢を育てたいと考え、

このテーマを設定した。 

また、総合学科という本校の特色を生かし、他校にはない授業やカリキュラムを通し

た道徳的なものの見方を通して身に付けさせる指導法を模索し、今後の取組に生かして

いきたいと考える。 

 

４ 研究計画 

月日（曜日） 主な研究内容 備考 

４～１１月 

４月２８日（土） 

あいさつ運動 

情報モラル講習会 

 

５月２８日（月） 相馬支援学校との交流会  

６月 ５日（火） 

  ２０日（水） 

   ２５日（月） 

   ２６日（火） 

第１回福島県道徳推進協議会（福島市） 

地震津波避難訓練 

道徳指導者研修会（福島市） 

推進校視察訪問（福島大学附属中学校） 

 

７月 ９日（月） 

７月中旬 

  〃 

７月中旬 

県外推進校視察訪問（茨城県立石岡第二高等学校） 

薬物乱用防止教室 

地域福祉施設でのボランティア活動 

相双地区の地域理解（２年次・総合的な学習の時間） 

 

 

 

 

８月 ８日（水） 北海道・東北ブロック道徳教育指導者養成研修  
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  ～１０日（金） 

   ２４日（金） 

                 （札幌市） 

道徳教育講座（麗澤大学） 

９月中旬 

２０日（木） 

ブックトーク 

道徳の研究授業実施 

 

１０月中旬 

   〃 

   下旬 

相馬支援学校との交流会 

ボランティア活動 

交通安全指導 

 

１１月１４日（水） 

 

 

   下旬 

道徳教育地区別推進協議会 

 ・授業参観 ・講義  

・講演   ・研究協議 

防火避難訓練 

講師:藤永啓吾

様(山口大学教

育 学 部 附 属 光

中学校教諭) 

１２月中旬 地域福祉施設でのボランティア活動  

２月１４日（木） 第２回福島県道徳推進協議会（福島市）  

３月上旬 本年度の研究の反省と次年度の計画  

 

５ 研究推進にあたって 

【視点１】道徳教育全体計画及び別葉の作成上及び活用上の工夫点、配慮点について 

 こ の 地 域 は 東 日 本 大 震 災 ・ 原 子 力 災 害 に よ る 影 響 で 住 民 構 成 が 変 わ り 、 地

域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 変 質 と い う 現 実 に 直 面 し て い る 。 そ の よ う な 環 境 の 中 で 、

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 低 下 や 人 間 関 係 の 希 薄 化 が 重 な り 、 他 者 と の か か

わ り の 中 で 自 分 を 肯 定 的 に 捉 え る こ と が で き な い と い う 生 徒 の 課 題 が 顕 在 化

し て い る 状 況 で あ る 。 ま た 、 本 校 で は 社 会 の 一 員 と し て 、 友 人 や 地 域 と 共 に

生 き る 喜 び を 感 じ な が ら 、 地 域 社 会 の 新 た な 発 展 に 貢 献 す る た め 、 正 解 の な

い 問 い に 自 ら 立 ち 向 か い 、 最 善 の 答 え を 見 つ け る 力 を 備 え た 人 材 の 育 成 を 目

指 し て い る 。以 上 の こ と を 踏 ま え 、「 特 別 活 動 」、「 産 業 社 会 と 人 間 」、「 総

合 的 な 学 習 の 時 間 」 、 「 各 教 科 」 等 の 学 校 教 育 全 体 を 通 し て 、 道 徳 教 育 を 実

践 す る こ と に 配 慮 し て い る 。  

【視点２】質の高い多様な指導方法への取り組みについて 

①   自 己 肯 定 感 を 高 め る た め に 、 道 徳 教 育 推 進 校 視 察 や 研 究 授 業 の 機 会 を 生

か し た 授 業 等 を 展 開 す る 。  

②   他 者 と の 関 わ り に つ い て 考 え を 深 め ら れ る よ う 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を  

 と る 場 面 を 多 く 設 け た 教 育 活 動 を 展 開 す る 。  

③   地 域 か ら の 協 力 を 得 た 道 徳 的 実 践 を 行 い 、実 践 の 結 果 を 家 庭 に 発 信 す る 。 

【視点３】「ふくしま道徳教育資料集」の活用について 

 自 己 肯 定 感 を 高 め る 授 業 に お い て 活 用 し 、 東 日 本 大 震 災 後 の 人 々 の 様 々 な

思 い に 触 れ さ せ る こ と で 前 向 き に 力 強 く 生 き て い こ う と す る 態 度 を 養 う 。  

【視点４】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について 

 授 業 後 の 感 想 や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 様 子 、 普 段 の 学 校 生 活 で 他 者 と 関 わ り

合 う 様 子 か ら 、 道 徳 の 学 習 を 通 し て 自 己 を 見 つ め 直 し 、 多 面 的 多 角 的 に 物 事

を 考 え 、 他 者 と 関 わ ろ う と し て い る 態 度 が 養 わ れ て い る か を 評 価 す る 。  

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について 

 地 域 社 会 の 一 員 と し て の 自 覚 を 持 ち 郷 土 愛 を 深 め ら れ る よ う 相 馬 支 援 学 校

と の 交 流 や 地 域 の 福 祉 施 設 等 で の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 へ の 参 加 を 積 極 的 に 行

う 。 ま た 、 よ り 効 果 的 な 教 育 活 動 を 実 現 す る た め に 家 庭 へ 学 校 の 情 報 を 発 信

し た り 、 道徳教育地区別推進協議会に PTA 参加を促したりする。 
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  ～１０日（金） 

   ２４日（金） 

                 （札幌市） 

道徳教育講座（麗澤大学） 

９月中旬 

２０日（木） 

ブックトーク 

道徳の研究授業実施 

 

１０月中旬 

   〃 

   下旬 

相馬支援学校との交流会 

ボランティア活動 

交通安全指導 

 

１１月１４日（水） 

 

 

   下旬 

道徳教育地区別推進協議会 

 ・授業参観 ・講義  

・講演   ・研究協議 

防火避難訓練 

講師:藤永啓吾

様(山口大学教

育 学 部 附 属 光

中学校教諭) 

１２月中旬 地域福祉施設でのボランティア活動  

２月１４日（木） 第２回福島県道徳推進協議会（福島市）  

３月上旬 本年度の研究の反省と次年度の計画  

 

５ 研究推進にあたって 

【視点１】道徳教育全体計画及び別葉の作成上及び活用上の工夫点、配慮点について 

 こ の 地 域 は 東 日 本 大 震 災 ・ 原 子 力 災 害 に よ る 影 響 で 住 民 構 成 が 変 わ り 、 地

域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 変 質 と い う 現 実 に 直 面 し て い る 。 そ の よ う な 環 境 の 中 で 、

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 低 下 や 人 間 関 係 の 希 薄 化 が 重 な り 、 他 者 と の か か

わ り の 中 で 自 分 を 肯 定 的 に 捉 え る こ と が で き な い と い う 生 徒 の 課 題 が 顕 在 化

し て い る 状 況 で あ る 。 ま た 、 本 校 で は 社 会 の 一 員 と し て 、 友 人 や 地 域 と 共 に

生 き る 喜 び を 感 じ な が ら 、 地 域 社 会 の 新 た な 発 展 に 貢 献 す る た め 、 正 解 の な

い 問 い に 自 ら 立 ち 向 か い 、 最 善 の 答 え を 見 つ け る 力 を 備 え た 人 材 の 育 成 を 目

指 し て い る 。以 上 の こ と を 踏 ま え 、「 特 別 活 動 」、「 産 業 社 会 と 人 間 」、「 総

合 的 な 学 習 の 時 間 」 、 「 各 教 科 」 等 の 学 校 教 育 全 体 を 通 し て 、 道 徳 教 育 を 実

践 す る こ と に 配 慮 し て い る 。  

【視点２】質の高い多様な指導方法への取り組みについて 

①   自 己 肯 定 感 を 高 め る た め に 、 道 徳 教 育 推 進 校 視 察 や 研 究 授 業 の 機 会 を 生

か し た 授 業 等 を 展 開 す る 。  

②   他 者 と の 関 わ り に つ い て 考 え を 深 め ら れ る よ う 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を  

 と る 場 面 を 多 く 設 け た 教 育 活 動 を 展 開 す る 。  

③   地 域 か ら の 協 力 を 得 た 道 徳 的 実 践 を 行 い 、実 践 の 結 果 を 家 庭 に 発 信 す る 。 

【視点３】「ふくしま道徳教育資料集」の活用について 

 自 己 肯 定 感 を 高 め る 授 業 に お い て 活 用 し 、 東 日 本 大 震 災 後 の 人 々 の 様 々 な

思 い に 触 れ さ せ る こ と で 前 向 き に 力 強 く 生 き て い こ う と す る 態 度 を 養 う 。  

【視点４】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について 

 授 業 後 の 感 想 や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 様 子 、 普 段 の 学 校 生 活 で 他 者 と 関 わ り

合 う 様 子 か ら 、 道 徳 の 学 習 を 通 し て 自 己 を 見 つ め 直 し 、 多 面 的 多 角 的 に 物 事

を 考 え 、 他 者 と 関 わ ろ う と し て い る 態 度 が 養 わ れ て い る か を 評 価 す る 。  

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について 

 地 域 社 会 の 一 員 と し て の 自 覚 を 持 ち 郷 土 愛 を 深 め ら れ る よ う 相 馬 支 援 学 校

と の 交 流 や 地 域 の 福 祉 施 設 等 で の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 へ の 参 加 を 積 極 的 に 行

う 。 ま た 、 よ り 効 果 的 な 教 育 活 動 を 実 現 す る た め に 家 庭 へ 学 校 の 情 報 を 発 信

し た り 、 道徳教育地区別推進協議会に PTA 参加を促したりする。 

 

６ 「家庭・地域との連携」について

〈活動のねらい〉

地域社会の一員として自覚と深い郷土愛を持った生徒の育成を目指して、地域のボラン

ティア活動等に積極的に参加する。また、地域や保護者の方々の意見を教育活動に生かす

ためにも、学校での生徒の様子の発信や、地域や保護者の方々の意見を聞くための機会を

設けることを学校全体として積極的に取り組む。

〈活動の概要〉

・各種ボランティア活動

・相馬支援学校との交流会

・連携中学校との意見交換会

・各種活動についてメール配信

・地区別推進協議会において他校種の先生方やPTA・同窓会

の方々との意見交換の場を設定

〈成果と課題〉（成果○ 課題●）

○ ボランティア活動で学校付近や浜辺の清掃に取り組んだ際、地域の方に声をかけて

いただき、地域の一員としての自覚や充実感を感じる生徒も多かった。誰かのため

に行動し、感謝される経験は自信につながったと思われる。

○ 地区別推進協議会における意見交換会では、他校種の取組や、地域、保護者の思い

を知ることができ、大変有意義な時間となった。また、相馬東高校の取組や実態を

伝えることができた。

● 活動についてのメール配信は活用が不十分である。今後こまめな活用の方法を目指

したい。

● 中高連携の体制はあるが、学習面での連携が主になっているので、道徳教育につい

ても中学校の意見や取組を参考にしていきたい。

７ 成果と課題（成果○ 課題●）

○ 高校において道徳の授業を行う機会はないためゼロからのスタートであった。しか

し、福島大学附属中学校や茨城県立石岡第二高等学校といった道徳教育推進校に視察

に赴き授業を参観したり、麗澤大学で行われた道徳教育講座に参加したりすることで

質の高い道徳の授業を目指した。校内研修会や道徳の研究授業は、その成果を教職員

全員で共有する場となり、高校における道徳教育について意識を高める契機になった。

○ 道徳の授業は２年次が担当となって行ったが、全４クラスの担任がそれぞれに授業

を行った。共通の教材を扱いながらも、それぞれの生徒の実態や担任教師の思いによ

って教材の捉え方や考えさせたい内容に対するアプローチの仕方が異なり、各クラス

ともに特色あふれる授業を展開することができた。

○ 地区別推進協議会で他校種の先生方や保護者の方々と話をする機会が得られたこと

で、各発達段階での道徳教育の取組の在り方や、高校生に身につけてほしい道徳的な

ものの見方などを知ることができた。

○ 生徒にとっては中学校卒業後、久しぶりに受ける道徳の授業であったが、現在の自

分を見つめ直し、道徳性について改めて考える良い機会になったと考える。また、生

徒同士で様々な意見を交わす中で、他者と自己の関係性に気づき、共によりよく生き

ることの大切さを体験的に学べた生徒も多かった。

● 教科と位置付けられていない高校において道徳の授業を行う難しさを感じた。教科

となった小・中学校では今後も道徳教育の研究が進んでいくことが予想されるので、

連携を図りながら高校での道徳教育の在り方を模索し続ける。

● 道徳教育の全体計画については、本校の特色と生徒の実態及び今回得られた校内外

の意見を反映させた新たな計画を立案し、今年度の取組を今後の教育活動に生かして

く。
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 ○服装の乱れ、交通道徳 　 教務部教務係が教科・
 　や交通ルールの軽視な  ①　自ら学び、自ら考え、自ら実践する  学年・各部と連携をとり
 　どの課題がある。  　人間の育成  ながら年間計画及び目標
 ○自己中心的な考え方や  ②  思いやりの心をもって、共に生き、  を作成する。
 　ものの見方により、望 　 共に社会に参画する人間の育成  　具体的な活動内容は教
 　ましい人間関係を構築  ③　自己の確立に努める個性豊かな人間  科担当者・ＨＲ担任及び
 　できない生徒が見受け  　の育成  各部担当者が立案する。
 　られる。  ④　心身ともに健康で、社会の発展に貢  　調査・広報は教務部が
 ○保護者は学力向上と同  　献する人間の育成  担当する。
 　様に規範意識の向上を
 　求めている。

【国語・外国語】
　○教材の学習を通して、他者理解・異文化理解・集団と個人のあり方などについて考察を深めさせ
　　る。
【理科・保健体育・家庭】
　○生物や保健・家庭総合などの学習を通して、生命の尊厳・異性の尊重・他者との共生などについ
　　て考察を深めさせる。
【地理歴史・公民】
　○現代社会の学習を通して、正義・公正・協調などの理解を深めさせる。また、個人と生命の尊重
　　・権利と義務・人間の平等について考察させる。
　○倫理や時事教養の学習を通して、共生における自己のあり方・生命への畏敬・社会奉仕などにつ
　　いて考察を深めさせる。
【総合的な学習の時間】
　２年次：諸活動を通して、協同的な態度・他者を理解する姿勢を養わせる。
　３年次：諸活動を通して、協同的な態度・他者を理解する姿勢を養わせる。
　　　　　また、一部生徒においては、課題研究により上記の内容について探求させる。
【特別活動】
　○ホールルーム活動を通して、自己及び他者の理解と尊重・集団における役割と責任・健康や安全
　　と規律ある生活などについて考察を深めさせるとともに、実践させる。
　○生徒会活動や学校行事を通して、集団や地域と自己のあり方・集団における所属と連帯・公衆道
　　徳などについて理解を深めさせると共に、実践させる。

　○道徳教育を充実させることで、高校生活が 　○ＨＰや配付文書などにより、本校の取組を
　　さらに落ち着いたものとなることが期待で 　　家庭や地域に発信する。
　　きる。 　○保護者の学校評価アンケートのうち、道徳
　○校外生活において、本校生の自覚及び高校 　　教育につながる評価・コメントを抽出し、
　　生としての責任を持った行動ができる生徒 　　具体的な課題の設定や教育方法の改善に活
　　の育成につなげる。 　　用する。

～道徳教育とは～

　　・人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を持たせる（高める）

　　　ための活動

　　・伝統と文化を尊重する姿勢を持たせるための活動

　　・わが国と郷土を愛し、個性豊かな文化の創造を図ることにつな

　　　がる活動

　　・公共の精神を尊び、民主的な社会や国家の発展に努める姿勢を

　　　持たせるための活動

　　・他国を尊重し、国際社会の平和と発展や環境の保全に貢献する

　　　資質を養うための活動

平成３０年度道徳教育全体計画

福島県立相馬東高等学校

各教科・科目、総合的な学習の時間、特別活動における教育内容

生徒指導との関連 家庭・地域との連携

教 育 目 標 推進体制
生徒の実態

地域・保護者の要望
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数学

数学Ⅰ

２次関数
○数学における基本的な原理・法則の理解を深め、課題に対して協
力して解決していく姿勢を身に付けさせる。

１年次

９月

データの分析
○データの特徴を表す代表値を用いて物事を客観的に観察し、公正
に判断する態度を養う。

２月

数学Ⅱ 式と証明 ○物事を客観的に理解し、論理的に説明できる力を養う。 ２年次選択者 ４月

数学Ａ 図形の性質
○論理的に定理や図形の性質を導くことにより、真理を追及してい
く態度を育てる。

２・３年次選択者 ９月

○「鹿おどし」と「噴水」を例にあげた、日本と西洋の感性の違い
を論じる比較文化論を読解し、異文化理解の態度を養い、日本の伝
統的文化、日本人の感性について考えさせる。

○「新道少年野球団」のメンバーは、２０年後、様々な人生を歩ん
でいる。共に暑い夏を戦った記憶のためか、第三者から見て理解で
きない局面でも深いところで仲間を信じている。他者理解や生き方
について意見を述べ合う。

小説「ナイン」

古典Ｂ 随筆「徒然草」

○文章に表れた人間、自然、社会などに対する思想や感情などを読
み取り、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにする。また、題材を
通して我が国の文化と伝統に対する関心を深めさせ、文化や伝統を
尊ぶ態度を養う。

３月

４月

２年次選択者

平成３０年度道徳教育年間計画

教科 活動時期

評論「水の東西」 １０月

漢文「論語」

 随想「さくらさくらさくら」 ２年次選択者

学習内容（活動内容）

国語総合

目標 対象生徒科目

国語 現代文Ａ

現代文Ｂ

国語表現 作文・小論文
○ディベートやディスカッションの学習を通して、自らの望ましい
生き方や望ましい社会のあり方について考察させる。

３年次選択者

１年次

５月

○日本人の考え方に影響を与えた古代中国の思想について理解し、
「仁」の思想を通して現代の私たちの生き方やあり方、社会につい
て考えさせる。

４月

２年次選択者 ８月

５月

○桜にまつわる短歌や、桜についての筆者の考えをとらえることを
通して、日本人としての美意識や桜に対する思いについて考えさせ
る。

現代文Ｂ 小説「山月記」
○自我を抑制できなかったことから、虎になってしまった主人公の
人生について考察させ、人間のあり方、生き方について意見を述べ
あい、他者理解を深める。

３年次選択者

№2

バイオテクノロジーの学習を通じて、生命倫理を考える機会を与え
る。有性生殖における減数分裂による遺伝子の多様性の学習を通じ
て、各人間個体が唯一無二のものであることを理解させる。

生物の多様性と保護に関する学習を通じて、生物種の減少の原因、
生物種を守る意義、国際的な取り組みについて学ばせ、生物種の保
存が大切であることを理解させるとともに、自然を大切にする姿勢
や考え方を身につけさせる。

保健
保健
体育

４～６月
○性に関する知識・情報を正しく理解させるとともに、性行動が自
らや他者にもたらす影響について考察させる。

１月

５月

現代の特質と倫理的課題

５～６月

青年期の課題と自己形成

２・３年次選択者

○青年期の意義や課題を学習するとともに、他者と共に生きる自己
の生き方について考えさせる。

５月

１２月

６～７月

１年次

生物基礎 生態系とその保全

○健康に関わる意志決定や行動選択において、集団のルールや規範
意識に根ざした活動ができるようにする。

２・３年次選択者

９月環境科学 生物の多様性と保護

生物 生命の連続性

思春期の性行動

○自己実現の達成過程を理解させるとともに、他者の自己実現を尊
重する姿勢を身に付けさせる。

自己実現

物質の循環・エネルギーの流れ・生態系のバランスの学習を通じ
て、生態系の精妙なシステムを理解させ、生命・環境に対する畏敬
の念を高めさせる。

地域社会への歩みと日本

対象生徒学習内容（活動内容）

国際社会の動向と日本の果たす
べき役割

倫理

意志決定・行動選択に必要なも
の

１年次

２年次

３年次選択者

地理
歴史

○第一次世界大戦と第二次世界大戦の原因や総力戦としての性格、
それらが及ぼした影響を理解させ、平和の意義について考えさせ
る。

○１９７０年代以降の市場経済の世界化や地球規模での問題出現を
理解させ、日本が世界の諸国・諸地域の多様性を認めながら共存し
ていく方策を考察させる。

２年次

二つの世界大戦と平和

世界史Ａ
世界史Ｂ

○生命への畏敬、社会参加と奉仕、自己実現と幸福などについて考
えさせ、合わせて倫理的な見方や考え方を身につけさせる。

理科

２月

１２月

教科 活動時期

１年次
○生命の尊重、自由・権利と責任・義務、人間の尊厳と平等、法と
規範などについて考えさせ、民主社会において求められる倫理につ
いて自覚を深めさせる。

現代社会

○国際平和や国際協力の必要性及び国際組織の役割について認識さ
せるとともに、国際社会における日本の果たすべき役割及び日本人
の生き方について考えさせる。

目標

現代の民主政治と民主社会の倫
理

１０～１１月

５～６月

科目

現代社会 1年次
公民
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１０月

家庭

教科

高齢者の自立生活支援と介護

○美術を学ぶ意味を考えることを通して、作者の生き方と表現する
ことの関係性について触れ、自分の精神性や生き方、価値観や美意
識が作品に現れることを理解させる。

○美術を学ぶ意味を考えることを通して、作者の生き方と表現する
ことの関係性について触れ、自分の精神性や生き方、価値観や美意
識が作品に現れることを理解させる。

○美術を学ぶ意味を考えることを通して、作者の生き方と表現する
ことの関係性について触れ、自分の精神性や生き方、価値観や美意
識が作品に現れることを理解させる。

３年次選択者 ４月

１年次選択者

２年次選択者

４・５月

９月

２年次

○加齢に伴う心身の変化と高齢者の自立生活支援について理解さ
せ、人の尊厳について考えさせる。

○家族のあり方に関心をもたせ，父母・祖父母の敬愛の念を深めさ
せるとともに、家族の一員としての自覚をもって充実した家族生活
を築こうとする姿勢をもたせる。

９月

５月

音楽Ⅰ、
Ⅱ、Ⅲ

子どもの発
達と保育

子どもの発育

美術Ⅰ 「美術とは何か」

「表現とは何か」

「美術を学ぶ意味とは何か」

家庭総合

３年次選択者

○制作者が選んだ色や形の一つ一つには想いが込められていること
を感じさせ、より深く作品を鑑賞する力を身にけさせる。

２年次選択者

歌唱、器楽、創作、鑑賞

１年次

家族ってなんだろう？ ４～５月

９月

１～３月

２年次選択者

２年次選択者生活と福祉

絵画「感覚の冒険」

美術Ⅱ

応用美術
美術課題研究

○道具のできるまでを学び、道具が動物や自然のものからできてい
ることを理解させ、物を大切に使う態度を身につけさせる。

書道Ⅰ 文房四宝

漢字仮名交じりの書書道Ⅱ

○書論を通して、書と精神性にはつながりがあるということを考え
させ、生徒の作品にも自分の精神性がにじみ出るということを理解
させる。

書道Ⅲ 書論

○胎児期の発達過程や出産、新生児の発育特徴の学習をとおして、
生命の尊さを理解させる。

○他者が選んだ言葉や作品の制作意図には、それぞれ個人の思いの
違いがあるのだという考え方を身につけさせる。

芸術

４・５月

４月

２年次選択者 ４月

活動時期目標

１年次選択者

１・２・３年次選択者

対象生徒

○他者との価値観の相違を理解、尊重し、自己表現する力を伸ば
す。

歌唱
○校歌の成り立ちや歌詞の意味を理解させるとともに、他者と思い
を一つに歌唱し、互いを尊重する態度を身につけさせる。

音楽Ⅰ

通年

科目

１年次

高齢者の生活と福祉
○高齢者の心身の特徴と生活を理解させるとともに、超高齢社会の
課題について考えさせ、将来の生活に必要な福祉制度や地域福祉に
関する知識を身に付けさせる。

学習内容（活動内容）

№4

○人気のファストファッションが、低賃金・環境破壊といった問題
を引き起こしている事実を学び、エシカルになるためにはどんな取
り組みができるか考えさせる。

○ザトウクジラの母親が半年以上何も食べないで行う子育て、子孫
繁栄のためのオス同士の激しい争い、餌を取るためのオス同士の協
力を学び、生命の尊さ、自然界で生き抜くために強さについて考え
る機会とする。

１年次全員

対象生徒

外国文学

コミュニ
ケーション
英語Ⅱ

英語理解

コミュニ
ケーション
英語Ⅰ

The Happy Prince

Lesson 2
Ethical Fashion

○対人関係の仕事で必要な倫理観について考えさせ、ボランティア
活動に活かせるようにする。

○家族や家庭の生活を支える福祉や社会的支援について理解させ、
社会の一員としての自覚を促す。

○その人らしい生き方、尊厳・基本的人権を理解させ、ノーマライ
ゼーションの実現について考えさせる。

１１月２年次選択者

２年次選択者

４月

５月

目標 活動時期

通年

２月

５月

１０月

○金色に輝く王子と仲間とはぐれたツバメが、貧しい街の人のため
に滅び去るプロセスから「貧しい者」と「富める者」が存在するこ
の世の矛盾や自分よりも他人を思いやる優しさについて考えさせ
る。

３年選択者

２年選択者

〇南アフリカ共和国での黒人に対する人種差別に対し、初の黒人大
統領のマンデラ氏が、白人に復讐することなく共生する道を模索す
る姿勢から、他者を認め、共生していくことの大切さについて考え
させる。

２月

コミュニケーション
○目的に応じたコミュニケーションの手段を適切に選択できるよう
にさせると同時に、その際のルール・マナーについて考えさせる。

情報の管理・保護に関する法律
○知的財産権、産業財産権、著作権等の権利の侵害事例から、それ
らの方を守る態度を身に付けさせる。

１年次 １０月

１２月

問題解決
○問題解決の過程をステップに分けて、具体的な問題について適用
できる力を身に付けさせる。

○情報を扱う責任とモラルについて考えさせる。 ４月

情報とメディア
○情報の残存性、複製性、伝播性など情報社会における情報の特徴
を理解させ、問題解決について考えさせる。

５月

教科 科目 学習内容（活動内容）

Lesson8
Humpback Whales: A life of
Competition and Cooperation

介護福祉
基礎

介護従事者の倫理

介護の意義と役割

社会福祉
基礎

生活を支える社会福祉

情報社会の個人

社会と情報商業

福祉

Lesson 9
The power of Unite Popeople

外国語

２，３年次選択者
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１０月

家庭

教科

高齢者の自立生活支援と介護

○美術を学ぶ意味を考えることを通して、作者の生き方と表現する
ことの関係性について触れ、自分の精神性や生き方、価値観や美意
識が作品に現れることを理解させる。

○美術を学ぶ意味を考えることを通して、作者の生き方と表現する
ことの関係性について触れ、自分の精神性や生き方、価値観や美意
識が作品に現れることを理解させる。

○美術を学ぶ意味を考えることを通して、作者の生き方と表現する
ことの関係性について触れ、自分の精神性や生き方、価値観や美意
識が作品に現れることを理解させる。

３年次選択者 ４月

１年次選択者

２年次選択者

４・５月

９月

２年次

○加齢に伴う心身の変化と高齢者の自立生活支援について理解さ
せ、人の尊厳について考えさせる。

○家族のあり方に関心をもたせ，父母・祖父母の敬愛の念を深めさ
せるとともに、家族の一員としての自覚をもって充実した家族生活
を築こうとする姿勢をもたせる。

９月

５月

音楽Ⅰ、
Ⅱ、Ⅲ

子どもの発
達と保育

子どもの発育

美術Ⅰ 「美術とは何か」

「表現とは何か」

「美術を学ぶ意味とは何か」

家庭総合

３年次選択者

○制作者が選んだ色や形の一つ一つには想いが込められていること
を感じさせ、より深く作品を鑑賞する力を身にけさせる。

２年次選択者

歌唱、器楽、創作、鑑賞

１年次

家族ってなんだろう？ ４～５月

９月

１～３月

２年次選択者

２年次選択者生活と福祉

絵画「感覚の冒険」

美術Ⅱ

応用美術
美術課題研究

○道具のできるまでを学び、道具が動物や自然のものからできてい
ることを理解させ、物を大切に使う態度を身につけさせる。

書道Ⅰ 文房四宝

漢字仮名交じりの書書道Ⅱ

○書論を通して、書と精神性にはつながりがあるということを考え
させ、生徒の作品にも自分の精神性がにじみ出るということを理解
させる。

書道Ⅲ 書論

○胎児期の発達過程や出産、新生児の発育特徴の学習をとおして、
生命の尊さを理解させる。

○他者が選んだ言葉や作品の制作意図には、それぞれ個人の思いの
違いがあるのだという考え方を身につけさせる。

芸術

４・５月

４月

２年次選択者 ４月

活動時期目標

１年次選択者

１・２・３年次選択者

対象生徒

○他者との価値観の相違を理解、尊重し、自己表現する力を伸ば
す。

歌唱
○校歌の成り立ちや歌詞の意味を理解させるとともに、他者と思い
を一つに歌唱し、互いを尊重する態度を身につけさせる。

音楽Ⅰ

通年

科目

１年次

高齢者の生活と福祉
○高齢者の心身の特徴と生活を理解させるとともに、超高齢社会の
課題について考えさせ、将来の生活に必要な福祉制度や地域福祉に
関する知識を身に付けさせる。

学習内容（活動内容）

№4

○人気のファストファッションが、低賃金・環境破壊といった問題
を引き起こしている事実を学び、エシカルになるためにはどんな取
り組みができるか考えさせる。

○ザトウクジラの母親が半年以上何も食べないで行う子育て、子孫
繁栄のためのオス同士の激しい争い、餌を取るためのオス同士の協
力を学び、生命の尊さ、自然界で生き抜くために強さについて考え
る機会とする。

１年次全員

対象生徒

外国文学

コミュニ
ケーション
英語Ⅱ

英語理解

コミュニ
ケーション
英語Ⅰ

The Happy Prince

Lesson 2
Ethical Fashion

○対人関係の仕事で必要な倫理観について考えさせ、ボランティア
活動に活かせるようにする。

○家族や家庭の生活を支える福祉や社会的支援について理解させ、
社会の一員としての自覚を促す。

○その人らしい生き方、尊厳・基本的人権を理解させ、ノーマライ
ゼーションの実現について考えさせる。

１１月２年次選択者

２年次選択者

４月

５月

目標 活動時期

通年

２月

５月

１０月

○金色に輝く王子と仲間とはぐれたツバメが、貧しい街の人のため
に滅び去るプロセスから「貧しい者」と「富める者」が存在するこ
の世の矛盾や自分よりも他人を思いやる優しさについて考えさせ
る。

３年選択者

２年選択者

〇南アフリカ共和国での黒人に対する人種差別に対し、初の黒人大
統領のマンデラ氏が、白人に復讐することなく共生する道を模索す
る姿勢から、他者を認め、共生していくことの大切さについて考え
させる。

２月

コミュニケーション
○目的に応じたコミュニケーションの手段を適切に選択できるよう
にさせると同時に、その際のルール・マナーについて考えさせる。

情報の管理・保護に関する法律
○知的財産権、産業財産権、著作権等の権利の侵害事例から、それ
らの方を守る態度を身に付けさせる。

１年次 １０月

１２月

問題解決
○問題解決の過程をステップに分けて、具体的な問題について適用
できる力を身に付けさせる。

○情報を扱う責任とモラルについて考えさせる。 ４月

情報とメディア
○情報の残存性、複製性、伝播性など情報社会における情報の特徴
を理解させ、問題解決について考えさせる。

５月

教科 科目 学習内容（活動内容）

Lesson8
Humpback Whales: A life of
Competition and Cooperation

介護福祉
基礎

介護従事者の倫理

介護の意義と役割

社会福祉
基礎

生活を支える社会福祉

情報社会の個人

社会と情報商業

福祉

Lesson 9
The power of Unite Popeople

外国語

２，３年次選択者

№5

ホームルーム

ジェンダーフリーについて

基本的生活習慣の確立について

集団の中の個人の役割について
（集団と個人・自他尊重）

制服着こなしセミナー

主権者教育

薬物乱用防止教室

修学旅行の諸注意

集団生活のルールについて
（社会生活について）

学校行事

保健講話

〇自分の生活の問題点や課題を洗い出し、その改善に向けて意欲的
に取り組む姿勢を持たせる。

〇係活動や委員会活動に責任を持たせ、帰属意識を高める。
〇討論や文章のまとめを通して、集団の望ましい在り方や集団にお
ける個人の在り方について考察させる。

２年次

９月

６月

３月

各年次
各クラスのホームルー
ム年間計画による

○主権者として求められる力を身に付けるため、県選挙管理委員会
と連携して、模擬投票などを実施し、政治的・社会的な課題につい
て考えさせる。

１年次
○外部講師の講話を聞き、制服の正しい着こなしを身につけるとと
もに、服装の乱れが自らや集団に与える影響について考えさせる。

全年次

１０月

〇学校のルールを改めて確認しその必要性を理解することで、ルー
ルの重要性とそれを遵守する姿勢の重要性を認識させる。

２年次

〇男女の性別による役割意識にとらわれず、平等に自らの能力を生
かして行動・生活することを促し、性にとらわれない考え方を養
う。

○外部講師の講演を聴き、薬物の恐ろしさの認識を高めるととも
に、誤った行動が自分や身の回りに与える影響について考えさせ
る。

○修学旅行の諸注意を確認するとともに、集団の中の一員という自
覚を強めさせる。

○外部講師の講演を聴き、正しい性知識に基づいて望ましい性モラ
ルについて考えさせる。

全年次 ７月
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いわき地区道徳教育推進校「いわき市立江名小学校」実施報告書

１ 学校紹介

学 校 名 いわき市立江名小学校

所 在 地 いわき市江名字天ヶ作154

校 長 名 小野 信尚

○ 考える子ども

教 育 目 標 ○ 思いやりのある子ども

○ 元気な子ども

○ よく働く子ども

学級及び 学級数 ７

児童生徒数 児童数 ９５名

２ 研究テーマ

道徳的価値を基に、自己の生き方について考えを深める指導のあり方

～自ら「考え」「学び」「活かす」子どもの育成～

３ 研究テーマ設定の理由

本年度からの「特別の教科 道徳」の全面実施を踏まえ、発達の段階に応じ、道徳的

な課題を一人一人の児童が自分自身の問題と捉え、向き合う「考える道徳」「議論する

道徳」へと、道徳教育の転換を図る必要がある。

本校では「考える子ども」「思いやりのある子ども」「元気な子ども」「よく働く子ど

も」を教育目標に掲げ、児童に生涯にわたる生活や学習の基礎となる「生きる力」を育

む教育を推進している。児童の実態から本年度の重点を「善悪の判断、自立、自由と責

任」「親切、思いやり」「よりよい学校生活、集団生活の充実」とし、その具現化を図

っていきたい。

４ 研究計画

月日（曜日） 主な研究内容

４月 ６日（金） 現職教育全体会（昨年度までの研究概要）

４月２０日（金） 現職教育全体会（年間計画・別葉について）

各部会、組織づくり

５月１１日（金） ６年 提案授業 Ｂ 親切、思いやり「車いすでの経験から」

５月１４日（月） ２年 提案授業 Ｂ 礼儀「自分も周りも明るく」

６月 ７日（金） 現職教育全体会（方向性の確認、改善）

６月１５日（金） ３年 授業研究 Ｂ 信頼、友情「いいち、にいっ、いいち、にいっ」

※要請訪問、いわき市小教研道徳部理事訪問

７月９日（月）～ 第１回児童アンケート調査

７月１３日（金） １年 授業研究 Ｂ 感謝「みんな だれかに」

夏季休業中 先進校視察等

８／６福島県教育者研究会「みんなで、新しい道徳教育を進めよう」

８月２４日（金） 現職教育全体会（講義、伝達講習会）

講義 福島市立岡山小学校長 宮武 泰 先生

９月 ７日（金） いわき市小教研道徳部理事訪問（指導案検討会）

１０月１６日（火） 道徳教育地区別推進研究協議会

いわき市小教研協力校授業公開

１１月５日（月）～ 第２回児童アンケート調査

１月 研修のまとめ
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５ 研究推進にあたって

【視点１】道徳教育全体計画及び別葉の作成上及び活用上の工夫点、配慮点について

＜作成上の工夫点、配慮点＞

○ 特別の教科道徳の完全実施を踏まえ、全体計画、別葉、年間指導計画、学級に

おける指導計画を、重点内容項目への取り組みが明確になるよう作成した。

○ 別葉においては、学校行事や特別活動との関連を重点に置き、形式を工夫する

などして作成した。

＜活用上の工夫点、配慮点＞

○ 全体計画及び別様においては、現職教育の際に検討する時間を設けるなどして、

教職員全体で修正していく。

【視点２】質の高い多様な指導方法への取り組みについて

① 導入での教材提示の工夫

○ 黒板シアター、紙芝居、読み聞かせ、ビデオ、ＢＧＭなどで興味関心を高め

たり、本時で扱う内容項目への意識付けを行ったりする。

② 発問と板書の工夫

○ 本時で学習する内容項目に直結した問い（テーマ発問）

○ 児童アンケートを活かした発問、写真や挿絵を活かした場面発問、実際の社

会生活を取り上げた発問など

○ 子どもの言葉を活かした構造的板書

③ 指導に活かす評価の工夫

○ 道徳ノートやワークシートの記述、発言、動作化や役割演技などの見取り

【視点３】「ふくしま道徳教育資料集」の活用について

○ 東日本大震災で大きな被害を受けた本校にとって、江名小ならではの道徳教育

を進めるにあたって、「ふくしま道徳教育資料集」は、なくてはならない資料と

なっている。特に「アイナふくしま」は本校並びに学区である江名地区の取り組

みがモデルとなっている。郷土に対する誇りと愛情を持ち、伝統を引き継いでい

く心を育むといった視点から、今後も継続して活用していく。

○ 道徳科の授業に活用するだけでなく、児童が郷土を感じる読み物資料としても

積極的に活用していく。そのために、各学級に資料集を配当し、児童が読みたい

ときに手にとって読める環境を整えていく。

【視点４】一人一人を受け止めて認め、励ます評価について

○「学びの深まりを実感できるようにするために」

授業前半の自分の考え（記述・発言等）と授業後半の自分の考え（記述・発言

等）を比較する。

○「まとめ・振り返り」の視点を与える。

① 気づいたこと・考えたこと

② いいなあと思ったこと

③ これからのこと

○「教師が授業における評価をするために」

子どもの姿を記録・累積し、励ます評価と授業改善に活かす。

【視点５】家庭・地域との連携を生かした取組について

○ 江名地区小中連携協議会「つなぐ教育」と連携した取り組み

学校・家庭・地域の課題を中学校区で共有し、豊かな心を育むための生活習慣

の形成、人の気持ちを考える、進路への夢や希望を持つことを目指した共通実践

を行う。

・ 学校ホームページ、学校便り等による情報発信

・ 授業参観日での道徳授業（ゲストティーチャー、保護者参加型）の実施

・ わくわくいわきしごと塾の実施（キャリア教育の充実）、地域伝統芸能「三

匹獅子」の継承を通して、地域のよさに気付き、地域とのつながりを深める。
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６ 「家庭・地域との連携」について

本校では、学校・家庭・地域が、共に考え、共に学び、共に手をとりながら、次代を

担う児童の豊かな心の育成に努めている。その実現に向けた実践は次のとおりである。

① 江名地区小中連携協議会「つなぐ教育」と連携した取組

江名中、永崎小、江名小の三校が連携し、めざす子ども像を「夢に向かって学び続

ける子」「相手の気持ちを大事にできる子」「しっかりと人の話が聞ける子」「からだ

と心が丈夫な子」として小小連携・小中連携の充実を図っている。全体会や専門部会

を組織し、児童生徒の実態に応じた教育活動を推進している。

② 学校のホームページ、学校便りによる情報発信

学校行事や日頃の生活の中で児童のキラリと光った姿を発信している。学校生活の

中で見られる道徳的な行為について、家庭と一緒に考える機会を提供している。

③ 授業参観日での道徳授業の実施

今年度より教科化された道徳科の理解を深めてもらうことねらいとしている。ゲス

トティーチャーや担任以外の教職員の授業参加に積極的に取り組んでいる。

④ キャリア教育の充実と地域伝統芸能の継承

市の事業である「わくわくいわきしごと塾」では、地

域の人材・資源を活用することで、より体験的で実社会

に即した学びにつなげ、児童の多様な職業観の涵養、郷

土愛の醸成を図っている。また、地区の伝統芸能である

「三匹獅子舞」については、伝統芸能教室として教育課

程に位置づけ、児童に郷土を愛する心と継承していこう

とする態度を育んでいる。

（５年：海洋実習船福島丸見学）

７ 成果と課題（成果○ 課題●）

○ 全体計画及び別葉については、子どもの実態に応じて、重点的に取り組む教育活動

を明確にすることができた。特に使いやすく、見てわかる別葉を作成するために、内

容の焦点化を図ったこと、実践活動の振り返り（Check）や見直し（Action）が記入

できるように備考欄を設けるなどの自校化を図った。

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けて授業改善を図ることができた。特に「問

い」や「思い」を引き出し課題意識を持たせる導入や一人一人の思いや考えを表出さ

せる展開、「振り返り」を通して学びの深まりを実感できるようにする終末を意識し

た授業が展開されるようになってきた。

○ 黒板シアターなどによる教材提示の工夫や発問の精選、構造的な板書の工夫によっ

て、授業でねらいとする道徳的価値を焦点化することができた。特に発問と構造的な

板書の一体化は、子どもが自己を見つめたり、振り返ったりする場面で有効であった。

○ 「ふくしま道徳教育資料集」に収録されている「アイナふくしま」は本校並びに学

区である江名地区の取り組みがモデルとなっている。実際の授業ではゲストティーチ

ャーとして「三匹獅子舞」に深く関わっている諏訪神社の江名氏を招くなど本校だか

らこそできる授業を展開できた。

● 子ども一人一人の学びを深めたり、広げたりするためにも、教材の特質を適正に把

握すること、話合い活動での切り返しの発問の工夫をすることなど、教師自身の授業

をコーディネートする力を身につけていくことが必要である。

● 低学年でのワークシート、３年生以上での道徳ノートの活用を中心に児童の発達段

階に応じた「指導を評価に活かす工夫」について取り組んできた。今後は通知表や指

導要録の記入といった観点での評価のあり方について研究を進めていく必要がある。
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道徳教育の全体計画
学 校 の 教 育 目 標

日本国憲法 ○ 考える子ども 時代や社会の要請
教育基本法 ○ 思いやりのある子ども 児童の実態
学校教育法 ○ 元気な子ども 家庭や地域のねがい
学習指導要領 ○ よく働く子ども 教師のねがい
児童憲章など

特 別 活 動 道 徳 教 育 の 重 点 目 標 わたしたち
（学級活動） の道徳
◇学級生活の充実と向上に関わ ○善悪の判断をし、責任のある行動をする子どもに育てる。 活用の基本方針

る活動を通して、進んで問題 ○思いやりの心をもち、 相手の立場に立って進んで親切 ○道徳の時間に教材として用い
を解決し、温かい人間関係を にできる子どもに育てる。 たり、一部で補助的に用いた
築こうとする態度と集団の中 ○学校のみんなで協力し合い、よりよい学校をつくり、集 りし、各教科の学習内容と関
で自己を正しく生かす能力や 団生活の充実に努めようとする子どもに育てる。 連させて、活用を図る。
態度の育成を図る。 ○学校や家庭の日常生活の中で

（児童会活動） 児童が自主的に活用するよう
◇児童の意見・発想を大切にし に促す。

て学校生活における諸問題の 各 学 年 の 指 導 の 重 点 各 教 科
解決を図ることにより、自主 低 ○よいことと悪いこととの区別をし、よいと思うこと （国語）
的実践的な態度や協力性、思 を進んで行うこと。 ◇言語感覚を養い、正確な読解
いやりの心を育てる。 学 ○身近にいる人に温かい心で接し、親切にすること。 力と豊かな表現力を培い、他

（クラブ活動） ○先生を敬愛し、学校の人々に親しんで、学級や学校 人を思いやる心情を育てる。
◇共通の興味関心を追求する活 年 の生活を楽しくすること。 （社会）

動を通して、個性を伸ばし、 ○民主的な社会の一員としても
豊かな人間関係を育てる。 中 ○正しいと判断したことは、自信をもって行うこと。 のの見方や考え方を培い、国

（学校行事） ○相手のことを思いやり、進んで親切にすること。 民としての自覚を持ち、国際
◇豊かな体験の場を設けて、主 学 ○先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合って 社会に貢献しようとする態度

体的に参加させることにより 楽しい学級や学校をつくること。 を養う。
集団への所属感を深め、協力 年 （算数）
性、責任感等を育てる。 ○論理的なものの考え方を通し

高 ○自由を大切にし、自律的に判断し、責任のある行動 て、物事に対する合理的に追
をすること。 求していく態度を養う。

○誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立 （理科）
総合的な学習の時間 学 って親切にすること。 ○自然のあり方について調べる

○自ら課題を見つけ、学び方を ○先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合って ことを通して、自然の不思議
考え、判断、解決する能力態 よりよい学級や学校をつくるとともに、様々な集団 さに気づき、自然に親しもう
度を育成する。 年 の中での自分の役割を自覚して集団生活の充実に努 とする態度を養う。

めること。 （生活）
◇学び方やものの考え方を身に ◇具体的な活動や体験を通して

付け、探求活動などに主体的 豊かな情操を培う。
に取り組み、自己の生き方を （音楽）
考えることができる態度を養 道 徳 科 の 指 導 の 充 実 ○音楽の美しさ楽しさを感じ取
う。 る心を養い、豊かな情操を培

道徳的価値を基に、自己の生き方について う。
◇情報や環境など、新しい社会 考えを深める指導 （図画工作）

的課題に気づき、積極的に関 ○造形表現や鑑賞を通して、豊
わろうとする意欲を育てる。 ○教材提示の工夫 ○教具の工夫 かな情操を培う。

○発問の工夫 ○板書を生かす工夫 （家庭科）
◇自然体験・ボランティア活動 ○話合いの工夫 ○表現活動の工夫 ◇家庭の一員としてよりよい生

などを通して、自らを生かし ○指導に生かす評価の工夫 ○指導方法の工夫 活を築こうとする心情を育て
望ましい人間関係を育てる。 ○教科書の効果的な活用 る。

（体育）
◇健康安全についてを理解し、

運動を楽しむとともに、体力
の向上を図り、お互いに励ま
し助け合う態度を養う。

生徒指導にかかわる 学校における 学校における 基本的な生活習慣に
道徳教育の視点 教育環境の整備計画 豊かな体験の計画 関する指導計画

○ 教師と児童、児童相互 ○校庭・校舎内の美化に努 ○ 授業や学級活動など、学 ○ 基本的な規範意識や生活
の心の交流を図り、児 め、季節感のある自然環 校における全ての教育活 習慣形成については、児
童一人ひとりが意欲を 境作りをする。 動において道徳的実践を 童の創意を生かして、細
持って、将来を展望で ○道徳的価値に関する掲示 促す他に自然、人間、社 やかな指導を行う。
きるよう援助する。 物を作製する。。 会とのふれあいの場を設

◇ 課題を抱えた児童に対 ・ハートアップコーナー けるなど、豊かな体験の
しては、学年、学校全 ・江名っ子レインボー 場を計画的に設定する。
体で組織的に取り組む。 ・ハートピックアップコーナー

◇印・・・人権的内容
家庭・地域社会との連携 他の学校や教育機関との連携

◇学校・家庭・地域が連携し、情報を共有すると ○幼稚園・中学校などとの情報交換を密にし
ともに学校公開日を設けたり、「学校だより」な て、児童の実態をつかみ、定期的な交流を
どを通して、子どもの心を育てる共通の役割を 通して関連を深める。
担うものとしての相互理解を図る。
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大島小学校第１学年 道徳学習指導の実際と考察

日 時：平成３０年１１月２日（金）第５校時

授業者：郡山市立大島小学校 教諭 村上早苗

授業テーマ 主人公の行動や思いに共感したり、自分の生活と結びつけて考えた

りすることを通して、物や金銭を大切にして生活しようという心情を

育てることができる授業

１ 主題名 ものやお金をたいせつに Ａ－（３）節度・節制

２ 教材名 じしんがおきて（出典：みんなのどうとく１ねん 学研）

３ 主題設定の理由

(1) ねらいとする道徳的価値について（価値観）

本指導内容は、健康や安全に気を付け自立した生活ができるための基本的な生活

習慣を身に付けること、節度をもって節制を心がけた生活を送ることに関するもの

である。第１学年および第２学年の段階においては、周囲に対する気配りや思いや

りをもち、物は多くの人の努力と勤労によって作られていることを知り、金銭の価

値を正しく理解して物を大切にすること、身の回りを整えて気持ちのよい生活がで

きるようにすることについて指導する必要がある。

(2) 児童の実態（子ども観）

子どもたちは、様々な経験を通して少しずつ時間や物を大切にすることや、規則

正しい生活が大切なことに気付いている。その反面、落とし物を誰も取りに来なか

ったり、使える物があるのに新しい物を買ってもらったりしている。「物を大切にす

ること」のアンケートでは、物を大切にしたことがあると答えた児童はほぼ全員で

あったが、物を大切にするのはなぜなのかの問いに関する記述は未記入が多く、大

切にする理由について考えるまでには至っていない。

(3) 教材について（教材観）

本教材は、東日本大震災を題材としており、主人公のまなみは、食べ物がなくて

困っている人々のために父親がパンを作ったり、先生から野菜が津波で流された話

を聞いたりしたことで、物や金銭の大切さを実感する内容の教材である。父親の姿

と先生の話の二つが心の中で重なり合うことで、主人公の考え方が変わっていく姿

から、物や金銭の大切さを見つめ直させることができる教材である。

４ 本時のねらい

どんな物にも、それを作った人がいること、そして、そこには作った人の心が込め

られていることに気付き、物や金銭を大切にする心情を育む。

５ 板書計画
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６ 学習過程

段 学習活動・内容 時 ○ 指導上の留意点

階 （◎中心発問 ・予想される児童の反応） 間 ※ 評価

１ 東日本大震災について知る。 5 ○ 教材に出てくる「地震」「津波」「募

・ 物がなくなって困る。 金」などの言葉とともに、東日本大

導 ・ 食べ物がなくなったら、ど 震災発生当時の様子や、避難所の人

うしよう。 たちの苦労を具体的に伝えるために

２ 学習課題を知る。 写真を用いる。また、集中して学習

ものをたいせつにするとは、 できるように、事前に地震について

入 どんなことかかんがえよう。 伝え、写真を掲示しておく。

３ 教材「じしんがおきて」を聞 ○ 支援が必要な児童も内容を理解で
いて考え、話し合う。 きるように教材文の概要を伝えてか

（１）まなみが給食を残さなかっ 10 ら範読に入る。
展 たのはなぜかを考える。 ○ 「きょうは」という言葉から、そ

○ 役割演技をする。 れまでは残していたことに気付かせ、
・ 残すともったいないから。 まなみが変容したきっかけや心の変
・ 作った人が、がっかりする。 化を簡単な役割演技で表現させる。

（２）まなみが新しい下じきを買 10 ○ 「友だちとおそろいにするために買
わなかったのはなぜかを考え う」ことを押さえ、必要に迫られて買
る。 うわけではないことに気付かせ、なぜ

○ 考えたことを、ワークシート まなみががまんしたかに着目させる。
に書く。 ○ 一人一人が自分事として主体的に
・ 使えるのでもったいない。 考え、伝えやすくするためにワーク
・ 物がなくて困っている人の シートを活用する。

話を聞いたから。 ※ 食べ物には、作っている人たちの
開 心がこもっていることや、金銭の大

切さを知り、無駄遣いしないことの
大切さに気付くことができたか。

（発表・ワークシート）
（３）物を大切にするために自分 15 ○ 多様な考えに触れ、お互いの考え

ができることを考える。 の良さや違いに気付くために、ワー
◎ ものをたいせつにするために、 クシートに記入したあと、自由に考

じぶんができることをかんがえ えを伝え合う。全体に広めたい考え
よう。 について意図的指名をしたり、子ど

○ 自分のことをワークシートに もたちからおすすめの考えを紹介さ
書く。 せたりする。

○ なるほどタイム（意見交換）
を行う。
・ 野菜が苦手だけど、がんば

って食べたい。
・ 家族に買ってもらった物は

大切に使おう。
４ 学習のまとめをする。 5

（１）本時を振り返り「これまで ○ 本時の学習を生かして、物を大切

の 自分 」「こ れ から の自分 」 にする意識付けを図るために自分が

終 の生活について考える。 これから実践していきたい考えにネ

○ ジェスチャーで、表現する。 ームプレートを貼る。

○ 自分ができそうなことに、ネ

ームプレートを貼る。 ※ 物を大事にし、金銭を無駄使いし

末 ないことの大切さを自分の生活と重

（２）教師の説話（物を大切にし ねて考えることができたか。

ている姿）を聞く。 （発表・ネームプレート）
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７ 考察

質の高い多様な指導方法の視点から

（１）「自分を重ねて考えることのできる課題提示の工夫」について

○ 教材に出てくる、「地震」「津波」「募金」などの言葉とと

もに、東日本大震災発生当時の様子や、避難所の人たちの苦

労を具体的に伝えるために写真を用いた。事前に掲示してお

くことで支援が必要な子どもが集中して学習に取り組むこと

ができた。また当時は生まれていない子どもたちも、保護者

から話を聞き、イメージを持って、本時に臨むことができた。

（２）「自他の思考過程を吟味・共有する場の工夫」について

○ 地震のあと、給食を残さず食べたまなみになって役割演技をし、まなみの気持ち

を表現することにより、残さず食べようとがんばる気持ちを実感し、意欲を高める

ことができた。

○ 多様な考えに触れ、お互いのよさや違いに気付くために、ワークシートに記入し

たあと「なるほどタイム」として、自由に考えを伝え合った。友だちの考えを聞い

て「いいね。」「そうか。」などと言葉で返すことにより、共感することができた。「学

び合いのふわふわ言葉の活用」については、学年で活用を図ることによって、学び

合う姿勢が定着してきた。

○ 全体に広めたい考えについて、教師が意図的指名をしたり、子どもたちからおす

すめの考えとして紹介させたりすることにより、自分の考えが学習の中で生かされ

たことで達成感を味わうことができた。

○ 終末の部分で今までの自分を振り返るために、ジェスチャーを活用した｡児童一人

一人が主体的に考え、短時間で振り返ることができたのでジェスチャーは、有効で

あった。

● 自分の考えをもっているものの、文章に表現することが苦手な子どもがおり、発

表や表情での見取りからの個別支援が必要になってくるが、十分にできなかった。

（３）「地域・家庭とのかかわりを意識した振り返りの工夫」について

○ 「きょうは」「友だちとおそろいにする」など、教材文

の中のキーワードを押さえ、意識させる発問を行うこと

により、価値に近づけることができた。下じきを買わず

に募金したことを、把握することができた。

○ まなみの父親と同じように、自分の親も自分のために

がんばってくれていることに気付き、ものを大切にする

ことや無駄遣いしないで大切にすることについての道徳

的実践意欲が高まった。

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の視点から

意見交流のあと「おすすめの考えの友だち」を、推薦することによって、推薦した方もさ

れた方も、温かな気持ちになっていたように思う。経験を重ねると、友だちの意見をよく聞

いて、吟味できるようになると考える。

授業の終末で、自分がやってみたいと思うことにネームプレートを貼ることにより、表出

の弱い子どもでも意思表示をすることができた。中心発問の内容が中心になるように板書構

成を行い、学習課題・中心発問・終末での自己決定（ネームプレートを貼る）が、スムーズ

にできた。事前のアンケートの内容では、「ご飯は残さず食べる。」「えんぴつを大切にする。」

など、一般的な内容が多かったが、学習の終末では「大切にすると大切が戻ってくるからが

んばっていきたい。」、「ありがとうの気持ちで使いたい。」等、心情面での高まりも見られ

た。後日、この内容を「がくしゅうのあしあと」に掲示し、紹介した。
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吉子川小学校第１学年 道徳学習指導の実際と考察

日 時：平成３０年１１月１９日（月）第５校時
授業者：中島村立吉子川小学校 教諭 小玉 裕子

授業テーマ 体験活動を取り入れることで、挨拶をすることの大切さを多面的・多角的に
考えさせる授業

１ 主題名 こころを つないで B－（８）礼儀

２ 教材名 ぽっかぽか（出典：みんなのどうとく）

３ 主題設定の理由
（１）ねらいとする道徳的価値について（価値観）

本教材は、挨拶をしたことで友達と仲直りできた主人公の行動を通して、ねらいに迫るものであ
る。おばあさんの心のこもった挨拶が主人公の心を温かくし、挨拶を通して心と心が通い合い、更
にそれを友達にも実行したことで、けんかしていた友達との関係が良くなったという構成になって
いる。児童が自分の体験と重ね合わせながら、人と仲良くなるために心のこもった挨拶をすること
の大切さについて考えを深められる教材である。また、進んで挨拶をしたり心をこめて挨拶をした
りすることにより、心と心が通い合い、相手に対して一層親しみを感じることに気付かせ、よりよ
い人間関係を築こうとする態度を育てていくことができる。

（２）児童の実態（子ども観）
本学級は、２０名の学級である。素直で穏やかな児童が多く、落ち着いて生活している。しかし、

挨拶をすることについては、身に付いている児童がほとんどいない。月曜日の朝は、多くの児童が
教室に黙って入ってくる。水曜、木曜日ぐらいになってようやく自分から言うことができるように
なるが、翌週の初めには、また黙って入るようになる。このようなことから、家庭でも挨拶を行う
習慣がない様子が伺える。また、声が小さかったり言葉がはっきりしなかったりして、心がこもっ
た挨拶ができない児童もいる。心をこめた挨拶が、相手の心を温かい気持ちにしたり、より良い人
間関係を築いたりすることができることには気付いていない。

（３）教材について（教材観）
本時の展開前段では、はるの心を温かくしたのは挨拶であること、また心のこもった挨拶を実行

することで友達との関係が良くなっていったことを、板書を工夫することでとらえられるようにす
る。また、はるが挨拶をされる場面と挨拶をする場面の両場面を取り上げ、それぞれのはるの気持
ちを考えさせることで、挨拶することの大切さを多面的・多角的に考えさせたい。展開後段では、
自己を見つめる時間を確保するが、１年生では頭の中だけで自己を振り返ることが困難であると予
想される。そのため、挨拶の言葉を探し、ペアで挨拶を交わす体験を取り入れたい。体験すること
で、心をこめて挨拶をすると自分も相手も気持ちがよくなることを実感させ、これまでの自分を見
つめることと、これからの自分に思いをはせることにつながるように働きかけたい。終末では、こ
れまでのノート指導を生かし、本時を振り返って、それぞれが挨拶について思ったことや感じたこ
とを素直に表現させたい。

４ 本時のねらい
挨拶の体験活動を通して、自分も相手も気持ち良くなることに気付き、心が通い合う挨拶をしよ

うとする心情、実践意欲を育む。

５ 板書計画
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６ 学習過程 
段 
階 

学習活動・内容 
（◎中心発問・予想される児童の反応） 

時 
間 
 

○  指導上の留意点 
※ 評価 

導 
 
 
入 

１ 生活を振り返り、ねらいとする価値に興味を持
つ。 

５ ◯ ｢挨拶されてうれしかったこと」につい
ての事前アンケートの内容を紹介し、挨拶
についての学習意欲を高めるようにする。 

 
 
 

 
 

・友達に「おはよう」と言われてうれしかった。 
・近所の人に優しい声で言われてうれしかった。 

    あいさつをするときに、だいじな 
ことはなにかな。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 教材「ぽっかぽか」を読んで、話し合う。 
(1)けんかをした時の気持ちを考える。 
 ○なおとくんとけんかした後、はるくんはどんな 

気持ちでいたかな。 
・明日、仲直りできるかな。 
・嫌な気分だなあ。 

(2)おばあさんに｢まあ、ごしんせつにありがとう｣ 
と言われた時のはるくんの気持ちを考える。 

 ○言われたとき、はるくんはどんな気持ちになっ 
たのかな。 
・嬉しい気持ち。 
・心がぽかぽかした。 

(3)はるくんがなおとくんに「ごしんせつにありが
とう」と言えた訳を考える。 

 ◎はるくんは、どうして「ごしんせつにありがと
う」と言えたのかな。 
・なかなおりしたかったから。 
・なおとくんが先に「どうぞ」って言ってくれた 
から。 

・おばあさんに言われて嬉しかったことを思い出
したから。 

(4)挨拶をする時に大事なことについて話し合う。 
〇挨拶をする時に、大事なことは何かな。 
・心をこめて 
・やさしい言い方で 
・相手の目を見て 

 

１８ ◯ はるくんとなおとくんの状況、はるくん
とおばあさんの状況を確認し、はるくんと
なおとくんの変化に注目しながら聞くよ
うにさせる。 

 
 
◯ 板書を活用し、おばあさんの心のこもっ

た挨拶が、はるくんの心を温かくしたこと
に気付かせる。 

 
 
 
〇 心のこもった挨拶をすることで、二人の

関係が変わり、お互いに心が温かくなった
ことに気付かせる。 

 
〇 挨拶をする側の気持ち、される側の気持

ちの両面から考えさせることで、挨拶の大
切さを多面的・多角的にとらえることがで
きるようにさせる。 

 
 
※ 挨拶の大切さについて、多面的・多角的

に考えることができたか。       
（発言・観察） 

 

３ 自己を見つめる。 
(1)体験を通して、挨拶のよさを味わう。 
 〇やってみよう。言えるかな。 

・「お先にどうぞ」「ありがとう」 
 ○どんな気持ちになったかな。  

・言ってみたら気持ちいいな。 
・ちょっと恥ずかしいけれど、嬉しい気持ちに 
なった。 

・楽しい気持ちになった。 
 ○他にはどんな挨拶があるかな。 

・おはよう 
 ○校長先生に挨拶をしてみよう。 
(2)日常の児童の心がこもった挨拶を紹介する。 

１５  
〇 身の回りにある挨拶の言葉を探し、いろ

いろな友達とペアになって挨拶を交わす
体験をさせる。この体験を通して、心をこ
めて挨拶をすることで自分も相手も気持
ちがよくなることを感じ取らせる。 

 
○ 具体的な生活場面を想起して体験させ
ることで、これから挨拶を大切にしていこ
うとする思いや願いを深める。 

 
 
○ 価値に関わる児童の普段の姿を紹介す

ることで、自己を振り返ることができるよ
うにする。 

終 
 
末 

４ 本時を振り返る。 
・ノートに感想を書く。 

 

７ 
  
 

〇  挨拶について本時で感じたことを書か
せる。 
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７ 考察
質の高い多様な指導方法の視点から

（１）「育てたい道徳性を明確にする工夫」について
〇 普段の生活の様子を見ていると、はきはきとした気持ちのよい挨拶や言葉遣いな

どをしっかり身に付けている児童は少ない。そこで、本時では、挨拶についてのア
ンケート結果を導入時に提示したことにより、児童の学習への意欲を高めることが
できた。また、教材の中で、主人公が挨拶をされる場面の気持ちを考えさせたこと
で、挨拶することを多面的・多角的に考えさせ、ねらいの焦点化を図ることができ
た。

○ 心のこもった挨拶を実行したことが心を温かくさせ、友達との関係を良好にして
いったことを、黒板に表情マークを貼ったことで視覚的に捉えさせることができた。

● 主人公の心情を問う中心発問の後に、価値理解を深めるための発問を意図的に設
定していくことが必要であった。児童の発言を生かしてねらいに迫ると良かったと
思われる。

（２）「課題解決のために多面的・多角的に考えさせる工夫」について
〇 具体的な生活場面を想起して体験活動を行った。その中で、「ありがとう」や「お

はよう」という言葉に、児童の創意工夫でお辞儀や身ぶり手ぶりが加えられた。挨
拶が場面や相手に応じて変化することや言葉以外にも気持ちを伝える手段があるこ
とを体験できたことで、挨拶をすることについて多面的・多角的に学ぶことができ
た。

● 挨拶をする時に大事なことについての話し合いを展開前段で行った。しかし、体
験活動を終えた後に行った方が、実際に挨拶の大切さを強く感じたり、反対に挨拶
をする時の難しさや恥ずかしさ等も感じたりできて、更にねらいに迫ることができ
たのではないかと思う。

（３）「自己を見つめさせる指導の工夫」について
〇 本時で学んだことを振り返るために、道徳ノー

トに感想を記入させた。児童は、授業を通して感
じたことや今後の生活に生かしたいこと、主人公
を自分に置き換えた時の行動等、素直な気持ちを
書くことができた。

● 道徳ノートを早く書き終えて、他の児童を待つ
姿が見られた。友達とノートを見せ合ったり、全
体に紹介するなどすると、更に考えを深めること
ができたのではないかと考える。

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の視点から
○ 挨拶をする時に大事なことについて話し合う場面では、「おばあさんみたいに」

と発言した児童の考えに対して担任が「どんなふうに」と問うことでおばあさんが
頭を下げたり、目を見たりして挨拶をしたことを学級全体に広めることができた。
それにより、児童は、真心がこもった気持ちのよい挨拶の仕方を具体的にイメージ
することができた。また、「大きな声で」と発言した児童に理由を問うと、「声が
小さいと相手に伝わらない」と答えた。これをもとに、児童の生活の様子に目を向
けさせることができた。

○ 実際に挨拶を体験させる場面では、挨拶をされた校長先生から「～と挨拶されて
うれしかったよ」と認められたことにより、これからの生活の中で挨拶を大切にし
ていこうとする気持ちを持つことができた。

○ 今回の授業では、教材について考える時間や体験活動を通して多様な視点から道
徳的価値に迫るために、道徳ノートを有効に使用できた。しかし、教材によっては
書くことを重視する場面も想定され、道徳ノートの形式を変更していく必要があっ
た。

〇 児童が書いた道徳ノートは必ず担任が集め、コメントを書くようにしている。本
時では、その場でノートの内容を確認して、児童一人一人にメッセージを送った。
道徳ノートには、児童一人一人に合わせた励ましや授業内の活動に対するメッセー
ジを朱書きしている。児童の頑張りを認め、次時への意欲を高めるきっかけにする
ことができた。

〇 道徳に関しては数字で評価することはしないが、担任による継続的な見取りや道
徳ノートにおける心情の変化を見つけることをさらに大切にしていきたい。

● 授業後道徳ノートに教師のコメントを記入して教室内に掲示したことで、互いの
考えの理解の場としたが、１年生の実態をふまえ、交流が深まるように更に工夫し
ていく必要がある。
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江名小学校第１学年 道徳学習指導の実際と考察
日 時：平成３０年７月１３日（金）第５校時

授業者：いわき市立江名小学校 教諭 田中優子

授業テーマ 道徳的価値を基に、自己の生き方について考えを深める指導のあり方

～自ら「考え」「学び」「生かす」子どもの育成～

１ 主題名 感謝の気持ちを伝える Ｂ－（８）感謝

２ 教材名 「みんな だれかに」 （出典：あたらしいどうとく 東京書籍）

３ 主題設定の理由

(1) ねらいとする道徳的価値について（価値観）

よりよい人間関係を築くためには、互いに認め合うことが大切である。その根底に

は、相手に対する尊敬と感謝の念が必要である。人々に支えられ助けられて自分が存

在するという認識に立つとき、相互に尊敬と感謝の念が生まれてくる。そして、それ

は、日々の生活、あるいは自分が存在することに対する感謝へと広がる。感謝の気持

ちは、人が自分のためにしてくれている事柄に気付くこと、それは、どのような思い

でしてくれているのかを知ることで芽生え、育まれてくる。

(2) 児童の実態（子ども観）

この時期の児童は、家庭や学校など身近な人にたくさんお世話になっている。本学

級の児童も、友達に物を借りたり、上級生に助けてもらったりしている。そして、す

ぐに「ありがとう」という言葉を言う姿や帰りの会の「キラリ！江名っ子」を発表す

る時間には友達に感謝する姿も見られる。しかし、誰かに自分の世話をしてもらうこ

とを当たり前のように感じていることがあり、感謝を伝えていないこともある。

本時では、困った時に助けてもらった人だけでなく、お世話になった人にも感謝し、

その気持ちを相手に伝えようとする気持ちを育てていきたい。

(3) 教材について（教材観）

本教材は、植物、動物、人間がともに生きるために、お互いが支え合い助け合いな

がら生きていることを「ハチと花」「リスと木」「ワニと鳥」「魚とイソギンチャク」「ブ

タと小さい虫」「牛やニワトリと子ども」の６つの場面を使って描かれている。また、

生き物たちが互いに「ありがとう」という言葉で感謝の気持ちを伝えている。

４ 本時のねらい

日頃、自分たちの生活を支えてくれたり、助けてくれたりしている人々に感謝し、

その気持ちを伝えようとする心情を育む。

５ 板書計画
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６ 学習過程

段 学習活動・内容 時 ○ 指導上の留意点

階 （◎中心発問 ・予想される児童の反応） 間 ※ 評価

１ 本時の課題を確認する。 5 ○経験を想起することで、ねらいとする

○どんな人にお世話になってい 分 道徳的価値への方向付けをする。

導 ますか。

・おかあさん

・お父さん

・６年生

入

お世話になっているひとに

２ 教材「みんな だれかに」を聞 35 ○「ハチと花」「ワニと鳥」「牛やニワ

いて話し合う。 分 トリと子ども」の３つの場面を示す。

○どんなことを言っているかを考 ○黒板シアターで教材提示をする。

えながら聞いてください。

（１）ハチと花について話し合う。

○ハチは蜜をもらっている時、な

んと言っているでしょうか。

展 ・おいしい。

・ありがとう。

（２）ワニと鳥について話し合う。

○鳥は食べているとき、なんと言 ○鳥だけの気持ちだけでなく、ワニの気

っているでしょうか。 持ちにも触れることでお互いに感謝し

・おなかいっぱいになったよ。 ていることに気付かせる。

・ありがとう。 ○片方がいなくなってしまったらどうな

○ワニは、なんと言っているでし ってしまうかも考えさせ、当たり前の

ょうか。 存在だがお互いに支え合っていること

・ぼくの歯は、ぴっかぴかだよ。 にも気付かせる。

・ありがとう。

（３）牛やニワトリと子どもにつ ○役割演技をすることで、動物や子ども

開 いて話し合う。 の思いに触れ、「ありがとう」と「支

◎ご飯をあげたニワトリから卵を え合う」との関係について気付かせる。

もらっているとき、子どもはど ※お互いに感謝の気持ちをもっているこ

んなことを言っているでしょう とに気付いたか。（発表）

か。

・ありがとう。

・大事に食べるね。

○たくさんの人に世話になっていること３ 自分のことを振り返って考え

を想起させ、自己を振り返らせる。る。

※手紙を書くことで感謝の気持ちを伝え○今までお世話になった全員に「あ

ようとしているか。（ワークシート）りがとう」を言っていましたか。

○その中の１人に短い手紙を書い

てみましょう。

○手紙を発表してください。

終 ４ 学習のまとめをする。 ５ ○日常生活で児童が気付かないような事

○みなさんの生活の中から気付い 分 例について話し、まとめる。

末 たことを紹介します。
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７ 考察

質の高い多様な指導方法の視点から

（１）「導入部分での教材提示の工夫」について

○ 黒板シアターを活用することで、1年生であっても集中して話を聞かせ、教材文を

理解させることができた。

○ イラストの提示、教師による感情豊かな話し方など、視覚的、聴覚的、心情的なは

たらきかけを行うことで、児童一人一人に教材文のスムーズな理解を促すことができ

た。

○ 場面ごとに区切って教材の提示を行うことで、児童にそ

れぞれの場面の気持ちを考えさせることができた。

● 教材提示にやや時間をかけすぎてしまった。低学年の場

合、価値に気付くだけで精一杯の面があるかもしれないが、

教材にかける時間と自己を振り返る時間のバランスが今後

の課題である。

（２）「発問と板書の工夫」について

○ 学年の発達段階を考慮し、場面発問型の板書（教材名を書き、教材の場面絵や発問

を順を追って掲示しながら児童の発言を板書していく形式）を取り入れた。そのこと

で、読み物教材の内容を把握しやすくし、登場人物に自我関与しながら、ねらいとす

る価値に対して共感的理解を図っていくことができた。

○ 発問を吟味・精選して授業を組み立てることで、児童に考えさせる時間を十分に確

保することができた。また、中心発問は黒板の中心に提示し、本時で考えさせたいこ

とを児童にも明確に意識付けさせることができた。

● 黒板シアターと場面発問型の板書がかみあっていないところがあったので、今後研

究が必要である。

（３）「指導に活かす評価の工夫」について

○ 役割演技を行わせ、動物たちの感謝の気持ちにどれだけ気付くことができたのかを

評価した。その際、表面的な理解にとどまっている場合には、お互いにやってみての

感想を話したり聞いたりさせることで、多面的・多角的な理解を促すことができた。

● 展開後半に今までお世話になった中の一人に短い手紙を書かせて評価を行った。感

謝の気持ちを伝えようとしていた児童は多かったが、たくさんの人へ感謝をしていた

かという面では、深まりがみられなかった。（特定の人への感謝に偏っていた。）多

面的・多角的な見方、考え方へと広げようとしたが、本時の授業の中では、時間的な

制約で難しかった。

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の視点から

事後研究会では、役割演技や手紙を書かせることは１学年には難しい活動ではないか、

という意見が出された。（確かに手紙などが十分に書けない児童がいた。）その際、書け

ないからといって評価を低くするのではなく、様々な方法で評価をすることが大切である

とのご指導を頂いた。また、1学年で難しい活動であっても、今回の本学級の児童のよう

に役割演技がきちんとできる場合もある。それまでの学習活動に対する教師の継続的な評

価と励ましがあったからであると考える。今後も、実態に応じた評価と継続的な励ましを

心がけたい。

また、展開後半で手紙を書かせたことは、児童の学習状況を記録として蓄積し、今後の

道徳性に係る成長の様子を把握するための資料としては、必要かつ有効な活動であった。

児童一人一人に教師のコメントを入れることで、児童の励ましにもなっている。本授業を

通して、計画的で継続的な評価の必要性を改めて認識した。
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福島第四中学校第１学年 道徳学習指導の実際と考察

日 時：平成３０年１１月２日（金） 第５校時
授業者：福島市立福島第四中学校 教諭 及川容子

授業のテーマ 主人公の加奈子がとってしまった行動の原因と解決策を考える活動を通して、寛
容な気持ちで相互理解する態度を育てる授業

１ 主題名 他に学ぶ姿勢 Ｃ－（５） 相互理解、寛容

２ 教材名 「言葉の向こうに」 （出典：『私たちの道徳』文部科学省）

３ 主題設定の理由

（１） ねらいとする道徳的価値について（価値観）
人間の相互の理解は、自分の考えや意見を発信することが一つの鍵になる。様々な物事につ

いて、自分の考えや意見を人に伝えることは、人間関係を築き、相互理解を深めるために欠か
すことができない。人間は、大抵の物事についてその全体を知り尽くすことは難しく、自分な
りの角度や視点から物事を見ることが多い。人には、それぞれ自分のものの見方や考え方があ
り、個性がある。そこで大切なことは、互いが相手の存在の独自性を認め、相手の考えや立場
を尊重することである。他者との関わりの中で具体的な物事について話し合ってみないと、自
分の見方や考え方の狭さに気づくことができない。そして、自分自身も他者も、過ちを犯しや
すい人間であると深く理解することで、自分と異なる他者の立場や考え方を尊重することがで
きる。寛容の気持ちをもてば、人を許し受け入れてとがめだてしないで、他者のよい面を積極
的に認めようとすることができる。

（２） 生徒の実態（生徒観）
５月に行った道徳のアンケートから、「道徳の時間は好きである」という項目について「そ

う思う」、「どちらかというとそう思う」生徒は８９％、「道徳は役に立つ」について「そう思
う」、「どちらかというとそう思う」生徒は１００％であった。また、「人の気持ちが分かる人
間になりたい」と全ての生徒が感じている。また、今回の主題に関して「他の人の個性や立場
を尊重し、いろいろなものの見方や考え方があることを理解しながら接していますか」につい
て「自分は優れている」と感じている生徒は９６％である。しかし、実態を見てみると、毎日
のように、自分たちでは解決できないもめ事や、口げんかで大人に助けを求める様子が見られ
る。日常生活の中で、他者は自分とは違うと分かっていても、自分に事が降りかかると、自分
の価値や、自分の立場を主張し、トラブルに至る場合が多いように感じる。

（３） 教材について（教材観）
主人公の加奈子は、インターネットで、ヨーロッパのサッカーチームのＡ選手のファン仲間

と交流を楽しんでいる。ある試合をきっかけに心ない書き込みに怒った加奈子は、自分もひど
い言葉で応酬し、注意されてしまう。インターネットの上での言葉のやりとりの難しさに直面
した加奈子だったが、「言葉の向こうにいる人々の顔を思い浮かべてみて。」という言葉から、
言葉の受け手の存在を忘れてしまっていた自分に気づくという教材である。

４ 本時のねらい

主人公の加奈子がとってしまった行動の原因と解決策を考える活動を通して、多様な見方や考え
方があることを理解し、相手の立場を尊重し寛容な心を持とうとする態度を育てる。

５ 板書計画
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な
た
が
加
奈
子
だ
っ
た
ら
ど
う

し
ま
す
か
。

相
手
の
立
場
や
考
え
方
を
尊
重
し

つ
つ
、
自
分
も
成
長
し
て
い
く
に
は
、

ど
の
よ
う
な
態
度
や
気
持
ち
が
大
切

か
を
考
ま
し
ょ
う
。
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６ 学習過程

学習活動・内容
時間

○ 指導上の留意点
段階 （◎中心発問 ・予想される生徒の反応） ※ 評価

１ 課題意識をもつ。 ３
導

○ 「インターネット、メールや LINE」で嫌な ○ 本時と総合の時間のつながりを
思いをしたり、困った出来事が起きたりした 意識させるために、総合の時間で

入 ことはありませんか。 学習した「情報モラル」に関する
・好きなアイドルについての嫌な書き込みを ことを想起させる。
見つけて嫌な気分になった。

２ 教材「言葉の向こうに」の前半部分を読んで １７
話し合う。

○ 加奈子はどんなことで困っているのだろう。 ○ 教材の内容が理解しやすいよう
・悪口を言われたこと。 に、登場人物を紹介してから範読
・Ａをかばったことを非難されてしまったこ する。
と。

○ あなたが加奈子だったらどうしますか。 ○ 主人公の立場に立って、自分事
・無視する。 として考えさせることで、問題意
・サイトから抜ける。 識をもってねらいに迫れるように
・謝る。 する。

展 ３ 教材の後半部分を読んで話し合う。 ２０

○ 「匿名だからこそ、あなたが書いた言葉の ○ この言葉を発した人の思いにつ
向こうにいる人々の顔を思い浮かべてみて」 いて、互いに意見を交流させなが
と言った人は、加奈子に何を伝えたかったの ら、班で考えさせることで、本時

開 だろう。 のねらいとする道徳的価値を多面
・自分の言いたいことだけでなく、相手のこ 的、多角的に考えさせる。
とも考えてほしい。 ○ 補助発言を投げかけることで、

・人それぞれに違う意見があることに気付い 言葉を発した人の思いを、自分の
てほしい。 経験や今の生活と結びつけて話し

・サイトを見る人の気持ちを考えてほしい。 合い、考えを深めさせる。

◎ あなたが加奈子だったらどうしますか。 ※ いろいろなものの見方や考え方
・相手の気持ちを考えずに書き込みをしてい があることを理解しながら、自分
たのだから、謝る。 の行動について考えている。

・サイトをもう一度見直し、書き込みをして （発表・ワークシート）
いる人の顔を実際に思い浮かべてみる。

・謝って、次から言葉に気を付け、楽しく使
えるようにする。

４ 今日学習したことを振り返る。 １０
○ 本時のねらいとする価値を自分

○ 相手の立場や考え方を尊重しつつ、自分も なりに深められるようにするため
成長していくには、どのような態度や気持ち に、振り返りの観点を明らかにし

終 が大切かを考えましょう。 て、ワークシートに記入させる。
・自分がされて嫌なことは、相手にもしない。 ※ 相手や周囲の人の立場や考え方
・自分の意見だけではなく、相手の意見も尊 を尊重し、広い心をもって接する

末 重する。 ことの大切さに気づくことができ
・相手の気持ちを常に考えて行動する。 たか。
・相手がなぜそういう考え方をするのかにつ （観察・発表・ワークシート）
いても考える。 ○ 教師が意図的に指名し、ねらい

とする道徳的価値についての考え
を深めさせる。
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７ 考察

質の高い多様な指導方法の視点から

（１）授業のねらいに迫り、生徒の考えを深める発問の工夫について

○ 今回の授業では、「道徳科における質の高い多様な指導方法について」（平成２８

年７月「道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」）におけるの中に示さ

れている、問題解決的な学習につながる発問を取り入れてみた。総合的な学習の時間

で学んだ情報モラルについての学習を生かし、「自分だったらどうだろう」という発

問を柱にして授業を組み立てた。身近な問題をとらえて考えさせることができた。

● 生徒の心を揺さぶる問い返しがあってもよかった。ネットへの悪口に関して、「最

初に悪口を書き込んできたのは向こうなのだから、加奈子さんは悪くないのではない

か」と問うことで、なぜだめなのか、さらに深く考えさせることができたのではない

かと思われる。

（２）多面的・多角的、批判的に考えさせたり、議論・討論させたりする授業の工夫につ

いて

○ 加奈子にアドバイスをくれた人の思いについて、互いに意見を交流させながら班で

話し合わせることにより、自分以外の多様な考えに触れさせることができた。友達の

考えを受けて自分の考えを広め、自らの振り返りに生かそうとする生徒たちの姿が見

られた。

● 生徒同士の交流場面では、思考の可視化を工夫することでさらに多様な考えを引き

出し、自己の内省に生かすことができたのではないかと思われる。

（３）振り返りの方法の工夫・改善について

○ ローテーション授業として行った別の学級の授業では、「自分と違うものの見方や、

考えを受け止めることについて何を学びましたか」という振り返りを行ったが、自分

事として捉えさせるのが難しかったため、もっと観点を明らかにし、「相手の立場や

考え方を尊重しつつ、自分も成長していくためには、どのような態度や気持ちが大切

か」という振り返りに変更した。そうすることで、

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中でより

深めさせることができた。

● 今回の授業は、どちらかというと資料の内容につ

いて考える時間が長かった。自分を振り返る場面に

もっと比重を置いて考えさせた方が、自分自身とし

っかり向き合い、さらに深く思考することができる

のではないかと思われる。

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の観点から

○ ローテーション授業として行った別の学級の授業では、評価は振り返りの場面一箇

所だけであったが、「道徳の評価では、『一面的な見方から多面的・多角的な見方へ

と発展させていたかどうか』が重要」ということを再確認し、生徒同士の意見交流の

場面での評価も取り入れた。また、話合いの前と後に同じ発問を入れ、生徒の変容を

見ることができるようにした。授業においては、友人の意見を聞いて頷く生徒の姿や、

意欲的に自分の考えを伝えようとする生徒の姿が見られた。授業で取り上げた発問に

ついて、全員が真剣に向き合い、考えている様子がうかがえた。このような姿をその

都度価値づけながら累積し、成長の見取りにつなげることができた。

● 生徒のワークシートを見ると、「広い心を持って接することの大切さ」について考

えを深められている生徒が多かったが、中にはほとんど書けていない生徒もいた。道

徳的価値の理解を自分自身の関わりの中で深めさせるために、生徒の心を揺さぶる発

問の工夫や振り返りの工夫など、さらに改善していく必要があると考える。
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本郷中学校第３学年 道徳学習指導の実際と考察 

                日 時：平成３０年１０月４日（木）第３校時  
                授業者：会津美里町立本郷中学校 教諭 三浦 唯  

授業テーマ  
 友情や孤独について、個々で考えたり、意見交換をしたりすることで、

ねらいとする価値に迫り、真の友情を築くために必要なことを深く考えさ

せる授業  
１ 主題名  深い友情を築くために B-(8)友情、信頼  
 
２ 教材名  友情 （出典：みんなで生き方を考える道徳）  
 
３ 主題設定の理由 

 (1) ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

   人間の社会は、互いに協力することによって望ましい社会生活が営まれ豊かな文化

が形成される。そこに生じる「友情」は、人間として互いの特徴や個性を尊重し、互

いに支え、競い合い、高め合うことによって深まる。中学生の時期は、心から信頼で

きる友だちを求め、友達への期待も高まる一方、時には悩み、友達であるからこそ意

見がぶつかることもある。しかしながら、これらの悩みや葛藤を乗り越えることで、

真の友情は培われているものである。 

 (2) 生徒の実態（子ども観） 

   小学校の段階で、互いに信頼し学び合って友情を深め、異性への正しい理解ととも

によりよい友達関係を築くよさについて学習してきた。中学生になると体験や学習の

質が高まり、互いに心を許し合える友達を真剣に求めるようになる。しかし、日常の

学校生活の様子を見ると、友達関係の幅や友達との付き合い方などがある程度決まっ

てきており、うわべの同調者を友達と錯覚して、友達関係に翻弄されている生徒も多

い。自分から真の友情を築くための共通の課題について考えを深めたり、互いの正し

い理解によってより豊かな人間関係が築かれることに気付かせたりする必要がある。 

 (3) 教材について（教材観） 

   一人でいることを「暗い」「友達がいない」と捉え、大勢で賑やかにしていることを

「明るい」「人気者」と捉える傾向にある生徒に、じっくりと静かに自分と向き合い物

事を考えることの醍醐味や、自立した個人同士の間にしか真の友情は存在し得ないと

いうことを伝えるのに適した教材である。また、中学生にとって最大の関心事であろ

う「友情」について改めて考えさせ、意見を交換したり、自分の考えや悩みを振り返

ったりするのにも適した教材である。 

 
４ 本時のねらい 

   友情や孤独についての意見交換を通して、真の友情を築くために必要なことについ

て自分の考えを持ち、その実現に向けて努力しようとする心情を養う。  
 
５ 板書計画 

 

 
☆「一人でいること」  
 
 

本当の友情って・・・？   

友達  友情  

☆「いい友達」に巡り会えない時  
・いろんな人に積極的に関わる。 
・気が合わない人にも合わせる。 

（本当の友情を築くために） 
・大事なことを話し合える。  
・困っているときに  

助け合える。  
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６ 学習過程 

段  
階  

学習活動・内容  
（◎中心発問 ・予想される生徒の反応）  

時  
間  

○指導上の留意点  
※評価  

導  
 
 
 

入  

１ QU テストの結果を見て、自分

たちの友達観・友情観について

知る。  
 ・人と仲良くする方法を知って  

いる。（6 割）  
 ・仲の良いグループ内では、中

心  
的なメンバーである。（3 割）  

 ・本音や悩みを話せる友人がい

る。（5 割）  
２ 課題の「本当の友情って・・・？」 

を知る。  

４  
 
 
 
 
 
 
 
 
１  

○ QU テストの結果を見せ、友人関係につ

いての学級全体の現状を理解させる。  
○ 特に「本音や悩みを話せる友人がいる」

と答えた生徒が半分ほどあるという現状

を知らせ、本時の課題につなげる。  

展  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開  

３ 「いい友達」に巡り会えない

時はどうするのかを３人の班で

考え、全体に発表する。  
 ・いろんな人と積極的に関わっ

てみる。  
 ・気が合わない人にも合わせよ

うとする。  
 ・無理をしないで一人でいる。  
４ 「一人でいること」について

３人の班で意見交換をし、全

体に発表する。  
・暗い、仲間はずれ（マイナス

面）  
・一人で落ち着いて物事を考え

られる。（プラス面）  
５ 教材１を読み、本時の課題に

迫る。  
 ◎ 「本当の友情」とはどのよ

うなことか。  
(1)「本当の友情」とはどのような 

ことかを３人の班で考え、全体 

で共有する。 

・大事なことについて話し合え

る。 

・困っている時に助け合える。 

・悩みを相談し合える。 

(2)「本当の友情」を築くために今

後自分が心がけていきたいこと

をワークシートに書く。 

(3)ワークシートに書かれた友達

の意見を聞く。 

10 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

20 

【問いかけのポイント】  

○ ３人の班であらかじめ発表の順番を決

めさせ、必ず全員に発表の機会が回るよ

うにする。  
○ ホワイトボードに書かせ発表させる。  
○ 発表させた後、マイナス面とプラス面

を整理し、「一人でいること」を多面的に

捉えさせたい。  
※ 友達の意見をしっかりと聞きながら、

自分の意見をまとめ、述べているか。（観

察）  
○ 本当の友情がどのようなことかを深く

考えさせることで、自分が今後心がけて

いきたいことを考えやすくする。  
○ ワークシートを回収し、何人かの意見

を紹介する。  
【深い学びのポイント】  

※ 「本当の友情」について、自分事とし

て考えることができたか。（観察・ワーク

シート）  
 
 

終  
末  

６ 教材２を読み、「本当の友情」

の 大 切 さ に つ い て 理 解 を 深 め

る。  

５  ○ 教師の説話なども交え、「本当の友情」

への意識が高まるようにする。  

意見交換や発表を参考にしながら、

「いい友達」や「一人でいること」につ

いて自分の考えを持たせる。  

 本当の友情とはお互いを信頼して、何

かをし合えるという関係性の中に生ま

れるものであるということに気付かせ

る。  
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６ 学習過程 

段  
階  

学習活動・内容  
（◎中心発問 ・予想される生徒の反応）  

時  
間  

○指導上の留意点  
※評価  

導  
 
 
 

入  

１ QU テストの結果を見て、自分

たちの友達観・友情観について

知る。  
 ・人と仲良くする方法を知って  

いる。（6 割）  
 ・仲の良いグループ内では、中

心  
的なメンバーである。（3 割）  

 ・本音や悩みを話せる友人がい

る。（5 割）  
２ 課題の「本当の友情って・・・？」 

を知る。  

４  
 
 
 
 
 
 
 
 
１  

○ QU テストの結果を見せ、友人関係につ

いての学級全体の現状を理解させる。  
○ 特に「本音や悩みを話せる友人がいる」

と答えた生徒が半分ほどあるという現状

を知らせ、本時の課題につなげる。  

展  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開  

３ 「いい友達」に巡り会えない

時はどうするのかを３人の班で

考え、全体に発表する。  
 ・いろんな人と積極的に関わっ

てみる。  
 ・気が合わない人にも合わせよ

うとする。  
 ・無理をしないで一人でいる。  
４ 「一人でいること」について

３人の班で意見交換をし、全

体に発表する。  
・暗い、仲間はずれ（マイナス

面）  
・一人で落ち着いて物事を考え

られる。（プラス面）  
５ 教材１を読み、本時の課題に

迫る。  
 ◎ 「本当の友情」とはどのよ

うなことか。  
(1)「本当の友情」とはどのような 

ことかを３人の班で考え、全体 

で共有する。 

・大事なことについて話し合え

る。 

・困っている時に助け合える。 

・悩みを相談し合える。 

(2)「本当の友情」を築くために今

後自分が心がけていきたいこと

をワークシートに書く。 

(3)ワークシートに書かれた友達

の意見を聞く。 

10 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

20 

【問いかけのポイント】  

○ ３人の班であらかじめ発表の順番を決

めさせ、必ず全員に発表の機会が回るよ

うにする。  
○ ホワイトボードに書かせ発表させる。  
○ 発表させた後、マイナス面とプラス面

を整理し、「一人でいること」を多面的に

捉えさせたい。  
※ 友達の意見をしっかりと聞きながら、

自分の意見をまとめ、述べているか。（観

察）  
○ 本当の友情がどのようなことかを深く

考えさせることで、自分が今後心がけて

いきたいことを考えやすくする。  
○ ワークシートを回収し、何人かの意見

を紹介する。  
【深い学びのポイント】  

※ 「本当の友情」について、自分事とし

て考えることができたか。（観察・ワーク

シート）  
 
 

終  
末  

６ 教材２を読み、「本当の友情」

の 大 切 さ に つ い て 理 解 を 深 め

る。  

５  ○ 教師の説話なども交え、「本当の友情」

への意識が高まるようにする。  

意見交換や発表を参考にしながら、

「いい友達」や「一人でいること」につ

いて自分の考えを持たせる。  

 本当の友情とはお互いを信頼して、何

かをし合えるという関係性の中に生ま

れるものであるということに気付かせ

る。  

７ 考察 

質の高い多様な指導方法の視点から 

 (1) 「生徒が興味・関心をもち、主体的に考えたくなる教材提示の工夫」について 

  ○ QU テストの結果を提示したことにより、学級内での友人関係や学級全体の現状を

具体的に知ることができ、本時の目標に迫るきっかけとなった。 

  ○ 一部抜粋という形で教材を活用したことにより、教材から道徳的価値に直接迫る

ことができ、自他の意見を深く考え、多角的に捉えることにもつながった。 

  ● 教師の視点からの教材の受け止め方と、生徒の視点からの教材の受け止め方を照

らし合わせ、教師が気付かせたいこと、生徒が考えたいことが重なるようにするこ

とが大切である。そのため、その内容からどのように活用できるかを十分検討し、

生徒の実態に応じて弾力的に活用することが大切である。 

 (2) 「生徒一人一人が自己と向き合い深く考えたくなる中心発問の工夫」について 

  ○ 教師自ら発問の意図を明確にしておくことで、補助発問から中心発問へのつなが

りが良く、ねらいに迫ることができた。 

  ● 授業の価値観や教材観に基づいて、ねらいとする道徳的価値に関して最も考えさ

せたい資料中の場面を明らかにし、中心発問を設定することが大切である。 

  ● 行動の仕方だけを考えさせる発問はさけ、生徒の思考に揺さぶりをかけたり、人

物の心情に迫らせたりするなど、行動の根拠になる心の在り方に関する発問をしな

ければならない。 

 (3) 「考え、議論する道徳を目指した言語活動の工夫」について 

  ○ ３名のグループ活動を取り入れ、道徳的価値について互いの考えを出し合い、議

論することで、自ら道徳的価値の大切さや、自分との関わりについて気付くことが

できた。 

  ○ 自己の考えを明確にし、話し合いを深めるために、ホワイトボードやワークシー

トを活用し、書く活動を充実させた。書く活動により、教師側も生徒の感じ方や考

え方を捉え、個別指導をする機会にもつながった。 

  ● グループ活動は教師の指示であり、教師がその

意図を明確にすることは大切である。「なぜグルー

プ活動をさせるのか」単に全体交流の活性化や発

言の少なさを補うためであってはならない。 

  ● グループ活動から全体での共有では、グループ

による発表に留まる場合が多くある。一つの発表

に対しての意見・考えを求め、「議論する道徳」の

展開につなげたい。 

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の観点から 

 (1) 学習状況について 

  ○ ３人組での意見交換では、「伝え合う」「聞き合う」ことを通して、自他の考えの

よさに気付き、いい友達に対する自己の考えを深め合うことができた。 

 (2) 道徳性に係る成長の様子について 

  ○ 友達関係の幅や友達との付き合い方などがある程度決まっており、一部の同調者

を友達と錯覚して、友達関係に翻弄されている生徒が多かったが、授業を通して、

一人でじっくり考えることのできる「孤独」のよさに気付くことができた。このこ

とは、生徒たちにとって大きな収穫であった。 

  ○ ワークシートの活用により生徒の頑張りや心の変化を認め、コメント記入や掲示

等で励ますと共に、資料を蓄積することで評価に生かしたい。 

  【ワークシートより】 

  ・ 相手に自分のことを分かってもらうのではなく、自分が相手のことを分かろうと

する。相手を信頼し、積極的に友情を築こうとする。 

  ・ 本当の友情とは、互いに相手のことが考えられることだと思う。 
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舘岩中学校第３学年 道徳学習指導の実際と考察

日 時：平成３０年１１月１２日（水）２校時
授業者：南会津町立舘岩中学校 教諭 菅野 千春

授業テーマ 他者と共によりよく生きることを学ぶ道徳教育
～自ら考え、学び合う授業づくり～

１ 主題名 人間の強さや気高さを信じ生きる Ｄ－（２２）よりよく生きる喜び

２ 教材名 二人の弟子（出典：私たちの道徳 中学校 文部科学省）

３ 主題設定の理由
(1) ねらいとする道徳的価値について（価値観）

誰でも、自分に自信がもてなかったり、劣等感に悩んだり、誰かを妬んだり、恨ん
だりすることがある。ありのままの人間は、決して完全なものではない。時として様
々な誘惑に負け、やすきに流れることもあるが、誰もがもつ良心によって悩み、苦し
み、良心の責めと戦いながら、呵責に耐えきれない自分の存在を深く意識するように
なる。こうした苦しみに打ち勝って、自分に誇りをもつことができたとき、人間とし
て生きる喜びに気づくことができる。人間の強さと気高さは、弱さと醜さと決して離
れているわけではなく、表裏の関係である。よりよく生きる喜びとは、自己満足では
なく、人間としての誇りや深い人間愛でもあり、崇高な人生を目指し、同じ人間とし
て共に生きていくことへの深い喜びでもあると考える。

(2) 生徒の実態（子ども観）
第３学年は、計１４名からなる学級である。生徒の大半は、幼稚園から同じ集団の

中で生活しており、周囲の人の気持ちを感じ取って行動することができる。しかし、
人間関係が固定化しているためか、長所や短所など、幼稚園や小学校からもち続けて
いる互いの印象の中で生活する様子が見られる。

３年生になり、進路や進学など、将来について考える機会が増え、自分自身と向き
合う中で、自信がもてず劣等感にさいなまれたり、他人を羨ましく思ったりしたこと
はあるのではないかと推測する。「より良く生きる喜び」については、１１月１日の
道徳の時間で伊能忠敬の生き方に触れ、既習している。そのため生徒は、より良く生
きるためには心の弱さに打ち勝ち、克服する必要があるという考えをもっている。し
かし、心の弱さに向き合うということがどのようなことなのかを具体的に想像するこ
とができない生徒が多い。

(3) 教材について（教材観）
本教材には、仏門で修業する二人の若者の対照的な生き方が描かれている。一人は、

意志の弱さから修行を投げ出し、人生の苦しみの中で自分の愚かさに悲嘆する道信。
もう一人は、厳しい修行に耐え抜いて立派な僧侶に成長したが、突然に舞い戻った旧
友を許せない自分の醜さに苦悩する智行。対照的な生き方の二人の弟子が、自分の弱
さや醜さに向き合い、それを克服し、人間として気高く生きようとする姿勢が描かれ
た文章である。

この教材で「人生相談をするならば智行と道信のどちらに相談するか」を考えさせ
ることによって、弱さや醜さが時として人間らしい魅力になり得るということに気づ
かせたい。自分だけが弱いのではないということに気づき、自分の弱さを強さに、醜
さを気高さに変えられるという自信をもって、よりよく生きる喜びを見いだす態度を
育てたい。

４ 本時のねらい
自分の弱さを強さに、醜さを気高さに変えられるという自信をもって、よりよく生

きる喜びを見出そうとする心情を育てる。

５ 板書計画

「より良い生き方」－ 弱さと向き合うには？－
理由 理由

・ ・
・ ・
・ ・

より良い生き方とは⇒

道信智行
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６ 学習過程
段 学習内容・活動 時 間 ○ 指導上の留意点
階 （◎中心発問 ●基本発問・予想される生徒の反応） ※ 評価

１ 価値の方向付けを図る。 一斉 ○ 問い返しにより、意見の根拠も明ら
● あなたは自分のことが好きですか。 ３ かにする。

導 ・好き。毎日楽しく生活しているから。 ○ 自分について考えることを通して、
・好きな部分も嫌いな部分もある。 より良い生き方について考えさせる。
・嫌い。努力することができないから。いいところが ○ 特に嫌いな部分の根拠を明確にして

入 ないから。自信がないから。 おくようにする。
○ 発言が少ない場合には、くじ引きに

よって指名する。
２ 物語を振り返り、智行、道信、上人の関係や人物 一斉 ○ 朝読書の時間に範読しておく。

について整理する。 ３ ○ 読解にならないように、必要な情報
智行 のみを簡潔に振り返らせるようにす
・名家の三男で、幼いころから才覚を発揮。 る。また、資料に書かれている情報に
・本山での厳しい修行に耐えて立派な僧侶になった。 ついては教師から提示する。
道信 ○ 本時では、智行と道信に着目するこ
・先の戦で孤児となり、上人に育てられた。 とを伝える。
・都で評判の「白拍子」を好きになり、本山での修業
を途中で逃げ出した。

展 上人
・若い二人の学問への深い情熱を愛し、都の本山へ送
り出してくれた。

３ 人生相談をするならどちらに相談するかについて 個 ○ エリートな智行の真面目さと、波乱
話し合う。 ５ 万丈な生き方の道信の人間らしさに着

● 人生相談をするなら、智行と道信のどちらに相談 目させる。
しますか。 班 ○ なぜそのように考えるのか、根拠を

智行 １５ もって意見交換をさせる。
・真剣に答えてくれそうだから。
・真面目なので、正しい答えをくれそうだから。
・正論を答えてくれそうだから。
・努力し続けてきた人で、尊敬できるから。
道信
・挫折や後悔を経験しているから。
・弱い部分がある人の方が共感できるから。
・自分の弱さに打ち勝った人だから。

４ ３で話し合ったことを共有する。 一斉 ○ 智行や道信の弱さに着目した意見を
１０ とりあげ、弱さと強さは表裏の関係に

開 あることに気づかせる。

５ 主題にせまる。 個 ○ 考えたことを発表させ、共有させる。
◎ よりよい生き方とはどのような生き方だと思いま １０ ○ 既習の内容と照らして、考えの深ま
すか。 りを確認させる。

・自分の弱さと向き合い克服しようと努力すること。 ※ 自分自身の弱さと向き合い、より良
・自分自身の弱さを乗り越えて、その経験を強みに変 い生き方について深く考えている。
えられるような生き方をすること。 （観察、ワークシート）

・目標のために、辛いことに対してもひたむきに努力
することができる心の強さをもって生きること。

６ 振り返りを記入する。 個 ○ 帰りの学活で名前を伏せて感想を紹
終 ４ 介する。

末
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７ 考察

質の高い多様な指導方法の視点から

（１）「事象に対して、生徒一人一人に自分なりの考えをもたせる工夫」について
○ 本時で使用した教材の範読を朝読書の時間に行った。そのため、授業内において

自分を見つめる「個」の時間をしっかりと確保することができた。
○ 「人生相談をするなら、智行と道信のどちらに相談しますか」という発問に対し、

一人一人が意欲的に、そして真剣に考えている様子がうかがえた。この発問が自分
事としてとらえやすく、考えを出しやすかったからと考える。

● 「道信」に相談する集団と「智行」に相談する集団に分けて意見交流をさせてか
ら個に戻す方法もあった。互いの意見の根拠を知り、自分の意見をより深めること
ができたのではないかと考える。

（２）「他者と考えを共有し、様々な考えに触れる学習活動の工夫」について
○ 班での話し合いにおいて、発問に対して、全員が根拠をもって考えを発表し、考

えに対する意見交換が活発に行われていた。これまでの授業で積み重ねたことが一
人一人に「話し合いの型」として定着していたため、抵抗なく話し合いに臨むこと
ができたと考える。

○ 一人一人が他の生徒の発表を真剣に聞くこ
とにより、多様な見方・考え方に触れること
ができた。班では「トリオ学習」の座席、全
体での交流を重視した全員発表では「円形の
座席」、異なる意見交流では「ダブルＵ字型
の座席」と３度学習形態を変えたことにより、
話し合いの目的意識が高まり、集中できたこ
とが大きな要因と考える。

● 教師の意図的な指名によって授業をコーデ
ィネートしていく必要があった。

● 「道信」と「智行」を混ぜてグルーピング
したが、分けて話し合いをさせることで、二
人の人物像や生き方に対する考えを自然に深
め、それぞれの生き方から自分の生き方のヒントになるものを見つけ出す方法もあ
ったのではないかと考える。

（３）「生徒一人一人の考えの変容や成長を認識できる場面の設定」について
○ 中心発問に関連した基本発問を導入に行ったことにより、２つの発問に対する考

えの変容や成長を見取ることができた。発言やノートの記述内容に対する教師の意
識づけにより、一人一人に対しても考えの変容や成長を認識させることができた。

○ 授業の最後に各自の振り返りをノートに記入する時間を確保した。その内容を帰
りの学級活動を活用して教師が紹介したことで、共有化を図るとともに一人一人の
深い学びにつなげることができた。

● 他者の考えを受けて自分の考えを広げたり深めたりできた生徒もいたが、初めの
考えから意見が変容しなかった生徒もいた。心の動きを可視化することの難しさを
感じた。

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の視点から

本校では、Ｂ５のワークシートを貼ることができる「道徳ノート」を毎時間使用し
て道徳科の授業を行っている。このノートを毎時間集めて、授業者が生徒を認め励ま
すコメントを記入している。継続的なこの取組によって、生徒一人一人が自らの成長
を実感し、意欲の向上につながっている。今回の授業は、学年重点項目を取り上げた
ため、同じ内容項目の授業を数時間前に行っている。中心発問に対する自分の記述内
容を、数ページ前のノートを開いて比較したり、参考にしたりしている生徒の姿が見
られた。これまでの学習の積み重ねを確認できる「道徳ノート」の活用は、生徒が自
己の変容や成長を意識できるという観点でも大変有効である。

今回の授業の内容項目は「よりよく生きる喜び」という難しいものであった。端的
な表現で生徒の学習意欲を喚起するような発問を設定したため、生徒は様々な角度か
ら考えた意見を表出することができた。ワークシートに自分と他者の意見を簡単にメ
モする欄を設けたことにより、一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させ
ている様子を発言や記載内容からうかがうことができた生徒もいた。

５０分授業の８割以上が自分を見つめ考え、意見を交流する時間に充てられていた。
振り返りにおいて、前回同じ内容項目で行った授業で深められなかった道徳的価値や
自分の考えが変わったことについて記載していた生徒もいて、道徳的価値の理解を自
分自身とのかかわりの中で深めている生徒の様子が見て取れた。

                       

相馬東高等学校２年次 道徳学習指導の実際と考察 

                 日  時 ： 平 成 ３ ０ 年 ９ 月 ２ ０ 日 （ 木 ） 第 ５ 校 時  

                                     授 業 者 ： 相 馬 東 高 等 学 校  教 諭  渡 部 ゆ か り 

 

授業テーマ 

 

資 料 の 人 物 に 自 分 を 投 影 し 、 そ の 人 物 の 感 情 や 判 断 を 理 解 し な が

ら 話 し 合 い 、 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 え を 深 め る 授 業  

１ 主題名  法やきまりを守り社会で共に生きる Ｃ－（10）遵法精神、公徳心  

２ 教材名  二通の手紙 

３ 主題設定の理由 

(1)  ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

集団生活において規則やルールが必要であり、守るべきものであることを、ほとんど

の生徒が理解している。しかし、なんでもすべて規則通りに行えばすむというものでも

ない。集団の中では、優しさや思いやりなどの人として忘れてならな い 人 間 尊 重 の 精

神 が な け れ ば な ら な い 。こ の よ う な 観 点 に 立 ち 、規 則 違 反 を 犯 し た 主 人 公 の 言

動 に 共 感 さ せ 、あ わ せ て 違 反 を 犯 し た 責 任 も そ こ に は 存 在 す る こ と を 理 解 さ せ

た い 。 こ の 教 材 を 通 し て 、 社 会 の 一 員 と し て き ま り の 意 義 を 正 し く 理 解 し 、 公

私 の 関 わ り 、自 他 の 権 利 と 義 務 な ど を 考 え さ せ 自 立 し た 生 活 を 送 れ る よ う に 道

徳 的 判 断 力 を 育 て た い 。  

(2) 生徒の実態（生徒観） 

４ 月 よ り 新 し い ク ラ ス に な り 、夏 休 み 前 ま で は ク ラ ス に 馴 染 め な い 生 徒 も い

た が 、全 体 的 に 落 ち 着 い た 雰 囲 気 で 授 業 を 受 け て い る 。ほ と ん ど の 生 徒 が 規 則

を 守 り 、 ま じ め に 物 事 に 取 り 組 ん で い る が 、 な か に は バ レ な け れ ば 、 人 が 見 て

い な け れ ば 、 と い っ た 安 易 に 規 則 を 破 る 生 徒 も 少 数 い る 。  

 ま た 、 規 則 を 破 っ て い る ク ラ ス メ ー ト に 対 し て 積 極 的 に 関 わ り 、 注 意 が で  

き る 生 徒 は 少 な い 。 規 則 や ル ー ル の 意 義 を 十 分 に 理 解 し た 上 で 、 規 則 や ル  

ー ル を 守 ろ う と す る 意 欲 を 育 て 、 日 々 の 実 践 に 結 び 付 け た い 。  

(3) 教材について（教材観）  

    動 物 園 の 入 園 係 を し て い た 元 さ ん が 、 動 物 園 の 規 則 を 知 っ て い な が ら 、 幼 い 姉 弟 

   の た め に と 思 っ て 閉 園 間 際 に 入 園 を 許 し て し ま う 。 元 さ ん の 行 為 は 母 親 か ら は 感 謝 

さ れ る こ と に な っ た が 、 規 則 を 破 っ て 入 場 さ せ 多 く の 人 に 迷 惑 を か け 、 そ の 結 果 懲 

戒 処 分 を 受 け る こ と と な っ た 。 母 か ら 届 い た 「 感 謝 の 手 紙 」 と 「 懲 戒 処 分 」 の 二 通 

を 手 に し た 元 さ ん の 姿 を 通 し て 、 法 や き ま り を 守 る こ と の 意 義 に つ い て 考 え さ せ た 

い 。 本 資 料 は 心 の 葛 藤 を 引 き 起 こ す 内 容 で あ り 、 社 会 に お け る 法 や き ま り の 意 義 や 

それを遵守することの大切さについて深く考えさせたい。 

４ 本時のねらい 

  登 場 人 物 の 心 情 や 判 断 理 由 を 考 え る 活 動 を 通 し て 、 法 や き ま り の 意 義 を 理 解 し 秩 序 

と規律のある社会を実現しようとする態度を育む。  

５ 板書計画 

１ 、 ル ー ル や き ま り は     ２ 、 自 分 が 元 さ ん だ っ た ら   ３ 、 佐 々 木 さ ん の  

何 の た め に あ る の か ？     ど う し ま す か ？        立 場 に 立 っ て 考 え る  

 私 は 入 園       

                さ せ る   さ せ な い     ・ 一 番 大 き な 思 い や り は 規

則 を 守 る こ と に よ っ て 相

手 の 安 全 を 守 る こ と だ 。  

                              ・ ・ ・ ・ ・  

規 則 を 守 る こ と は 、 ど う し て                 ・ ・ ・ ・ ・  

大 切 な の か ？                        ・ ・ ・ ・ ・   

  ・ 安 全 安 心 を 守 る た め に 大 切                           

  で あ る 。                              

                           

アンケート結果を掲示  

理由  理由  
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相馬東高等学校２年次 道徳学習指導の実際と考察 

                 日  時 ： 平 成 ３ ０ 年 ９ 月 ２ ０ 日 （ 木 ） 第 ５ 校 時  

                                     授 業 者 ： 相 馬 東 高 等 学 校  教 諭  渡 部 ゆ か り 

 

授業テーマ 

 

資 料 の 人 物 に 自 分 を 投 影 し 、 そ の 人 物 の 感 情 や 判 断 を 理 解 し な が

ら 話 し 合 い 、 多 面 的 ・ 多 角 的 に 考 え を 深 め る 授 業  

１ 主題名  法やきまりを守り社会で共に生きる Ｃ－（10）遵法精神、公徳心  

２ 教材名  二通の手紙 

３ 主題設定の理由 

(1)  ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

集団生活において規則やルールが必要であり、守るべきものであることを、ほとんど

の生徒が理解している。しかし、なんでもすべて規則通りに行えばすむというものでも

ない。集団の中では、優しさや思いやりなどの人として忘れてならな い 人 間 尊 重 の 精

神 が な け れ ば な ら な い 。こ の よ う な 観 点 に 立 ち 、規 則 違 反 を 犯 し た 主 人 公 の 言

動 に 共 感 さ せ 、あ わ せ て 違 反 を 犯 し た 責 任 も そ こ に は 存 在 す る こ と を 理 解 さ せ

た い 。 こ の 教 材 を 通 し て 、 社 会 の 一 員 と し て き ま り の 意 義 を 正 し く 理 解 し 、 公

私 の 関 わ り 、自 他 の 権 利 と 義 務 な ど を 考 え さ せ 自 立 し た 生 活 を 送 れ る よ う に 道

徳 的 判 断 力 を 育 て た い 。  

(2) 生徒の実態（生徒観） 

４ 月 よ り 新 し い ク ラ ス に な り 、夏 休 み 前 ま で は ク ラ ス に 馴 染 め な い 生 徒 も い

た が 、全 体 的 に 落 ち 着 い た 雰 囲 気 で 授 業 を 受 け て い る 。ほ と ん ど の 生 徒 が 規 則

を 守 り 、 ま じ め に 物 事 に 取 り 組 ん で い る が 、 な か に は バ レ な け れ ば 、 人 が 見 て

い な け れ ば 、 と い っ た 安 易 に 規 則 を 破 る 生 徒 も 少 数 い る 。  

 ま た 、 規 則 を 破 っ て い る ク ラ ス メ ー ト に 対 し て 積 極 的 に 関 わ り 、 注 意 が で  

き る 生 徒 は 少 な い 。 規 則 や ル ー ル の 意 義 を 十 分 に 理 解 し た 上 で 、 規 則 や ル  

ー ル を 守 ろ う と す る 意 欲 を 育 て 、 日 々 の 実 践 に 結 び 付 け た い 。  

(3) 教材について（教材観）  

    動 物 園 の 入 園 係 を し て い た 元 さ ん が 、 動 物 園 の 規 則 を 知 っ て い な が ら 、 幼 い 姉 弟 

   の た め に と 思 っ て 閉 園 間 際 に 入 園 を 許 し て し ま う 。 元 さ ん の 行 為 は 母 親 か ら は 感 謝 

さ れ る こ と に な っ た が 、 規 則 を 破 っ て 入 場 さ せ 多 く の 人 に 迷 惑 を か け 、 そ の 結 果 懲 

戒 処 分 を 受 け る こ と と な っ た 。 母 か ら 届 い た 「 感 謝 の 手 紙 」 と 「 懲 戒 処 分 」 の 二 通 

を 手 に し た 元 さ ん の 姿 を 通 し て 、 法 や き ま り を 守 る こ と の 意 義 に つ い て 考 え さ せ た 

い 。 本 資 料 は 心 の 葛 藤 を 引 き 起 こ す 内 容 で あ り 、 社 会 に お け る 法 や き ま り の 意 義 や 

それを遵守することの大切さについて深く考えさせたい。 

４ 本時のねらい 

  登 場 人 物 の 心 情 や 判 断 理 由 を 考 え る 活 動 を 通 し て 、 法 や き ま り の 意 義 を 理 解 し 秩 序 

と規律のある社会を実現しようとする態度を育む。  

５ 板書計画 

１ 、 ル ー ル や き ま り は     ２ 、 自 分 が 元 さ ん だ っ た ら   ３ 、 佐 々 木 さ ん の  

何 の た め に あ る の か ？     ど う し ま す か ？        立 場 に 立 っ て 考 え る  

 私 は 入 園       

                さ せ る   さ せ な い     ・ 一 番 大 き な 思 い や り は 規

則 を 守 る こ と に よ っ て 相

手 の 安 全 を 守 る こ と だ 。  

                              ・ ・ ・ ・ ・  

規 則 を 守 る こ と は 、 ど う し て                 ・ ・ ・ ・ ・  

大 切 な の か ？                        ・ ・ ・ ・ ・   

  ・ 安 全 安 心 を 守 る た め に 大 切                           

  で あ る 。                              

                           

アンケート結果を掲示  

理由  理由  
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６ 学習過程  

段  

階 

学習活動・内容 

（◎中心発問 ・予想される生徒の反応） 

時 

間 

○  指導上の留意点 

※ 評価      

 

導  

 

入  

１ 規 則 を 守 る こ と は 、 ど う し て 大 切 な

の か を 考 え る 。  

○ 規 則 を 守 る こ と は ど う し て 大 切 な

の か を 考 え ま し ょ う 。  

 

5  

 

 

 

〇 ア ン ケ ー ト 結 果 を 活 用 し 、 本 時 の 内

容 へ 関 心 を 持 た せ る と と も に 、 本 時

の 内 容 に か か わ る 自 分 の 経 験 に つ い

て 想 起 で き る よ う に す る 。  

〇 活 動 目 標 を 知 ら せ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

展  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開  

 

 

 

 

 

 

 

２ 「 二 通 の 手 紙 」 を 読 み 、 考 え 話 し 合

う 。  

( 1 )元 さ ん の 判 断 に つ い て 考 え 自 分 の

意 見 を ワ ー ク シ ー ト に ま と め 、 ク

ラ ス ト ー ク す る 。  

○ も し あ な た が 元 さ ん と 同 じ 立 場

だ っ た ら ど う し ま す か 。 そ の 理

由 も 考 え ま し ょ う 。  

＜ さ せ る ＞  

・ 姉 弟 の 気 持 ち を 大 切 に し た  

＜ さ せ な い ＞  

・ き ま り は 守 る べ き  

 

( 2 )佐 々 木 さ ん の 気 持 ち を 考 え ワ ー ク

シ ー ト に 理 由 も 付 け て 記 入 す る 。  

○ 元 さ ん の 「 解 雇 処 分 」 に 納 得 が

い か な か っ た 佐 々 木 さ ん の 気 持

ち が ど の く ら い 分 か り ま す か 。  

 

 

( 3 )佐 々 木 さ ん の 立 場 に 立 っ て 考 え 、

自 分 の 意 見 を ま と め 、 グ ル ー プ ワ

ー ク を し 、 ク ラ ス ト ー ク を す る 。  

◎ あ な た が 佐 々 木 さ ん の 立 場 に 立

っ て 、 山 田 さ ん に 言 い た い こ と

を 記 入 し ま し ょ う 。  

・ 一 番 の 大 き な 思 い や り は 規 則 を

守 る こ と に よ っ て 相 手 の 安 全 を

守 る こ と だ 。  

 

 

 

1 0  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 0  

 

 

 

 

 

 

1 5  

 

 

 

○ p 1 4 2 . 4行 目 ま で を 読 ま せ る 。  

 

○ 「 入 園 さ せ る 」 と 「 さ せ な い 」 の 両

方 の 意 見 に つ い て 、 判 断 の 理 由 付 け

を さ せ な が ら 考 え さ せ る こ と で 、 葛

藤 し た 元 さ ん の 気 持 ち に 共 感 さ せ る。  

 

 

 

 

 

○ p 1 4 4 . 6行 目 ま で を 読 ま せ る 。  

 

○ 共 感 度 ス ケ ー ル を 用 い て 、 佐 々 木 さ

ん の 気 持 ち へ の 共 感 の 度 合 い を 可 視

化 さ せ る 。 考 え の 差 異 を 手 掛 か り に

話 合 い を さ せ る 。  

 

○ 最 後 ま で 読 ま せ る 。  

 

○ 二 通 の 手 紙 か ら 元 さ ん が 気 づ い た こ

と や 元 さ ん の 姿 か ら 佐 々 木 さ ん が 気

づ い た こ と と は 何 か を 手 掛 か り に 、

規 則 を 守 る こ と を 自 律 的 に 捉 え ら れ

る よ う に す る 。  

※ 規 則 は 自 分 を 守 る だ け で な く 、 社 会

の 安 定 に 帰 依 し て い る こ と に 気 づ く

こ と が で き た か 。 （ 発 表 態 度 ）  

 

 

終  

 

 

 

末  

 

３ 規 則 を 守 る こ と の 大 切 さ を 確 認 し ワ

ー ク シ ー ト に 記 入 す る 。  

○ 規 則 を 守 る こ と は ど う し て 大 切 な

の か 、 あ な た の 考 え を ま と め ま し

ょ う 。  

・ み ん な の 安 全 安 心 を 守 る た め に 大

切 で あ る 。  

 

○ 今 日 の 感 想 を 記 入 し ま し ょ う 。  

1 0  

 

 

 

 

 

〇 数 名 に 考 え を 発 表 さ せ る こ と で 、 規

則 を 守 る こ と に つ い て よ り 考 え が 深

ま る よ う に 配 慮 す る 。  

 

※ 規 則 の 意 義 を 理 解 し 、 秩 序 と 規 律 の

あ る 社 会 の 実 現 を 目 指 し 、 規 則 を 守

る こ と の 大 切 さ を 深 く 考 え る こ と が

で き た か 。 （ ワ ー ク シ ー ト ）  

 

７ 考察

質の高い多様な指導方法の視点から

（１）「自己肯定感を高めるために、道徳教育推進校視察や研究授業を生かした授業等を

展開する」について

○ 推進校視察訪問において参観した福島大学附属中学校や茨城県立石岡第二高等学校

の授業を参考とし、板書やワークシートを工夫することで教師の発問や自分自身につ

いて真剣に考える生徒の姿が多く見られた。

○ 「規則はなぜ大切か」ということに対して、自分自身のこれまでや、教材の登場人

物について考えることを通して、自分の生活を見直す機会とすることができた。

● 場面を追ってすべての登場人物について考えてしまったため、ねらいとしていた内

容が深まらなかった。中心発問を絞るなどして自分自身を見つめ、考えを深める時間

を多くとるようにしたい。

（２）「他者との関わりについて考えを深められるよう、コミュニケーションをとる場面

を多く設けた教育活動を展開する」について

○ グループ活動やクラス全体での意見発表の場を設ける

ことで、自分とは異なる意見に耳を傾け、理解しようと

いう姿が見られた。

○ 他者の意見を聞くことで自分だけの考えだけでは得られ

なかった視点で物事を考えようとする生徒がいた。

● グループの班分けについて意見が異なる者がバランス良

く配置できるよう考慮したが、コミュニケーションに苦手

意識を持つ生徒同士になってしまった班もあったため、工

夫が必要であった。ただし、そのような班には教師の働き

かけによって意見交換が活発になることもあったので、次の機会に生かしたい。

（３）「地域からの協力を得た道徳的実践を行い、実践の結果を家庭に発信する」につい

て

○ 規範意識の向上は、本校の道徳教育全体計画にもあるとおり地域の方々や保護者

が本校生徒に望む姿の一つである。高校生活の大きなイベントの一つである修学旅行

の前に今回の授業を行うことで、高校二年生という発達段階に望ましい規範意識を再

確認したり、高めたりする機会になったと思われる。

● 校内研修の意味合いが強く、地域の方々や保護者に授業の案内をしなかった。学

校で行っている授業公開の時期に合わせるなどして校外の方々にも参観していただ

く段取りをすればよかった。

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の視点から

○ ワークシートの中に心情スケ－リングを用いることで、授業を通しての心情変化を

視覚的に読み取る工夫をした。大きく変わる生徒は多くはなかったが、「なぜそう思

うのか」という理由においては他者との意見交換をする前と後とでは考えが広がった

と見て取れる生徒が複数いた。
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７ 考察

質の高い多様な指導方法の視点から

（１）「自己肯定感を高めるために、道徳教育推進校視察や研究授業を生かした授業等を

展開する」について

○ 推進校視察訪問において参観した福島大学附属中学校や茨城県立石岡第二高等学校

の授業を参考とし、板書やワークシートを工夫することで教師の発問や自分自身につ

いて真剣に考える生徒の姿が多く見られた。

○ 「規則はなぜ大切か」ということに対して、自分自身のこれまでや、教材の登場人

物について考えることを通して、自分の生活を見直す機会とすることができた。

● 場面を追ってすべての登場人物について考えてしまったため、ねらいとしていた内

容が深まらなかった。中心発問を絞るなどして自分自身を見つめ、考えを深める時間

を多くとるようにしたい。

（２）「他者との関わりについて考えを深められるよう、コミュニケーションをとる場面

を多く設けた教育活動を展開する」について

○ グループ活動やクラス全体での意見発表の場を設ける

ことで、自分とは異なる意見に耳を傾け、理解しようと

いう姿が見られた。

○ 他者の意見を聞くことで自分だけの考えだけでは得られ

なかった視点で物事を考えようとする生徒がいた。

● グループの班分けについて意見が異なる者がバランス良

く配置できるよう考慮したが、コミュニケーションに苦手

意識を持つ生徒同士になってしまった班もあったため、工

夫が必要であった。ただし、そのような班には教師の働き

かけによって意見交換が活発になることもあったので、次の機会に生かしたい。

（３）「地域からの協力を得た道徳的実践を行い、実践の結果を家庭に発信する」につい

て

○ 規範意識の向上は、本校の道徳教育全体計画にもあるとおり地域の方々や保護者

が本校生徒に望む姿の一つである。高校生活の大きなイベントの一つである修学旅行

の前に今回の授業を行うことで、高校二年生という発達段階に望ましい規範意識を再

確認したり、高めたりする機会になったと思われる。

● 校内研修の意味合いが強く、地域の方々や保護者に授業の案内をしなかった。学

校で行っている授業公開の時期に合わせるなどして校外の方々にも参観していただ

く段取りをすればよかった。

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の視点から

○ ワークシートの中に心情スケ－リングを用いることで、授業を通しての心情変化を

視覚的に読み取る工夫をした。大きく変わる生徒は多くはなかったが、「なぜそう思

うのか」という理由においては他者との意見交換をする前と後とでは考えが広がった

と見て取れる生徒が複数いた。
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大島小学校第５学年 道徳学習指導の実際と考察

日 時：平成３０年１１月２日（金）第５校時

授業者：郡山市立大島小学校 教諭 宗形洋子

授業テーマ 心情メーターを活用したり、気持ちの変化を話し合ったりする活動を

通して、感謝することの意味を考え、これまでの自分を見つめ直すこと

ができる授業

１ 主題名 支え合いや助け合いに感謝して Ｂ－（８）感謝

２ 教材名 ひまわり（出典：ふくしま道徳教育資料集第Ⅲ集）

３ 主題設定の理由

(1) ねらいとする道徳的価値について（価値観）

本指導内容は、自分の日々の生活には多くの人々の支えがあることに気付き、広く

人々に尊敬と感謝の念をもつことに関するものである。第５学年及び第６学年の段階

では、感謝する対象が人だけではなく、多くの人々の支え合いや助け合いで成立して

いる日々の生活そのものと、さらに、そのような状況の中で自分が生きていることに

ついての感謝にまで、広げることが求められる。

(2) 児童の実態（子ども観）

子どもたちは、４月に学級編制はあったが、以前に同じクラスになったことがある

顔見知りの友達が多いことや運動会や宿泊学習などの行事に協力して取り組むことを

通して、仲良く助け合いながら成長している。しかし、気心が知れているという気持

ちから甘えなどもでてきており、友達に支えてもらうのが当たり前になっている様子

が見られる。また、「感謝する」ことの意味や意義を深く考えていないため、相手の

思いに応えようとする姿勢がまだ育っていない。

(3) 教材について（教材観）

本資料の主人公は、救援物資に交じって送られてくる本を喜んでいるものの、自分

を支援をしてくれる人々の思いにまで気付いていなかった。しかし「ひまわり」の歌

に込められた思いにふれ、母の言葉を聞くことで、感謝の気持ちをもって、自分にで

きることを考えるようになっていく。主人公の心情の変化を共感的に捉えさせること

で、自分の生活を支えてくれる多くの人々の思いに目を向けさせ、支えてくれる人々

の思いに応えていくために自分にできることは何かを考えるきっかけとしたい。

４ 本時のねらい

支援をする人々の思いにふれ変化していく主人公の心情について考える活動を通し

て、自分の生活が人々の支え合いや助け合いで成り立っていることに感謝し、それに応

えようとする心情を育む。

５ 板書計画

― 77 ―

ふ
く
し
ま
道
徳
教
育
資
料
集
を

活
用
し
た
授
業
実
践

4



６ 学習過程

段 学習活動・内容 時 ○ 指導上の留意点

階 （◎中心発問 ・予想される児童の反応） 間 ※ 評価

１ 誰かにしてもらって嬉しかっ 4 ○ 日常生活における場面を想起させ、

たことについて発表する。 本時のねらいとする価値への方向付

導 ・ 合奏の大会の時、「がんば けをする。

って。」と言われた。

・ 教科書を見せてくれた。 ○ 東日本大震災に関わる資料のため、

・ 係の仕事を手伝ってくれた。 震災当時の様子について事前に調べ

入 ２ 学習課題を知る。 させておくようにする。

「感謝する」って、どういう

ことだろう。

３ 教材「ひまわり」を聞き、感 ○ 教材文をより把握させるために、

謝について話し合う。 読んでいる際に、「ひまわり」の歌

（１）本をもらった時と大輪のひ 8 を実際に聴かせるようにする。

展 まわりを眺めている時のぼく

の思いについて考える。 ○ 対話的な学びができるように場の

【本をもらった時】 設定をする。

・ 本もうれしい。でも、サ

ッ カ ー 選 手 も 来 て 欲 し い な ○ ２つの場面の主人公の思いの変化

あ。 を捉えさせるために、思考ツールを

・ 歌手が来て、歌のプレゼ 活用し、子どもの考えを可視化し、

ントもいいなあ。 黒板に掲示する。

【ひまわりを眺めている時】

・ ひまわりの花を咲かせる

ことができてうれしい。

・ 感謝の気持ちを伝えるこ

開 とができたかな。

（２）感謝の気持ちが変わった理 13 ○ 自分の考えを持てるように、自分

由を考える。 の考えをノートに書かせるようにす

◎ 感謝の気持ちが変わったの る。

は、どうしてか。 ○ 主人公とお母さんとの会話から送

・ お母さんに、ぼくはひまわ ってくれた人の思いに気付かせる。

りみたいだと言われたから。 ※ 話合いや書く活動を通して、主人

・ 応援してくれる人の思いに 公の変容を考え、多くの人の支えが

応えていなかった。 あることに気付くことができたか。

・ 感謝の気持ちが足りなかっ （発表・ノート）

た。

（３）「感謝する」ってどういう 10 ○ 「感謝する」ことの意義について

ことかを考える。 考えさせ、実践意欲へとつなげてい

・ うれしいことを返していく。 くようにする。

・ 相手の思いに応える。

４ 学習のまとめをする。 10 ○ 「自分の生活を支えてくれている

（１）本時の振り返りを書き、自 人に対し、どんな気持ちで接してい

終 分のこととして考える。 きたいか」という視点を入れ、振り

返りを書かせ、自己を見つめさせる

（２）地域の方からいただいた手 ようにする。

末 紙を読む。 ※ 人々の支え合いや助け合いで生活

が成り立っていることに気付き、感

謝することができたか。（ノート）
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７ 考察

「ふくしま道徳教育資料集」の活用の視点から

（１）「身近に起こった福島のことに関心を持って考えられる教材提示の工夫」について

○ 実際にあった出来事として捉えさせるために、福井県の小学校から送られてきた

「ひまわり」の曲を範読の中で聴かせた。教材文を理解する上でもＤＶＤの活用は

効果的であった。

○ 主人公の心情の変化を捉えやすくするために、「本をも

らった時」と「ひまわりを眺めている時」の二つの場面を

対比させた。救援物資に感謝しながらも他の支援に心動か

される主人公の心情を考えながら、支援をする人々の思い

に気付き、その思いに応えた主人公の心情を共感的に捉え

ることができた。

● ＤＶＤの視聴と資料の範読に時間がかかってしまい価値に迫る話合いや振り返り

の時間が足りなくなってしまった。朝の時間を活用し、事前に読ませる工夫をすれ

ばよかった。

（２）「自分事として道徳的価値を考え、表出することができる話合いの工夫」について

○ 「救援物資として送られてくる本に対する主人公の感謝の思い」と「大輪に咲く

ひまわりの花をながめている主人公の感謝の思い」を心情メーターで表現させた。

どうしてそのように考えたのかの話合いでは、主人公の感謝の思いをメーターで可

視化したことにより、自分の事のように主人公の心情を捉えて発表することができ

た。

○ 二つの思考ツールが表した感謝の気持ちの変化について、主人公の思いがどうし

て変わったのかをノートに書かせた。自分の考えをノートにまとめたことにより、

自信をもって発表する子どもの姿が見られた。

● 時間が足りなかったため、「感謝する」ことについての話合いを活性化させるこ

とができなかった。

（３）「学習した内容が実感できる振り返りの工夫」について

○ 振り返りでは、「今までの自分を振り返りながら、自分

の生活を支えてくれている人に対してどんな気持ちで接

していきたいか。」という視点を入れたことにより、今ま

での自分とこれからの自分を比較しながら見つめさせる

ことができた。

○ 終末では、ボランティアの方からいただいた手紙を読み聞かせることにより、学

校の昇降口等に花を生けてくださる方の思いに改めて気付くことができた。

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の視点から

一人一人の子どもたちにどう変わって欲しいのかによって、見取る場所は異なっ

てくる。本授業の展開の「主人公の変容を考え、多くの人の支えがあることに気付

くことができたか」では、児童の発言やノートに書かれた内容、少人数で話し合っ

ているときの様子などを見取ることが大切だと感じた。

終末の「人々の支え合いや助け合いで生活が成り立っていることに感謝すること

ができたか。」を評価するために「今までの自分を振り返ることができたか」「この

学習で何を学んだのか」「これからの自分はどうするのか」「多面的・多角的に考え

られたか」等の視点を設け、ノートや発言内容から子どもたちのよさを認められる

ようにした。自分の成長を実感させ、意欲の向上につながるものにしていけるよう

に、励ます評価の工夫をしていきたい。
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吉子川小学校第６学年 道徳科学習指導の実際と考察 
日 時：平成３０年１１月１９日（月）第５校時  
授業者：中島村立吉子川小学校 教諭 久保木壮平 

 

授業テーマ 東日本大震災当時の困難な状況の中でも畜産を続けた農家の思いや「働く」ことの意義に

ついて考えて話し合い、「働く」ことに対する現在や将来の自分を見つめることのできる授業 
 
１ 主題名   主として集団や社会との関わりに関すること  Ｃ―(14)  勤労、公共の精神 
２ 教材名   までいの牛（出典：福島県道徳教育資料集第Ⅰ集） 
３ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

   本主題の内容は、仕事に対して誇りや喜びをもち、働くことや社会に奉仕することの充実感を通して、働くこ

との意義を自覚し、進んで公共のために役立つことに関する内容項目である。生きていくには、自分の仕事に誇

りと喜びを見いだし、生きがいとやりがいをもって仕事をすることが大切である。働くことは、日々の糧を得て

自立し自分の生活を維持向上することと、社会的責任を果たして公共の役に立つ喜びを感じることの両面から成

り立つ。働くことの価値を理解し、現在の自分が学んでいることとのつながりで捉えることは、将来の社会的自

立に向けて職業観や勤労観を育む上で重要なことである。 
（２）児童の実態（子ども観） 

   本学級は、２２名の学級である。アンケートによると、東日本大震災から復旧に向かうまでの期間や震災自体

にはっきりとした記憶をもつ児童は少ない。また、原発事故による被害や避難についての知識は浅い。震災の教

訓を風化させないためにも、被災した福島県で生活し、わずかながらも震災の記憶をもつこの世代の児童に対し

て、ふくしま道徳教育資料集を扱った授業を行う意義は大きい。また、日々の生活において、委員会活動や学級

での当番、係、日直等に加え、登校班や縦割り班清掃、学校行事での最高学年としての役割など、様々な場面で

責任を果たそうとする姿が見られる。しかし、その一方で、やりがいや喜びを感じながら仕事に取り組んでいる

児童は少ない。キャリア教育を行う中では、将来の職業や社会人になった自分をイメージできない児童が多いこ

とを感じる。 
（３）教材について（教材観） 

本資料は、東日本大震災により避難を余儀なくされた畜産農家の小林さんが、慣れ親しんだ飯舘村を離れて千

葉県山武市に牛と共に避難し、愛情をこめて育てていく姿を描いている。飯舘村から避難した畜産農家のうち現

在も畜産を続けている農家は３％に過ぎず、かなり困難な状況の中で仕事を続けてきたことが窺える。そんな中

でも、使命感をもって自分の役割を果たし、仕事にやりがいを感じながら社会に貢献する小林さんの姿が心に残

る資料である。飯舘村は、緊急避難を要した原発２０ｋｍ圏内の警戒区域とは異なり、原発事故から１か月以上

経った４月 22 日に国から計画的避難区域に指定されたことを受け、全村避難に向けて動き出した。その後２か月

ほど経った６月 16 日に牛の移動を始めるまでの期間、風評被害の中で畜産を続けることや新しい環境での生活へ

の不安、牛の命を守ることや家族を養うこと、畜産のプロになるという夢、人や社会に自分の仕事が求められる

ことのやりがいなど、様々な思いの中で迷い、決断した小林さんの心情に迫り、「働く」ということはどういうこ

とかを考えさせたい 
４ 本時のねらい 

 課題解決のために話し合い、自己を見つめる活動を通して、困難な状況にあっても自分の役割を果たし、社

会のために奉仕しようとする態度を養う。 
５ 板書計画 

仕事 
 
                                               までい・・・ゆっくり、丁寧に 
 
 
  
  
  
  
  
  
  

 
  
  
                                           

 

 

１１月５日キャリア教育

ワークショップでの児童

の感想から抜粋したもの 

人は、なぜ働くのだろう。 

原発事故に

関する写真 

飯舘村と 
山武市の位置

（地図） 

牛を飼育す

る小林さん

の写真 

ホワイトボ

ード（児童

の意見）① 

 
   ② 

やりたいこと、好

きなことだから 

夢を実現するため 

その仕事で成功

するため 

もっとたくさんの

牛を育てたい。 人は、なぜ 
働くのだろう 人に求められる

とうれしいから 

生活を楽しく

するため 
世の中の役に立ち

たいから 

誰かの役に立ちた

いから 

役割や責任を果た

すため 
おいしいって言っ

てもらいたいから 

お金をかせいで

家族を養うため 

生活するため 

小林さんの

牛舎の写真 

 
   ④ 

 
   ⑥ 

 
   ⑤ 

 
   ③ 

自分 
・ボランティア清掃 
→学校のために積極的に 

・放送委員 
→全校生のために明るく 

・あやめ発表会の係 
→役割を果たした 

・医者 
→命を救って役に立ちたい 

・美容師 
→お客さんを笑顔に 
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６ 学習過程 

段

階 
学習活動・内容 

（ ◎中心発問 ・予想される反応 ） 
時

間 
◯指導上の留意点 

  評価 
導 

入 

１ ねらいとする価値に興味をもつ。 
（１）キャリア教育での学習を振り返る。 
    
（２）資料に関する写真や地図を見る。 

3 
 
 

◯事前に学習したキャリア教育での児童の

感想を用いることにより、働くことに対す

るイメージを想起させる。 
◯本時の資料に関することや「働く」という

ことを視覚的に捉えられるようにする。 
 

展 
 
 
 
 
 
 
 
 

開 

２「までいの牛」を読んで考え、話し合う。 
 

（１）教師の範読を聴き、小林さんの状況を

把握する。 
 
（２）様々な困難の中でも畜産を続ける決断を

した小林さんの気持ちを考え、話し合う。 
 ◎小林さんが、畜産という仕事をあきらめ

ずに続けたのは、なぜだろう。 
  ・生活するためのお金が必要だったから。 
  ・育ててきた牛の命が大切だったから。 
  ・飯舘牛ブランドを復活させたいから。 
  ・風評被害に負けたくなかったから。 
  ・夢をあきらめたくなかったから。 
  ・誰かの役に立ちたかったから。 
  ・プロとしてのプライドがあったから。 
  ・おいしい牛肉をたくさんの人に食べて

もらいたいという思いがあったから。 
  ・やりがいのある仕事だから。 
 
（３）小林さんの生き方について考え、働く

ことの意義を考える。 
 ◯人は、なぜ働くのだろう。 
  ・お金をかせいで自分で自分の生活をするため。 

・夢を実現するため。 
・自分の役割や責任を果たすため。 

  ・自分の生活を楽しくするため。 
  ・誇りや喜びをもって生きるため。 
  ・やりがいや生きがいをもって生きるため。 

・人に喜んでもらうため。 
  ・人や世の中の役に立つため。 
 

30 
 

(5) 
 

 
(15) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１０） 

 
 

◯範読後、パワーポイントを活用し、飯舘村

の全村避難や、放射性物質による風評被害、

当時の小林さんの困難な状況を確認する。 
◯原発事故後も続けている飯舘村の畜産農

家が極めて少ないことを伝え、その状況の

中で畜産を続けることの難しさを伝える。 
◯多面的・多角的に考えを深められるよう、

グループで話し合わせ、出た意見をホワイ

トボードに書かせる。 
◯仕事に対する小林さんの思いに迫って考

えられるよう、なぜそう思ったのかをお互

いに問いながら話し合いを進められるよ

う助言する。 
◯グループで話し合った内容を全体で共有

する際、キーワードに着目させたり、児童

がもつ職業観に触れながら問い返したり

し、考えを深めさせていく。 
 
◯意見を書いたカードを、友だちと相談しな

がら黒板に貼る活動を通して、多様な考え

を出し合い、友だちと自分の考えを比較で

きるようにする。 
◯いくつかの視点で整理して捉えられるよ

う、意図的に指名した数名には貼る位置を

伝える。他の児童には、意見が似ている友

だちの近くに貼るよう助言する。 
◯児童が友だちの意見を多面的に捉えて価

値に迫ることができるよう、挙手した児童

や意図的に指名した児童に発表させなが

ら話し合いを進める。 
 

 

３ 自己を見つめる。 
 ◯自分が「働く」ということについて考え

よう。 
  ・朝のボランティア清掃に取り組んで、

ろうかがきれいになったので、これか

らも学校のために積極的に働きたい。 
  ・学習発表会のステージ係という自分の

役割をやりとげて、会が成功した時は

うれしかった。 
  ・努力をして将来医者になることができたら、

一人でも多くの命を救って役に立ちたい。 
 

10 
 

 

◯これまでの他教科や特別活動、学校行事、

キャリア教育、日頃の生活等での「働く」

ことに関する写真をパワーポイントで提

示して振り返ることで、自分の実生活や将

来と関連づけながら考えさせる。 
◯全体で発表させることで、互いに考えを深

められるようにする。 
 

 

終

末 

 

４ 本時を振り返る。 
  ・思いや考えをまとめる。 

 

2 
 

◯授業開始時の自分と比べ、授業を通して感

じたことや考えが深まったことについて、

ワークシートに考えを書くよう助言する。 
 

 

「勤労、公共の精神」について、自分と

の関わりで捉え、考えを深めることがで

きたか。   （ワークシート、発表） 

人は、なぜ働くのだろう。 
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７ 考察 

「ふくしま道徳教育資料集」の活用の視点から 

（１）「育てたい道徳性を明確にする工夫」について 
 ◯ 震災当時の被災した事実について知識の浅い本学級の児童にとって、震災の教訓を風化させないためにも本資

料を扱う意義が大きかった。また、同じ福島県で生活し働いていた畜産農家の小林さんの生き方について学習す

ることで、福島県の現実と「勤労、公共の精神」を関連づけながら考えを深めることができた。 
 ◯ 「働く」ことについて、本時の授業だけで考えさせるのではなく、道徳や他教科、総合的な学習の時間、特別

活動、学校行事等と関連させて単元を構成した。また、学習の成果を児童自身の文章や写真に残して蓄積した。

授業の導入では、事前のキャリア教育で学習した後の児童の感想から言葉を抜粋して提示したことにより、「働く」

ことに対するイメージを捉えさせることができた。 
 ◯ 震災当時の状況が分かるような写真や映像、プレゼンテーションソフトを用いたり、取材から分かった小林さ

んの思いに触れたりすることで、困難な状況の中でも自分の仕事にこだわり続けた小林さんの思いに迫ることが

できた。 
 ● 「公共のために役に立つ喜び」が「自分の仕事に対する喜び」につなげられるような話し合いの深め方、意見

の交流が必要だった。 
 ● 小林さんは仲間の支えがあって畜産を続けられたということに着目させ、人と関わり合い、支え合いながら仕

事をしていくことの喜びについても考えさせる必要があった。 
 ● 資料の範読を終え、小林さんがなぜ畜産にこだわったのかを考えさせた際、「勤労、公共の精神」に関わる言葉

ではなく、大半の児童が「生命の尊さ」や「家庭生活の充実」、「希望と勇気、努力と強い意志」に関わる言葉を

書いていた。導入段階や範読に至るまでに、「働く」ことに重点を置き、価値に迫るような工夫がさらに必要だっ

た。 
 
（２）「課題解決のために多面的・多角的に考えさせる工夫」について 
◯  小林さんが困難な状況の中で畜産を続けた理由やその思いを 

考えさせ、グループでの話し合いをワールドカフェ方式で行っ 
た。その際、メンバーの入れ替えを２回繰り返し、残った一人 
が前回の話し合いの説明をしてから話し合わせたことにより、 
友だちの様々な意見に触れることができた。 

● 全体で共有する際、各グループから発表された考えに対して、   

「なぜそう思ったのか」「小林さんのどういう気持ちに着目して

そう思ったのか」を子どもたちがお互いに問い返せるような工夫

があると、さらに深めることができたと考えられる。 
◯ 「人は、なぜ働くのだろう。」という発問に対して考えたこと 

を、カードに書いて黒板に貼る活動を取り入れた。その際、自分

と似た考えのカードの近くに貼るようにさせたことで、友だちの

考えと自分の考えを比較したり、多様な考えがあるということに

気付かせたりすることができた。  
● カードに書いた内容について数名に発表させたが、働くことの意義を「自分の仕事に対する喜び」と「公共の

ために役に立つ喜び」という両面から考えさせることや、自分と違った視点に対して考えを深めさせる教師の問

い返しが必要だった。 
 
（３）「自己を見つめさせる指導の工夫」について 
 ◯ 働くことに対してどのような考えをもったか、働くことに対してこれまで自分はどうだったか、これからの自

分はどう在るべきかを考えさせた。プレゼンテーションソフトによるスライドショーを用いて子どもたち自身が

仕事をしている写真やキャリア教育での講師の先生方の写真、学習発表会で未来の自分達を演じている写真など、

計４０枚程度の写真を見せてから考えさせたことで、「働くこと」と「現在の自分」を関連づけることができた。 
 ● 現在の学校生活での仕事だけでなく、社会人になった将来のことにも考えを広げることのできた児童は少なか

った。働くことの意義を、現在だけでなく将来の自分も含めて見つめ、考えられるような発問の仕方を工夫する

必要があった。 
 
子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の視点から 

 ◯ 毎時間道徳ノートを活用（本時ではワークシートをノートに貼付）し、自分の考えや話し合ったこと、自

分を見つめて考えを深めたことを書かせている。考えを認め、励ますようなコメントを記入し、教室にノー

トのコピーを掲示することで、児童の道徳に対する関心や意欲が少しずつ高まってきている。 
 ● 授業の中で、一人一人の考えを認め、助言したり励ましたりしながら、価値に迫る働きかけをしていくこ

とが課題である。 
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江名小学校第５学年 道徳学習指導の実際と考察
日 時：平成３０年１０月１６日（火）５校時

授業者：いわき市立江名小学校 教諭 吉田弘樹

授業テーマ 道徳的価値を基に、自己の生き方について考えを深める指導のあり方

～自ら「考え」「学び」「活かす」子どもの育成～

１ 主題名 ふるさとのよさ Ｃ－（17）伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度

２ 教材名 アイナふくしま（出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅲ集）

３ 主題設定の理由

(1) ねらいとする道徳的価値について（価値観）

国を愛する心のもとになるものは、自分が生活している「ふるさと」郷土を愛する

心である。高学年では、受け継がれている我が国の伝統や文化を尊重し、先人の努力

を知ることで、更に発展させていこうとする態度を育てることが大切である。郷土の

伝統と文化は、地域ごとに独自なものを生み出し、郷土の誇りとなってきた。親から

子へ、そして孫へと受け継がれていく大切なものとは、伝統と文化と共に、それらを

支える郷土への愛や誇りであることを理解できるようにしていくことが大切である。

(2) 児童の実態（子ども観）

本学級の児童は、総合的な学習の時間を通して、地域の伝統文化にはどのようなも

のがあるか調べてきた。また、本教材で取り扱う江名に伝わる三匹獅子舞について、

三、四年生の時に保存会の方からお話を伺ったり、体験したりすることで理解を深め

てきた。しかし、他学年の児童数名が三匹獅子舞の練習に参加し、本祭りで踊りを披

露している一方、本学級の児童でそれを行っている者は一人もいない。

(3) 教材について（教材観）

地区の三匹獅子舞の練習に取り組み始めた主人公が、練習の大変さからやる気を失

いかける。そんな時、以前学校でフラダンスを教えてくれたダンサーが、震災直後か

らどんな思いでステージに立っていたのか、また、現在も「アイナふくしま」を踊る

ことを通して「ふるさとに元気と笑顔を取り戻したい」という願いを客席に届け続け

ていることに気付く。主人公は、このフラダンサーの行動と地域に活気を取り戻すた

めに三匹獅子舞を復活させた獅子舞の先生の願いとを重ね合わせながら、「今度は自

分が元気を伝えたい」という思いを強めていくという話である。また、本教材は江名

の三匹獅子舞をモデルに作成されており、ふるさとを大切にしようとする心情を育む

上で最適な教材である。

４ 本時のねらい

地域の伝統文化を継承しようとする主人公の気持ちを考える活動を通して、郷土に伝

わる伝統と文化を大切にしようとする心情を育む。

５ 板書計画

― 83 ―

ふ
く
し
ま
道
徳
教
育
資
料
集
を

活
用
し
た
授
業
実
践

4



６ 学習過程

段 学習活動・内容 時 ○ 指導上の留意点

階 （◎中心発問 ・予想される児童の反応） 間 ※ 評価

１ 本時の課題を確認する。 ５ ○事前に学習したことを想起しねら

導 ○ふるさとでほこれるものは？ 分 いとする価値への方向付けを行う。

○ふるさとのために何かしてきたこ ○児童の変容を捉えるため，初めの

とはありますか。 考えを道徳ノートに書かせておく。

入 ふるさとのために ○切り返しの発問をすることで自分

ごととして考えさせる。

２ 教材「アイナふくしま」を読ん 35 ○資料を読む前に「さやか」の影絵

で、話し合う。 分 を提示し、児童が目的意識を持って

(１ ) 変化する前の「さやか」の気 読めるようにする。

持ちを考える。 ○「さやか」の表情を影絵から想像

○新聞記事を読む前の「さやか」 することで、「さやか」の気持ちを

はどんな気持ちだったでしょう。 考えさせるようにする。

・参加しなければよかった。

・練習が大変だな。

展 (２ ) 変化した後の「さやか」の気 ○グループで話し合うことで、全体

持ちを考える。 で考えを出すことのできない児童に

○本祭りがあと１０日にせまった も考えを出させるようにする。

さやかは、どんな気持ちだったで ○あらかじめ小グループの中で多様

しょう。 な考えを出させ、それをもとに全体

・練習をがんばろう。 で話し合わせる。物事を多面的・

・地域を明るくしよう。 多角的にとらえ、「さやか」の取り

・心をこめて踊ろう。 組んでいる活動が自分だけのため

(３) なぜ「さやか」の気持ちが変化 ではなく、地域の人たちのためで

したのかを考える。 あることに気付かせるようにする。

◎なぜ「さやか」の気持ちが変化 ※主人公の「郷土のために自分が今

したのでしょう。 できることに向き合い、力を尽く

開 ・私も「工藤さん」のようにがん していこう」とする心情について

ばれば、次の世代の子どもたちに 気付くことができたか。

も伝わっていくと考えたから。 （ノート、発表）

・ステージに立ち続ける「工藤さん」 ○変容と学びの深まりを的確に捉え

にあこがれたから。 るため，道徳ノートを活用する。

・獅子舞の先生の話から本気になっ ※郷土に誇りをもち、ふるさとを大

て練習すれば未来は明るいと考え 切にしようとする意欲へとつなげ

たから。 ることができたか。 （ノート、

３ 自分のことをふり返る。 発表）

○今「さやか」の思いに触れて、

あなたはふるさとのために何がで

きますか。

・三匹獅子舞をやってみたい。

・三匹獅子舞の練習の話を聞いて

みたい。

・江名の伝統や文化をもっと調べ

たい。

終 ４ 本時の学習をふり返る。 ５ ○ゲストティーチャーの話を聞くこ

末 ○ゲストティーチャーの話を聞く。 分 とで、伝統文化を尊重しようとす

る心情を高める。
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７ 考察

「ふくしま道徳教育資料集」の活用の視点から

（１）「『ふくしま道徳教育資料集』の継続的な活用」について

○ 本校では、「ふくしま道徳教育資料集」の活用を、各学年１単位時間、教育課程に

位置づけている。資料の内容の多くが震災に関連していることから、ほとんどの学年

で３月に実施する予定である。そのため「ふくしま道徳教育資料集」を活用しての授

業は、本授業が今年度最初であった。研究授業を通して、資料集をどのように活用し

て授業を行えばよいか、全職員が共通理解を深めることができた。

● 今回の授業では、教科書にある同じ内容項目の教材と差し替えて、本資料を活用し

た。教科書教材との関連や、資料活用とのバランスをどのようにはかるかが検討課題

となった。

（２）道徳科以外での活用について

○ 本校では、資料を各学級に配当し、児童が読みたいときに手にとって読める環境を

整えてきた。５学年では、今回の授業後に、資料集のその他の読み物資料についても、

読書の時間などに手をとって読んでいる姿が見られた。このような姿が全学年に広が

っていくことが今後期待される。

○ 今回の授業は、総合的な学習の時間での地域学習のまとめとも関連していた。「ア

イナふくしま」は、地域学習の資料としても大変有意義なものであった。

（３）その他

○ 今回、教材のモデルとなった地元の神社の方

をゲストティーチャーに迎えて、終末で説話を

していただいた。児童はより自分事として真剣

に話を聞くことができた。

● 地元資料ではない他の資料についても、児童

がいかに身近なものとして受け入れ、自己の生

き方について考えるような授業を行えるかが今

後の課題である。

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の視点から

授業展開中盤で「さやかの気持ちが変化した理由」について、道徳ノートには、

① きっかけとなった事実があったから（新聞を見る、父に教えてもらうなど）

② がんばっている登場人物（工藤さん）に主人公（さやか）が励まされたから

③ 登場人物がどのように考えてがんばっているかを主人公が共感したから

④ 主人公が登場人物のがんばりを自分のことに置き換えてがんばろうと思ったから

などの記述がみられた。

主人公の心情により深く自我関与させるため、①⇒②⇒③⇒④のような見方となるよう

段階に応じて働きかけを行った。意図していた「『「次の世代に伝える』ことの大切さに

気付いたから」などの記述や別の登場人物（獅子舞の先生）の考えについての記述がなか

ったため、それらの視点も与え、多様な意見に触れさせることで、多面的・多角的な考え

へと促した。児童の気づきを形成的評価としてとらえ、授業に反映させることができた。

授業展開後半で、「ふるさとのために何ができるか」という発問については、「獅子舞」

「伝統行事への参加」「伝統文化を受け継ぎたい」「伝統文化をつないでいきたい」など

の記述を見ることができた。
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福島第四中学校第３学年 道徳学習指導の実際と考察

日 時：平成３０年１１月２日（金） 第５校時
授業者：福島市立福島第四中学校 教諭 二瓶 勉

授業のテーマ 震災を経験した主人公の心情に、自分の過去の体験や教育講演会で学んだこと
を重ね合わせて考えることで、学校や集団のためによりよく生きようとする心情
を育てる授業

１ 主題名 よりよい校風をつくる Ｃ－（１５） よりよい学校生活、集団生活の充実

２ 教材名 「いま新しき力あふれて」
（出典：『ふくしま道徳教育資料集 第Ⅰ集』 福島県教育委員会）

３ 主題設定の理由

（１） ねらいとする道徳的価値について（価値観）
生徒の生活の場である学校はそれぞれ一様ではなく独自の校風がある。これは一朝一夕に築

かれたものではなく、これまでの先輩や保護者、地域の人々の長年にわたる努力によって培わ
れたものである。これを後輩たちが協力し合って継承し、さらに発展させよりよい校風づくり
をしていくことが学校には求められる。人が、それぞれの集団の一員としてよりよく生きてい
くためには、自分の属する集団の意義や目指す目標を十分に理解し、自分の役割と責任を果た
し集団生活の充実に努めることが大切である。

（２） 生徒の実態（生徒観）
男子１５名、女子１８名、合計３３名の学級である。明るく素直で学習意欲も高い学級であ

り、男女の仲もよいが、道徳の授業ではあまり積極的に自分の意見を言えない生徒が多い。道
徳アンケートからは、「礼儀」、「友情・信頼」、「学校生活・集団生活の充実」などの価値につ
いての意識が高く、福島四中の伝統や集団生活をよりよくしようという思いが強いこともわか
る。一方、「愛国心」「郷土愛」「社会参画」などの価値についての意識が低いという実態もあ
るので、本時の授業を通して、身近な友人や学校を大切に思う気持ちをさらに高め、地域社会
や郷土をよりよくしようとする、より高い価値観につなげ、集団や社会のために進んで行動し
ようとする心を育みたい。

また、この学年の生徒は、東日本大震災当時小学校１年生であり、住んでいた地域や家庭環
境等の違いはあっても、その災害の体験やその後の生活に対する記憶は残っているはずである。
震災の記憶をもつ境界の世代としての役割にも触れたい。

（３） 教材について（教材観）
本教材は、東日本大震災を経験した中学２年生の作文を中心にまとめたものである。地震に

よる校舎倒壊、原発事故等による困難で制限された生活の中から、「命」は「時間」であるこ
とを知り、前向きに生きることの大切さ、学校や地域コミュニティの存在意義、そして生きる
意義について考えさせることのできる資料である。

４ 本時のねらい

東日本大震災により、学校が直面した困難な状況を乗り越えようとする主人公の思いについて考
えを深める活動を通して、学校や自分の所属する集団に対する愛着や誇りをもち、よりよい校風や
集団づくりに努めていこうとする心情を育てる。

５ 板書計画

『 いま新しき力あふれて 』 ～よりよい校風をつくる～

○「僕」にとって、日野原先生の言葉にはどんな意味があったのか。 ◎あなたにとっての「四中魂」とは何か。 日

野

原

医

師

の
言

葉

命

と
は

寿
命
と
は
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６ 学習過程

学習活動・内容
時間

○ 指導上の留意点
段階 （◎中心発問 ・予想される生徒の反応） ※ 評価

１ 四中のよさについて発表する。 ５ ○ 本時のねらいとする価値につな
導 ・学校が落ち着いている がるように、四中生が大切にして

・仲が良い いること、よさや特徴について、
入 ・あいさつ日本一 簡潔に確認し、生徒の意識を高め

・無言清掃 る。

２ 資料の範読を聞く。 ５ ○ 臨場感や医師の言葉の重みを感
じさせるため、教師が範読する。

３ 日野原医師の言葉を振り返る。 ５
・命とは、 与えられた時間 のこと ○ 医師の言葉の意味や想いのこも

・寿命とは、 使える時間 のこと った言葉の大切さを感じさせるた

・生きるとは、与えられた時間をどう使うか めに、模造紙で提示する。

考えること

４ 資料について、自分の考えをまとめる。 ７
○ 「僕」にとって、日野原先生の言葉にはど ○ 日野原医師の言葉が主人公に与

んな意味があったのだろうか。 えた意味を考えさせることで、本
・命の大切さを考えさせてくれた 時のねらいに深く迫るためのきっ
・本当の幸せについて考えさせてくれた かけとする。
・学校のために自分に今できることをしよう
という気持ちにさせてくれた

・生きる希望をもらえた
展

５ 教育講演会のＤＶＤを視聴し、講師から聴い ５ ○ 教育講演会のＤＶＤを視聴さ
開 た言葉を振り返り、考える。 せ、「僕」の気付きと自分の実体

・「こんなときのために学んできた」 験を重ね合わせることで、自分の
・「街は壊れても学んだことは壊れない」 こととして考えることができるよ

うにする。
○ 教育講演会の講師の言葉から、どんなこと ○ 体験から得た思いを想起し易く

を感じ、どんなことを学びましたか。 するために、講演会後に書いた感
・こんな言葉が言える人になりたい 想を提示する。
・なぜ学習するか分かった
・日々の努力が大切だと思った

６ 今までの自分を振り返る。 １３ ○ ３～４人の道徳班で自由に互い
◎ あなたにとっての「四中魂」とは何ですか。 の考えを述べ合うことで多様な考

・四中の仲間 えに触れ、生徒一人一人の考えを
・校舎やさかみちなど全ての環境 深めることができるようにする。
・たくさんの思い出 ※ 学校や身近な集団に対する愛着
・部活動 や誇り、よりよい校風や集団づく
・かしのは祭などの行事 りについて、自分の考えと友達の

考えを比べて考えている。
（ワークシート、発表）

７ 今日の授業を振り返り、自己を見つめる。 ７ ○ 本時での学びについて、客観的
○ これからの自分にどんな言葉をかけたいで な視点で振り返らせるために、「こ
すか。 れからの自分にかける言葉」を考
・残りの学校生活を大切にするんだよ えさせる。
・四中魂を忘れず頑張れ ※ 今までの学校生活を振り返りな

終 ・これからたくさんの思い出を創ろう がら、よりよい校風や集団づくり
・いざというときのためにしっかりと学ぶん を支える今の自分の役割や責任に

末 だぞ ついて考えている。
（ワークシート）

８ 教師の大切にしている言葉を聞き、自分の学 ３ ○ 教師自身が聞いた、忘れられな
校へ対する思いを温める。 い言葉について話し、授業に余韻

・「さかみち」への感想の記録 をもたせる。
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７ 考察

「ふくしま道徳教育資料集」の視点から

（１）授業のねらいに迫り、生徒の考えを深める発問の工夫について

○ 補助発問で、主人公の考えが変わったきっかけである日野原医師の言葉を取り上げ

ることにより、「命」は「与えられた時間」であることや、前向きに生きることの大

切さに気付かせることができた。

○ 震災後、制限された学校生活を送る主人公の姿が描かれた資料と震災復興に関する

教育講演会の内容を重ね合わせ、「あなたにとっての『四中魂』は何か」を考えさせ

ることにより、道徳的価値を自分自身のこととして捉えさせることができた。

● 中心発問で「あなたにとっての『四中魂』は何か」を取り上げ、自分自身のことと

して考えさせることはできたものの、「この発問では、教育目標や生徒会スローガン

等、すでに答えが分かってしまっているのではないか」との指摘もあった。生徒たち

に自分自身の問題として考えさせつつ、さらに考えを深めさせるためには、問い返し

を行うなどの工夫や、中心発問の吟味が必要だった。

（２）多面的・多角的、批判的に考えさせたり、議論・討論させたりする授業の工夫につ

いて

○ 震災復興に関する教育講演会のＤＶＤを視聴させ、講演会後に書いた感想を提示す

ることにより、「僕」の気付きと自分の実体験を重ね合わせながら、本時の価値につ

いて多面的・多角的に考えさせることができた。

● 事後研究会では、「感想用紙をそのまま提示・発表させると、『思いを重ね合わせ

る』という感じではなくなってしまう。今回の資料と講演会、二つを照らし合わせて

みた今の気持ちを聞くことを中心にした方が、多少時間がかかっても、さらに深みの

ある意見が出されたのではないか。」という意見が出された。

（３）振り返りの方法の工夫・改善について

○ 本時での学びについて、客観的な視点で振り返らせるため、「これからの自分にか

ける言葉」を考えさせてみた。この学年の生徒は震災の記憶をもつ境界の世代である

ため、その役割にも気付かせ、集団や社会のためによりよく生きようとする思いを引

き出したいと考えた。生徒たちからはねらい通り、「困

難があっても、それに挑む精神をもつ」「四中魂を忘

れず、当たり前な毎日に感謝して生きる」などといっ

た前向きな言葉を引き出すことができた。

● 最後に「教師の忘れられない言葉」について話をし

たが、時間が少し足りなくなり、余裕がなくなってし

まった。十分な余韻を与えることができたらよかった。

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の視点から

○ ３～４人の道徳班で自由に互いの考えを述べ合うことで、多様な考えに触れさせ、

一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させ、生徒一人一人の考えを深めさ

せることができた。授業中の生徒の様子やワークシートからも、生徒同士の交流を通

した考えの深まりを感じることができた。そのワークシートに教師が目を通し、考え

の深まりを認めるとともに、生徒がそれをファイリングし、自分の成長をとらえる手

がかりとさせていくことができた。

● 最後の振り返りでは、たとえ困難に遭ってもそれを乗り越えよりよく生きていこう

とする前向きな姿勢や強い思いを、ほぼ全ての生徒から引き出すことができた。ただ

し、「よりよい校風や集団づくりを支える今の自分の役割や責任」まで考えている生

徒は多くはなかった。今後、さらに確実にねらいに迫ることができる発問や授業づく

り、振り返りの方法などを工夫していきたい。
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本郷中学校第２学年 道徳学習指導の実際と考察 

                日 時：平成３０年１０月４日（木）第３校時  
                授業者：会津美里町立本郷中学校 教諭 永井 靖子  

授業テーマ  
 ワークシートに自分の考えを書いたり、少人数で話し合いやロールプレ

イングを行ったりすることを通して、集団の向上のために努めようという

道徳的心情を育む授業  
１ 主題名  集団生活の向上に努める C-(15)よりよい学校生活、集団生活の充実  
２ 教材名  ありがとうの唄 （出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ⅰ集）  
３ 主題設定の理由 

 (1) ねらいとする道徳的価値について（価値観） 

   集団は、一人一人の協力があって維持されるものである。そのためには、互いの人

間関係を大切にするとともに励まし合う協力関係を作り上げていくことが大切である。

また、一人一人がその集団の中でかけがえのない存在であることに気付き、集団生活

の向上・充実のためにできることについて考え、それを実践していこうとする意欲や

態度を養うことが求められている。 

 (2) 生徒の実態（子ども観） 

   生徒アンケートによると、自己肯定感や周囲から承認されているという感覚を学級

の約７割の生徒が持っているが、その中で確信や自信を持っている生徒は２割程度で

ある。授業態度が落ち着いている生徒が多いが、進んで発表できる生徒は少ない。し

かし、自分の意見を持ち、それを書いて表現することができる生徒は比較的多い。班

活動や学校行事等では、協力しようという気持ちが見られる集団であるため、さらに

積極的に意見や行動を示したり、リーダーシップを発揮したりしてクラスに貢献しよ

うという心情を少しずつ養っていく必要がある。 

 (3) 教材について（教材観） 

   震災以降、仲間の転出が続いている学級という設定であり、７年以上経過している

今、生徒たちが当時の中学生の感情を深く理解することは容易ではないかもしれない。

しかし、校内合唱コンクールに向けた学級活動の場面を扱っていることもあり、登場

人物の心情や場面について自分たちなりに想像することは難しくない教材である。 

   登場人物の心情や考え、気持ちの変化などを理解していく中で、級友や学級全体の

ために協力しようとする姿、他を尊重する心や学級が一丸となって一つのことをやり

遂げる成就感、感動など、身近にある様々な価値に触れることのできる教材である。 

４ 本時のねらい 

   登場人物の立場の心情などを自分事として考えたり、グループで話し合ったりする

ことを通して、集団（学級全体）の向上のために自分ができることを実践しようとい

う道徳的心情を育む。  
５ 板書計画 

 

 

 

（☆☆学校生活の中で、これからどんなことを大切にしていきたいと思いますか？） 

賛成  反対  

合唱コンクール  

あらすじ  
（登場人物）  
タク、マーちゃん  
モモ：金賞  
   伴奏者賞ほしい  

※  また転出！  

賛成派と反対派の両方

を生かすには、どうす

ればよいか。  

 

 

 

 

 

  

 

・替え歌にする  

ホワイトボード  

自分たちの曲の作詞・作曲をやるべきだ  

・転校する友  
だちのため  

・練習できな  
くて金賞が  
取れない  

・作曲は大変  

引き分け  ：どちらとも言えない  

自分はどう思う？  
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６ 学習過程 

段  
階  

学習活動・内容  
（◎中心発問 ・予想される生徒の反応）  

時  
間  

○指導上の留意点  
※評価  

導  
 
 
 

入  

１ 昨年の校内合唱コンクールの

歌声を聞く。 

 ○ 当時の気持ちを発表する。 

 ・よかった。いい思い出。 

 ・歌は苦手で嫌だ。辛かった。 

２ 本時の内容について知る。  
  「合唱コンクールに関して」  

５  
 
 
 
 
 
 
 

○ CD を聞くことで、スムーズに合唱コン

クールに意識が向くようにする。  
○ 「よかった」「嫌だった」に２択で挙手

を求める。その後、具体的な理由（本音）

についても考えるよう促す。  
○ 扱う価値や「ねらい」には触れず、合

唱コンクールに関する教材を読み、みん

なで考えていくことを伝える。  

展  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開  

３ 教材を読む。  
(1)「一人一人の気持ちをとことん

発表しようということになった」

という部分に着目する。  
４ ロールプレイングを行う。  
 ○ 『作詞・作曲をやるべきだ』

について、賛成派役と反対派

役に分かれて行う。  
(1)賛成・反対の理由を考える。  
  （作戦タイム）  
(2)賛成派・反対派役ともに相手を

説得しようと話し合う。  
(3)役割交替をして話し合う。  
(4)各班で話し合いを振り返る。  
(5)話し合いの中で最も説得力が

あった言葉を発表する。  
 
５ 自分自身はどう考えるか、ワ

ークシートにまとめる。  
６ 「新しい方法」について班で

考える。 

◎ 賛成派と反対派の両方の気

持ちや考えを生かすには、ど

うすればよいか。  
(1)ホワイトボードを活用しなが

ら、班の考えを書き発表する。 

 ・全部、一部を替え歌にする。 

 ・クラスのメッセージを作って、

それを言ってから歌う。 

(2)再度、班で話し合う。 

 ・替え歌がいい。両方の考えが

同じように生かされている。 

５ 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

15 

○ 教材の「最初の部分」だけを配付しあ

らすじを認識させながら、教師が朗読す

る。（一部改作）  
【問いかけのポイント】  

○ ３～４人の班を組ませる。予め、司会

者役（リーダー）を決めておく。  
○ 作戦タイムを２分程度設ける。時間を

区切って、スムーズに進める。  
○ ホワイトボードに、簡単にメモしなが

ら話し合わせる。  
○ 賛成派からスタートさせ、全員が話す

よう促す。  
○ 「賛成」「反対」「どちらとも言えない」

について、自分事として考えさせる。  
【深い学びのポイント】  

○ ホワイトボードを黒板に貼り、発表を

させる。  
○ アイディアを共有しながら、質問や付

け足しの意見等についても尋ねる。  
※ 班の中で互いに考えを伝えたり、聞い

たりしているか。（観察）  

終  
末  

７ 個々に、自分の考えを深める。 
(1)授業を振り返りながら、自分の

考えをワークシートに書く。 

 ○ 学校生活の中で、これから

どんなことを大切にしていき

たいかを考える。 

７  ○ 机を移動させ、個で考える雰囲気を作

る。  
※ 今後自分が大切にしていきたいことに

ついて考え、自分の思いや考えをまとめ

ようとしたか。（観察・ワークシート）  

 賛成・反対の２択ではなく、両方の気

持ちが生かさせるための「新しい方法

（考え方）」について話し合うことを通

して、考えを広げたり、深めたりさせる。 

 自分がこのクラスの一員だと仮定し、

テーマについて賛成派と反対派に分か

れたロールプレイングをすることを通

して、自己の考えを広げさせる。  
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６ 学習過程 

段  
階  

学習活動・内容  
（◎中心発問 ・予想される生徒の反応）  

時  
間  

○指導上の留意点  
※評価  

導  
 
 
 

入  

１ 昨年の校内合唱コンクールの

歌声を聞く。 

 ○ 当時の気持ちを発表する。 

 ・よかった。いい思い出。 

 ・歌は苦手で嫌だ。辛かった。 

２ 本時の内容について知る。  
  「合唱コンクールに関して」  

５  
 
 
 
 
 
 
 

○ CD を聞くことで、スムーズに合唱コン

クールに意識が向くようにする。  
○ 「よかった」「嫌だった」に２択で挙手

を求める。その後、具体的な理由（本音）

についても考えるよう促す。  
○ 扱う価値や「ねらい」には触れず、合

唱コンクールに関する教材を読み、みん

なで考えていくことを伝える。  

展  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開  

３ 教材を読む。  
(1)「一人一人の気持ちをとことん

発表しようということになった」

という部分に着目する。  
４ ロールプレイングを行う。  
 ○ 『作詞・作曲をやるべきだ』

について、賛成派役と反対派

役に分かれて行う。  
(1)賛成・反対の理由を考える。  
  （作戦タイム）  
(2)賛成派・反対派役ともに相手を

説得しようと話し合う。  
(3)役割交替をして話し合う。  
(4)各班で話し合いを振り返る。  
(5)話し合いの中で最も説得力が

あった言葉を発表する。  
 
５ 自分自身はどう考えるか、ワ

ークシートにまとめる。  
６ 「新しい方法」について班で

考える。 

◎ 賛成派と反対派の両方の気

持ちや考えを生かすには、ど

うすればよいか。  
(1)ホワイトボードを活用しなが

ら、班の考えを書き発表する。 

 ・全部、一部を替え歌にする。 

 ・クラスのメッセージを作って、

それを言ってから歌う。 

(2)再度、班で話し合う。 

 ・替え歌がいい。両方の考えが

同じように生かされている。 

５ 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

15 

○ 教材の「最初の部分」だけを配付しあ

らすじを認識させながら、教師が朗読す

る。（一部改作）  
【問いかけのポイント】  

○ ３～４人の班を組ませる。予め、司会

者役（リーダー）を決めておく。  
○ 作戦タイムを２分程度設ける。時間を

区切って、スムーズに進める。  
○ ホワイトボードに、簡単にメモしなが

ら話し合わせる。  
○ 賛成派からスタートさせ、全員が話す

よう促す。  
○ 「賛成」「反対」「どちらとも言えない」

について、自分事として考えさせる。  
【深い学びのポイント】  

○ ホワイトボードを黒板に貼り、発表を

させる。  
○ アイディアを共有しながら、質問や付

け足しの意見等についても尋ねる。  
※ 班の中で互いに考えを伝えたり、聞い

たりしているか。（観察）  

終  
末  

７ 個々に、自分の考えを深める。 
(1)授業を振り返りながら、自分の

考えをワークシートに書く。 

 ○ 学校生活の中で、これから

どんなことを大切にしていき

たいかを考える。 

７  ○ 机を移動させ、個で考える雰囲気を作

る。  
※ 今後自分が大切にしていきたいことに

ついて考え、自分の思いや考えをまとめ

ようとしたか。（観察・ワークシート）  

 賛成・反対の２択ではなく、両方の気

持ちが生かさせるための「新しい方法

（考え方）」について話し合うことを通

して、考えを広げたり、深めたりさせる。 

 自分がこのクラスの一員だと仮定し、

テーマについて賛成派と反対派に分か

れたロールプレイングをすることを通

して、自己の考えを広げさせる。  

７ 考察 

質の高い多様な指導方法の視点から 

 (1) 「生徒が興味・関心をもち、主体的に考えたくなる『教材提示の工夫』」について 

  ○ 震災に対する生徒の認識が薄いことを考え、合唱コンクールの自分たちの歌声を

聞かせることで、教材が身近なものとして捉えられるようにした。また、教材提示

も中心発問につながる部分だけを抜粋し、早い段階で資料を離れることで、課題に

対して主体的に話し合い、自分事として考える時間をとることができた。  
 
「ふくしま道徳教育資料集」の活用の視点から 

 (1) 「『ふくしま道徳教育資料集』を活用し、未だ止まない風評の中で、福島県民として、

郷土に対する誇りと愛情、絆の大切さ、人間のたくましさを感じ取らせる」について 

  ○ 地元、会津美里町の伝統行事に触れながら教材を活用し、地域の伝統行事を継承

しようとする人々の姿を織り交ぜながら、たくましく生きようとする姿から、これ

からどう生きるかを考えさせることができた。 

 (2) 「資料を通して、福島県民として困難な状況に置かれている状況での仲間と協力し

ようとする姿、他者を尊重する心を感じ取らせることで、強い心を培うための指導方

法を工夫する」について 

  ○ 震災から 7 年以上経過しているということから、なかなか震災を自分のこととし

て考えることが難しい。そこで、自分たちの置かれている状況と類似している内容

である「第Ⅰ集：ありがとうの唄」を教材として選定した。授業ではロールプレイ

ングにより、２つの立場で考えることで、他者の思い、様々な価値観を考えること

ができ、そこから他者を尊敬する心、協力する姿勢を自分事として考えることがで

きた。 

 (3) 「様々な価値から生命の尊重、家族のつながりに

アプローチできるような、授業構想・課題設定の工

夫をする」について 

  ○ 職場体験学習の経験と関連させながら教材を活

用し、全ての仕事が人の役に立っていることを認

識させ、自他の命を守るために職務を全うする姿

を通して、勤労観や生命尊重の意味を考えさせる

ことができた。 

 

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の観点から 

 (1) 学習状況について 

  ○ 「伝え合い、聞き合い、深め合う授業づくり」に迫るためにロールプレイングや

問題解決的話し合い等の活動を工夫することで、互いに考えを出し合い、班ごとに

結論を見いだすことができ、「考え、議論する道徳」に近づくことができた。 

 (2) 道徳性に係る成長の様子について 

  ○ 集団生活の充実に向けて、始めは漠然とした考えであったが、ロールプレイング

やグループでの話し合い活動を通して、それぞれが今後に前向きな考えを自分なり

の言葉で表現できるようになった。 

  ○ ワークシートの活用により生徒の頑張りや心の変化を認め、コメント記入や掲示

等で励ますと共に、資料を蓄積することで評価に生かしたい。 

  【ワークシートより】 

  ・ 自分の意見だけでなく、友達の意見も尊重していきたい。みんなの意見を聞いて

話し合うことが大切。 

  ・ 誰かだけが我慢するのではなく、全員の意見を出し合い、話し合っていきたい。 
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舘岩中学校第２学年 道徳学習指導の実際と考察

日 時：平成３０年７月１３日（金）第５校時

授業者：南会津町立舘岩中学校 教諭 星 恒光

授業テーマ 他者と共によりよく生きることを学ぶ道徳教育
～自ら考え、学び合う授業づくり～

１ 主題名 思いやり、感謝 Ｂ－（６）

２ 教材名 温かさを分け合って （出典：ふくしま道徳教育資料集 第Ｉ集）

３ 主題設定の理由
(1) ねらいとする道徳的価値について（価値観）

本教材は東日本大震災の際、育った地域が原子力発電所の事故の影響で避難区域となっ
てしまい、他県へ転校することになった生徒が書いた人権作文がもととなっている。あら
すじは新天地で両親不在という過酷な状況に置かれた生徒が、転校初日に級友からニック

ネームをつけて呼ばれるようになった。その結果、福島からの転校生ということで放射能
汚染による差別や風評被害から感じていた大きな不安が一気に取り払われ、温かい言葉を

かけてくれた級友に感謝するとともに、自身も温かさを分けられる存在になりたいと強く
思うようになるといったものである。多種多様な価値観をもつ人間がいる以上、ものの考
え方や捉え方、それに基づいた行動は人それぞれである。その中で温かい人間愛に恵まれ

ないと感じて、自己中心的になり、他を顧みない行動に走ってしまう場合もある。本教材
では温かさに気づき、感謝し、自分も温かさを他人に分けられる人間になり、人として強

く生きていく態度を養うことをねらいとしている。
(2) 生徒の実態（生徒観）

第２学年は計１３名の学級である。生徒の大半は幼稚園や小学校からずっと同じ人間関
係で過ごしてきており、生徒の仲は良い。しかし一緒にいた時間が長いためか人間関係が

固定されてきているため、互いにあまり遠慮をせず、言いたいことを言い合いぶつかり合
ってしまう場面が見られる。また級友の新たな一面に目を向けようとせず、よりよい関係
を築こうとしない様子や、自分の考えをあまり表現せず、相手がどのように思っているの

か深く考えない様子も見られる。
(3) 教材について（教材観）

本教材は先述の通り、他者からの温かい言葉に感謝し、よりよい人生を強く生きようと
する態度を養うことをねらいとしている。生徒観でも述べたとおり、本学級はよりよい人

間関係を構築する意欲が低いことが課題として挙げられる。そこで本時ではよく知ってい
ると思っていた級友が自分の考えに対しどのように反応をするか、あるいは自分と同じ課
題に対しどのような回答をするかを知り、級友の新たな一面を知ることで、また温かさと

は何かを改めて考えることで、よりよい人間関係を構築する喜びを見いだそうとする力に
ついて考えさせたい。

４ 本時のねらい
転校生の呼び名や資料の「温かさ」とは何かを考える活動を通して、他者を思いやる心

が自己と他者の絆を強くすることに気づき、よりよく生きていこうとする態度を育成する。

５ 板書計画

道徳ワークシート 平成 30年 7月 13日

・転校生の呼び名を考えよう。

・「みっちー」と呼ばれることを温かく感じたのはどうしてか。

プロジェクター投影用スクリーン

転校生の特徴、教材の原文、

中心発問に対する回答を投影する。

転校生に学ぼう。
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６ 学習過程

段階 学習活動・内容 時間 ○ 指導上の留意点
（◎中心発問 ・予想される生徒の反応） ※ 評価

１ あだ名は必要かどうか、挙手で答え 一斉 ○ 「あだ名の危険性」について過去に道徳で授

導 る。 ３ 業を行っているため、あだ名は不要という生

徒が多く出てくる可能性がある。

入 ○ 時間をかけないよう、理由は聞かず挙手で
行う。

２ 転校生が来たと仮定し、転校生の呼 個 ○ 呼び名という日常的なものを題材にするこ

び名を考える。 ８ とで、本時の内容はどこにでもありふれるも

のであることを実感させる。

・「○○」という名前だから「△△」と ○ 転校生の特徴（１０個）を少しずつ提示す

いう親しい呼び名がいい。 ることで、その人のことがわかってきたとい

・なんとなく「□□」がいい。 う感覚をもたせる。
（あだ名が必要な生徒の意見） ○ 特徴の最後に「原発避難で転校」を提示し、

・あだ名なんて必要ない。 差別や偏見に対して強い不安をもっているこ

・「○○君」で十分だ。 とに気づかせる。また最後にもってくること

展 （あだ名が不要な生徒の意見） で、これまでの自分の呼び名（考え）はふさ
わしいかどうか振り返らせる。

○ 机間巡視をし、生徒の考えを把握する。ま
たチェックを入れることで生徒の考えを奨励

し、新しい考えを生み出す意欲を高める。

３ 考えた呼び名を、理由をつけて発表 一斉 ○ 理由を付けて発表することで、自分の意見

する。 ６ や考えを他者に伝える機会を設ける。また他
者の考え方にふれることで、今後の自分の考

えの参考にさせる。
○ 発表時は発表生徒の時間とし、静粛にさせ

る。

４ 教師が範読する教材を聞く。 一斉 ○ 黙読だと生徒によって読むスピードに差が

８ 出てしまい、関心が薄れてしまったり関係な

いことを行ったりする可能性があるので黙読
ではなく範読を行う。

開
５ 中心発問に対し、自分の考えをまと 班 ○ ありふれた呼び名に対し、温かいと感じた

め、発表する。 一斉 筆者に注目し、なぜ温かいのかを考えること
１８ を通じて、思いやりの心の示し方には多様な

◎「みっちー」と呼ばれることを温かく 方法があることに気づかせる。
感じたのはどうしてか。 ○ 少人数学級の特性を生かし、できるだけ多

・呼び名に差別が感じられない。 くの生徒に発表させ多様な考えにふれさせる。

・親しみがこもっている。 ○ 生徒の意見を他の生徒に返すことで、他者

・話し方や呼び方が優しく温かかった。 の立場になって考えさせる。

・級友の表情が笑顔だった。 ○ 道徳ノートの右ページに参考になった考え
をメモさせる。

○ あだ名そのものにはこだわらせない。

６ 道徳の振り返りを記入する。 個 ○ 率直な感想が記入できるよう、机間巡視で

終 ７ は称賛しながらチェックする。
※ 「温かさ」について自分なりに考え、まと

末 めている。 （道徳ノート、ワークシート）
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７ 考察

「ふくしま道徳教育資料集」の活用の視点から

（１）「事象に対して、生徒一人一人に自分なりの考えをもたせる工夫」について

東日本大震災による被害があまり大きくなかった南会津であったが、本資料集では

同じ県内で起こったことを題材としているため、生徒一人一人が自分事として捉えや

すかった。本校では、道徳科の時間に限定せずに資料にふれる機会を設けてきたこと

で、自分事として捉え、震災の事象の中から感じる個々の考え・思いをもたせること

ができた。

（２）「他者と考えを共有し、様々な考えにふれる学習活動の工夫」について

東日本大震災の出来事をもとに、福島から転校した生徒が放射線により差別を受け

ていたことを知り、「同じ県民として心を痛めた」や「優しい言葉かけをしてくれた

仲間のありがたさがよく分かった」という感想をもち、授業で発表、共有することが

できた。

（３）「生徒一人一人の考えの変容や成長を認識できる場面の設定」について

上記のように、資料集をもとに個々に考えをもたせ、自分事として捉えさせ、他者

との交流を行わせたことは、個々の考えの変容、成長を認識させる機会となった。

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の視点から

一人一人を受け止めるために「道

徳ノート」の積極的な活用を図った。

道徳ノートを活用し、自分の変容を

振り返りつつ、表現方法を少しずつ

習得し、自分の考えをもつ喜びや考

えを表現する喜びを感じていた。

それらの状況を教師がしっかりと

受け止め、生徒の様々な考えを認め

る上で、道徳ノートの活用は効果的

であった。

                       

相馬東高等学校２年次 道徳学習指導の実際と考察 

                   

日  時：平成３０年１１月１４日（水）第２校時 

                            授業者：相 馬 東 高 等 学 校  教 諭  早 川  雄 三    

 

授業テーマ 
登 場 人 物 の 心 情 の 変 化 を 考 察 す る こ と で 、 他 者 へ の 思 い や り

や 感 謝 の 重 要 性 に 気 付 く こ と が で き る 授 業  

 

１ 主題名 温かい人間愛  Ｂ－（6）思いやり、感謝 

 

２ 教材名 五〇〇人の大家族 

ふくしま道徳教育資料集第Ⅱ集 敬愛・つながる思い 

 

３ 主題設定の理由  

 (1) ねらいとする道徳的価値について（価値観）  

学 習 指 導 要 領 に あ る よ う に 、 「 思 い や り の 心 を も っ て 人 と 接 す る と と も

に 、 家 族 な ど の 支 え や 多 く の 人 々 の 善 意 に よ り 日 々 の 生 活 や 現 在 の 自 分 が

あ る こ と に 感 謝 」す る こ と は 、学 校 生 活 は も ち ろ ん 、社 会 生 活 に お い て も 人

と 人 と が 関 わ る 中 で 最 も 大 切 な 価 値 項 目 で あ る 。 人 は 周 囲 の 様 々 な 人 々 か

ら 支 え ら れ て 生 き て い る 。た だ 、生 徒 に と っ て 、そ の こ と を 普 段 の 生 活 の 中

で 意 識 す る 機 会 は 少 な い の が 現 状 で あ る 。 そ の た め 、 震 災 と い う 大 変 な 状

況 が 描 か れ て い る 本 資 料 を 通 し て 、 自 分 が 誰 か に 支 え ら れ て き た こ と を 認

識 し 、 そ の こ と に 感 謝 す る 気 持 ち を 養 う こ と は 、 重 要 な こ と で あ る 。  

 

 (2) 生徒の実態（生徒観）  

修 学 旅 行 を 通 し て 、 生 徒 同 士 が 協 力 し て 物 事 に 取 り 組 む 態 度 は 徐 々 に 身

に 付 き つ つ あ る 。し か し な が ら 、ク ラ ス 全 員 で 受 け る 授 業 が 少 な く 、固 定 化

さ れ た メ ン バ ー 内 で は 協 力 体 制 が で き て い る が 、 す べ て の ク ラ ス メ ー ト 内

で ス ム ー ズ に 協 力 す る 体 制 は ま だ 整 っ て い な い と 思 わ れ る 。 道 徳 を 取 り あ

げ た 授 業 は 教 科 の 学 習 と 比 べ て 、 そ れ ほ ど 活 発 に 学 習 し て い る と は い え な

い 。 道 徳 的 価 値 に つ い て 考 え る こ と に 関 心 は あ る の だ が 、 自 ら 発 言 す る な

ど の 積 極 的 な 姿 勢 が な か な か 見 ら れ な い 。 こ う し た 生 徒 が 、 様 々 な 人 々 の

立 場 や 見 方 を 考 え 、 周 囲 に 自 分 の 考 え を 表 現 し な が ら 、 学 習 を 深 め る 機 会

と し た い 。  

 

 (3) 教材について（教材観）  

本 資 料 は 、三代続いた旅館の主人が、東日本大震災の被災者を無料で受け入れる

ことを決断したことにより、中学生である私、父、兄、従業員、被災者、それぞれの

立場の思いが交錯する姿が描かれている。困難な状況の中で、それぞれの登場人物

が、互いを労り思いやる姿が、受け入れに反対していた兄や私の気持ちを変えていっ

た経緯を考えることで、互 い に 支 え 合 う こ と の 重 要 性 に 気 づ く こ と の で き る

資 料 で あ る 。  

 

４ 本時のねらい  

     兄妹の心情が変化した理由について考察することを通して、人は互いに支え合っ

て生きていることを認識し、周囲を思いやり感謝することのできる態度を育む。 
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相馬東高等学校２年次 道徳学習指導の実際と考察 

                   

日  時：平成３０年１１月１４日（水）第２校時 

                            授業者：相 馬 東 高 等 学 校  教 諭  早 川  雄 三    

 

授業テーマ 
登 場 人 物 の 心 情 の 変 化 を 考 察 す る こ と で 、 他 者 へ の 思 い や り

や 感 謝 の 重 要 性 に 気 付 く こ と が で き る 授 業  

 

１ 主題名 温かい人間愛  Ｂ－（6）思いやり、感謝 

 

２ 教材名 五〇〇人の大家族 

ふくしま道徳教育資料集第Ⅱ集 敬愛・つながる思い 

 

３ 主題設定の理由  

 (1) ねらいとする道徳的価値について（価値観）  

学 習 指 導 要 領 に あ る よ う に 、 「 思 い や り の 心 を も っ て 人 と 接 す る と と も

に 、 家 族 な ど の 支 え や 多 く の 人 々 の 善 意 に よ り 日 々 の 生 活 や 現 在 の 自 分 が

あ る こ と に 感 謝 」す る こ と は 、学 校 生 活 は も ち ろ ん 、社 会 生 活 に お い て も 人

と 人 と が 関 わ る 中 で 最 も 大 切 な 価 値 項 目 で あ る 。 人 は 周 囲 の 様 々 な 人 々 か

ら 支 え ら れ て 生 き て い る 。た だ 、生 徒 に と っ て 、そ の こ と を 普 段 の 生 活 の 中

で 意 識 す る 機 会 は 少 な い の が 現 状 で あ る 。 そ の た め 、 震 災 と い う 大 変 な 状

況 が 描 か れ て い る 本 資 料 を 通 し て 、 自 分 が 誰 か に 支 え ら れ て き た こ と を 認

識 し 、 そ の こ と に 感 謝 す る 気 持 ち を 養 う こ と は 、 重 要 な こ と で あ る 。  

 

 (2) 生徒の実態（生徒観）  

修 学 旅 行 を 通 し て 、 生 徒 同 士 が 協 力 し て 物 事 に 取 り 組 む 態 度 は 徐 々 に 身

に 付 き つ つ あ る 。し か し な が ら 、ク ラ ス 全 員 で 受 け る 授 業 が 少 な く 、固 定 化

さ れ た メ ン バ ー 内 で は 協 力 体 制 が で き て い る が 、 す べ て の ク ラ ス メ ー ト 内

で ス ム ー ズ に 協 力 す る 体 制 は ま だ 整 っ て い な い と 思 わ れ る 。 道 徳 を 取 り あ

げ た 授 業 は 教 科 の 学 習 と 比 べ て 、 そ れ ほ ど 活 発 に 学 習 し て い る と は い え な

い 。 道 徳 的 価 値 に つ い て 考 え る こ と に 関 心 は あ る の だ が 、 自 ら 発 言 す る な

ど の 積 極 的 な 姿 勢 が な か な か 見 ら れ な い 。 こ う し た 生 徒 が 、 様 々 な 人 々 の

立 場 や 見 方 を 考 え 、 周 囲 に 自 分 の 考 え を 表 現 し な が ら 、 学 習 を 深 め る 機 会

と し た い 。  

 

 (3) 教材について（教材観）  

本 資 料 は 、三代続いた旅館の主人が、東日本大震災の被災者を無料で受け入れる

ことを決断したことにより、中学生である私、父、兄、従業員、被災者、それぞれの

立場の思いが交錯する姿が描かれている。困難な状況の中で、それぞれの登場人物

が、互いを労り思いやる姿が、受け入れに反対していた兄や私の気持ちを変えていっ

た経緯を考えることで、互 い に 支 え 合 う こ と の 重 要 性 に 気 づ く こ と の で き る

資 料 で あ る 。  

 

４ 本時のねらい  

     兄妹の心情が変化した理由について考察することを通して、人は互いに支え合っ

て生きていることを認識し、周囲を思いやり感謝することのできる態度を育む。 
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５ 板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 学習過程  

段  

階  

学習活動・内容  

（ ◎ 中 心 発 問  ・ 予 想 さ れ る 生 徒 の 反 応 ）  

時  

間  

○  指導上の留意点  

※  評価       

 

 

導  

 

 

 

入  

１ 誰 か を 助 け た 、 ま た は 、 助 け

ら れ た 経 験 に つ い て 振 り 返 る。  

 ○ 困 っ て い る 人 を 助 け た 、 ま

た は 、 助 け て も ら っ た こ と

は あ り ま す か 。  

  ・ 道 を 教 え て あ げ た  

 ○ そ の あ と 、 相 手 は あ な た に

対 し て 、 ど う し ま し た か 。  

  ・ お 礼 を 言 っ た  

２ 資 料 の 前 半 を 黙 読 す る 。  

5  

 

 

 

 

 

 

 

 

6  

○ 自 分 の 経 験 に つ い て 想 起 さ せ る 。 誰

か を 助 け る と い う 行 動 に は 、 思 い や

る気持ちがあったことを確認することで

本時の内容の動機付けとする。  

○ 感 謝 に つ な が る ワ ー ド を 引 き 出 し 、

感 謝 す る こ と の 大 切 さ を 確 認 す る こ

と で 、 普 段 の 生 活 の 中 で 周 囲 の 人 々

と 支 え 合 い な が ら 生 き て い る こ と を

意 識 さ せ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

展  

 

 

 

 

 

開  

３ 父 の 決 断 に つ い て 考 え る 。  

○ あ な た が 父 な ら 、 被 災 者 を

受 け 入 れ ま す か 。  

・ 困 っ て い る 人 を 放 っ て お

け な い  

・ 従 業 員 を 守 ら な い と い け

な い  

 

４ 班に分かれ、考えを話し合う。  

 

５ 資 料 の 後 半 を 黙 読 す る 。  

６ 班 で の 話 し 合 い を 通 し て 、 翌

朝 の 兄 と 私 の 心 情 の 変 化 に つ

い て 考 え る 。  

 ◎ 兄 と 私 の 心 情 が 変 化 し た の

は ど う し て か 。  

  ・ こ れ ま で 多 く の 人 々 に 支

え ら れ て き た こ と に 気 づ

い た  

  ・ 役に立ちたいと思った  

 ・ 互 い に 支 え あ っ て い く こ

と の 重 要 性 に 気 づ い た  

5  

 

 

 

 

 

 

 

7  

 

7  

1 5  

○ 挙 手 に よ り 考 え の 類 別 を 行 う 。  

○ 父 の 決 断 に は 様 々 な 葛 藤 が 含 ま れ 、

意 見 が 分 か れ る の は 自 然 で あ る こ と

に 留 意 さ せ る 。  

○ 兄 に も 家 族 や 従 業 員 を 思 い や る 気 持

ち が あ る こ と を 確 認 す る こ と で 、 そ

れ ぞ れ の 立 場 の 思 い が 交 錯 し て い る

こ と に 気 づ か せ る 。  

○ 話 合 い を 基 に 賛 成 ・ 反対の理由をカー

ドに記述させ、掲示し可視化を図る。  

 

○ 前 日 と 翌 朝 の 兄 と 私 の 様 子 を 比 較 す

る こ と で 、 二 人 が 被 災 者 の 受 け 入 れ

に 対 し て 、 前 向 き に な っ た 心 情 の 変

化 に 気 づ か せ る 。  

○ 班 で 二 人 の 心 情 の 変 化 の 理 由 を ま と

め さ せ 、 掲 示 し 可 視 化 を 図 る 。  

○ 誰もが互いに支えられていることを確認

し、 感 謝 の 気 持 ち を 忘 れ ず 、 思 い や

り の あ る 行 動 を 提 案 す る 。  

終  

 

末  

７ 今 日 の 授 業 で 感 じ た こ と を ま

と め る 。  

5  ※ 自 分 も 他 者 も か け が え の な い 存 在 で

あ る こ と を 自 覚 す る こ と で 、 思 い や

り や 感 謝 に つ い て の 考 え を 深 め る こ

と が で き た か 。  

困 っ て い る 人 を 助 け た 、 ま
た は 、 助 け て も ら っ た こ と
は あ り ま す か 。  
 
・ 道 を 教 え た  → 思 い や り  
・ 救 急 車 を 呼 ん だ  

あ な た が 父 な ら 、被 災 者 を 受
け 入 れ ま す か 。  
 
＜ 受 け 入 れ る   １ ５ 人 ＞  
・ 困 っ て い る 人 を 放 っ て お

け な い  
・ ・ ・ ・ ・ ・  
・ ・ ・ ・ ・ ・  

＜ 受 け 入 れ な い  １ ４ 人 ＞  
・ 従 業 員 を 守 ら な い と い け

な い  
・ ・ ・ ・ ・ ・  
・ ・ ・ ・ ・ ・  

＜ わ か ら な い   １ ０ 人 ＞  

そ の あ と 、相 手 は あ な た
に 対 し て 、ど う し ま し た
か 。  
 
・ お 礼      →  感 謝  
・ 何 も な か っ た  

兄 と 私 の 心 情 が 変 化 し た の は ど
う し て か 。  
 
・ こ れ ま で 多 く の 人 々 に 支

え ら れ て き た こ と に 気 づ い
た  

・ 誰 か の 役 に 立 ち た い と 思
っ た  

・ 互 い に 支 え あ っ て い く こ
と の 重 要 性 に 気 づ い た 。  
・ ・ ・ ・ ・ ・  
・ ・ ・ ・ ・ ・  

― 96 ―



７ 考察

「ふくしま道徳教育資料集」の活用の視点から

（１）「自己肯定感を高めるために、道徳教育推進校視察や研究授業を生かした授業等を

展開する」について

○ 校内で行った研究授業の実践を生かし、発問を絞ることで自分自身の道徳性につい

て深く考える機会となった。

○ 班分けについて、これまでの研修を生かして各授業担当者の意図をもって授業を展

開した。その結果、発言が活発になったり、新たな人間関係の中でも自信をもって

発言したりする生徒の姿が見られた。

（２）「他者との関わりについて考えを深められるよう、コミュニケーションをとる場面

を多く設けた教育活動を展開する」について

○ 「賛成」と「反対」の立場に分かれての意見交換であっ

たが、その二つにとらわれることなく「どちらともいえな

い」と考えた生徒が数名おり、その意見がどちらの立場に

もいい働きになった。他者の意見を踏まえて統合的に考え

ることができた。

○ 震災後から今まで、この地区で暮らす多くの生徒が様々

な形で「思いやり」の心に触れる機会があり、それを「感

謝の心」で受け取っていることがよく分かる発言をグループ内で交わす姿が見られた。

● 高校生ということもあり、「思いやり」や「感謝の心」の重要性は当たり前のこと

と捉えている生徒が多く、意見交換だけでは改めて考えを深めるには至らない生徒も

いた。生徒同士の話し合いの中に、効果的なゆさぶりをかけるような発問ができれば

よかった。

（３）「地域からの協力を得た道徳的実践を行い、実践の結果を家庭に発信する」につい

て

○ 授業後の研究協議では同地区の小中学校、高校の先生方から震災についての道徳教

育についての意見をいただき、大変参考になった。今後の教育活動につながる良い機

会になった。

（４）その他

● 震災当時小学校４年生だった生徒達の中には、現在も震災の記憶にトラウマを抱え

ている生徒もいる。そういった生徒にはなるべく震災を連想させないように配慮した

が、その分、ねらいを達成する授業になったのかやや疑問が残る。

子ども一人一人を受け止めて認め、励ます評価の視点から

○ それぞれの登場人物の立場で物事を考えることに関して、その人物の置かれた立場

を考えながら物事を判断しており、高校生らしさを感じた。発達段階に応じたものの

考え方ができているので、それを実生活にも生かすことをさらに意識させたい。

● 教科化されていない高校において今回の授業内だけでの評価は困難だと感じるとい

う意見も見られる。現段階では細やかな観察や事前アンケートからワークシートの変

容を見取り、総合的な学習の時間や普段の学校生活の指導に生かしていくことができ

るようにしていきたい。
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【Q&A】

道徳科の教育課程Q&A



新学習指導要領Ｑ＆Ａ［特別の教科 道徳］（小・中）

１ なぜ、「特別の教科」なのですか。今回の教科化で、今までと変わること、変わら

ないことを教えてほしい。

「特別の教科 道徳」（以下 道徳科とする）については、小学校では平成３０年度か

ら、中学校では平成３１年度から他教科に先駆けて先行実施される。教科化に際して、「学

級担任が担当することが望ましいと考えられること」「数値による評価はなじまないと考

えられること」など、各教科にない側面があるため、「特別の教科」という枠組みが設け

られた。

また、今回の改訂では、「いじめの問題」等、現実の困難な問題に主体的に対処するこ

とのできる実効性ある力を育成する役割が強く求められており、改訂の要点として次の５

点が挙げられる。

（１）目標の明確化

⇒教科の特質と学習活動の明示「道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つ

め、多面的・多角的に考え、自己（人間）の生き方についての考えを深める学習

を通して」

（２）体系性を高め指導の効果を上げるための内容の改善

⇒「それぞれの内容を端的に表す言葉を付記」や「内容項目についての整理」等

（３） 多様な指導方法の工夫

⇒「問題解決的な学習」「道徳的行為に関する体験的な学習」の例示

（４） 魅力的な教材の開発や活用の工夫

⇒地域教材の積極的な開発と活用

（５） 評価

⇒数値による評価は引き続き行わないこととし、児童・生徒の学習状況や道徳性に

係る成長の様子を様子を継続的に把握

なお、これまでの｢道徳の時間｣と同様に、学校の教育活動全体で行う道徳教育の「要」

としての役割を果たすことは今までと何ら変わらない。

２ 道徳教育の全体計画等の作成に当たって、どんなことに配慮すべきか。

以下のポイントについて、学校としての計画（ロードマップ）を明確に描くことができ

るのか、円滑な実施に向けた、今後の大きなポイントとなる。

□ 「重点目標」「指導の重点化」（重点とする内容項目の設定）を校長の方針の下、道

徳教育推進教師が中心となり、全職員が共有しながら作成しているか。また、全体計画

の項目は、総則等に照らして適切か。

□ 「学校のいじめ防止基本方針」や「各種教育の目標や全体計画」等と道徳教育との関

連性や整合性が図られているか。

□ 別葉をどのような形式でどのような計画でつくり、いかに実効性のある計画にしてい

くか。

□ 評価をいつ、どのような体制で実施していくのか、保護者等にどのタイミングで周知

していくか。
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３ 道徳科の授業を原則的に担任が行うのはなぜか。担任が授業を行う際、配慮すべき

ことはあるか。

道徳科の授業を原則的に担任が行う理由としては、「学級担任が児童生徒の実態に精通

していること、時間的にも触れ合う機会が多く、継続的に道徳性の成長を見ることができ

ること」が挙げられる。しかしながら、あくまでも「原則」であり、担任一人が全てを担

うことを意味する訳ではない。

例えば、校長や教頭が参加する授業を行うことはもちろん、教員同士が互いに授業を交

換して見合うなど、チームとして取り組んで、子どもについて情報交換したり、評価の視

点や方法等について、学年内、学校内で共通認識をもったりすることが効果的である。

つまりは、学級担任授業を行うことを原則としながら、学校、学年としての組織的に対

応することが大切である。

４ 教科用図書の教材と従来活用していた「副読本」の資料の違いは何か。教科用図書

が導入されたことで、どのような点に留意すべきか。

学校教育法３４条には、「小学校においては、文部科学大臣の検定を経た教科用図書又

は文部科学省が著作の名義を有する教科用図書を使用しなければならない。」（中学校に

も準用）さらに、教科書の発行に関する臨時措置法第２条には、「教科書」とは、‥学校

において、教育課程の構成に応じて組織排列された教科の主たる教材‥」とされ、「主た

る教材」としての使用義務が明記されており、この点において、「教科書に準じて作られ

ている補助的な図書」としての「副読本」と大きな違いがある。

検定教科書の導入により、年間指導計画の作成等の教育課程編成作業においては、教科

書中のどの教材をどの時期に配列するか等について、各教科等の学習内容や体験活動等と

の関連を踏まえながら、しっかりと精査する視点がより重要となる。

５ 道徳科の年間指導計画を作成するにあたり、ふくしま道徳資料集や市町村発行の資

料集掲載の教材等を、教科書中の教材に代わって位置付けることは可能か。可能であ

るとすれば、その位置付けにあたって、どのような配慮が必要か。

「小（中）学校学習指導要領解説 特別の教科道徳編 第４章 指導計画の作成と内容

の取扱い 第４節 道徳科の教材に求められる内容の観点」には、「‥道徳教育の特性に

鑑みれば、各地域に根ざした地域教材など、多様な教材を併せて活用することが重要とな

る。‥地域教材の開発や活用にも努めることが望ましい」と記述され、地域教材を意図的

・計画的・組織的に開発し、活用することが望ましいとされている。

このことにより、「ふくしま道徳教育資料集」（県教委発行）及び「市町村発行の道徳

教育資料集」等を、年間指導計画に「副教材」として積極的に位置付けることは、道徳科

の趣旨と内容の実現に向けて非常に有効である。

なお、地域教材の開発にあっては、教材の具備すべき条件を備えているか精査するとと

もに、年間指導計画への位置付けに際しては、「教科書教材」に加えて「副教材」として

併記し、その対応を明らかにすることが望ましい。

加えて、自校及び学年の重点とする内容・項目に照らして、教科書中の教材数が不足し

ている場合、「私たちの道徳ＷＥＢ版（文部科学省）」「小（中）学校道徳読み物資料集（文

部科学省）」「ふくしま道徳教育資料集」等を主教材として位置付けることが可能である

旨を付記しておく。
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６ 学校で決めた道徳教育の重点内容項目に対して、教科書教材が一部不足してしまう

ような場合、どのような対応が考えられるか。

各学校の道徳教育の重点内容・項目は、校長の指導の下、全職員が共通理解して設定し

た、とりわけ重要な内容の一つであることは言うまでもない。万が一、教科書教材数に合

わせて、各学校の重点内容項目が設定されるということになれば、児童生徒の実態、地域

や保護者、教師の願いが道徳教育に位置付けられないということになってしまう。そこで、

このような場合は「ふくしま道徳教育資料集（県教委）」「小（中）学校道徳読み物資料

集（文科省）」「私たちの道徳（ＷＥＢ版）」等を主たる教材として位置付ける対応が考え

られる。その際は、特記事項等にその旨を明記し、次年度以降の教育課程編成の参考とな

るように配慮してほしい。

７ 自作教材は、今後活用することができなくなるのか。

自作教材の作成と活用については、授業者単独の判断であったり、その場限りの活用と

なったりしないことが大切である。そのためには、「小（中）学校学習指導要領解説 特

別の教科 道徳編 第３章 道徳科の内容 第２節 内容項目の指導の観点」に照らして、

児童生徒の発達の段階や特性に見合っているか、さらに「同第４章 指導計画の作成と内

容の取扱い 第４節 道徳科の教材に求められる内容の観点」に沿っているかを踏まえて、

教材の具備すべき条件を備えているか事前に精査し、その使用が適切かどうか、校長の指

導の下、学年や学校で共通認識をもって確認する手続きが必要となる。

８ 「考え、議論する道徳」に代わって、「問題解決的な学習」や「道徳的行為に関す

る体験的な学習」などの質の高い多様な指導方法を耳にするようになった。両者は、

どのようにつながっているのか。これから求められる多様な指導方法について教えて

ほしい。

「『特別の教科 道徳』の指導方法と評価について（報告）平成２８年７月２２日 道

徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」においては、これから求められる質の

高い多様な指導方法の例示として、「読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習」

「問題解決的な学習」「道徳的行為に関する体験的な学習」の３つが示された。これらは

「考え、議論する道徳」をより具体化したものであると考えられ、それぞれが独立した指

導の「型」を示しているのではなく、それぞれの要素を組み合わせた指導も考えられると

されている。今後は、各学校において、これら３つの指導方法を目安とした指導方法の開

発と研究が推進されることを期待したい。

９ 複式学級における道徳科の授業をどうつくればよいか分からない。どのように計画

を立案すればよいのか教えてほしい。

小（中）学校学習指導要領「第３章 特別の教科 道徳 第３ 指導計画の作成と内容

の取扱い」では、「各学年の内容項目について、相当する学年において全て取り上げるこ

ととする。」とされており、該当する学年の全ての内容項目を取り扱うことが教育課程編

成上必須の要件となる。

さらに、小学校学習指導要領解説「特別の教科 道徳編 第３章 道徳科の内容 第１

節 内容構成の考え方（３）」には、「～特に必要な場合は、他の学年の内容項目の指導

を加えることはできる」とされており、いわゆる飛び複式学級や変則複式学級の指導にお
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いて、該当学年において取り扱わない内容項目を加えて指導できる旨が明記されている。

これらを踏まえると、「特別の教科 道徳」の複式学級における教育課程編成に際して

は、次の３例が想定される。

Ａ 学年別の学習とし、それぞれの学年がそれぞれの目標内容で学習（「直接指導」と

「間接指導」の組み合わせによる指導。通常の教科書給与による）

Ｂ ２年間分をそれぞれ第１年次（Ａ年度）と第２年次（Ｂ年度）別に平均に配当し、

両学年が同目標内容で学習（該当する両学年の教科書の同時（一括）給与）

Ｃ ２年間分の学習内容について、Ａ年度は〇学年の教材を主に、Ｂ年度は●学年の教

材を主に配当し、両学年が同目標内容で学習（Ａ年度は〇学年の教科書給与、Ｂ年度

は●学年の教科書給与）

いずれの例においても、メリットとデメリットがあり、どのような教育課程を編成する

かは、自校及び児童生徒の実態をどうとらえて、学校として最も適切な教育課程を編成す

るかが問われるところである。

なお、いずれの例においても、今後の学級編成の推移を想定したり、教科書給与上の事

務手続きを適切に行ったりするなど、学校全体として見通しをもった対応が求められる。

さらに、市町村の様々な事情により、ケースが限られる場合もあるので、各市町村教育

委員会に確認願いたい。

10 複式学級の教育課程編成を行うにあたり、通常の学年通りの教科書の一括給与を行

い、学年別の指導（それぞれの学年がそれぞれの目標内容で学習）を行うための道徳

科の年間指導計画を作成する際、何か配慮・工夫する点はあるか。

例えば、同じ内容項目を同時期・同時間に配当することにより、学年別と学級全体の学

習形態を組み合わせて弾力的な学習指導を実施することなどが考えられる。具体的には、

次の例の通りである。

（例）３・４学年（複式学級）において、５月第２週の同時間に、いずれの学年も同じ

内容項目（親切・思いやり）を扱い、共通のねらいを設定した年間指導計画を構想

□ 導入は両学年合同の活動とし、ねらいとする内容・項目（親切・思いやり）について

の方向付けを図る。

□ 展開前段の活動は各学年別で行い、各学年別の教材を活用して、「親切・思いやり」

を追求する。その際は、直接指導と間接指導を組み合わせて実施したり、管理職を含め

た教師の協力的な指導を行ったりしながら、各学年の児童の実態に合った展開を工夫す

る。

□ 展開後段（自己を見つめる時間）と終末は、両学年合同に戻し、展開前段で話し合っ

た「親切・思いやり」について紹介し合ったり、「親切・思いやり」にかかわって自分

の生活を見つめ直したりする。

この例は、あくまでも学校の創意工夫の一つでしかない。校長の指導の下、各学校の実

態に応じたカリキュラムを全職員の共通理解の基に計画し、実践していくことが大切であ

る。

なお、教材に描かれた特性（季節や行事等）により、同じ内容項目であってもどうして

も同時期・同時間で組み合わせることのできない内容もあると考える。その場合、例えば、

学校や学級で重点的に扱う内容・項目等についてのみ同時期・同時間で扱うなど、自校の

共通方針に基づいて、柔軟に年間指導計画を作成することが大切である。
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11 特別支援学校おける道徳科の授業の位置付けは、教科化される前と変わるか。

また、道徳教育の全体計画や指導計画を作成する上で、どのような点に留意すべき

か。

さらに、小・中学校の特別支援学級では、どのような点に留意すべきか。

特別支援学校においても、道徳科の目標、内容及び指導計画の作成と内容の取扱いは、小

学校又は中学校に準ずることとなっている。準ずるということは、同一ということを意味し

ているため、小学校及び中学校学習指導要領に示されているとおり取り扱わなければならな

い。しかし、知的障がい特別支援学校においては、各教科等の一部又は全部を合わせて指導

を行える規定（学校教育法施行規則第１３０条第２項）があることから、この規定により各

教科等を合わせた指導の中で適切に扱う場合もあるため、取扱いについては自校の教育課程

によるとされている。

特別支援学校学習指導要領第５章 特別の教科 道徳には、指導計画の作成や内容の取扱

いについて、３つの配慮事項が示されていることから、それらを十分に配慮する必要がある。

また、特別支援学級においても、小・中学校に設置されている学級であることから小学校

及び中学校学習指導指導要領を踏まえる必要がある。しかし、知的障がい特別支援学級にお

いて特別支援学校の学習指導要領を参考としている場合は、上記と同様である。

12 「大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること」とあるが、具体的に教えてほし

い。

小（中）学校学習指導要領解説「第５章 第２節 道徳科における児童（生徒）の学習

状況及び成長の様子について」の「道徳科に関する評価の基本的な考え方」には、「道徳

科の学習状況の評価に当たっては、道徳科の学習活動に着目し、年間や学期といった一定

の時間的なまとまりの中で、児童（生徒）の学習状況や道徳性に係る成長の様子を把握す

る必要がある。」とされている。指導要録の記入上の大くくりなまとまりは、一年間を指

すが、児童生徒を受け止めて認め、励ます評価を、どの時期にどう実施し、児童生徒や保

護者に還元していくか、、各学校で設定する必要がある。保護者に還元していく方法が、

通知表へ記述する、面談でお知らせするなど、どのように実施するかについては、各学校

の判断に委ねられる。いずれの場合も、市町村教育委員会の指導助言の基、進めていくこ

とが大切である。

13 評価にかかわって、「個々の内容項目ごとではなく」とは、どうとらえればよいの

か、教えてほしい。

一つ一つの内容項目ごと（授業ごと）に、「ＡＢＣ」や「数値」等による評価をしない

ことを意味する。「内容項目について記述してはいけない」ということではなく、各学校

が設定した大くくりなまとまりの期間で、児童生徒がいかに成長したかという点からの個

人内評価として実施し、把握した学習状況や道徳性の成長に係る様子の中で特に顕著なも

のを評価することから、児童生徒の成長を特に表す内容項目にふれることは 何ら問題は

ない。当然ながら、児童生徒や保護者に評価を還元することにより、児童生徒を積極的に

認め励ましたり、その後の指導に生かしたりする役割があることも言うまでもない。
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14 道徳性の諸様相（道徳的判断力、心情、実践意欲と態度）を評価の観点とすること

はなぜ適当ではないのか。また、個人内評価であっても、何らかの観点がないと、評

価ができないのではないか。

「道徳的判断力、心情、実践意欲と態度」はそれぞれ独立したものではなく、相互に関

係し合っており、切り分けられないものであることから、これらを資質・能力の３つの柱

にそれぞれ分けて位置付けることはできないものと考えられる。

児童生徒の人格そのものに働きかけ、道徳性を養うことを目的とする道徳科の評価とし

ては、観点別に分析的に評価する（観点ごとにＡＢＣを付ける）ことは適当ではないと考

えられる。

一方で、評価を行い、指導の改善等につなげるためには、授業の中でどのような児童生

徒の姿に着目するかという、視点をもつことが大切であると考えられる。小（中）学習指

導要領解説編では、学習活動において児童生徒が道徳的価値やそれらに関わる諸事象につ

いて他者の考え方や議論に触れ、自律的に思考する中で、

○ 一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展しているか

○ 道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているか

といった２点を重視して評価を実施することが大切である。

15 道徳科の授業で行われる評価を、学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の評価

と関連させ、よく行動できている点について積極的に評価したいと考えているが大

丈夫か。道徳科の評価について教えてほしい。

学校生活で見られる姿は、これまで通り「行動の記録」の要素となる。

道徳科における評価は、道徳科の授業を行った結果として見られた「学習状況」や「道

徳性に係る成長の様子」を見るものであるため、授業の中で見られた発言や記述などを基

に評価を行うことになる。

道徳科の評価を行う基本的な方向性として、次の５点を確認しておきたい。

（１） 数値による評価ではなく、記述式とすること。

（２） 個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること。

（３） 他の児童生徒との比較による評価ではなく、児童生徒がいかに成長したかを積極

的に受け止めて認め、励ます個人内評価とすること。

（４） 学習活動において、児童生徒が多面的・多角的な見方へと発展しているか、道徳

的価値の理解を自分自身との関わりで深めているかといった点を重視すること

（５） 調査書に記載せず、入学者選抜の合否判定に活用することのないようにする必要

があること。

16 道徳科の教育課程編成上、「これだけは …」というポイントがあれば、教えてほ

しい。

小（中）学校学習指導要領（平成２９年３月）・第３章特別の教科道徳・第３指導計画

の作成と内容の取扱いの１には、「…第２に示す（各学年段階の）内容項目について、相

当する学年（各学年）において全て取り上げることとする」とされている。小学校低学年

１９項目・中学年２０項目、高学年２２項目、中学校２２項目の内容項目を全て取り上げ

ることは必須要件となるので、各学年の年間指導計画を必ず確認してほしい。
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17 教科化に際して、教職員の研修を充実させたいと考えているが、参考になるホーム

ページや資料等を教えてほしい。

以下の報告書や動画等について、校内研修、教育課程編成等の参考にしていただきたい。

〔学習指導要領等〕

○ 小（中）学校学習指導要領 平成２９年３月３１日 文部科学省（文部科学省ＨＰ）

○ 小（中）学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編 平成２９年７月文部科学省（文

部科学省ＨＰ）

〔通知等〕

○ 学習指導要領の一部改正に伴う小学校、中学校及び特別支援学校小学部・中学部にお

ける児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）（２８教義第８４６

号 平成２８年８月１０日付）

〔報告書・広報誌等〕

○ 「特別の教科 道徳」の指導方法・評価等について（報告）平成２８年７月２２日

道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議（文部科学省ＨＰ）

○ 福島県道徳教育推進報告書（福島県教育庁義務教育課ＨＰ）

○ 道徳のとびら（福島県教育庁義務教育課ＨＰ）

○ 道徳のかけ橋（福島県教育庁義務教育課ＨＰ）

○ 道徳の礎（福島県教育庁義務教育課ＨＰ）

〔動画等〕

○ 道徳教育アーカイブ（https://doutoku.mext.go.jp）
○ 校内研修シリーズ「道徳教育」（独立行政法人教職員支援機構ＨＰ）
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